
平成３１年 第１回 

本別町議会定例会会議録 

 
 

 

 

自 平成３１年 ３月 ５日  

至 平成３１年 ３月２２日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本  別  町  議  会  

 

写  



- 1 - 

 

平成３１年本別町議会第１回定例会会議録（第１号） 

平成３１年３月５日（火曜日） 午前１０時００分開会 

──────────────────────────────────────────── 

○議事日程 

日程第 １  会議録署名議員の指名 

日程第 ２  議会運営委員長報告 

日程第 ３  会期決定の件 

日程第 ４  諸般の報告 

日程第 ５  行政報告 

日程第 ６ 議案第 ７号 平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１５回）につい

て 

日程第 ７ 議案第 ８号 平成３０年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４

回）について 

日程第 ８ 議案第 ９号 平成３０年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３回）について 

日程第 ９ 議案第１０号 平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４

回）について 

日程第１０ 議案第１１号 平成３０年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算

（第６回）について 

日程第１１ 議案第１２号 平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）

について 

日程第１２ 議案第１３号 平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第４回）

について 

日程第１３ 議案第１４号 平成３０年度本別町水道事業会計補正予算（第２回）につ

いて 

日程第１４ 議案第１５号 平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算

（第４回）について 

日程第１５  平成３１年度町政執行方針・教育行政執行方針 

──────────────────────────────────────────── 

○会議に付した事件 

日程第 １  会議録署名議員の指名 

日程第 ２  議会運営委員長報告 

日程第 ３  会期決定の件 

日程第 ４  諸般の報告 

日程第 ５  行政報告 
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日程第 ６ 議案第 ７号 平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１５回）につい

て 

日程第 ７ 議案第 ８号 平成３０年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４

回）について 

日程第 ８ 議案第 ９号 平成３０年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３回）について 

日程第 ９ 議案第１０号 平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４

回）について 

日程第１０ 議案第１１号 平成３０年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算

（第６回）について 

日程第１１ 議案第１２号 平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）

について 

日程第１２ 議案第１３号 平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第４回）

について 

日程第１３ 議案第１４号 平成３０年度本別町水道事業会計補正予算（第２回）につ

いて 

日程第１４ 議案第１５号 平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算

（第４回）について 

日程第１５  平成３１年度町政執行方針・教育行政執行方針 

──────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１２名） 

議 長 １２番 高 橋 利 勝  副議長 １１番 藤 田 直 美 

 １番 水 谷 令 子   ２番 柏 崎 秀 行 

 ３番 梅 村 智 秀   ４番 石 山 憲 司 

 ５番 篠 原 義 彦   ６番 大 住 啓 一 

 ７番 山 西 二三夫   ８番 黒 山 久 男 

 ９番 方 川 一 郎   １０番 阿 保 静 夫 

──────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

──────────────────────────────────────────── 

○説明のため出席した者の職氏名 

町 長 髙 橋 正 夫  副 町 長 大和田   収 

会 計 管 理 者 花 房 永 実  総 務 課 長 村 本 信 幸 

農 林 課 長 菊 地  敦  保 健 福 祉 課 長 飯 山 明 美 

住 民 課 長 田 西 敏 重  子ども未来課長 大 橋 堅 次 

建 設 水 道 課 長 大 槻 康 有  企 画 振 興 課 長 高 橋 哲 也 
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老人ホーム所長 井戸川 一 美  国保病院事務長 藤 野 和 幸 

総 務 課 主 幹 小 坂 祐 司  総 務 課 長 補 佐 三 品 正 哉 

建設水道課長補佐 小 出 勝 栄  教 育 長 佐々木 基 裕 

教 育 次 長 久 保 良 一  社 会 教 育 課 長 阿 部 秀 幸 

学校給食共同調理場所長 坪  忠 男  農 委 事 務 局 長 郡  弘 幸 

代 表 監 査 委 員 畑 山 一 洋  選 管 事 務 局 長 村 本 信 幸 

──────────────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者の職氏名 

事 務 局 長 鷲 巣 正 樹  総務担当主査  越 後  忠 
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開会宣告（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（高橋利勝） ただいまから、平成３１年第１回本別町議会定例会を開会します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（高橋利勝） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（高橋利勝） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行ないます。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、阿保静夫議員、方川一郎議員、

及び石山憲司議員を指名します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員長報告 

○議長（高橋利勝） 日程第２ 議会運営委員長から報告を行ないます。 

 議会運営委員長方川一郎議員、御登壇ください。 

○議会運営委員長（方川一郎）〔登壇〕 報告いたします。 

 平成３０年１２月１２日第４回定例会において閉会中の調査付託を受けた議会の会期、

日程等の議会運営に関する事項について報告いたします。 

 議会の運営に関する事項。 

 まず、会期について申し上げます。 

 本定例会の会期は、本日、３月５日から３月２５日までの２１日間とするよう予定をい

たしました。 

 次に、一般質問の締め切りについて申し上げます。 

 一般質問の通告は、３月７日正午をもって締め切ることといたしました。 

 次に、議会の運営に関する事項、陳情文書の取扱いについて申し上げます。 

 本日までに、５件の提出がありました。 

 商工会に対する平成３１年度市町村補助金についての要望。全国知事会の米軍基地負担

に関する提言の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求

める意見書を提出する事を求める陳情。奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲

与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書。日本国憲法

の尊重・擁護に関する陳情。辺野古新基地建設が、沖縄県民にのみ過重な負担を強い、そ

の尊厳を踏みにじるものであることに鑑み、解決に向けた主体的な取り組みを日本国民全

体に呼びかけるとともに、政府に対し、沖縄県民の民意を尊重することを求める決議。 

 以上、５件については、議会運営基準１３８運用例５によることとし、後刻、議員の回

覧に供することといたします。 
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 次に、提出議案の取り扱いについて申し上げます。 

 提出議案中、議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について、ないし、議案第

２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算について、以上、９件の議案に

ついては、議長を除く、１１名の委員で構成する、平成３１年度各会計予算審査特別委員

会を設置し、これに付託をして審査する取り運びを予定いたしました。 

 以上報告いたします。 

○議長（高橋利勝） これで報告済みといたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（高橋利勝） 日程第３ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、３月５日から３月２５日までの２１日間とすることにしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日３月５日から３月２５日までの２１日間とすることに決定い

たしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎休会の議決 

○議長（高橋利勝） お諮りします。 

 議事の都合により、３月６日から１１日、１５日から２１日、２３日から２４日の計１

５日間を休会にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、３月６日から１１日、１５日から２１日、２３日から２４日の計１５日間

は、休会とすることに決定いたしました。 

 暫時休憩します。 

午前１０時０６分  休憩 

午前１０時０７分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 諸般の報告 

○議長（高橋利勝） 日程第４ 諸般の報告を行ないます。 

 監査委員から平成３１年１月分に関する例月出納検査結果報告書の提出がありました。 

 その写しをお手元に配布しておきましたので御了承願います。 
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 これで、報告済みとします。 

 次に、平成３０年度学校林現況報告が町長から提出がありました。 

 その写しをお手元に配布しておきましたので、御了承願います。 

 これで、報告済みといたします。 

 次に、所管事務調査結果報告書が、総務、産業厚生の各常任委員長から提出がありまし

た。 

 その写しをお手元に配布しておきましたので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、池北三町行政事務組合議会の平成３０年第４回定例会以降における主な審議内容

について、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、十勝圏複合事務組合議会の平成３０年第４回定例会以降における主な審議内容に

ついて、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、とかち広域消防事務組合議会の平成３０年第４回定例会以降における主な審議内

容について、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、議長の動静について、平成３０年第４回定例会以降における議長の主な動静につ

いて、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 行政報告 

○議長（高橋利勝） 日程第５ 行政報告を行ないます。 

 髙橋町長、御登壇ください。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 平成３０年度各会計の予算執行状況について報告いたします。 

 １月末現在の一般会計の執行状況につきましては、歳入が予算額６９億９,０１５万１,

０００円に対し、収入済額４９億６,０３８万３,０００円で７１.０パーセントの執行率と

なっております。歳出は、支出済額４７億１１３万８,０００円で６７.３パーセントの執

行率となっております。 

 次に、地方交付税の状況でありますが、普通交付税は前年度比４.７パーセント、額にい

たしまして１億２,６５３万６,０００円減の２５億４,２７２万２,０００円になる見込み

であります。交付税財源の不足分を、地方が直接借り入れをしております臨時財政対策債

は前年度比４.３パーセント、７４２万１,０００円減の１億６,３７５万７,０００円で、

普通交付税を加えました総額では、前年度を４.７パーセント下回る結果となっております。

特別交付税につきましては、現時点では未確定でありますが、現予算では１８.５パーセン

ト減の２億６,５４３万６,０００円を見込んでいるところであります。 
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 次に、国民健康保険特別会計でありますが、歳入が予算額１２億５,２４５万４,０００

円に対し、収入済額９億１,４３５万７,０００円で７３.０パーセントの執行率で、国保税

の収納率は現年度が８５.４パーセント、滞納繰越金分が１８.９パーセントとなっており

ます。歳出は、支出済額８億７,７８４万７,０００円で７０.１パーセントの執行率となっ

ております。歳出総額の６４.８パーセントを占めます保険給付費と国民健康保険事業納付

金は、それぞれ６７.５パーセントと９０.０パーセントの執行率となっております。 

 次に、後期高齢者医療特別会計でありますが、歳入が予算額１億２,７３０万３,０００

円に対し、収入済額が１億９１１万１,０００円で８５.７パーセントの執行率となってお

ります。歳出は、支出済額１億７６７万７,０００円で８４.６パーセントの執行率となっ

ております。 

 次に、介護保険事業特別会計でありますが、歳入が予算額１０億２,２８５万９,０００

円に対し、収入済額は７億３,６４９万６,０００円で７２.０パーセントの執行率となって

おります。このうち、介護保険料につきましては、調定額２億３４万９,０００円に対し、

収納額が 1億６,５８６万９,０００円で８２.８パーセントの収納率となっております。歳

出は、支出済額７億２,６２４万８,０００円で７１.０パーセントの執行率となっており、

このうちの保険給付費については、６億４,２６１万円で、支出済額の８８.５パーセント

となっております。 

 次に、介護サービス事業特別会計でありますが、歳入が予算額２億９,６６７万２,００

０円に対し、収入済額は１億８,６８３万４,０００円で６３.０パーセントの執行率で、サ

ービス収入の収納率は９９.９パーセントとなっております。歳出は、支出済額２億４,０

１４万５,０００円で８０.９パーセントの執行率となっております。 

 次に、簡易水道特別会計でありますが、歳入が予算額１億８１８万９,０００円に対し、

収入済額が５,３７８万７,０００円で４９.７パーセントの執行率となっております。歳出

は、支出済額７,０８７万３,０００円で６５.５パーセントの執行率となっております。 

 次に、公共下水道特別会計でありますが、歳入が予算額４億７,１１０万円に対し、収入

済額２億１,１９１万６,０００円で４５.０パーセントの執行率となっております。歳出は、

支出済額２億３,９１８万１,０００円で５０.８パーセントの執行率となっております。 

 次に、水道事業会計の決算見込みについて報告をいたします。 

 収益的収入及び支出につきましては、収入見込額は１億６,９９５万６,０００円で、支

出見込額は１億６,９９５万６,０００円となる見込みであります。また、資本的収入及び

支出につきましては、収入見込額が２３０万円、支出見込額は６,０３５万３,０００円で、

不足額５,８０５万３,０００円は過年度分損益勘定留保資金等で補てんする予定にしてお

ります。 

 次に、病院事業会計決算見込みについて報告いたします。 

 まず、患者数の動向でありますが、平成３１年１月末現在の延べ患者数は、入院患者が

１万２,６９６人、前年同期比１,７６６人、１２.２パーセントの減、外来患者が３万４,
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６７３人、前年同期比で２,２７６人、６.２パーセントの減となっております。次に、収

益的収入及び支出につきましては、収入見込額は１１億２７８万２,０００円、支出見込額

は１２億６,０４９万９,０００円となる見込みで、収益から費用を差し引きました１億５,

７７１万７,０００円が純損失となる見込みであります。また、資本的収入及び支出につき

ましては、収入見込額が８,７０６万２,０００円、支出見込額が１億２,０９４万２,００

０円で、不足額３,３８８万円は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんする予定にしてお

ります。 

 以上、平成３０年度各会計の予算執行状況及び企業会計決算見込みの報告とさせていた

だきます。 

 次に、防災行政無線更新事業について報告をいたします。 

 本町では、災害発生時など住民に避難情報などを伝えるため、防災行政無線を整備し、

屋外拡声器と戸別受信機により住民に対し防災情報を一斉放送しております。現在使用し

ているものは平成８年度に更新、平成９年３月からの運用と２０年以上経過しておりまし

て、機器の老朽化に加え、電波がアナログ方式のため、将来使用ができなくなりますこと

から、デジタル方式への切り替えを含めて、防災行政無線を更新する方向で検討してまい

りました。 

 更新機器の選定にあたりましては、３種類の帯域について比較検討を行ない、価格や運

用面において最も本町の実情に即した周波数６０メガヘルツ帯の機器を選定し、平成３０

年度に電波伝搬調査を含めた実施設計業務を行ない、電波到達範囲や中継設備の設置個所

など、導入に向けたシステム調査を実施し、この調査結果を基に平成３１年度から２カ年

をかけて整備を進めてまいりたいと考えております。 

 整備内容につきましては、１年目に親局設備と中継局を３局、戸別受信機８００台を整

備し、２年目に屋外拡声子局１６局と戸別受信機２,２００台を整備し、その後、現在のア

ナログ設備を撤去して、デジタル化に移行していく予定としております。 

 戸別受信機の設置箇所につきましては、１年目に避難所、土砂災害警戒区域に居住され

ている世帯、自治会長、消防団員、関係機関などに設置することとし、平成３１年度中に

住民への周知を行ない、戸別受信機希望の有無を確認をして、２年目となります平成３２

年度に各戸に設置をしていきたいと考えております。また、戸別受信機を希望される世帯

につきましては、無償で貸与するものとして、メーカーの保証期間が終了してからの修理

費等については、利用者の皆さま方に御負担いただく条件で運用を図ってまいりたいと考

えております。 

 今後も、防災に向けた取り組みにつきまして、一層の推進を図ってまいりたいと考えて

おりますので、議員各位の御理解と御協力を賜りますようにお願いをいたします。また、

関連予算を本定例会に提案しておりますので、よろしく御審議を願いたいと思います。 

 次に、本別町医療職員養成修学資金貸付制度の創設について報告をいたします。 

 本町ではこれまで、町民の皆さまや関係機関との連携のもと、住みなれた地域で暮らし
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続けることができるまちづくりとして、地域包括ケアシステムの構築を進めてまいりまし

た。地域包括ケアシステムにおいては、本町の基幹病院であります国保病院の果たす役割

は大きく、これまで、町民の皆さまのニーズにこたえる病院とするため、病院改革プラン

の策定に取り組んでまいりました。 

 国の推計では、団塊の世代が後期高齢者となります２０２５年、平成３７年には、看護

職員は１９６万人から２０６万人必要であるとされております。現状では、３万人から１

３万人が不足すると考えられております。現在、本町におきましては、看護師のみならず、

保健師、臨床検査技師、理学療法士などの医療職員の確保が非常に難しい状況となってお

りまして、国保病院のみならず、本町における将来的な医療職員確保に向けた施策として、

大学又は看護師養成所等に進学される方に対する修学資金の貸付制度として、医療職員養

成修学資金貸付事業の創設について検討を進めてまいりました。この制度は、本町の医療

職員として医療業務に従事しようとする方に対して必要な修学資金を貸付けをし、資格取

得後、町内の医療機関等に一定期間勤務をされた場合には、貸付金の全額を償還免除とす

るもので、平成３１年度より実施をしたいと考えております。 

 今後も地域医療を担う人材の確保、育成、定着を推進するため、引き続き努力してまい

りたいと考えておりますので、議員各位の御理解と御協力を賜りますようにお願いを申し

上げます。なお、これも関係条例を本定例会に提案させていただいておりますので、よろ

しく御審議をお願いいたします。 

 次に、勇足ゆうあいの里に併設する高齢者向け住宅の整備について報告いたします。 

 自宅での生活が困難となられました高齢者の方が、見守りや食事の提供を受けながら、

できるだけ在宅に近い居住環境の中で生活を継続することにより、施設に入所することな

く地域で暮らし続けることのできる環境として、小規模居宅介護事業所と高齢者向け住宅

を一体的に運営することによる効果は大きいことから、平成３０年３月に策定いたしまし

た第７期銀河福祉タウン計画におきまして、本別町社会福祉協議会が運営する勇足ゆうあ

いの里、仙美里陽だまりの里の小規模多機能型居宅介護事業所に併設して、高齢者向け住

宅の整備を計画したところであります。この計画を受けまして、平成３０年７月に仙美里

地区の高齢者向け住宅が開設され、仙美里地区の方を中心に現在７名の方が入居されてお

ります。 

 勇足地区の高齢者向け住宅につきましては、平成３１年度の秋ごろに開設を目指し、勇

足ゆうあいの里に併設した７戸の住宅整備を進めてまいりたいと考えております。 

 なお、高齢者向け住宅につきましては、本別町社会福祉協議会が運営母体となりますこ

とから、本別町社会福祉協議会が金融機関より借り入れる勇足高齢者住宅建設事業資金に

かかわる元利償還の助成に関する債務負担行為の設定につきまして、本定例会に提案して

おりますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

 次に、本別町立へき地保育所の現状について報告いたします。 

 本町のへき地保育所につきましては、児童福祉法第３９条に規定する、保育所を設置す
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ることが著しく困難である地域に設置することができる施設として、厚生労働省通知の、

へき地保育所設置要綱に基づき運営しており、２歳児から５歳児の児童をお預かりして、

就学前の教育、保育施設として、国が定めます保育所保育指針、本別町へき地保育所にお

ける教育・保育計画を定めて運営しているところであります。 

 全国的に人口減少が進む中で、少子化の波は本町にも大きく押し寄せておりまして、特

に仙美里地区においての就学前児童の減少が著しく、現在、仙美里へき地保育所に入所を

いただいている児童は５歳児が３名、４歳児が３名、２歳児１名の計７名の入所に止まっ

ているところであります。 

 このようなことから、先般、仙美里へき地保育所の保護者の皆さま方と懇談させていた

だき、幼児期の教育、保育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う極めて重要なものであ

りますことから、市街地、へき地を問わず、子どもたちが健やかに成長できる、また希望

するすべての子どもに質の高い就学前教育、保育を提供していく旨を説明し、さらには、

少人数での教育、保育におけるメリット、デメリットについて説明をさせていただいたと

ころです。その後も、毎月、第１月曜日に行なわれます、保育所に入所する前の保護者、

児童を対象としました保育所開放日に地域の保護者に個別に御案内をさせていただき、担

当が出席するとともに、訪問されました保護者と個別に懇談をさせていただいているとこ

ろであります。 

 本日現在、平成３１年度の仙美里へき地保育所への入所児童数は、５歳児が３名、３歳

児が２名の計５名を予定しているところです。今後の仙美里へき地保育所につきましては、

現在通所中の保護者の皆さま、これから通所することとなる保護者の皆さま、地域自治会、

さらには、子ども・子育て会議などの関係団体の思いを受け止めながら、子どもの最善の

利益となることを第一義として、そのあり方について協議を進めてまいりますので、町民

の皆さまをはじめ、議員各位の御理解、御協力を賜りますように、よろしくお願いを申し

上げるところであります。 

 次に、地籍調査事業について報告を申し上げます。 

 国土交通省が策定いたします、第６次国土調査事業十箇年計画、計画期間は平成２２年

度から３１年度ですが、この地籍調査の進捗状況は、計画目標面積２万１,０００平方キロ

メートルに対しまして、現在、平成３１年度末における目標達成率は５割程度となる見込

みとなっております。現在、今後１０年間の国の方針、方向性が検討されておりまして、

ことしの秋ごろには第７次国土調査事業十箇年計画、計画期間が平成３２年度から４１年

度の、この案が明らかになる予定となっております。 

 本町における地籍調査事業の取り組みにつきましては、第７次国土調査事業十箇年計画

を基本として、平成３１年度は、国の計画などの情報収集及び事業着手に向けた経費を積

算し、平成３２年度には、地籍調査事業基本計画書の策定や地籍調査支援システムの導入、

住民説明会を開催するなど、本格的な準備作業を進め、平成３３年度に事業着手できるよ

うに準備を進めてまいります。 
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 また、地籍調査事業を円滑に進めていくためには、地権者であります地域住民の協力が

不可欠でありまして、実施地区ごとに地域住民によります地籍調査推進のための協議会等

を組織していただくこととなり、また、本別町農業協同組合の協力もいただきながら、地

籍調査事業を進めてまいりたいと考えておりますので、今後とも、議員各位の特段の御理

解、御支援を賜りますようお願いいたします。 

 以上、本別町議会第１回定例会行政報告とさせていただきます。議員各位におかれまし

ては、今後とも御支援、御協力を賜りますようにお願い申し上げて、報告とさせていただ

きます。 

○議長（高橋利勝） これで行政報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第７号 

○議長（高橋利勝） 日程第６ 議案第７号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１

５回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第７号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１５回）

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、事業費の確定に伴います道営美蘭別地区営農用水事業、住宅改修費等補

助金の調整など、平成３０年度事業の完了に伴います係数整理が主な内容でありますが、

その他補正の主なものといたしましては、歳入では町税の増額、歳出では担い手確保・経

営強化支援事業、企業誘致奨励事業の増額、財政調整等基金への積立金の増額などでござ

います。 

 それでは予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,６０１万１,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６８億１,８２０万１,０００円とする内容であり

ます。 

 それでは歳出から御説明いたしますが、先ほど申し上げましたとおり、今回の補正の大

部分が事業確定に伴います執行残等の係数整理でございます。 

 ２５ページ、２６ページをお開きください。２、歳出でございますが、各科目にわたり

ます、２節給料、３節職員手当等、４節共済費の人件費については、７３ページ以降に給

与費明細書を添付しておりますので、説明は省略させていただきます。 

 それでは、２段目の２款総務費１項総務管理費１目一般管理費８節報償費、記念品代、

ふるさと納税２５０万円の減額は、個性あるふるさとづくり基金指定寄付金の収納見込み

による調整であります。 

 ２７ページ、２８ページをお開きください。一番下段にあります、８目企画費７節賃金、
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嘱託賃金２４０万８,０００円の減額補正は、地域おこし協力隊の採用者数が予定より１名

減となったことによる調整であります。 

 飛びまして、３１ページ、３２ページをお開きください。一番下段にあります、１４目

基金費２５節積立金１億２,３７４万１,０００円の増額補正は、基金積立金として財政調

整基金に１億１,９３２万１,０００円、農業振興基金に１千万円を積み立て、個性あるふ

るさとづくり基金５００万円を減額するものであります。 

 なお、財政調整基金は当初３億３,０００万円を取り崩しておりますが、前回までの計上

分と合わせて１億１,９３３万７,０００円を積み戻すこととなりますが、現時点での基金

残高は２億１,０５４万３,０００円の減となる見込みであります。農業振興基金につきま

しては、３０年度末で１億２,９４６万１,０００円となる見込みであります。 

 今回の積み立てにより、土地開発基金を除く全基金の現時点での現在高は、前年度より

２億５,７１６万円の減、３１億８,７１３万２,０００円程度となる見込みであります。 

 なお、３月末に特別交付税が確定をいたしますので、平成３０年度末の最終現在高は変

更となる予定でございます。 

 ３３ページ、３４ページをお開きください。一番下段にあります、３款民生費１項社会

福祉費１目社会福祉総務費２０節扶助費、自立支援医療１,０５６万３,０００円の減額補

正は、生活保護費受給者の人工透析患者数が１名減となったことなど、執行見込みによる

調整であります。 

 ３７ページ、３８ページをお開きください。中段にございます、３目介護保険費２８節

繰出金中、一番下の介護老人福祉施設事業１,１９４万９,０００円の増額補正は、特別養

護老人ホームにおける施設介護サービス給付費収入の減額に伴う調整であります。 

 ３９ページ、４０ページ、中段にあります、３項児童福祉費１目児童福祉総務費２０節

扶助費、施設型給付、特定教育・保育施設１,０８９万３,０００円の減額補正は、執行見

込みによる調整であります。 

 飛びまして、４５ページ、４６ページをお開きください。３項上水道費１目水道公営企

業費１９節負担金補助及び交付金、収益収支不足分６８８万７,０００円の増額補正は、決

算見込みによる収支不足分を補てんするものであります。 

 下段の４項病院費１目病院公営企業費１９節負担金補助及び交付金２,９９１万９,００

０円の増額補正は、繰入基準に基づく調整であります。 

 ４７ページ、４８ページをお開きください。中段の６款農林水産業費１項農業費３目農

業振興費１９節負担金補助及び交付金中、中ほどにあります、経営体育成支援事業２４０

万円の増額補正は、強い農業づくり補助金事業として、勇足東１、中地区にコンバイン１

台を導入するものであります。 

 ３つ下にあります、担い手確保・経営強化支援事業４９０万円の増額補正は、強い農業

づくり補助金事業として、美蘭別地区にＧＰＳ自動操舵システム一式、真空播種機１台を

導入するものであります。 
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 一番下段の４目畜産業費、４９ページ、５０ページをお開きください。上段にあります、

１９節負担金補助及び交付金中、酪農施設電源確保緊急対策事業補助金１０８万７,０００

円の減額補正は、平成３０年度内での完了予定戸数が変更となったことに伴う調整であり

ます。 

 ２段下の６目営農用水管理費１９節負担金補助及び交付金、道営美蘭別地区営農用水事

業負担金２,８４８万１,０００円の減額補正は、事業の決算見込みによる調整であります。 

 一番下段の２項林業費２目林業振興費、５１ページ、５２ページをお開きください。上

段にあります１９節負担金補助及び交付金中、未来につなぐ森づくり推進事業補助金１１

６万１,０００円の増額補正は、事業内容の変更に伴う調整であります。 

 下段の７款１項商工費２目商工業振興費１９節負担金補助及び交付金中、中小企業融資、

利子補給、補助金１７２万円の増額補正は、融資件数及び額の確定による調整であります。 

 その下、企業誘致奨励事業補助金３９７万７,０００円の増額補正は、件数及び奨励金の

金額確定による調整であります。 

 ５３ページ、５４ページをお開きください。８款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋

りょう総務費１８節備品購入費、除雪ダンプ５８５万円の減額補正は、除雪ダンプ及び除

雪トラックの事業費の確定による調整であります。 

 ５５ページ、５６ページをお開きください。中段にあります、４項都市計画費２目公園

費７節賃金４００万円の減額補正は、都市公園作業員賃金の決算見込みによる調整であり

ます。 

 下段の５項住宅費１目住宅管理費、５７ページ、５８ページをお開きください。中ほど

にあります、１９節負担金補助及び交付金、住宅改修費等１１０万円の減額及び住宅新築

助成事業１４０万円の減額補正は、執行見込みによるもの。木造住宅耐震改修等１０２万

円の減額補正は、事業実績によるものであります。 

 ２段下の３目空き家等対策費１９節負担金補助及び交付金、空き家住宅等除却支援事業

補助金１１０万５,０００円の減額補正は、補助対象事業費の確定によるものであります。 

 下段の９款１項消防費１目常備消防費１９節負担金補助及び交付金、とかち広域消防事

務組合本別分負担金１４３万２,０００円の増額補正は、災害、救急出動の増加による超過

勤務手当の増、及び人事院勧告による人件費の調整が主なものであります。 

 その下の２目非常備消防費９節旅費、費用弁償５０万円の減額補正は、消防団員の災害

出動の減によるものであります。 

 ５９ページ、６０ページをお開きください。中段にあります、１０款教育費１項教育総

務費４目諸費１９節負担金補助及び交付金中、一番下にあります、本別高校の教育を考え

る会補助金２２７万円の減額補正は、事業の執行見込みによる調整であります。 

 下段の２項小学校費１目学校管理費１１節需用費中、６１ページ、６２ページをお開き

ください。５行目にあります、学校施設修繕料１２４万２,０００円の増額補正は、仙美里

小学校自動火災報知設備の修繕を行なうものであります。 
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 飛びまして、７１ページ、７２ページをお開きください。１２款１項公債費２目利子２

３節償還金利子及び割引料９６９万円の減額は、平成２９年度借入債の利子額確定による

ものであります。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入を説明いたします。 

 ９ページ、１０ページにお戻りください。１款町税１項町民税１目個人１節現年課税分

３,１８６万８,０００円の増額補正は、個人所得割で、給与所得、農業所得が当初見込額

より増額となったことによるもの、２目法人１節現年課税分８２０万９,０００円の増額補

正は、法人税割で支店法人農業関連法人等の課税標準額が増額になったことによるもので

あります。 

 ２項１目固定資産税１節現年課税分４５３万９,０００円の増額補正は、償却資産の課税

標準額が当初見込額より増額となったことによるものであります。 

 一番下段にあります、９款１項１目地方交付税１,２４３万７,０００円の増額補正は、

普通交付税の確定によるもので、決定額は２５億４,２７２万２,０００円、前年度対比４.

７パーセントの減となっております。 

 １１ページ、１２ページをお開きください。１１款分担金及び負担金１項分担金１目農

林水産業費分担金１節農業費分担金２２７万２,０００円の減額補正は、畜産担い手総合整

備事業の事業実績により調整するものであります。 

 下段の２項負担金１目民生費負担金１節老人福祉費負担金４１万５,０００円の減額補

正は、養護老人ホーム入所者が３名減となったことによるものであります。 

 飛びまして、１５ページ、１６ページをお開きください。１３款国庫支出金１項国庫負

担金１目民生費国庫負担金１節社会福祉費負担金５２８万２,０００円の減額補正は、歳出

で説明いたしました生活保護費受給者の人工透析に係る更生医療費の減額に伴うものであ

ります。 

 中段の２項国庫補助金１目総務費国庫補助金１節総務費補助金、地方創生推進交付金１

２７万５,０００円の減額補正は、とかち東北部広域連携事業等の執行見込みによる調整で

あります。 

 下段の２目民生費国庫補助金３節児童福祉費補助金中、保育補助者雇上強化事業補助金

１４２万８,０００円の減額補正は、補助対象経費の執行見込みによる調整であります。 

 下段の４目土木費国庫補助金３節住宅費補助金、公営住宅整備事業等４８３万２,０００

円の減額補正は、栄町団地公営住宅建替事業、向陽町団地及び新町団地公営住宅改善事業、

空き家等対策事業の事業費確定に伴い調整するものであります。 

 １７ページ、１８ページをお開きください。中段にございます、１４款道支出金２項道

補助金２目民生費道補助金１節社会福祉費補助金中、地域づくり総合交付金、高齢者等の

冬の生活支援事業５０万円の増額補正は、福祉灯油等事業に対する交付金の内示決定によ

るものであります。 

 ２段下にあります、４目農林水産業費道補助金１節農業費補助金中、強い農業づくり事



- 15 - 

 

業補助金、経営体の育成２４０万円、担い手確保・経営強化４９０万円の増額補正は、歳

出で説明いたしました補助金事業に対するものであります。 

 １９ページ、２０ページをお開きください。一番下段にあります、１５款財産収入２項

財産売払収入１目不動産売払収入１節土地売払い収入９０万４,０００円の増額補正は、旧

ふるさと銀河線跡地１０６平方メートルを売り払うことによるものです。 

 ２１ページ、２２ページをお開きください。１６款１項１目寄付金１節総務費寄付金５

００万円の減額補正は、個性あるふるさとづくり基金指定寄付金の見込みによります調整

であります。 

 下段の１７款繰入金２項基金繰入金５目１節農業振興基金繰入金２,１４６万２,０００

円の減額補正は、基金充当事業のうち、酪農施設電源確保緊急対策事業１０８万７,０００

円の減、農業振興資金貸付金２千万円の減など、事業費の確定見込みにより調整するもの

であります。 

 次の７目１節町有林振興基金繰入金３５０万円の減額補正は、町有林造林事業の執行見

込みによる財源調整であります。 

 ２３ページ、２４ページをお開きください。下段の２０款１項町債１目１節総務債中、

過疎地域自立促進特別事業債３,５８０万円の増額、及び６目１節臨時財政対策債４８５万

３,０００円の減額補正は額の確定によるもの、その他の町債は事業費の確定によるもので

あります。 

 以上で歳入を終わらせていただき、６ページをお開きください。 

 第２表、繰越明許費でございます。 

 ４款衛生費２項清掃費、十勝圏複合事務組合、下水道建設負担金、汚泥処理設備更新分

２万円は、事業主体である北海道が工事費の繰越しを行うことによるものであります。下

段の８款土木費２項道路橋りょう費、本別町管内橋梁長寿命化事業１,４００万１,０００

円は、国の指示により翌年度に繰り越すものであります。 

 下段の第３表、債務負担行為補正は、１、変更。事項、農業振興基金貸付金に対する利

子補給。限度額、利子補給対象額４千万円に対する利率年１.４パーセント以内の利子相当

額を、利子補給対象額２千万円に対する利率年１.０パーセント以内の利子相当額に変更す

るもので、期間の変更はございません。 

 ２、廃止。事項、農地流動化資金に対する利子補給ですが、借入がなかったため廃止を

するものです。 

 ７ページの第４表、地方債補正でありますが、１、変更。これは、事業量、事業費の変

更及び確定に伴い限度額を変更するものです。 

 起債の目的。公営住宅建設事業、限度額７,３２０万円を６,９５０万円に、一般補助施

設整備等事業、限度額９７０万円を９３０万円に、緊急防災、減災事業、限度額３,５１０

万円を３,４９０万円に、８ページをお開きください。辺地対策事業、限度額２,４７０万

円を２,１２０万円に、過疎対策事業、限度額２億７,４００万円を２億７,５７０万円に、
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臨時財政対策債、限度額１億６,８６１万円を１億６,３７５万７,０００円にそれぞれ変更

するものであり、起債の方法、利率、償還の方法は変更ございません。 

 以上、平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１５回）の提案説明とさせていただき

ます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 まず、歳出からとし、一括とします。 

 ２５ページから７５ページまで。 

 ありませんか。 

 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） まず２７ページ、２８ページ。第２款総務費第１項総務管理費７目

交通防災対策費１節報酬、及び１１節需用費についてお伺いいたします。こちらですね、

９月６日、いわゆるブラックアウト以降ですね、適時、適当、適切に防災会議等が実施さ

れてきた上での減額補正という認識でよろしいのでしょうか。 

 続きまして５１ページ、５２ページ。第６款農林水産業費第２項林業費２目林業振興費

１９節負担金補助及び交付金、未来につなぐ森づくり推進事業、こちら内容変更に伴う調

整という御説明をただいまいただきましたが、どのように変わられたのか具体的なことに

ついてお答えいただきたい。 

 続きまして第７款商工費第１項商工費２目商工業振興費１９節負担金補助及び交付金、

企業誘致奨励事業についてお伺いいたします。こちら件数及び金額確立の調整という御説

明をただいまいただきましたが、詳細についてお答えいただきたい。以上です。 

○議長（高橋利勝） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 防災会議の関係ですけれども、今回９月６日の震災に対しまし

ては、備品購入とか、各課集めまして、停電に関するものを購入する形で済ませておりま

して、今後は防災会議を開くのに、ほかの面でいろいろ防災の本部を、ハザードマップで

いったら役場庁舎がそこの間に入るとか、代理の場所とかいろいろ、タイムラグとかで時

間的なものを今後決めていかなければならない話でして、今年度でなくて３１年度にその

辺全体を見直しして防災会議をやる予定としております。 

○議長（高橋利勝） 菊地農林課長。 

○農林課長（菊地 敦） 私のほうから、未来につなぐ森づくり事業の内容について御説

明をさせていただきます。今回、事業内容につきまして、これは民有林の植林の事業に対

する、道と町の上乗せの事業となっています。公共の造林事業で６８パーセントの補助事

業で実施をして、それの植林の部分、新植、植え付けの部分に対する、道と町の上乗せと

いう形の事業になっております。内容的には森林の新植に関する地ごしらえですとか、そ

れと植え付けですね、そういった内容について補助をするものなのですが、今回当初、準

備地ごしらえプラス植栽、いわゆる木を植えるというのを、２５ヘクタール予定をしてお

りました。実績として今回３７.５ヘクタール、１２.５ヘクタールふえた分の増額となっ
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ております。以上でございます。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 梅村議員の御質問にお答えいたします。企業誘致奨励事業

の増額の内容でございますけれども、今回補正予算で提案させていただきましたのは、国

道沿いに製材工場さんが経営していた事業者さんが、今回工場を新たに別の土地に移転し

まして、新設ということでございまして、今回その企業誘致条例に基づく３千万以上の投

資ということに該当いたしまして、その部分の算定した部分が、今回補正として提案させ

ていただいている内容となってございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） ２款の総務費のところでもう一度お伺いいたします。ただいま住民

課長より御答弁いただいた中では、３１年度に防災会議をというふうに認識できたのです

けれども、３０年度、９月６日以降はどのような状態だったのか、実態としてですよ、あ

ったのかというところをちょっともう一度お伺いしたい。 

 それとですね、７款商工費の部分、その製材工場ですか、こちらの移転ということで御

説明ただいまいただきましたけれども、移転、新設というお言葉がありましたが、増設と

いうことではなくて、移転ということでの認識でよろしいのでしょうか。 

 以上２点お伺いいたします。 

○議長（高橋利勝） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 梅村議員の、９月６日以降の対応という・・・ 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午前１１時０１分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 防災会議につきましては、防災計画について審議いただくとこ

ろの組織でありまして、３０年度につきましては、防災計画の見直しが、していませんの

で、３１年度について、今回の９月６日のブラックアウトとか、今業務継続計画等、新し

くそういうのが含んできて、その辺を３１年度に考えて防災計画を見直しして、防災会議

を３１年度に開催する予定としております。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 梅村議員の御質問にありました、移転し、新設するのかと

いうことでありましたが、そのとおりでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 総務費の部分についてのみお伺いいたします。ただいまの田西住民

課長の御答弁によりますとですね、平成３０年度は計画の見直しをしていないと、防災計

画の見直しをしていないというような御答弁をいただきましたけれども、あの９月６日の
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ブラックアウト以降、それをする必要がないというような御認識のもと、本減額補正を上

げていられると。当然計画の必要性もないし、ガイドブックの更新とか、冊子、そうした

ものも必要ないからということの減額補正の認識でよろしいのでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） ガイドブック自体は３月に配布する予定で、しております。 

 防災会議につきましては、今停電あとというのは、こちらの判断では各課集まって、停

電による対策等を考えまして、１２月補正や新年度予算のほうに反映しております。受け

まして、そのあと３１年度に防災計画を見直す予定で考えております。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 大住議員。 

○６番（大住啓一） ４点質問いたします。まず２６ページでございます。これは総務費

の一般管理費の１節の報酬でございます。これ３,０００円減額とか３万３,０００円とか、

あらゆる委員の方々の報酬の減額でございますけれども、これは回数の減額なのか、行な

っていなかったのか、はたまた人が来るのが、定数５人いたとすれば、３人だけで１回で

終わったのか。予算つけてこういう審議会等々やっていただくのは非常に結構なことだと

思うのですが、この３月の年度末でどのような対応をしたのか、２３万円ほどでございま

すけれども、税金の使い道でございますので、その辺を明快にしていただきたいというの

が１点目でございます。 

 続きまして４６ページになります。中ほどにございます、衛生費でございます。これは

病院のほうで質問すれということであれば、それでも構いませんけれども、病院公営企業

費ということで、負担金の中で３千万円ということの金額が出てございます。これについ

て、どのような考えなのか。また、病院の事業会計のほうで説明するということであれば、

それなりの答弁でも構いませんけれども、その辺の見解としてお伺いいたします。 

 次ですが、５２ページでございますか、この今、前段でほかの議員の方が説明した部分

でございますが、１９節の補助金でございます。３９７万７,０００円が、今、御答弁では

移転して新築したということでございます。これは、明快にお答えいただきたいのですが、

今まで我々が携わってきた、お聞きしている企業誘致条例の３千万円に基づくものではな

いということなのか、そうなのか。それとか、３００万円を限度としている、起こすほう

の起業家支援にかかわることで出そうとしているのか。全然違うことであれば、それなり

の御答弁をいただきたい。ただ、先ほどの答弁の中で、移転して新築だということになれ

ば、この移転する原因となるのが、公共事業での補償移転ということになるのでしょうか。

それであれば、補助金としての使い方として、ちょっとどういう見解で支出しているのか、

その辺をお伺いしたい。質問の内容、理解いただいていますか。 

 最後ですが、６０ページの中ほどにございますけれども、これは教育費の諸費でござい

ます。本別高校の教育を考える会、２２７万円の減額ということで補正が上がってきてご

ざいます。当初予算では、昨年の予算審議の中でも相当議論させていただいた部分での中
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身だと思いますが、２,７００万円ほどでしたか、３千万円弱の予算の中ですから、約１割

弱を減額するということでございます。この年度末で、使わなかったからということでし

ょうけれども、どういうことで使わなかったのか、その辺の中身について詳細をお知らせ

いただきたい。以上４点でございます。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 大住議員から御質問のございました、一般管理費の報酬の関係

でございます。まず委員会の開催をして、委員さんの欠席等で執行残、今回調整をさせて

いただいていますのが、１節の一番上にございます、功労者選考諮問委員会委員、これは

８月１３日に委員会を開催しております。欠席の方がいらっしゃいましたので、その分今

回調整をさせていただきました。それと６行目にございます、行政改革推進委員会でござ

いますけれども、これにつきましては、当初５回を予算として計上しておりましたけれど

も、現時点で開催は１回なのですが、今後もう１回行革の会議も予定をしておりますので、

３回分を今回ここで調整をしております。 

 それ以外の部分でございますけれども、これまでに開催の実績はございません。複数回、

例えば２回等予定をしているのですけれども、今回はその１回分を減額補正させていただ

きまして、今後３月の末までに、もし必要な場合については対応していきたいということ

で、今回予算のほうを調整しております。以上です。 

○議長（高橋利勝） 藤野病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） ただいまの大住議員からの質問にお答えいたします。４

６ページの負担金補助金のうちの負担金の不採算地区病院運営経費３千万円の考え方でご

ざいますけれども、こちらにつきましては一般会計から病院事業会計への繰出金でござい

ますが、総務省の通知の繰出基準の中に、不採算地区病院の運営に要する経費についてと

いうことがございまして、こちらで不採算地区病院といいますのが、病床数、つまりベッ

ド数が１５０未満で、あと最寄りの一般病院までの到着距離が１５キロメートル以上の病

院が、不採算地区病院に該当するところでございます。その中で、今回３千万円の基準に

基づきまして３千万の増額でございますが、従前、不採算地区病院の運営経費につきまし

ては１億円を予算計上しているところですが、今回３千万円を補正いたしまして、１億３

千万円の繰出金、病院から見ますと繰入金というところでございますが、こちらにつきま

しては当院、へき地に立地しておるというようなことで、医師の確保等に、若干給与等が

高くなるということで、その分を一般会計のほうで補助するといいますか、医師の給与の

増数分を補助する、あと医師の医学研修手当、こちらについても一般会計の中から病院会

計の繰出金で補助するということで、まず医師の給与の分につきましては総額１億６千万

円、そのうちの１億１,２００万円程度を医師給与増数分、あと医学研修手当につきまして

も２,５００万円程度増いたしまして、総額１億３千万円の繰出金となったということでご

ざいます。以上でございます。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 
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○企画振興課長（高橋哲也） 大住議員の御質問にお答えいたします。大住議員お見込み

のとおり、今回の補助金の補正予算につきましては、本別町企業誘致条例に基づく案件で

ございまして、３千万円以上の投資ということに該当したものでございます。 

 工場移転の関係でございますけれども、これも大住議員おっしゃられていました公共事

業、国道、都市計画道路の拡幅によるものが１つの原因ということになってございます。

以上です。 

○議長（高橋利勝） 久保教育次長。 

○教育次長（久保良一） 大住議員の４点目の質問の、本別高校の教育を考える会の２２

７万円の減額についてお答えをいたします。まず、大きな部分で３点ほどあります。通学

支援としまして、音更線の減額が９７万１,０００円。入学準備支援、これは制服の購入費

であります、それが７６万６,０００円。遠距離通学の関係につきましては、６キロ以上の

生徒さんに援助をしておりますけれども、この部分が５３万３,０００円となっております。 

 先ほどの通学支援の音更線に関しましては、当初音更から来られる生徒さん、その部分

で本別町に近い緑南中学校というのがありますが、それ以降の共栄中学校、音更中学校と

いう路線を見込んでおりました。その距離が５７キロということで、当初は１,０３４万８,

０００円を見込んでおりました。実際、本別高校に入学していただいたのは緑南中学校の

生徒さんでしたので、その距離が５１キロに縮まったということで、実際９３７万７,００

０円の金額を現行支出しているところであります。 

 あと、入学準備支援といたしましては、先ほど申し上げました制服購入でありますけれ

ども、当初男女合わせて４２名の入学の見込みをしておりました。実際は３２名の入学し

かありませんでしたので、その分が７６万６,０００円であります。 

 それと遠距離通学、先ほど申し上げました６キロ以上の生徒、現行では３９名いらっし

ゃいましたけれども、当初４５名を見込んでおりましたので、その分の減額であります。

以上であります。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 再質問いたしますが、報酬の関係でございます。この中で、今細か

く説明いただきましたが、報酬の分について、報酬額の小さい大きいは別にして、辞退さ

れるという方がおられるのか、であれば当初予算もそのようになっているかと思いますが、

そういうことであれば、ほかの審議委員の皆さん方との調整といいますかね、生じてくる

のではないかと。これは今回の予算に直接関係はございませんけれども、辞退されている

方がいるとすればですよ、その辺はどのようにお考えになっているのか、その部分だけで

ございます。 

 それと企業の関係でございますが、国道拡幅の街路事業でということで、細かく事業名

でありました。これは、拡幅するということは当然、補償物件対象になっているかと思う

のですね。これは当然、国の事業でございますから、街路事業でやったか、国の直営でや

ったか別にいたしまして、いずれにいたしましても税金を投入しての補償案件だったと思
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います。それに伴いまして３００万円ですか、今回出しているということになると、その

辺の補助金を運用して移転していただいた所に、新たに町からその部分を出すということ

は、補助金の適正化法案といいますかね、適化法等々に抵触しないのかするのか。これは

法人格であろうが個人であろうが、税金の所得申告したときに、当然出てくる話になって

くるものですから、事前にそういうお話をしておかないと、私はあとで大変なことになる

のではないか、それを全部調整はしているのですか。その辺だけ確認をさせていただきた

いということでございます。 

 それと病院の関係でございます。これ事務長のほうから今、細かく説明いただきました

が、私が聞いていることはそういうことではございません。３千万円を一般会計から出し

て、今お話になりました、ちょっと聞き取れなかった分があるのですが、給料にというこ

とだったと思いますが、それならそれとして、この部分の３千万円の大きな部分は給料に

充当するんですと。それだけいただければ、あと病院の会計に移ったときにそれなりのお

話をさせていただければいいのであって、その辺の再確認をさせていただきたいというこ

とでございます。 

 それと本別高校の件については、人数が動けばということでございますから、ことしも、

こないだの議員協議会で３９でしたか８でしたか、そういうことになっていますので、ち

ょっと残念な思いはいたしますけれども、人数での減額ということでの今回の減額処置と

いうことでよろしいのかどうか、その確認だけということでございます。以上。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 大住議員の再質問にお答えをいたします。まず報酬の辞退の関

係でございますけれども、今回執行しております功労者選考諮問委員会、それと行政改革

推進委員の関係でございますけれども、このどちらにも辞退された方はいらっしゃらない

です。その辞退の場合の考え方なのでございますけれども、予算を編成するときに、基本

委員会の委員数分の報酬、費用弁償は計上いたします。と申しますのも、現時点で委員に

なられている方が、年度途中で代わられる方も当然想定されますので、予算上は、予めは

っきりしている部分以外は、委員の人数分の報酬等を予算で計上することとしております。

以上です。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 大住議員の御質問にお答えいたします。大住議員、御質問

の中でおっしゃられましたとおり、当然補助金の部分については、大住議員御心配されて

いたようなことのないように、当然その部分については、今回該当する企業の方とも予め

そういった話もさせていただいて、そういったことのないように留意しながら進めている

ところでございます。 

 内容といたしましては、具体的にはその補償費の部分については当然除かさせて、算定

させていただいているということでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 藤野国保病院事務長。 
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○国保病院事務長（藤野和幸） 大住議員の再質問にお答えいたします。３千万円の関係

でございますが、こちら給与を、都市部の医師よりも高額になるということで、医師の給

料、あと管理職手当、期末手当、勤勉手当等のボーナス、あと共済関係の負担金等につき

ましてもすべて病院の、高額になってまいりますので、その部分について総務省の基準に

基づきまして、あと医学研修手当というのもございまして、こちらにつきましても繰出基

準の中に含まれておりまして、こちらを３千万円ということで今回増額補正し、収支の調

整を図っているところでございます。 

○議長（高橋利勝） 久保教育次長。 

○教育次長（久保良一） 大住議員の質問にお答えさせていただきます。いわゆる人数で

の減額かということでございますが、先ほど１点目申し上げた通学支援につきましては、

距離の変更による減額、５７キロを当初見ていたのですけれども、５１キロになったとい

うことで、その分が減額されております。ここは人数が多いものですから、ワゴン車で運

行している状況であります。 

 入学準備支援の関係につきましては、制服ですけれども、これは入学時１回のみ支出さ

せてもらっております。先ほど当初４２名、実際は３２名の入学ということで、ちょっと

細かいことを申し上げますと、男子の制服で３万６,０００円ほど、女子の制服で６万３,

０００円ほど１回支給をしております。 

 それと最後に遠距離通学、当然浦幌、池田、本別町内の生徒さんが通学する際の定期券

でございますが、その分が先ほど申し上げた、４５名当初見ていましたけれども、実際は

３９名で３０年度は運用しているというような状況であります。以上であります。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） ほとんどの事項で理解いたしました。最後でございますので１点な

いし２点になりますけれども、１つ目といたしましては企業の関係でございます。再三に

わたりまして国道拡幅ということで説明いただいてございます。この場で確認しておきた

いのは、地権者の方に財産を、移転した人にきちんと説明をしていて、あとの部分につい

ては地方税法上もですね、補助金適正化法についても、すべて問題ないということの解釈

でよろしいのですかというのが１つ目の確認です。 

 それと２点目ですが、病院の関係ですが、御答弁いただきました。給与等々が入ってい

るということでございますので、この部分については、大きな部分は給料がということで

ございますので、大きく言えば給料のほかという解釈でよろしいのか、ほかにもいっぱい

お話しなりましたけれども、それについては病院の中でまたお話しできると思いますので、

３千万円の大部分を占めるのは給料ということの解釈でよろしいのでしょうか。その２点

だけ。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 大住議員の御質問でございますけれども、先ほど御心配い

ただきました税法の関係含めましては、基本的にはその企業の代表の方とも協議させてい
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ただきまして、こういった書類、確認するときには税理士さんを通じてですね、そういっ

た部分もやりとりさせていただいておりますので、その辺は大丈夫だというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（高橋利勝） 藤野国保病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） 総額、今回の補正で１億３千万円の繰出金、不採算地区

病院の運営に要する経費として繰り出すことになりますが、そのうちの２,５２２万４,０

００円を、およそ２,５００万円ですが、医学研修手当ということで、給与とは別に支給し

ております。ですから、残り１億５００万円程度が医師の給与に充当される繰出金という

ことになっております。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで歳出を終わります。 

 次に、歳入に対する質疑を行ないます。 

 歳入は、一括とします。 

 ９ページから２４ページまで。 

 ありませんか。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） まず歳入の２０ページの一番下段の町有地売払収入で、旧ふるさ

と銀河線跡地売払いということで、たびたび予算等でも話題になりますが、なかなか売れ

ないというような話も含めてあったと思うのですけれども、今回のこの中身について概略、

どのような状況で、どの辺りがどのように売れたのかということを伺いたいと思います。 

 次、２２ページの寄付金の関係で、総務費寄付金の指定寄付金、個性あるふるさとづく

り基金の関係で、減の見込みということでした。ふるさと納税も含まれている中身だと思

いますので、その内容について再度伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 阿保議員の御質問にお答えいたします。今回の町有地売払

収入の、旧ふるさと銀河線跡地の売払いの関係でございますけれども、ここにつきまして

は本別町内の市街地の部分でございまして、該当地区は北７丁目の区画になります。面積

といたしまして、１０６平方メートルを売却した１件の内容となってございます。以上で

す。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 阿保議員の御質問にお答えをいたします。個性あるふるさとづ

くり基金、ふるさと納税の関係でございますけれども、ここの部分につきましては、当初

予算では５千万円を計上いたしまして、昨年９月の補正予算で新しいポータルサイト設置

をさせていただきまして、その際ここの寄付金額も１,５００万円増額補正をさせていただ

いたところでございます。その導入以降、２月末までの状況等を見まして、予算が今６,５
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００万円なのですが、最終的な寄付金の額といたしましては６千万円まで届くかどうかと

いう現状でございます。それらを勘案いたしまして、今回予算のほうを５００万円減額補

正といたしたところでございます。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） まず２０ページの、ふるさと銀河線跡地の関係なのですけれども、

ずっと言われているとおり、市街地は割と動くんだけれども、農村部に行くとなかなか厳

しいということで、今回も北７丁目ということで、市街地が動いたということだと思うの

ですけれども、取り組みとして農村部の関係なのですが、どうだったのかなということを

伺いたいというふうに思います。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 阿保議員の御質問にお答えいたします。旧ふるさと銀河線

跡地につきましては、北の町境から南の町境までこの間、仙美里地区、勇足地区等、それ

ぞれ隣接する方々にこれまで売却をしてきた経緯がございます。市街地以外についてはひ

ととおり、基本的には町で管理して残さざるを得ない土地以外につきましては、すべて売

却対象ということで、この間進めてきたところでございます。ただ、それぞれ仙美里地区、

勇足地区等につきましては、これまで希望を伺ってきた中での一定の売却行為については

終了してきたのかなというふうに思っています。ただ、この間も、また再度希望があれば

とか、そういった部分についてはこれからも変わらず、そういった要望には応えてまいり

たいというふうに思いますし、市街地についても、そういった需要があったときには適宜

そういった対応をしてまいりたいというふうに考えているところでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで歳入を終わります。 

 次に、繰越明許費、債務負担行為補正及び地方債補正に対する質疑を行ないます。 

 ６ページから８ページまで。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１５回）についてを採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１５回）については、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第８号 

○議長（高橋利勝） 日程第７ 議案第８号平成３０年度本別町国民健康保険特別会計補

正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 議案第８号平成３０年度本別町国民健康保険特別会計補正予算

（第４回）について提案内容の説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、事業終了及び交付金等の額の確定に伴う計数整理などが主

な内容でございますが、国民健康保険税を決算見込み及び保険給付費充当のため増額調整

したほか、歳入歳出不足分については、財政調整分として基金から繰り入れを行なってお

ります。 

 それでは、予算書の１ページをお願いします。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５,６５７万２,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億９,５８８万２,０００円とする内容でござ

います。 

 それでは、事項別明細書により歳出から説明させていただきます。 

 ８ページ、９ページをお願いします。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１３節

委託料１０万円の増額は、福祉医療のレセプト併用化に伴う国保連合会設置のシステム改

修費用です。 

 下段の２款保険給付費１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費３,８５５万５,０００

円の減額、２目退職被保険者等療養給付費４０８万６,０００円の減額は受診件数の減によ

るものです。 

 １０ページ、１１ページをお願いします。２款保険給付費２項高額療養費１目一般被保

険者高額療養費９３７万円の減額、２目退職被保険者等高額療養費１８９万１,０００円の

減額は受診件数の減によるものでございます。 

 続きまして、歳入に入らせていただきます。 

 ４ページ、５ページをお願いします。１款１項国民健康保険税１目一般被保険者国民健

康保険税１,１５７万８,０００円の増額は保険給付費充当によるもので、２目退職被保険

者等国民健康保険税３７万７,０００円の減額は、決算見込によるものでございます。 

 下段の３款道支出金１項道補助金１目保険給付費等交付金１節保険給付費等交付金、普
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通交付金７,２０７万６,０００円の減額は、歳出でも申し上げましたが、診療件数の減及

び道保険給付費額の確定によるものです。 

 ２節保険給付費等交付金、特別交付金２０万３,０００円の増額は、歳出でも申し上げま

したが、福祉医療のレセプト併用化に伴う国保連合会設置のシステム改修費用及び健康管

理センター健康管理事業変更によるものでございます。 

 ６ページ、７ページをお願いします。中段の５款繰入金２項１目基金繰入金５００万円

は、歳入歳出不足分を保険給付費支払準備基金から繰り入れるものでございます。 

 以上、議案第８号平成３０年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４回）につい

て提案内容の説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８号平成３０年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４回）に

ついてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号平成３０年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４回）

については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第９号 

○議長（高橋利勝） 日程第８ 議案第９号平成３０年度本別町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第３回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 議案第９号平成３０年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３回）について提案内容の説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、事業終了に伴う計数整理などが主な内容でございます。 

 それでは、予算書の１ページをお願いいたします。 
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 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７３万１,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,１０３万４,０００円とする内容でございます。 

 次に、事項別明細書により歳出から御説明させていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いします。２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金１９

節負担金補助及び交付金３７３万１,０００円の増額は、広域連合保険料等の決算見込によ

るものでございます。 

 続きまして歳入でございます。 

 ３ページ、４ページをお願いいたします。１款１項１目後期高齢者医療保険料３７３万

１,０００円の増額は、決算見込によるものでございます。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金８,０００円の減額、６款広域連合支出

金１項広域連合交付金、２目高齢者医療特別調整交付金８,０００円の増額は、額の確定に

よるものでございます。 

 以上、議案第９号平成３０年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回）につ

いて提案内容の説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

 ございませんか。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫）歳入の４ページの滞納繰越金が５万９,０００円、滞納繰越分が歳入

として上げられておりますけれども、この時点での滞納繰越の状況はどのようになってい

るのでしょうか。これで全て滞納繰越がなくなったということではないと思うのですけれ

ども、それぞれの事情はあると思いますが、わかれば伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午前１１時５７分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 田西住民課長の答弁からとします。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 平成３０年度の繰越金額ですけれども、繰越金額は１１万９,７

８０円。きのう現在の収納金額が９万１,３８０円で、収納率は７６.３パーセント、未納額

は２万８,４００円となっております。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 内容の状況はというふうに聞いているので、件数もしわかれば伺

いたいのですけれども。 

 後期高齢者の医療の保険料というのは、年金から払うという方法の、これは普通徴収と
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いうのですよね、確かね。それとあと、その他の現金窓口でというのは特別徴収というこ

とで、年金の方は年金から自動的のような形で差し引かれているから、滞納繰越になって

いる、あと２万８,４００円が残っている中身だと思うのですけれども、もしわかれば件数、

それから徴収の仕方というのがわかれば伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 分納で納付している方が２件ありまして、その２件の金額が２

万４,８００円です。 

 あと２件の方で２,４００円なのですけれども、その方は別の市町村で、生活保護を受け

ている世帯、もう１件が１,２００円なのですけれども、相続人がいない方が、今探してい

るのですけれども、いない方が１件の、５件となっております。 

○議長（高橋利勝） よろしいですか。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 徴収方法はわかりませんか、ここでは。普通徴収か、特別徴収か。 

○議長（高橋利勝） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 今未納になっている方というのは普通徴収の方で、年金からと

いう方は年金から引かれますので、特別徴収の方は今のところはいないです。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第９号平成３０年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号平成３０年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回）

については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第１０号 

○議長（高橋利勝） 日程第９ 議案第１０号平成３０年度本別町介護保険事業特別会計

補正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 議案第１０号平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補

正予算（第４回）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、介護保険料及び介護給付費の執行見込みに伴う介護給付費負担金等の調

整、事業の完了等に伴う計数整理などが主なものであります。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５１２万２,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億１,７７３万７,０００円とする内容であります。 

 それでは、歳出から事項別明細書により、主なものについて御説明いたします。 

 ８ページ、９ページをお開きください。２、歳出ですが、１款総務費１項総務管理費１

目一般管理費１９節負担金補助及び交付金５４万３,０００円の減額は、介護人材確保に係

る事業確定見込みにより減額するものです。 

 ２段下の３項介護認定審査会費２目認定調査等費７節賃金１４４万８,０００円の減額

は介護認定調査員が中途退職した後、あらたに採用できなかったことによる減額です。 

 下段の２款介護給付費１項介護サービス諸費１目介護サービス給付費１９節負担金補助

及び交付金のうち、居宅介護サービス費４８３万３,０００円は執行見込みによる減額です。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。２款保健給付費１項介護サービス諸費４目

特定入所者介護サービス費１９節負担金補助及び交付金３８０万円の増額は、特定入所者

介護サービス利用者の増加によるものです。 

 一番下の段の４款１項１目基金積立金２５節積立金１７３万５,０００円の減額は、平成

２９年度決算による基金積立金の調整によるものです。 

 ４ページ、５ページをお開きください。１、歳入ですが、１款１項介護保険料１目第１

号被保険者介護保険料３７８万３,０００円の増額は、決算見込みによるものであります。 

 ３段目の３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費国庫負担金４９１万９,０００

円の増額は、給付見込みに基づく国庫負担金の内示によるものです。 

 次の段の２項国庫補助金１目調整交付金４４６万６,０００円の減額は、介護給付費の給

付見込みにより調整するものです。 

 ４目保険者機能強化推進交付金１６７万７,０００円は、保険者機能強化推進交付金の交

付内示による増額です。 

 次の段の４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金７３０万５,０００円の減額は、

介護給付費の給付見込みにより調整を行なうものであります。 

 ６ページ、７ページをお開きください。７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入

金３節その他一般会計繰入金２４０万８,０００円の減額は、歳出でも御説明いたしました、

介護人材確保に係る事業の執行見込み、及び介護認定調査員の中途退職等により財源調整

を行なうものです。 
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 以上、平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４回）の提案説明とさせ

ていただきます。よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

 ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１０号平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１０号平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４回）

については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第１１号 

○議長（高橋利勝） 日程第１０ 議案第１１号平成３０年度本別町介護サービス事業特

別会計補正予算（第６回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美） 議案第１１号平成３０年度本別町介護サービス事業特

別会計補正予算（第６回）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入は介護給付費収入、自己負担金収入の見込みによる調整、歳出は職員手

当等や賃金の調整、その他は執行見込み及び執行残の係数整理が主な内容でございます。 

 それでは予算書の１ページをお開き願います。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１３万５,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２億９,６５３万７,０００円とするものであります。 

 それでは、事項別明細書により補正の主なものについて歳出から説明させていただきます。 

 ５ページ、６ページをお開き願います。２、歳出ですが、１款介護サービス事業費１項１目
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施設介護サービス事業費７節賃金のうち、７行目のパート等賃金調理員２６万３,０００円の増

額、及びその下パート等賃金介助員２０万８,０００円の減額は執行見込による調整であります。 

 １１節需用費中、消耗品費介護材料５７万１,０００円の増額は、感染症予防を徹底するため

の資材購入、その下、燃料費Ａ重油５５万８,０００円の増額は、単価改定によるものでありま

す。その他につきましては執行見込による調整でございます。 

 ７ページ、８ページをお開き願います。２項居宅介護サービス事業費１目居宅介護支援事業

費３節職員手当等３９万８,０００円の減額は時間外手当の調整で、９ページ以降に給与費明細

書を添付しておりますので、説明は省略させていただきます。 

 下段２目介護予防支援事業費２８節繰出金１５万３,０００円の減額は、居宅予防支援サービ

ス計画費収入の実績見込みによる調整でございます。 

 次に３ページ、４ページにお戻り願います。１、歳入ですが、１款サービス収入１項１目介

護給付費収入１節施設介護サービス費収入７１３万７,０００円の減額は、利用者入院等の空床

率の増加によるものであります。 

 ２節短期入所生活介護費収入３２９万６,０００円の減額は、定期的に利用される方の移動に

よる利用者数及び利用日数の減少により調整するものであります。 

 ４節居宅予防支援サービス計画費収入２１万９,０００円の減額は、利用件数の減少により調

整するものであります。 

 ２目自己負担金収入１節施設介護利用者負担金収入３４万２,０００円の減額、並びに２節短

期入所生活介護利用者負担金収入５４万６,０００円の減額は、先ほど介護給付費収入で述べま

した理由によるものでございます。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目１節一般会計繰入金１,１４３万８,０００円の増額は、１

款のサービス収入減少に伴う執行見込みにより補填するものでございます。 

 以上で、平成３０年度介護サービス事業特別会計補正予算（第６回）の提案説明とさせてい

ただきます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１１号平成３０年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第６

回）についてを採決します。 

 お諮りします。 
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 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１１号平成３０年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第

６回）については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１２号 

○議長（高橋利勝） 日程第１１ 議案第１２号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補

正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有） 議案第１２号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予

算（第４回）について、提案内容を説明申し上げます。 

 補正の概要ですが、事業費確定及び決算見込みによる減額、水道使用料の増額及び一般

会計繰入金の減額が主なものでございます。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９３万４,０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億７２５万５,０００円とする内容であります。 

 次に事項別明細書により、主なものについて、歳出から説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。１款１項簡易水道費１目一般管理費１１節需

用費、光熱水費２１万円の増額は、電気料金の燃料調整費の値上がりによるものでござい

ます。その他の補正は、事業費確定及び決算見込みによるものでございます。 

 ３ページ、４ページにお戻りください。歳入でございますが、２款１項使用料及び手数

料１目水道使用料１節現年度分４５万７,０００円の増額は、主に業務用及び営農用の使用

水量の増額によるものでございます。 

 ４款１項繰入金１目一般会計繰入金１３９万２,０００円の減額は、収支の調整によるも

のでございます。 

 以上、平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）の提案説明とさせてい

ただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１２号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）につ

いてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１２号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）に

ついては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１３号 

○議長（高橋利勝） 日程第１１ 議案第１３号平成３０年度本別町公共下水道特別会計

補正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有） 議案第１３号平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正

予算（第４回）について、提案内容を説明申し上げます。 

 補正の概要ですが、薬品購入費の増額、機器故障による修繕費の増額、事業費確定及び

決算見込みによる減額が主なものでございます。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４０８万５,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億６,７０１万５,０００円とする内容でございます。 

 次に、事項別明細書により主なものについて、歳出から説明をさせていただきます。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。１款総務費２項施設管理費１目管渠管理費１

１節需用費中、修繕料１０万７,０００円の増額は、北部マンホールポンプ所動力制御盤内

の水位検出リレーユニット故障による修繕を行なうものでございます。 

 ２目処理場管理費１１節需用費消耗品費６６万５,０００円の増額は、塩素及び凝集剤の

在庫不足になる見込みによる薬品購入によるものでございます。光熱水費４４万７,０００

円の増額は、電気料金の燃料調整費の値上がりによるものでございます。 

 修繕料９９万９,０００円の増額は、処理場機器のナンバー２脱水機電動機故障等による

修繕によるものでございます。 

 ２款土木費１項下水道費２目個別排水処理施設新設費１５節工事請負費３６万８,００

０円の減額は、執行残によるものでございます。設置基数は７基設置しております。 
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 ３款１項公債費１目元金及び２目利子４５３万５,０００円の減額は、借入実行による額

の確定と利率確定によるものでございます。その他の補正は、事業費確定及び決算見込み

によるものでございます。 

 ４ページ、５ページにお戻りください。歳入でございますが、１款分担金及び負担金１

項分担金５６万円の増額は、個別排水受益者分担金の一括納入が多かったためによるもの

ございます。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目公共下水道使用料１節現年度分１１７万８,００

０円の減額は、使用水量の減によるものでございます。 

 ４款１項繰入金１目一般会計繰入金３３７万７,０００円の減額は、主に町債償還額の減

によるものでございます。 

 ７款１項町債１目土木債６０万円の減額は、事業費確定によるものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為補正、１、廃止は、平成３０年度

水洗便所等改造資金融資業務委託に係わる利子相当分負担及び債務の損失補償が発生しな

かったため、廃止するものでございます。 

 第３表、地方債補正、１、変更。 

 起債の目的、個別排水処理施設整備事業の限度額２,２３０万円を２,１７０万円に変更

するものでございます。 

 起債の方法、利率、償還の方法については変更はございません。 

 以上、平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第４回）の提案説明とさせて

いただきます。どうぞ、よろしくお願いをいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出、債務負担行為など一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１３号平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第４回）に

ついてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１３号平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第４回）
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については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１４号 

○議長（高橋利勝） 日程第１３ 議案第１４号平成３０年度本別町水道事業会計補正予

算（第２回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有） 議案第１４号平成３０年度本別町水道事業会計補正予算（第

２回）について、提案内容を説明申し上げます。 

 補正の概要ですが、水道使用料の減額、収支不足による一般会計補助金の増額、消費税

納付額確定によります増額、事業費確定及び決算見込みによる減額が主なものでございま

す。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出。 

 第２条、平成３０年度本別町水道事業会計予算、以下予算という。 

 第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する内容でございます。 

 収入の第１款水道事業収益第１項営業収益を２８５万５,０００円減額補正し、第２項営

業外収益は６８８万７,０００円増額補正し、収入の総額を１億６,９９５万６,０００円と

するものでございます。 

 支出の第１款水道事業費第１項営業費用を４５万９,０００円減額補正し、第２項営業外

費用を４４９万１,０００円増額補正し、支出の総額を１億６,９９５万６,０００円とする

ものでございます。 

 予算説明書により主なものについて説明をさせていただきます。 

 ３ページ、４ページをお開きください。収入の１款水道事業収益１項営業収益１目給水

収益の２６９万４,０００円の減額は使用水量減によるものでございます。 

 ２項営業外収益２目他会計補助金６８８万７,０００円の増額は収支の調整による一般

会計補助金でございます。 

 支出の１款水道事業費１項営業費用１目原水及び浄水費、備消耗品費９万６,０００円の

増額は、プリンタートナーなど、消耗品がなくなる見込みであるため、急遽購入するもの

でございます。 

 修繕費２２万７,０００円の増額は、中次亜注入配管の目詰まりによる一部配管を交換す

ることによるものでございます。 

 動力費、電気料１５万円の増額は燃料調整費の値上がりによるものでございます。 

 ２目配水及び給水費、動力費、電気料１２万４,０００円の増額は燃料調整費の値上がり

によるものでございます。 

 次のページ、５ページ、６ページをお願いいたします。２項営業外費用１目支払利息及
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び企業債取扱諸費７２万９,０００円の減額は、平成２９年度債の借入利率確定によるもの

でございます。 

 ２目消費税及び地方消費税５２２万円の増額は、消費税納付額確定によるものでござい

ます。 

 １ページにお戻りください。中段の資本的収入及び支出。 

 第３条、予算第４条本文括弧書中、５,８６９万３,０００円を５,８０５万３,０００円

に、５,７２７万６,０００円を５,６６８万円３,０００円に、１４１万７,０００円を１３

７万円にそれぞれ改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正するものでございます。 

 支出の第１款資本的支出第１項建設改良費は６４万円を減額補正し、支出の総額を６,０

３５万３,０００円とするものでございます。 

 補正の内容は事業費の確定によるもので、予算説明書の説明は省略をさせていただきま

す。 

 第４条、他会計からの補助金でありますが、予算第１１条に定めた補助金の金額を６８

８万７,０００円増額補正し４,０３９万８,０００円に改めるものでございます。 

 第５条、たな卸資産の購入限度額でありますが、予算第１３条中６６６万６,０００円を

６６０万８,０００円に改めるもので、量水器売却の減額によるものでございます。 

 以上、平成３０年度本別町水道事業会計補正予算（第２回）の提案説明とさせていただ

きます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、収益的収入及び支出、資本的支出など一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１４号平成３０年度本別町水道事業会計補正予算（第２回）について

を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１４号平成３０年度本別町水道事業会計補正予算（第２回）につい

ては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 



- 37 - 

 

◎日程第１４ 議案第１５号 

○議長（高橋利勝） 日程第１４ 議案第１５号平成３０年度本別町国民健康保険病院事

業会計補正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 藤野病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） 議案第１５号平成３０年度本別町国民健康保険病院事業

会計補正予算（第４回）について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、収益的収支では、収益の決算見込み、及び給与費、材料費、

経費等の最終的な調整を行ない、資本的収支では、事業費確定に伴う調整が主な内容とな

っております。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 第２条の収益的収入及び支出でありますが、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の

予定額を次のとおり補正するもので、収入の第１款病院事業収益、第１項医業収益を１,９

３６万４,０００円増額、第２項医業外収益を２,９７３万６,０００円増額し、収益の合計

を１１億２７８万２,０００円とするものであります。 

 支出では、第１款病院事業費用、第１項医業費用を７４９万円増額、第２項医業外費用

を１１万３,０００円増額し、費用の合計を１２億６,０４９万９,０００円とするものであ

ります。 

 第３条の資本的収入及び支出でありますが、予算第４条本文括弧書き中、３,３９９万円

を３,３８８万円に、３,１６９万４,０００円を３,１５７万６,０００円に、２２９万６,

０００円を２３０万４,０００円にそれぞれ改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとお

り補正するもので、収入の第１款資本的収入を４６４万１,０００円減額し８,７０６万２,

０００円に、支出の第１款資本的支出を４７５万１,０００円減額し１億２,０９４万２,０

００円とするものであります。 

 次、１ページ下段から２ページにかけてですが、第４条、企業債については、予算第７

条に定めた起債の限度額を次のように改めるもので、起債の目的、医療機械器具整備事業、

限度額１,４００万円を、事業費の確定により１,２００万円に変更するものであります。

起債の方法、利率、償還の方法については変更がございません。 

 第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でありますが、職員給与

費を２４５万３,０００円増額し、７億８,１０６万４,０００円とするものであります。 

 第６条、他会計からの補助金は、一時借入金支払利息を１１万３,０００円増額し１４万

１,０００円、退職手当組合事前納付金を２万７,０００円減額し６５１万８,０００円、基

礎年金拠出金公的負担経費を５万６,０００円減額し１,６７５万４,０００円とするもの

であります。 

 第７条、たな卸資産の購入限度額ですが、１億６,４９６万４,０００円を１億７,１７０

万１,０００円に改めるものでございます。 
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 次に５ページ、６ページをお願いします。補正予算説明書でありますが、収益的収入及

び支出の収入では、１款病院事業収益１項医業収益１目入院収益１,９９９万９,０００円

の増額につきましては、上期の実績を勘案した１２月補正後の予算と対比いたしますと、

入院の１日平均患者数で１.７人増の４１.６人の見込みとなり、現予算を上回る見込みと

なることから今回補正するものであります。 

 補正後数値を前年度決算と比較いたしますと、入院で５,２７７万１,０００円の減、外

来では１,１５６万１,０００円の減が見込まれ、入院、外来収益を合わせた減収見込み額

は６,４３３万２,０００円となり、入院、外来収益の決算見込み額は６億５,８６８万４,

０００円、８.９パーセント減となる見込みでございます。 

 ３目その他医業収益、１節室料差額収益６３万５,０００円減額は決算見込みによるもの

です。 

 次、下段の２項医業外収益２目他会計補助金３万円の増額、及び３目負担金交付金３千

万円の増額については、入院、外来収益の状況を踏まえ、一般会計から繰入基準に基づき、

繰入れを行なうものであります。 

 今回の補正による実質繰入額は３億６,１６５万４,０００円となり、前年度３億２,９９

５万４,０００円と比較しますと３,１７０万円、９.６パーセント増の繰入額となります。 

 一番下段の７目繰入金２９万４,０００円の減額は国保調整交付金の事業費の減額によ

るものでございます。 

 次に７ページ、８ページの支出でありますが、１款病院事業費用１項医業費用１目給与

費１節給料から７節法定福利費引当金繰入額まで、２４５万３,０００円の増は執行見込み

による人件費の調整で、１１ページから１２ページに給与費明細書を添付しておりますの

で、増減等の説明は省略させていただきます。 

 続きまして２目材料費１節薬品費５４０万３,０００円及び２節診療材料費１３３万４,

０００円の増額につきましては決算見込みによるものです。 

 ３目経費７節光熱水費６６万６,０００円減、１５節委託料２４３万円の減はいずれも決

算見込みによるものです。 

 ６目資産減耗費１節固定資産除却費６１万４,０００円の増額は、医療機器の更新や廃棄

に伴う固定資産を除却するために残存価格を計上するものでございます。 

 ２節たな卸資産減耗費７８万２,０００円増額は、使用期限切れとなった薬品等を廃棄す

るものです。 

 一番下段、２項医業外費用１目支払利息及び企業債取扱い諸費２節一時借入金利息１１

万３,０００円の増は、借入額の増によるものです。 

 次に９ページ、１０ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出でありますが、収入では、１款資本的収入１項企業債２００万円の

減、２項出資金１目他会計出資金２００万円の減、３項負担金１目他会計負担金１１万１,

０００円の減及び４項繰入金２目医療施設等整備基金繰入金５３万円の減は、いずれも事
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業費確定に伴い調整を行なったものであります。 

 支出では、１款資本的支出１項建設改良費３目固定資産購入費４７５万１,０００円の減

額につきましても、事業費確定に伴い調整を行なったものであります。 

 以上、平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４回）の説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、収益的収入及び支出、資本的収入及び支出など一括とします。 

 大住議員。 

○６番（大住啓一） ただいま細かく説明をいただきました。一般会計のときの負担金で

も質問させていただいたのですが、３回ということの制限がございましたので、最後のく

だりのほうが明確になっていなかったものですから、この場面で再度質問させていただき

ますけれども、一般会計から３千万円入って、いろいろ支出の部分細かく説明ありました。

おおまかにどこにあてたかということを一般会計で聞いているものですから、３千万円に、

一般会計から入った中身で一番充当しているのはどこかということを明確にお答えいただ

ければよろしいのではないかと思うのですが。質問している内容を御理解いただいていま

すか。 

○議長（高橋利勝） 藤野病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） 大住議員の質問にお答えいたします。この３千万円が具

体的にどこに充当されたかということの質問かと思いますけれども、今回３千万円の増額

につきましては、あくまでも不採算地区病院の運営に要する経費の中での増額でございま

すが、大住議員御承知のとおり、病院会計非常に苦しい中で、今運営を行なっている中で

ございます。ただ今回、不採算地区病院の運営に要する経費と申し上げますのは、午前中

も申し上げましたが、あくまでも医師の給与費、及び医師の研究研修費に充当するものと

いう総務省の基準がございますので、今回の３千万円の増額につきましては、やはり不採

算地区病院の運営に要する経費として繰り入れておりますので、医師の給与費の分と、医

師の研究研修費への充当ということになります。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 当然、公の国保病院でございますから、国で決められている以外に

云々ということには当然ならないと思うのですね。今の事務長の御答弁でいいと思うので

すが、私どもとしては、審議させていただく側として、どこに主だった所に使ったかとい

う簡単な質問をさせていただいているつもりなの。ですから、国のルールだとか厚生労働

省がどうしたということは、当然わかっている話なものですから、今確認させていただき

たいのは、１２月もお話させていただいたように、今回の３千万円、前回の４,３００万円

なりを、病院の経営が苦しいから人件費等にあてたんだという考え方でよろしいのですか

ということを再三申し上げている。 

○議長（高橋利勝） 藤野病院事務長。 
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○国保病院事務長（藤野和幸） 今、大住議員がおっしゃったとおり、人件費のほうにあ

てていただいたということでございます。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１５号平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４

回）についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

４回）については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 平成３１年度町政執行方針・教育行政執行方針 

○議長（高橋利勝） 日程第１５ 平成３１年度町政執行方針・教育行政執行方針の説明

を行ないます。 

 まず、町政執行方針について、髙橋町長、御登壇ください。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 平成３１年町議会第１回定例会の開会にあたりまして、新年

度の町政執行に臨む基本的な考え方と施策の大綱について申し上げます。 

 私は、就任以来、一貫して町民の皆さまと歩んできた協働のまちづくりを基本理念に、

未来ほんべつの創造をめざし、将来を担う子どもたちの健やかな成長および教育の充実と、

暮らしの安全、安心を守る健康、福祉、介護、医療、防災など、町民生活を原点にサービ

ス基盤の整備を全力で推進してまいりました。 

 この間、町民の皆さまをはじめ議員各位の御支援、御協力を賜り、住民に最も身近な基

礎自治体として行政サービスの維持、向上を図り、創意と活力に満ちたまちづくりが推進

できましたことに対し、改めて敬意を表し、深く感謝を申し上げる次第であります。 

 さらなる本別町の発展を目指して、全力を傾注してまいりますので、町民の皆さまをは

じめ議員各位の御支援、御協力をお願いいたします。 

 まず、町政に臨む基本姿勢であります。現下の我が国の経済は、アベノミクスの推進に

より、雇用、所得環境は大きく改善し、経済の好循環は着実に回りつつあるとされ、個人

消費は穏やかに回復していると言われておりますが、いまだ力強さを欠いた状況となって
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おりまして、今後の地方財政を取り巻く環境は、厳しい状況が続くものと思われています。 

 国の予算編成におきましても、財政健全化への着実な取り組みを進める一方、新経済、

財政再生計画で位置付けられました、社会保障改革を軸とします基盤強化期間の初年度と

なる予算でありまして、我が国財政の厳しい状況を踏まえ、引き続き、歳出全般にわたり、

聖域なき徹底した見直しを進め、地方においても、国の取り組みと基調を合わせて徹底し

た見直しを進めるとしております。 

 地方財政対策では、地方の安定的な財政運営に必要となります一般財源の総額につきま

しては、前年度比１.０パーセント増を確保し、地方交付税の総額は７年ぶりの増となり、

前年度比１.１パーセント増の１６兆１,８０９億円とされたところであります。 

 一方、地方自治体では、高齢化が進行する中での医療、介護、子育て支援など社会保障

への対応、地域交通の維持、森林環境政策の推進など、果たす役割が拡大する中で、人口

減少対策、防災、減災事業の実施、公共施設の老朽化対策など、新たな政策課題に直面し

ておりまして、地方財政を取り巻く環境は、依然、厳しい状況が続くものと予想されてお

ります。このような状況のもとにおきまして、政府は引き続き、経済再生なくして財政健

全化なしを基本とし、人づくり革命と成長戦略の核となります生産性革命に最優先で取り

組み、少子高齢化という最大の壁に立ち向かっていくとしています。 

 本町といたしましても、人口減少の克服、地方創生に資する喫緊の課題に対し国の取り

組みと充分に連携し、自らの地域の将来は自ら決めるという理念のもと、全力でこの課題

に取り組んでいかなければならないと考えているところであります。 

 以上のことを踏まえ、平成３１年度の町政執行にあたりましては、行財政改革の推進、

中期的視野に立った地方創生の取り組みにより、できる限り有利な財源の確保に努め、将

来に向けた財政基盤の確立と財政運営の安定を図りながら、地域の活性化や諸課題解決に

向けた取り組みを推進し、新年度の予算編成にあたりましても、第６次本別町総合計画を

基調に、予算の重点化、効率化を図る中で、住んで良かった、住んでみたいと実感できる

まち本別町を発信できるよう、あわせて初心を忘れることなく、職員一丸となってスピー

ド感、説明責任、法令遵守をしっかりと心に刻みながら、町民の皆さまが思う、町を元気

にしたいという気持ちと、時代のニーズを的確に捉え、様々な事業に対し積極的に取り組

んでまいります。 

 まず、平成３１年度、主要な施策推進の基本的な考え方であります。 

 １つ目に、生涯を通じて学び、豊かな心を育むまちづくりであります。町民の皆さまが、

安全、安心、活力と夢あふれる生活を創造していくために、行政や各関係機関、団体など

との協働による町づくりを推進しますとともに、次代を担う子どもたちが多様化する社会

変化にも対応でき、郷土に誇りを持ちながら、個々の主体性を尊重し創造力豊かで新しい

時代を切り拓いていくことができるよう、家庭、学校、地域が一体となって日々学ぶ、ほ

んべつ学びの日宣言の理念のもと、関係機関、団体と連携を図りながら、４つの風事業の

推進と教育環境の向上に努めてまいります。 
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 また、第８次社会教育中期計画に基づきまして、学びからの人づくりを社会教育推進の

核として、大人と子どもが共に学びへの関心を高め、心豊かに生涯にわたり生きがいある

学習活動を行ない、学習機会を選択して学ぶことができる充実した生活を営むため、社会

教育活動の充実を図ってまいります。 

 さらに、その学習成果が人づくり、地域づくりへと進み、生涯を通じて町民の皆さまが

潤いのある生活を送ることができ、地域で活躍できる実践活動につながるように、多様な

学習機会や学習情報提供の充実など、学習環境の整備に努めてまいります。 

 ２つ目、地域資源を生かした豊かなまちづくりであります。本町の農林業は、国土の保

全、環境の維持など多面的機能を発揮しながら、町民の生活を守り地域経済を支え、農業

においては、日本における食料生産、供給基地として、その役割と本町経済、生活基盤の

中心を担う重要な基幹産業かつ貴重な資源となっています。しかしながら、昨年１２月の

ＴＰＰ１１、ことし２月の日欧ＥＰＡの発効、さらには日米ＦＴＡ交渉など自由貿易化の

政策により、農業分野での市場開放や関税の撤廃などにより、農業を取り巻く情勢が大き

く変化しています。 

 今後は農畜産物の国内価格の低下が予想され、それに伴う農業所得の減少などにより、

北海道の農業や地域経済への影響が大きく危惧されるところであります。 

 本町といたしましても、農業の基本であります土づくりを中心に、安全、安心な農産物

の生産と基盤づくりに向けて、国の施策や事業を積極的に活用し、コントラクター事業や

ＴＭＲセンターの稼働など、労働力、営農支援組織の整備や経営規模拡大への取り組みに

対し、農業者や農業関係機関と連携し支援を図っていきます。しかし一方で、その担い手

や労働力の確保が大変厳しく、農業経営や施策、事業を推進するにあたっての大きな課題

となっております。そのことから、今後も人口減少対策や雇用創出の施策と連動し、農業

を中心とした新規就農対策、農作業支援対策を推進し、農業経営基盤の維持拡大、さらな

る雇用の拡大を図るとともに、農業者の声を聞きながら、担い手や農業労働力の確保に向

け、関係組織、機関で連携協力し、人材育成や担い手確保に向けた取り組みの推進を図っ

てまいります。 

 次に、酪農畜産業におきましては、今後の経営規模の拡大を促進しますとともに、バイ

オガスプラントを中心とした糞尿処理方法が不可欠となってきますことから、本別町家畜

ふん尿利活用対策協議会を中心に十勝バイオガス関連事業推進協議会と連携し、売電の可

能性を含めた具体的な取り組みの推進と事業の方向性を検討してまいりたいと考えていま

す。 

 次に、農地の基盤整備であります。圃場の生産性及び作業効率の向上に向けて、町全体

を２地区に分けて今年度および平成３３年度に道営畑地帯総合整備事業として実施をいた

します。明渠排水につきましても、計画的な施設管理を図り、改修および整備を進め施設

の維持を進めてまいります。 

 次に、林業振興であります。本町の主要樹種であります、カラマツ人工林が利用期を迎
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えていますことから、町有林の計画的な伐採及び植栽を図ってまいります。民有林におき

ましても、森林整備の適切な実施及び集約化を進めるため、本年度から運用が開始される

林地台帳の精度の向上や、森林経営管理制度に基づきます、森林所有者への経営管理の意

向調査を実施しますとともに、担い手の育成、確保に努め、森林の持つ多面的機能が十分

に発揮される森づくりと循環型林業の構築を図ってまいります。 

 次に、商工業につきましては、消費者ニーズや流通の多様化に加えまして人口減少、少

子高齢化による消費購買力の減少等により依然厳しい状況にありますが、消費者と商業者

が共感できる愛町購買環境の向上を目指し、消費者にとって安心、安全で魅力ある商店街

づくりの支援と同時に、今後も商業を担う人材育成に努めてまいります。また、消費者対

策といたしまして、複雑化、悪質化する消費者被害の未然防止の取り組みを継続してまい

ります。さらに、引き続き本別町企業誘致条例、及び起業家支援要綱による新規開業や新

分野での事業活動、工場等の新設、増設に対し、積極的な支援を行ない、雇用の創出と安

定化を図りますほか、本別町しごと体験交流館の供用開始により、農業、商工業の発展、

振興に不可欠な人材確保により事業所総体の維持、振興に努めてまいります。 

 次に、観光の振興につきましては、農業を基幹産業とする本別ならではの魅力ある地域

資源である食の活用を積極的に進めますとともに、義経の里本別公園や道の駅などの施設

運営や観光イベントの充実を図り、北海道横断自動車道の延伸による長所を活かし、交流

人口の増加を促してまいります。活力ある地域づくり推進のため、地域の豊かな資源や地

域産業の魅力を発信し、交流人口の拡大や移住促進につなげていくことが必要であります。

関係機関、近隣自治体等と連携を図りながら、インターネット、ケーブルテレビなどの多

様なメディアを活用したプロモーションにより、移住、観光など地域情報の提供等、求め

られる有意性の高い情報発信に努め、圏域外からの交流人口の誘引、移住、交流の促進に

取り組んでまいります。 

 ３つ目、ともに支えあい、安心、安全に暮らせるまちづくりであります。本町の高齢者

人口は、今後、徐々に微減していくと見込んでおりますが、後期高齢者が今後も増加する

超高齢社会を迎える中で、健康長寿のまちづくり条例を基本に、町民参画によります創造

的な福祉施策に取り組んでまいります。ともに支え合い、いつまでも安心して暮らせるま

ちを願い、町民の総意により宣言していただきました、福祉でまちづくりを合言葉に、福

祉サービスの基盤整備、子育て支援や生きがいづくり、地域の見守りや日常生活支援など、

地域住民、福祉団体、事業者、行政がそれぞれの役割を担い、重層した福祉サービスの充

実に努めてまいります。また、近年の社会経済環境の変化に伴い、問題が深刻化しており

ます生活困窮者の自立支援体制につきましては、本別町地域生活支援事業検討会による関

係機関との情報共有や包括的な相談、支援体制を構築してまいります。さらに、社会的孤

立や孤立死などを防ぐ地域づくりを目指しました、在宅福祉ネットワーク活動への支援に

努めてまいります。 

 次に、子育て支援につきましては、子どもはいつの時代にあっても、どこの地において
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も、かけがえのない存在です。次代を担う本別の宝である子どもたちが、生き生きと健や

かに育つことは、私たちの願いであり、責任でもあります。本別町子ども・子育て支援事

業計画に基づき、地域の実情に応じた子ども・子育て支援施策を総合的かつ効率的に推進

してまいります。また、昨年から第２期計画の策定に着手しており、その基礎資料となり

ますアンケート調査の結果を踏まえ、計画に盛り込むべき新たな施策について検討を進め、

関係団体からの聞き取り調査等を行ないつつ、子ども・子育て会議での御議論をいただき

ながら、今年度中に取りまとめ、引き続き、すべての子どもの健やかな成長を支え、充実

した子育て環境の整備を図ってまいります。加えて、全国的に子どもの貧困が大きな社会

問題となっておりまして、本町といたしましても各自治体の取り組み状況を把握している

ところでありますが、子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのな

いよう、また、貧困が世代を超えて連鎖することのないよう、第２期計画に有用な施策を

盛り込んでまいります。 

 幼児教育の無償化につきましては、国は本年１０月に予定されております、消費税率の

引き上げによる財源を活用して、認定こども園、保育所等の利用者負担額を無償化する予

算案を現通常国会に提出しており、その後、子ども・子育て支援法の改正案の成立をもっ

て幼児教育の無償化を進めるとしています。本町におきましても、関連する町条例の改正、

それに伴います補正予算につきまして、町議会に御審議いただき、幼児教育の無償化をス

タートさせてまいります。 

 高齢者福祉及び介護保険事業につきましては、第７期銀河福祉タウン計画に基づき、高

齢者福祉施策の充実を図りますとともに、介護保険事業の安定した運営に努めるため、関

係機関や町民の皆さまと協力して推進してまいります。 

 介護人材の確保につきましては、本町にとって喫緊の課題でありますことから、介護サ

ービス事業所等の現状や意向を踏まえながら、引き続き総合的な介護人材確保対策を推進

しますとともに、多様な人材の介護分野への参入を促進するため、これまで開催してきた

介護職員初任者研修とあわせて、介護職場入門研修を開催いたします。 

 地域包括ケアシステムの構築につきましては、認知症施策、在宅医療、介護連携の推進

に向け、町内外の関係機関と連携を図りながら事業を推進してまいります。また、認知症

行方不明者等の早期発見、保護のため、スマートフォンアプリを活用した捜索システムの

運用を足寄町、陸別町、上士幌町、池田町、浦幌町との連携により共同実施いたします。 

 権利擁護事業につきましては、社会福祉協議会と連携しながら、法人後見事業の取り組

みや担い手の育成、町民からの各種相談や生活課題等に対応する、あんしんサポートセン

ターの運営に対する支援に努めてまいります。 

 次に、障がい者福祉につきましては、第１次障がい福祉総合計画に基づき、住みなれた

地域で生き生きとした生活が送れるよう、障がい福祉サービスの相談支援や切れ目のない

マネジメント体制の充実に努めますとともに、障がいを理由とする差別解消の推進、農業

分野と連携した就労支援システムの構築に取り組んでまいります。 
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 健康づくりにつきましては、乳幼児から高齢期まで、町民一人一人が健やかに安心した

生活が送れるよう各種検診事業や予防接種などの普及啓発に努め、特に生活習慣病の予防

を重点に取り組んでまいります。 

 成人保健につきましては、特定健診の受診勧奨に努め、データヘルス計画、特定健診実

施計画との整合性を図りながら、効果的な予防活動を行なってまいります。 

 母子保健につきましては、第２次母子保健計画の最終年度になりますことから、計画の

最終評価をして、第３次母子保健計画の策定を行ないます。また、安心して子どもを生み

育てられるよう、妊産婦への助成事業、乳幼児健診や保健指導等の実施、子育て包括支援

センターを中心に関係機関と連携を図りながら、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支

援を行なってまいります。 

 心の健康づくり事業につきましては、月１回心理カウンセラーによります心のほっと相

談を継続して、町民のメンタルヘルスの向上に努めてまいります。 

 老人ホームの運営につきましては、利用者の状態に応じましたサービスを適切かつ効果

的に提供して、利用者の持つ力を最大限発揮いただき、可能な限り自立した日常生活を営

むことができるよう支援してまいります。 

 また、職員の持つ介護等の知識や技術をより磨き、質の高い施設サービスを提供します

とともに、地域貢献活動を積極的に実施しながら地域、町民に求められます、また利用者、

家族、職員や関係機関と協働の開かれた施設運営に努めてまいります。 

 介護基盤の整備につきましては、勇足地区において社会福祉協議会が運営いたします、

小規模多機能型居宅介護事業所ゆうあいの里に併設して、７戸の高齢者向け住宅を整備し、

本年秋頃の入居開始に向けて連携を図ってまいります。 

 次に、国民健康保険につきましては、都道府県への広域化になり２年目を迎えます。国

民健康保険加入者の負担増などを考慮し、平成３１年度は税率改正を行なわず、国保税や

国、道からの交付金等で北海道への納付金を賄えるよう健全運営に努めますとともに、今

後の動向を注視してまいります。 

 後期高齢者医療につきましては、今後も高齢者等にかかる医療制度の情報収集に努め、

運営主体であります広域連合と連携を図ってまいります。 

 次に、病院事業につきましては、平成２９年度に策定いたしました病院改革プランを推

進し、地域医療の確保を図りますとともに、地域包括ケアの構築を進めてまいります。 

 また、病院の運営につきましては、外来患者数及び病床稼働率の維持、向上による収益

確保を図りながら、材料費、維持管理費などの経費節減に努め、経営体質の強化に努めて

まいります。 

 診療体制は、内科、外科の基礎診療科を中心に診療機能の充実を図り、１.５次医療とし

て耳鼻咽喉科、眼科など、町民の医療ニーズに応えた専門診療科の充実に努め、町民の皆

さまに信頼される病院づくりに取り組んでまいります。 

 次に、防災対策につきましてですが、防災行政無線の更新に向けて、平成３０年度に調
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査、実施設計を行ない、電波の到達範囲や中継設備の設置など、導入に向けたシステム調

査を行なっております。その調査結果を基に、平成３１年度から２カ年計画で６０メガヘ

ルツ帯を利用するデジタル防災行政無線の整備を進めてまいります。戸別受信機につきま

しては、設置を希望される世帯に無償で貸与することにより、防災行政無線システムの充

実強化を図ってまいります。 

 昨年９月６日に発生いたしました北海道胆振東部地震によります停電の影響で、日常生

活に大きく支障をきたすこととなり、ライフラインの１つであります電力の供給がされな

い状況における、私たちの生活の脆弱さをまざまざと思い知らされました。この災害を教

訓として、非常用電源設備や通信手段を整備し、地域防災計画や災害用備蓄品の見直しを

進めますとともに、関係機関との連携を深めながら地域防災力の強化を図ってまいります。 

 交通安全対策につきましては、交通事故や飲酒運転撲滅に向けた啓発運動に力を入れ、

関係機関の協力をいただきながら推進してまいります。 

 ４つ目、快適でやさしさのあるまちづくりであります。安全で快適な生活環境の基本と

なります生活道路の整備は重要であります。本年度の町道整備につきましては、新規事業

１路線、継続事業５路線の道路改良、舗装工事及び橋梁長寿命化事業を実施してまいりま

す。 

 交通手段を持たない町民の足を確保するため、ふるさと銀河線代替バス、生活維持路線

バス、浦幌・本別線、太陽の丘循環バスや町有バスなどの公共交通機関の安定的な運行に

努めてまいります。 

 次に、循環型地域社会の推進につきましては、新エネルギー、省エネルギーの普及促進

のため、身近な自然エネルギーの活用を図る住宅用太陽光発電システム導入費助成事業に

取り組みますとともに、公共施設においても積極的に新エネルギー、省エネルギー施策を

推進してまいります。 

 水道事業につきましては、町民生活や経済活動を支える施設として重要な役割を担って

おります。このため施設の整備や維持管理を計画的に進め、安全で良質な水を安定的に供

給できるように努力してまいります。下水道事業につきましては、施設の整備と維持管理

に努め、水洗化の促進を図り、公共下水道区域外で実施しております浄化槽整備事業につ

きましても、引き続き事業の推進を図ってまいります。また、水道、下水道料金の見直し

に向けて検討を進めてまいります。 

 公営住宅の整備につきましては、住環境の向上を図るために本別町住宅政策推進計画を

基本に実施してまいります。 

 公園緑地の整備につきましては、全道各地から観光客が訪れます義経の里本別公園をは

じめ、その他の公園施設についても効率的な維持管理を行ない、町民の憩いとふれあいの

場として快適な環境づくりに努めてまいります。 

 都市計画につきましては、本町の有効な土地利用を図るため、本別町都市計画マスター

プランの見直しに向けて検討を進めてまいります。 
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 また、住宅の改修や新築住宅に対します助成事業、既存木造住宅の耐震性向上を図る耐

震改修等助成事業、空き家住宅等除去支援事業を引き続き実施しますとともに、本別町居

住支援協議会による居住福祉の推進に努め、空き家等対策を総合的かつ計画的に取り組ん

でまいります。 

 次に、ごみ収集事業の推進につきましては、平成３１年４月から資源ごみと小動物以外

は、十勝圏複合事務組合が運営いたします帯広市のくりりんセンターへの搬入が開始され

ます。ごみの出し方が、燃やすごみ、燃やさないごみに変更になることで、町民の皆さま

には大変御迷惑をおかけいたしますが、１日も早く慣れていただけるよう、ごみ収集業者

と連携を取りながら周知を図ってまいります。地域、団体の御協力により推進しておりま

す資源集団回収事業では、ごみの減量化や資源化の向上に努めるため、継続して実施して

まいります。 

 ５つ目の町民力、地域力、行政力が発揮できるまちづくりであります。地域コミュニテ

ィ意識が多様化する社会に対応するため、引き続き協働の視点で、町民の皆さまや関係団

体などと連携し、これまでに培ってきた町民力、地域力、行政力が発揮できるまちづくり

を進めてまいります。あわせて、わかりやすい情報の発信に努め、町政の透明性を高めて

まいります。 

 現在の第６次本別町総合計画の計画期間が平成３２年度で満了しますことから、平成３

１年度より次期総合計画の策定準備に入ることとし、その手法はこれまでと同様、町民の

皆さまとの協働を基本に現計画の検証を行ない、今後歩んで行くべき方向を見定め、計画

づくりを進めることといたします。 

 地方創生につきましては、５年目を迎え、引き続き本町における人口ビジョンや地方版

総合戦略に基づき関連事業を展開することとし、町民の皆さまや関係団体へ進捗状況等を

説明し、いただいた意見や評価を踏まえますとともに、他の施策との整合性に留意するな

どして、適切に対応してまいります。 

 次に、行財政改革につきましては、第５次行財政改革大綱と推進計画に基づき、本別町

の将来展望を見据え、行財政運営のあり方を模索し、簡素で効率的な行政執行を推進して

まいります。 

 本別町個性あるふるさとづくり寄付金、ふるさと納税につきましては、本町の取り組み

を全国にＰＲするとともに、ふるさと納税制度の趣旨を踏まえ、本町の観光資源、地域資

源を活用した返礼品、特産品の充実を図り、寄付金のより一層の有意義な運用を図ってま

いります。 

 国際交流、地域間交流活動につきましては、姉妹都市オーストラリアミッチェル、友好

都市徳島県小松島市との親善訪問、相互派遣事業など相互の友好関係発展と、日常とは異

なる環境における体験活動を通じて豊かな感性を醸成するため、今後も積極的に交流活動

を進めてまいります。 

 結びにあたりまして、平成３１年度の町政に臨む所信を申し上げました。本町を取り巻
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く環境は一段と厳しさを増しておりますが、これまでと同様、町民の皆さまと築いてきま

したまちづくりの実績を大切に、町を支える町民の皆さまの頼もしい力をいただきながら、

より一層、確かな信頼関係を積み重ねられるよう努力しますとともに、本別町の個性と元

気が発信できるよう、あわせて地方創生及び人口減少対策を意識して、安心と活力と夢あ

ふれるまちづくりを目指してまいります。 

 町民の皆さま、町議会議員各位の一層の御理解と御支援を賜りますようにお願いを申し

上げ、執行方針といたします。 

○議長（高橋利勝） 次に、教育行政執行方針について、佐々木教育長、御登壇ください。 

○教育長（佐々木基裕）〔登壇〕 平成３１年町議会第１回定例会の開会にあたり、教育行

政執行方針について申し上げます。 

 近年、急速に進む少子高齢化、人工知能をはじめとする技術革新や、グローバル化の一

層の進展などにより、教育行政におきましても、次代を担う子どもたちには、こうした社

会の変化に主体的に向き合いながら、自らの可能性を発揮し、未来を切り拓く力を身に付

けていくことが求められています。こうした中で、本町が将来にわたって持続、発展して

いくためには、一人一人が主体的に社会と関わり、次代を創り出していく人材育成が必要

であり、教育が果たす役割はますます重要になってきています。 

 本別町教育委員会といたしましては、これらの社会情勢をしっかり見極めながら、ふる

さとへの誇りと愛着を持ち、世界に視野を広げ、多様性を尊重し共に支えながら、創造力

豊かで新しい時代を主体的に切り拓いていく人づくりを目指して、関係機関、団体等と連

携を図りながら町民皆さまの信頼に応えるよう、学校教育の充実、社会教育の振興、文化、

スポーツの推進に取り組んでまいります。また、地域の子どもは地域で育てるを念頭に、

コミュニティ・スクールの全町的な取り組みと、本町ならではの取り組みである、ほんべ

つ学びの日のさらなる普及と推進事業の充実を図ってまいります。 

 次に、平成３１年度の教育行政を推進するにあたり、主な施策の基本的な考え方につい

て申し上げます。 

 学校運営の推進につきましては、地域全体で子どもたちの学びを育むために、保護者や

地域住民が学校運営に参画するコミュニティ・スクールを勇足地区に続き、本別、仙美里

地区でも本格導入するほか、本別総体のコミュニティ・スクールの導入を目指します。ま

た、子どもたちの発達段階に応じた能力や個性等を最大限に伸ばすため、同一校種間の連

携事業を進めるとともに、幼児教育から高校教育までを連続的につなぐ異校種間連携事業

を推進します。 

 義務教育の推進につきましては、これまでの教育実践の蓄積を引き継ぎつつ、授業の工

夫、改善を図るために引き続き町派遣教員を小学校に派遣し、よりきめ細かな指導の充実

に努めます。また、学習指導要領の改訂にともない、小学校で次年度に外国語の英語が教

科化され、中学年及び高学年で大幅に授業時数が増加することから、移行措置として前年

度に引き続き授業時数を確保するとともに、英語指導助手を学校に派遣するなど、英語教
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育の充実に努めてまいります。さらには子どもたちに、コンピューターに意図した処理を

行うように指示することができるプログラミング教育の導入を図ります。また、老朽化し

たスクールバス１台を更新し、児童生徒の通学の安全確保を図ります。さらには本別中央

小学校が開校５０周年記念を迎えることから、記念事業を取組みます。 

 国際理解教育の推進につきましては、本別の学びの主軸に位置付けしている英語教育の

さらなる充実を図るため、昨年度に引き続き英語教諭を任用し、義務教育や生涯学習の場

で活用します。 

 特別支援教育につきましては、共生社会の形成に向けて、障がいのある子どもと障がい

のない子どもが共に学ぶインクルーシブ教育システムの理念を踏まえ、引き続き全ての学

校に特別支援教育支援員を配置し、特別な支援を必要とする子ども一人一人の教育的ニー

ズに応じた指導や支援をしてまいります。 

 いじめや不登校の根絶に向けた取り組みにつきましては、引き続き中学校にスクールカ

ウンセラーを配置するほか、年２回のアンケート調査や定期的に学校指導訪問を実施する

など、未然防止、早期対応に努めてまいります。 

 本別高校への支援につきましては、少子化や生徒が希望する進路先の多様化等により、

入学生の確保が大変厳しい状況にありますが、地元中学生の本別高校への進学率の向上に

努め、今後における本別高校への支援の在り方等について、関係機関と連携し、その方向

性を見出していきます。 

 食育の推進につきましては、食の安心、安全を確保するとともに、地場産農畜産物、地

場加工食品を積極的に使用し、美味しく栄養バランスに配慮した学校給食を提供し、栄養

教諭が各学校に出向いて、食育に関する指導及び授業を行なってまいります。また、増加

傾向にあります食物アレルギーに対しましても、除去食や代替食により対応してまいりま

す。引き続き子育て支援策として、本別町立小、中学校及び本別高校に在籍している同一

世帯の３人目以降の児童生徒に対して、学校給食費の無料化を行ないます。 

 社会教育の推進につきましては、第８次社会教育中期計画に基づき、大人と子どもが共

に学びへの関心を高める学習機会の提供と生涯各期における社会教育を充実するため、学

び合う環境づくりに努めてまいります。 

 少年教育では、ジュニアリーダーを育成する本別・南三陸ふるさと交流研修会を軸に、

自主性や協調性を培い生きる力を身につけることを目的に、３から６年生を対象にした、

ほんべつ元気学宿を継続するとともに、新たに１、２年生を対象にしたプレ元気学宿を開

催してまいります。 

 ふるさと学習ほんべつ学では、地域の文化、歴史、自然、産業など本別をもっと良く知

り、町の魅力を再発見するとともに郷土愛を育むことを目指し、誰もが気軽に学べる環境

づくりを推進してまいります。 

 高齢者自らが積極的に学び、教養、見聞を深める学習機会として義経教室も引き続き開

設してまいります。 
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 町民文芸沖積土は、昭和４５年創刊号の発刊以来、第５０号を数え、第４９号にひき続

き特集テーマを戦争として、戦争体験者の聴き取りや体験の有無にかかわらず戦争に対す

る思いを収録した記念号を発刊してまいります。 

 ほんべつ学びの日の取り組みにつきましては、学びの日総合事業、学びフェスタを通し

て学びの日の理念を普及するとともに、家庭、学校、地域、行政が連携して４つの風、光

風、祈風、夢風、実風事業を展開してまいります。 

 文化振興につきましては、文化祭をはじめ吹奏楽合同演奏会、音楽祭、舞踊と民謡の祭

典等を開催するほか、関係団体と連携して舞台芸術の公演など、町民の皆さんに優れた芸

術、伝統文化に触れる機会を提供してまいります。また、公民館施設の老朽化した備品を

計画的に更新し、町民が利用しやすい環境を整えます。 

 図書館につきましては、ファーストブック事業を継続、推進するとともに、本のまち夢

づくり講演会や出前授業の開催、学校や幼児、高齢者施設での読み聞かせなど読書の普及

と、読書で言葉の力、創造力、心の発達を育む取り組みを家庭や学校、ボランティアと協

働で進めてまいります。 

 歴史民俗資料館につきましては、戦争を体験されている方から見た戦争の恐ろしさや平

和の大切さを未来へ継承する、７月１５日本別空襲を伝える企画展をはじめ、本別まめ知

識展と関連講座を開催するなど、あらゆる世代が学び合える場となるよう努めてまいりま

す。 

 スポーツ振興につきましては、引き続き健康スポーツ週間事業や義経の里スポーツフェ

スティバル等の開催をはじめ、年齢や体力に応じたスポーツ教室、講習会等を開催するな

ど、町民の皆さんがスポーツに親しみ健康な日々を送ることができるよう、町民皆スポー

ツの推進に努めてまいります。また、体力増進センターの老朽化した器具も更新してまい

ります。 

 以上、平成３１年度の教育行政の執行に関する主要な方針について申し上げました。 

 教育委員会といたしましては、次代を担う子どもたちが、様々な社会変化にも対応でき

るよう、また、本町の自然や文化、観光、産業などの教育資源を活用した学習や、確かな

学力や豊かな心、健やかな体を身に付け、自らの人生を切り拓いていける人材に育つよう、

あわせて、町民の皆さまが芸術や文化、スポーツに親しみ、希望に満ちた暮らしとなりま

すよう教育行政を全力で推進してまいりますので、町民の皆さまをはじめ、町議会議員の

皆さまの御理解と御支援を賜りますようよろしくお願い申し上げ、平成３１年度教育行政

執行方針といたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（高橋利勝） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 念のため申し上げます。 

 明日、３月６日から１１日までの６日間は休会であり、３月１２日午前１０時、再開で
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あります。 

 これをもって通知済みとします。 

 なお、一般質問の通告は３月７日正午をもって締め切ります。 

 質問のある方は、締め切り時間厳守の上、提出願います。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

散会宣告（午後３時０１分） 
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開議宣告（午前１０時００分） 

───────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（高橋利勝） これから、本日の会議を開きます。 

───────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議会運営委員長報告 

○議長（高橋利勝） 日程第１ 議会運営委員長から報告を行います。 

 議会運営委員長方川一郎議員、御登壇ください。 

○議会運営委員長（方川一郎）〔登壇〕 報告いたします。 

 議会の運営に関する事項、請願書の取り扱いについて申し上げます。  

 本日までに１件の提出がありました。 

 スクールバス利用距離要件見直しについての請願書については、２２日の本会議で

審議する取り運びを予定いたしました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（高橋利勝） これで、報告済みといたします。 

───────────────────────────────────── 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（高橋利勝） 日程第２ 一般質問を行います。 

 順次、発言を許します。 

 ２番柏崎秀行議員。 

○２番（柏崎秀行） 議長の許可をいただきましたので、防災の拠点、役場庁舎の今

後の方向性の質問については、この場での質問を保留し、長期休暇の行政サービスと

今後についての質問をいたします。 

 質問事項、長期休暇の行政サービスと今後について。 

 ゴールデンウィークや年末年始の長期休暇による行政サービスのあり方と、今後、

国や道や市などと休暇を合わせていく方向性はあるのかを伺います。 

 １、ことしのゴールデンウィークは、新天皇の即位に伴い、１０連休になると国が

示しています。 

 本町も、４月２７日から５月６日の長期休暇になると思いますが、行政サービス、

病院やごみ収集、保育所、窓口等の対応をどう考えているのかを伺います。  

 ２、年末年始の休暇は、これまで町の条例で決められていましたが、管内でも市や

幾つかの町村は国や道に合わせている状況の今、本町も将来的に考えていく考えはあ

るのかを伺います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 柏崎議員の、長期休暇の行政サービスと今後について

の御質問の答弁をさせていただきます。 
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 まず、１点目の質問でありますが、今般、５月１日の新天皇即位に伴いまして、５

月１日が祝日とされ、祝日法の規定によりますと、４月３０日と５月２日が休日とな

りますことから、これら合わせて１０連休となることとなりました。 

 この間の病院、また、ごみ収集等の行政サービスの対応でありますが、２月４日に

開催いたしました課長等会議におきまして、住民生活全般にかかわる対応について、

各課で検討するように指示を行ってまいりました。 

 その結果をもとに、３月４日の課長等会議でその対応について協議を行い、次のと

おり実施することといたしましたので、まず報告、答弁をさせていただきます。 

 まず、町の国保病院につきましては、４月３０日及び５月２日の２日間、外来診療

を行うことといたしまして、太陽の丘薬局も対応いただくこととなっております。  

 また、太陽の丘循環バス、へき地患者輸送バスにつきましては、民間の医療機関も

４月３０日から５月２日までの３日間、開院するということになりましたので、この

期間、循環バス、へき地患者輸送バスにつきましては、運行を行うことといたしまし

た。 

 また、一般家庭のごみ収集につきましては、従来どおり土曜日と日曜日を除き、収

集を行います。 

 さらには、５月２日に戸籍の臨時窓口を開設をして、住民票、印鑑証明などの各種

証明書の発行、また、住民異動届の受理、転出証明書の発行、パスポートの交付など

を行うこととしております。 

 子育て支援といたしましては、へき地保育所及び学童保育所につきましては、４月

３０日から５月２日までの期間において、保育を希望する世帯を対象に、希望保育の

実施を予定しています。 

 さらに、地域包括支援センターにつきましては、４月３０日と５月２日に開所して、

窓口や、また、電話の相談対応をすることといたしました。 

 なお、大型連休にかかわります各種行政サービスの対応につきましては、４月１日

の暮らしの情報紙かけはしでお知らせをする予定となっております。 

 ２点目の、年末年始の休暇についてでありますが、十勝管内では、帯広市と２町、

幕別と池田というふうに理解していますが、ここで実施をされていますが、あと１町

は協議中と聞いています。 

 本町における実施に向けた考え方でありますが、現時点では、年末年始の休日を国

等の機関に合わせていく予定はしておりませんが、今後、管内町村の実施状況、また、

町民の皆様の声や、町内各団体、機関等の意見を踏まえて、検討をしてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 柏崎議員。 

○２番（柏崎秀行） ただいま町長のほうから御答弁いただきました。３月４日の課
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長等会議で決まり、かけはしに載せるという御説明がありました。 

 １０連休はなかなかないなという中で、町民はどういうふうになるのだろうという

中で、今回、かなりいろいろな、国保病院、介護、ごみ、臨時、へき地、学童、いろ

いろなところで配慮いただいて、行政サービスをやっていただくという中で、もう

ちょっと早く、かけはしではなく、広報で大がかりに知らせたほうがよかったのでは

ないかなとはちょっと思ったのですけれども、その辺、最後、スピードとしてどうだっ

たかというのを１点、お願いしたい。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） ４月１日号ですから、広報と一緒にかけはしということで、通

常でしたら４月１日の広報と１５日のかけはしということですけれども、４月１日に

合わせて、そのかけはしで、改めてこれらの内容を周知をすると、こういうことで、

しっかり対応していきたいと、このように思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

○２番（柏崎秀行） 終わります。 

○議長（高橋利勝） ５番篠原義彦議員。 

○５番（篠原義彦） 議長の許可をいただきましたので、２問中１問について、本町

の労働力については保留させていただきます。 

 それでは、バイオガス発電プラントの早期建設についてを質問いたします。  

 酪農畜産業において、ふん尿処理は大きな労働力であります。 

 町長の町政執行方針でも示されましたが、今後の進め方について、考え方を伺いま

す。 

 国の指導で、堆肥舎の建設等がございました。近年、増頭により、年間の生産され

るふん尿の半分も処理できない現状が続いています。労働力の軽減、環境汚染などを

考えるときに、早期の建設が必要と思いますが、町の考え方を伺います。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 篠原議員からの、バイオガス発電プラントの早期建設

についての質問の答弁をさせていただきます。 

 本町での取り組みということでありますが、平成２７年の８月に、本別町家畜ふん

尿利活用対策協議会、これを農協、また、農業者を中心に、町、農業委員会、普及セ

ンターの関係機関で設立をして、家畜ふん尿の処理対策についての検討、調査を行っ

てきたところであります。 

 平成２８年度には、本別町家畜ふん尿利活用対策協議会において、本町に適したバ

イオガスプラントの設立の可能性を調査するために、コンサル会社に委託をして、地

域新エネルギー導入の可能性の調査を実施してきたところであります。  

 調査結果といたしましては、農業者からの要望が多い集中型プラントで、本別町内

を美里別地区と美蘭別地区の二つに区分して、２カ所のプラントを設置する計画と、
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また、町内全域を対象として、１カ所で大型のプラントを設置する、この二つの案が

提案されました。 

 施設の建設や運営につきましては、副産物であります電気を電力会社に売電する固

定価格の買い取り制度を活用いたしました提案となっております。また、現在稼働し

ております十勝管内のバイオガスプラント施設の多くがこの制度を活用した事業運営

となっているところでありまして、本町におきましても、電気を売電する固定価格買

い取り制度を活用した施設の設置を前提とした計画でありまして、この計画に基づき、

北海道電力と協議を進めていたところであります。 

 しかしながら、昨年の春ごろまでの北海道電力との協議の中では、電力を受け入れ

る可能性はあるとの回答をしていたところでありますが、昨年の９月には、道東エリ

アの送電網の空き容量が少ないということで、電力の受け入れができないとの北電か

らの通告、また、報道がありまして、本町だけではなくて、同様に売電方式によるバ

イオガスプラントの建設を計画しておりました管内２０基以上のプラントの建設の計

画が、ただいま全部ストップしているという状況になっています。  

 こういう状況を受けまして、十勝では、昨年の１０月に、１１団体で構成します十

勝バイオガス関連事業の推進協議会を設立いたしまして、１１月には中央省庁等に対

して、政府が策定いたしますエネルギー計画に酪農畜産の再生可能エネルギー源とし

ての位置づけや、バイオガスをベースロード電源、要するに安定供給のできる電源と

して明記をすることなど、酪農畜産によるバイオガス発電所建設の必要性と早期実現

を求めて、地域から再生エネルギーの利活用に関する要請活動を行ってきたところで

あります。 

 国でも、新たな再生エネルギーに対する検討が図られていますことから、そうした

国の動きを注視して、情報収集を行いながら、今後の対応を図ってまいりたいと考え

ています。 

 いずれにいたしましても、本町の酪農業は、フリーストールによるパーラー搾乳ロ

ボットの導入によりまして、１戸当たりの飼養頭数が多くなりまして、かつ、家畜ふ

ん尿の環境対策も、これは今まで以上に必要になってきているというふうに認識をし

ているところであります。 

 十勝バイオガス関連事業推進協議会や、民間企業、官公庁等で構成されますバイオ

マス産業都市推進協議会などと連携をして、本別町の家畜ふん尿の利活用対策協議会

を中心として、バイオガスプラントの施設の調査、研究、また、今後の方向について、

検討を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） 何点か再質問させていただきます。 

 今、町長のほうから、十勝全体、国全体の取り扱いについて御説明がございまして、
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非常に厳しい状況かなと思っております。 

 しかし、今、十勝管内でも認可されたところがほとんどの地域でぼつぼつ決定をさ

れて、進んでいる状況です。 

 本別町も２７年からその話が出て、農協だとか関係者で話が進んでいるようですけ

れども、やはり基幹産業である農業なものですから、収入を上げるには、やっぱり３

分の１程度の労働力がかかっているふん尿処理が一番の問題だと思っていますし、そ

のことが解決することによって、消化液の利用等で畑作地帯に還元するということで

あれば、畑作は収量の増はそんなに見込めませんけれども、経費の削減につながって、

所得向上になるかと思います。 

 酪農経営はまだ伸びしろが十分ございます。今、年間の粗収入が畜産部門で７２億

円ぐらいございますけれども、これはＴＭＲセンターの建設によって乳量が大体６カ

月で１０パーセント以上伸びているのが現状です。このことも進んで、ふん尿も進め

ば、１００億円近い畜産収入があるかなというふうに思っています。町の財政にも何

ぼか寄与できるかと思いますけれども、今後、やっぱり早い時期にこのことが計画実

施されるよう希望しますけれども、その辺、町長の考え方を伺いたいと思います。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 昨年のブラックアウトで急に情勢が変わったということになっ

ているのです。それまでは、先ほども答弁させていただきましたけれども、それぞれ

各地区、特に本別に限定しますと、本別のプラントの構想を、売電も伴わなければ、

なかなか後の維持管理も含めてということで、当然、集中型にしますと大きな発電に

なりますから、それで、この売電の話もＦＩＴの制度を利用して実施するということ

で協議をしていたのですが、それはおおむね了解といいますか、その方向で進んでい

たのですが、勢い、昨年のブラックアウト以降、どの地域も送電網が容量がいっぱい

であると。それで、今計画している２０基を超える十勝管内のやつは全てそれはでき

ませんと。その送電網を変えるとしたら、６００億円以上の財源を投入して、１０年

から１５年はかかると、送電網の容量を、要するにわかりやすく言えば送電網を太く

するのにはかかると、鉄柱を立てて。ゆくゆくは、この東北海道というか、十勝を含

めて東側は、北本連携という、本州と北海道の連携の送電網が日高沖から出ているら

しいのです。そこを直すとなったら６００億円もかかって、１０年から１５年かかる

となると、これは財源もそうですし、期間がえらい長い話ですから、これだったら酪

農の振興にも、基幹産業の振興にえらい影響があると。そういうことでは、やっぱり

これは成り立たないということを含めて、それで協議会をつくって、オール十勝でき

ちっとこの問題について対処していこうということで、もちろん、この中には、北海

道、十勝総合振興局もしっかり加わりながら、国、道、市町村、また、それぞれ農業

団体、一体となってこの要請をしていこうということで、農水省、それから経産省、

環境省と、それぞれ要請しながら進めてきているところなのですが、十勝管内で今、
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手を挙げて、計画して、それから進んでいないというのが二十数基ですから、これら

を実施しなければ、御質問にありますように、当然、大きな酪農畜産を抱えている町

村はまだまだありますので、それは本当に環境問題含めて、また、基幹産業の農業の、

酪農の振興含めて、大変な打撃を受けるということで、相当力を入れてこれを要請し

ていこうというふうに考えて、今行動しているところであります。  

 先日、環境省から、また、新エネルギー庁から、それぞれ幹部の皆さんが十勝にも

おいでいただいて、実態を見ていただいたり、また、農業団体との講演にも参加して

いただいたりしたのですが、それら含めて、直接現地の理解をいただきながら、十勝

が逆に国の今のような方向の中でモデルとなるぐらいの地域であるということもそれ

ぞれ訴えながら、今、早期にこれらの問題の推進に向けて全力を上げていくというこ

とであります。 

 ただ、これは先ほど言いましたように、かなりハードルが高いということも事実で

ありますから、それとあわせて、やっぱりこれからは地域エネルギーというか、地元

でつくって、地元で消費して、地域エネルギーという形も考えながら、しっかり進め

ていこうということになっています。 

 ただ、今、スタートしたばかりですから、この厳しい状況、突然、送電網が細い、

なかなかできないということで言われてしまっても、これはできませんので、その理

由は何かというと、ちょっと答弁が長くなりますけれども、太陽光を推進して入れた

ときに、太陽光を申請している事業者というか企業は相当多いのです。ここが５年たっ

てもまだ実施していないということになると、ここを１回、期限を切ったらどうです

かと。期限を切って、今実施しているところは別ですけれども、これからやるかやら

ないか、申請だけして、まだ着工していないところがたくさんあるものですから、そ

れをきちっと整理すれば、まだ送電網の空き容量が出てくるということがありまして、

畜産の関係については、全体の送電量の３パーセントから５パーセントというぐらい

の量ですから、これはそこら辺の整理をしていただくと、送電可能であるということ

も含めて、全体の中で、今、要請しながら、実態もきちっと把握しながら要請してい

くということでありまして、まだ結果としては答えは来ていませんが、それらの要請

も含めて、今、農水省、経産省、環境省を中心に、何とかこれの打開に向かって努力

していただくというところまでいっているということであります。 

 ただ、本当に先ほども言いましたけれども、かなりハードルの高いことであります

ので、すぐことし、来年というわけにはなかなかいかないかもしれませんが、少しで

も早くこれらの対応ができるように、全力を尽くしていきたいなと、こういうことが

十勝全体で、そして本別町の今計画しているこの計画もしっかり推進できるように努

めていきたいなというふうに思っています。 

 以上申し上げて、答弁とします。 

○議長（高橋利勝） 篠原議員。 
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○５番（篠原義彦） 実情はよく理解しております。 

 道は計画の中に、ブラックアウトの後、内地のほうから送電網を引っ張る計画を持っ

ているようですけれども、自前でできるのであれば、多額な経費をかけて内地から引っ

張らなくても、道内に金をかけて、そのことが解決できるのでないかなというふうに、

私個人、勝手に思っております。このことが早く解決して実施できれば、地産地消で

すから、町内でハウスだとかそういうものをつくって、野菜だとかいろいろなものが

できれば、農福連携も兼ねた中で、学校給食費、将来は無償だということに早くつな

がっていけばいいと思うのですけれども、町長は十勝の町村会長でもございますけれ

ども、ことしの年頭の挨拶で、行動ファーストという言葉を使っております。一日も

早い行動を起こしてほしいと思いますが、その辺、いかがでしょうか。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 篠原議員の御質問と同じ思いではいますし、そのとおり、行動

して結果を出していかなければ、これだけのスピード感のある世の中の変化だとか、

また、国際的な、また、流通の状況などを見たときに、やっぱりしっかり早く早く、

本当にスピード感を持ってものごとをしなければならないというふうに思っています。 

 それで、私も今、篠原議員の御質問の中にあったように、特に北海道の発電の状況

を聞きますと、せっかく発電して、そこで効果が出て、そこから付加価値が生まれた

としても、その７０パーセントぐらいは海外にいってしまうのですね。要するに石炭

や何かを輸入するわけですから。それを、今、議員の質問のとおり、地産地消で、地

域エネルギーで確保できるとしたらどうなのだろうという、そういう講習、勉強も大

分進んできています。 

 その中では、この十勝は特にそのモデルとなるような地域であろうと。太陽もすご

いし、また、水力も、また、畜産のバイオガスは、これは無尽蔵に、それこそさっき

言いましたように、安定的に供給できる最大の発電になるということでありますから、

そうすれば、それら全てが地元に還元できるということです。これらも含めて、こう

いう逆にブラックアウト以降の経過を含めて、逆に教訓として、これをまた契機に、

地産地消のできる地域エネルギーの活用というようなものを全力で進めていこうとい

うことで、今、協議会の中でもそういう協議で、また、十勝全体でまたそういう認識

を持ってもらう講習、講演もしようということに実はさせていただいているのですが、

ただ、今早急にやるのには、送電網を何としても復活させようということのほうを先

行していくということでありますから、それとあわせて、地産地消のエネルギーとい

うのは、将来的にこの十勝で限定して安定的に電力も熱も、そして環境問題の処理も

含めて、全てが解決できる、そういうエネルギーのあり方に向かって、最大限のエネ

ルギーを傾注すべきだなと、私もそういう意向を持っておりますので、この辺はしっ

かりとあわせて、早く、電力はもちろんですが、酪農、畜産が本当に安定的に、この

熱源も利用して、また、それを利用した新しい農産物や、増頭している畜産の現場を
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さらに省力化、また、環境問題含めてしっかり取り組めるように、これは十勝挙げて、

全体の課題として取り組んでいますので、あわせてこれは推進をしていくと、こうい

うことで努力していきたいなと思っています。あわせて、農業団体も、農協も含めて、

関係団体含めて、これに向かっては気持ちを一つにして取り組んでいくことでありま

す。 

 もう一つつけ加えさせていただくと、集中型の大型ももちろんいろいろ地域の中で

は計画としては希望が多いところでありますが、できれば個別完結の、乾式型で設置

することも、コストの面、さらに維持管理の面、そして送電網の面からいうと、ここ

もひとつ大いに検討すべき事項かなと、こんなことを思いながら、それぞれこれも実

現できるかできないか、また北電の事業所ともしっかり協議しながら進めていければ

なというふうに思っておりますので、そういうことで、本町の特に酪農家は、今、増

頭もそうですけれども、現状でどうするかということも非常に大きな課題になってお

りますので、全力で取り組んでいきたいなというふうに思います。  

 以上であります。 

○５番（篠原義彦） 終わります。 

○議長（高橋利勝） 次に、６番大住啓一議員。 

○６番（大住啓一） 議長の許可をいただきましたので、通告いたしました２問につ

いて質問をいたします。 

 なお、町税未納被害の状況と対応はについての項目は、この場での質問を保留し、

高齢者就労センターの閉所についての質問を行います。 

 冒頭に、昨年９月６日未明に起きました北海道胆振東部地震から半年が過ぎ、さら

に、東日本大震災が起こってから、昨日、３月１１日で８年を迎えました。亡くなら

れた方々、被害を受けた方々に御冥福をお祈りし、心よりお見舞い申し上げます。  

 それでは、１問目の高齢者就労センターの閉所についてお伺いいたします。 

 高齢者就労センターは、昭和６２年の開設から３１年もの長きにわたり、町民の皆

さんの中に溶け込んだ施設、仕組みと申しましょうか、そのようなものでございまし

た。 

 本年３月３１日に閉所するとのことですが、閉所に至った経緯と、今後の対応につ

いてお伺いいたします。 

 高齢者就労センターの就労内容は、約２０名の会員の方々が、除雪や草刈り、庭木

の剪定、農作業などであり、年間約２００件の依頼を受けた中で、依頼主の方との信

頼関係が構築されたすばらしい仕組みを培った３１年間であったと思っております。  

 行政が直接実施していた事業ではございませんが、超高齢化社会を迎えた現在、同

世代の方々が心を通い合わせることができる施策をやめてしまうことが残念でなりま

せん。 

 閉所するに至った経緯と、今後の対応についてお伺いいたします。 
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○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 大住議員御質問の、高齢者就労センターの閉所につい

ての質問に答弁させていただきます。 

 まず、高齢者就労センターの閉所に至る経緯と今後の対応についてでありますが、

高齢者の能力と経験を生かして、また、退職後、それぞれ希望する仕事を通じて、ま

た、生きがいと社会参加を図るという、こんな目的で、本町に、社会福祉協議会が昭

和６２年５月２２日に高齢者就労センターとして設置をしたところであります。  

 就労内容につきましては、御質問にありましたように、草刈り、除雪、庭木の剪定、

農作業、畑おこし、庭の草取りなど、地域の日常生活に密着した、補助的、また、短

期的な仕事を提供してまいりました。 

 昭和６２年の開設時点での就労会員の登録数は３６人でありましたが、年々会員が

増加をして、平成１３年度がピークでありましたが、このときには８６人の会員数と

なったところでありました。 

 また、それぞれ請負金額も３ ,０００万円を超えるというような状況でもあったとこ

ろでもあります。 

 その後、徐々に会員数が減少をたどり、平成２６年度の末にはピーク時の約半分の

４２人、平成２８年度には３０人、昨年の４月の総会時点では２２人の会員となりま

して、特に短期間に集中する農作業などは就労派遣ができないという状況にもなりま

した。やむなくお断りをしながら、できる範囲内での就労派遣を行ってきたところで

あります。 

 この間、社会福祉協議会が発行します社協だよりや、新聞の折り込み等によって、

会員募集のチラシの配布、各種会議や就労センターの会員みずからも会員募集を続け

てまいりましたが、会員減少には歯どめがかからず、就労センター運営委員会におい

ても、３年前から存続の有無について議論を続けながら、毎年、就労センター会員に

意向確認を行う中で、事業を存続したところでもあります。 

 解散に至るきっかけとなりましたのは、昨年の１１月に３人の会員の方から就労の

辞退の申し出がありました。男性が１３人、女性が６人の１９人となりまして、２０

人の会員を割り込んだことから、会員の平均年齢が７６歳と高くなりまして、新規会

員の加入が見込めないなどから、今後の方向性について早急に結論を出す必要がある

ため、就労センター会員への緊急の意向調査を実施してきました。  

 意向調査の結果では、１９人中１２人が解散やむなしとの意向となりまして、解散

後の就労の意思につきましては、除雪や草刈りなどについて、高齢による就労の継続

が困難な業務を除きまして、就労が可能な範囲で、個人間での請け負いにより就労の

継続を希望する結果となりました。 

 昨年１１月１２日に就労センター会員で構成いたします親睦会の役員会、また、１

１月２１日に親睦会の臨時総会を開催して、継続の是非について協議を行ってきたと
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ころですが、就労センターの事業継続については非常に難しいとの意見が多く出され

まして、社会福祉協議会の理事及び監事と親睦会の役員で構成します運営委員会を１

２月３日に開催をして、審議をいただく中で、平成３１年３月末をもって解散すべき

との結論に至ったところでもあります。 

 この結果を受けまして、１２月１２日開催の社会福祉協議会第３回理事会に就労セ

ンター廃止についての審議をいただきましたが、運営委員会での結論と同様に、平成

３１年３月３１日をもって解散することを正式に決定をしたところであります。  

 解散の決定後は、就労会員の意向を踏まえながら、個人間での請け負いや、他事業

者への移籍などによる就労の場の確保と、個人や企業からの請け負い要請に対する役

務の提供を確保するため、社会福祉協議会事務局及び就労センターの会員、役場内の

関係部局による協議を行う中で、今後の対応について協議を進めてまいりました。  

 現段階では、個人や企業の発注によります草刈りと除雪、畑おこしの業務について

は、就労センターの会員が個人事業者へ移籍するほか、個人事業者内の職員対応と職

員の増員によりまして、業務に対応する調整を進めています。 

 また、農作業や草刈りなどの軽作業、庭木の剪定につきましては、就労センター会

員によります受注グループをつくって、本年度の発注者に対して、業務に対応する調

整を進めています。 

 なお、役場発注によります公園の草刈り業務、また、福祉の除雪業務は、個人事業

者への移籍、本別公園のボートの管理業務につきましては、観光協会への移籍により

まして対応を行ってまいります。 

 町民への周知につきましては、社協だよりの１月号において、突然の解散の周知と

なりましたことから、利用者からの問い合わせも多く、今後の草刈りや庭木の剪定な

ど、業務の継続を要望する声もあると聞いておりますので、本年度、就労センターが

個人、また企業から受注を受けました２２６件の業務につきましては、就労センター

会員によります個人グループでの対応、就労センター会員の個人事業者への移籍や、

個人事業者の増員確保に対する支援を行いながら、本年度受注した全ての業務を引き

続き提供できるように、就労センター会員及び業務の移管先となります個人事業者と

の最終調整を行っているところであります。 

 調整の整いました業務につきまして、３月１５日以降、順次、個人や企業に対して、

業務の引き受け先となりますグループや企業名を郵送により個別に通知する予定と

なっております。 

 また、就労センターの事務所となっております現在の清流町のあいの里交流セン

ターでは、４月以降も引き続き常駐する職員が、電話や来所によります相談対応を行

いますほか、業務の引き受け先となります事業者への引き継ぎ作業や相談対応を一緒

に進めるために、移行作業が落ちつく当面の間、事務所スペースの提供を行うことと

していることなど、個人、また企業の引き続き就労を継続する就労センター会員に対
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する対応を万全に進めてまいりますので、これらについてもまた御理解いただきなが

ら、また御支援もいただきますようお願い申し上げて、答弁とさせていただきます。  

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 町長のほうから相当細かく御答弁いただきました。 

 それまで細かく答弁いただいてまことに恐縮でございますけれども、なぜ１月の社

協だよりにＡ版の半分だけの周知で、これまでの事業を簡単にやめてしまうのか。今、

るる説明がありましたが、最大会員数が８６名から２０名を切ってきたと。これは私

のほうからお話しさせていただくと、短絡的という言葉しか使えないですね。なぜ町

長も執行方針で述べていますように、ともに支え合い、安心安全に暮らせるまちづく

りということで銘打っているはずです。これは、先ほどの答弁の中にも町長のほうか

らありましたように、高齢の方々が今まで培ってきたものを後世に残していくだとか、

若い方々だとか、一緒に仕事をしてやっていくという、これは格調高い理念だと思う

のです。これを、人が少なくなったから、お金がなくなったからというようなニュア

ンスで閉所していくというものではないと思うのです。 

 それで、今、細かく説明がありましたけれども、このようないきさつを、町民の皆

さんの大多数の方は、社協のこのお知らせしかわからないのです。どういういきさつ

でというのはわからないと思う。まず町民の皆さんに周知するのをどのように考えて

いるのか、それを再度お伺いするということと、後段、ナイター議会で、篠原議員の

ほうから、仕事に関する、雇用に関する質問も出ますので、そのときの論議になろう

かと思うのですが、新しくできましたしごと館、南保育所の関係ですね。その中でも

相談窓口が云々ということでも、議員協議会等々で話が出ています。今、あいの里に

これからの部分についても相談の窓口を設けるということでございますけれども、仕

事をするしごと館の部分と、高齢の方の就労センターとは違うのだということになれ

ば、これは言葉で、一言で言えばそれで終わりですけれども、そのような考え方でな

くて、もうちょっと高齢の方でも生まれ育ったまちに貢献できるのだという考え方を

多くの人が持っていると思うのです。そして、自分の庭の草刈り等々をその方々に頼

んで、今までずっと３１年もの長きにわたって行ってきたことを、簡単にやめてしま

うというのがちょっと理解できないので、そのやめてしまういきさつは今お聞きした

として、これから町民の皆さんにどのようにお知らせしていくのかということと、民

間の方にお願いするのだと。この民間の方に全部をお願いするような形になるのでな

いですか。行政がやらなければならないことは行政がやらなければならない。民間の

方がやるところは民間の方がやる。これは当たり前の話であって、個人の経営者の方

がこれを受けるということになれば、これは受けてくれと言えば受けるかもしれませ

んけれども、その辺の考え方、再度、３点ほどありましたけれども。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 当初、一番最初は、私の認識では、行政のほうというか、町の
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ほうで、シルバー人材センターという形でまず組織を持ったということが記憶にある

のですが、この高齢者就労センターをつくったときに、私もかかわらせてもらった一

人でありますけれども、これは、今御質問のように、高齢になっても、働くことの喜

びだとか、社会参加だとか、そういうことを含めて、こういう就労センターという役

割が必要であろうと、こういうことで、当時はまだまだ事業所もたくさんありました

し、また、大型の事業を発注していただくこともたくさんありました。それで、安定

的というか、夏の間ですけれども、そういうところでたくさんの人が就労に登録いた

だきながらその業務を担ったということでありますが、年々、それぞれまちの構造の

変化も含めて、その受注も少なくなってきた、また、限定されてきた。特に必要なと

ころには、逆にそういう就労の人員を派遣できない、こういうようなことも起きてき

て、社会福祉協議会の中でも大分苦慮しながら進めてきました。  

 これは突然なくなったのではなくて、もう数年前から、このことについては社会福

祉協議会で毎年、どうする、どうするという、そういう悩みの中で協議をしながら進

めてきました。 

 なおかつ、それぞれ国の制度の改正で、これらの事業所にまた課税をされると、そ

ういうような状況にもなって、とても今の財源ではこれが継続できないというふうな

ことも含めて、ここ数年、町のほうもそれらの補助の増額をしながら、何とか継続を

していただくように、それぞれ相互の努力によって実施をしてきたという、そういう

経過であります。 

 その中でも、この会員の中で、皆さん、親睦会というのがあるのですが、親睦会と

いうのは、利用されている会員の皆さんの中で、もう高齢化になったので、それぞれ

このまま継続するというのは難しいと。そういうことで、毎年、会員の皆さんも、会

員をそれぞれ拡大に努力していただいたのですが、なかなかそれも現実にはいかない

ということも含めて、相当の努力を重ねながら、昨年まで努力していただいた経過で

ありますので、この辺についてはしっかり御理解をいただければなというふうに思っ

ています。 

 ただ、その中で、先ほども一部申し上げましたけれども、それぞれの本当に固定的

に事業を受注している方々は、直接発注する方々と契約を結んでというか、その関係

の中で事業を継続する、そのようなことにも多くの方が従事することになりました。

その他については、これは民間の企業の方がそれぞれ受け皿となって、これらの事業

を継続していただく。除雪もそうですし、草刈りもそうですし、そういうものは継続

をしていただけるという、そういうことも含めて、先ほど答弁したところであります。  

 また、引き受けグループ、また、個人的にも、例えば剪定をする技術的な部分は剪

定を専門にできる方々がグループをつくって、それらの必要な、毎年受注を受けてい

る、発注を受けている方々にそれぞれ直接そういう事業も継続していって、不便を来

さない、また、それぞれの皆さんの継続した事業については、滞りのないように事業
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を継続していくということで、それぞれみんなで知恵を絞りながらそれらの作業に当

たっていただいているところであります。 

 また、申し上げましたように、公園のボートの管理だとか、必要なところは観光協

会に移管、移籍をして管理していただくなどということで、それぞれの役割の中で、

その事業を継続できるように引き続き実施をしたということでありますから、そのこ

とについては、これは私どもがやめるとか継続するということの力の及ぶところであ

りませんので、そういうことでなくて、何としても継続していただきたいという思い

の中から、そのような今までの対応をしてきたということでありますので、そこら辺

も御理解いただきたいなと思っています。 

 結果として、このような、去年の１２月からの協議で、ことしの３月３１日で結論

が出たということでありますので、その経過も含めてお話しさせていただいて、この

後は、それぞれ必要な対策、先ほども申し上げましたけれども、企業に移籍をする、

また、グループでそれぞれまた担う、そしてまた、個人的に契約しながら担うという

ことで、６２年の開設以来、それぞれ培ってきた、そういう信頼関係を含めて継続就

労していくということで、これからの出てくるであろうことも含めて、しっかり受け

皿として、その就労センターの役割を果たせるということも含めて、新しくまた移籍

する企業の中で努力をいただくと、こういうことになりますので、以上、申し上げさ

せていただきたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 町長の御答弁を聞いていますと、先ほど来から、これをやめる

のは、会員が減った、それは人口減ですから、これは理解いたします。国の制度が変

わったとか、ボートの管理の観光協会がというのは、人のことだからというようなニュ

アンスでお話しになっています。 

 今、最後のほうで町長も答弁されていましたけれども、仕組みが変わるということ

は、特に高齢の方々は、自分たちの生きがいを持ってやっていた。頼む方もそれなり

の親しみを持ってやっていた。それが、新しくどこの会社が、どういう方が受けてく

れて、会員の人が減ったといいながら、まだ何人かそこに移りたいという希望もある

ということになってくれば、その辺の周知は、もう３月の中になってきているのです。

いつの部分で町民の方々にお知らせするのですか。それは先ほど来から言っている話

だと思うのです。１月に、先ほど来から言っている、広報の中に入ってきた社協だよ

りだけで、３月３１日でしめてしまいますよでなくて、どうしてもしめなければなら

ないのであれば、そういう先の先まで見越した施策を打っていくのが基本でないです

か。人が少なくなったから、会員が２０名切ってきているからいいのだというように

私は聞こえるのですが、そんなことは考えていないと思いますけれども、その辺の考

え方。 

 それから、町長が冒頭お話しになっていました、再質問のときですが、シルバー人
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材センターが来て、町長がかかわったということでありますから、政治を長くやって

いる町長ですから、当然のことだと思いますけれども、そのときの御認識では、多分、

私どももそうでございますけれども、やはりこういう高齢化を見越した中で、もう二

十数年前の話だと思いますが、それだけ立派な政策をつくってきたと。それを今やめ

てしまうのはいかがなものですかというお話をしている。やめるとなれば、国の政策

が云々でなくて、自分たちの、町がやらなければならない部分を民間の会社のほうに

委託するということはいかがなものですかと私は聞いている。どうしても民間の方に

委託するのであれば、町民の皆さんに、こういう形でやめなければならない、国の制

度云々などということは関係ない話ですけれども、やめなければならない。だけれど

も、こういうところに仕事をお願いすると。会員の方々はこれだけいる。御要望に沿

えないかもしれないけれども、町民の皆さん、何とか理解いただけないですかという

のが、町の広報等々で知らせていくというのが常套手段だと思うのです。その辺の考

え方を、行政が絶対やらなければならないことは行政がやらなければならない。公園

の草刈りだとか、福祉の除雪だとか、町民の方々が困っている部分については、今ま

でこういう方々が協力していただいた。それはそれで敬意を払わなければならないで

すけれども、本来であれば行政が全部やらなければならないことを、ボランティアの

考え方にお願いしている部分があったとしたら、これは今回、制度が変わるのであれ

ば、やり方が変わるのであれば、町民の皆さんに周知するのは筋だと思うのですが、

その辺、どんなものでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 御質問いただいていますけれども、間違えないで私も答弁させ

ていただこうと思うのですが、ちょっと違ったらまた質問していただきたいと思いま

すけれども、なぜやめるのかということですけれども、なぜやめなければならないか

という経過は先ほど申し上げたとおりです。それぞれ会員の募集をしても、わかりや

すく言うと、とにかく高齢化にもなりました、働いていただける方もうんと少なくな

りました、これだったら維持できないですねと。社会福祉協議会も、それを担って、

この人材センターを運営していただきましたけれども、人材センターの運営のあり方

も、もう限界ですと。こういうことも含めて、会員の皆さんと協議をしながら、どう

いうようなしかるべき措置をとっていくのですかと、そういうことの協議をずっと重

ねてきました。 

 その中で、個人的にそれぞれつながりを持ちながら、これからもできる人は個人的

にやる。さらにまた、先ほど言いましたように、一定のグループの中で、数名で、ま

たそれを継続する方は継続する。そしてまた、民間の企業に移籍をして、また新たに

それらの対応していくところは対応していく。それから、ボートなどなど、直接町の

観光の中にも直接かかわりの深いようなところは観光協会とか、それぞれ役割分担の

中でというか、それぞれ任務を担っていただく、そういう企業の皆さん方に協力いた
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だきながら、今までやってきた就労センターの業務を、それぞれ迷惑かけないように、

それぞれ皆さんの希望に沿って、少しでも継続できる、そういうことでこの事業を進

めていくということでございますから、その結論を社会福祉協議会が昨年の１２月か

ら協議を進めて、今月３１日でその任を終わるということですから、そのことをこれ

からどういうふうに周知するかということは、社会福祉協議会も我々ももちろんこれ

は周知しながら継続していくことですけれども、それを早く、早くと言われても、そ

れはそういう経過ですから、３月３１日までどうするかということでやってきて、今

までの経過ですから、その辺については十分に御理解いただきたいと。  

 私どもはそれでずっと傍観しているわけでありませんから、その間、しからばどう

やってこの機能を継続していけるのか、就労センターの役割をしてきていただいたこ

とを、これからもどうそういうことを、町の中でそういう業務を遂行できるのか、こ

ういうことでいろいろな協議をしながら、またそれぞれ協力いただく企業も探しなが

ら、それぞれ対応してきて、社会福祉協議会と一緒になってこの部分については対応

してきたということでありますので、ここはそのように理解をしていただいて、この

後、解散した後も、それぞれ受注、発注いただいている業者の皆さんや、また、新し

く引き受けていただける皆さんに迷惑がかからないような方向性を探っていくという

ことでありますから、その辺についてもまた御理解いただきたいなと思っています。  

 長い間、本当にこの就労センター、継続していただいたことには改めて感謝申し上

げますが、これで終わりではなくて、この後、また新しい環境の中で、しっかりこの

センターの役割を果たせるように努力していくということでありますので、それにつ

いても申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 社会福祉協議会がやっていたことで、結論を出したと。町長の

答弁では、私どもも傍観していたわけではないと。確かに補助団体であります社会福

祉協議会がいろいろ理事会等々で決めてきて、会員数も少なくなってきて、なかなか

手が回らなくなったということでの解散に持っていった。これは私どもがどうのこう

のという立場でもございませんが、町長が今お話しになった、傍観していたわけでは

ないと。ただ、町民の人たちは、例えば春、連休明けといいますか、６月になってく

ると、草刈りもしてみたい、そういう方々はいると思う。それが今までどおりでない

となれば、これを出してあるからみんなわかっているかということになれば、なかな

かわからない人もいるので、それを再三聞いているのですけれども、そういう３月３

１日で解散するとなったら、もうなっていると思うのですが、なったとして、会員数

がこれだけになっているので、なかなか皆さんのところには手が回らない部分がある

と。そして、仕組みとしては、社会福祉協議会の手を離れて、民間の方にお願いする

のですということを、早く私はやるべきでないかと思っているのですよ。これが、年

度が変わろうが、４月になろうが５月になろうが、今までどおりだったら、こんなこ
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と何も関係ないのですけれども、制度が大きく変わるということになれば、先ほど来

から言っているように、あいの里に今までどおり職員の方も残すということになれば、

そこに電話が来たときに、なかなかその対応だけでも大変だと思うのです。だから、

全てのことにおいて周知しているのですかと聞くのはそこら辺なのですけれども、そ

ういうことを私は聞いている。ですから、これから予算のこともありますけれども、

４月の１日広報あたりで、本来であれば、こういう形になったということで、きちっ

と町民の方々に周知していくのが本来の考え方でないかと思うのですが、その辺、ど

んなものでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 周知の仕方については、もちろん社協だよりでも町の広報でも

もちろん周知します。そして、事業が継続してやっていただけるということを前提に、

それぞれ協議をして、その受け皿になっていただく方や企業の方はずっとそれぞれ協

力を願いながらきましたから、その体制がほぼとれるということも含めて、それで事

務所も、今、あえて質問もいただきましたけれども、事務所も清流の里の今までの窓

口と同じで、電話も同じで、問い合わせなどを含めても、現状と同じように、それぞ

れ問い合わせも相談窓口も全部対応していくということにさせていただいていますの

で、それで、先ほど一番先に答弁させていただいたように、当面の間、これらが周知

して落ちつくまでは、今の現状の窓口の中で、事務所の中で対応していくということ

でありますから、そういう面では、先ほども言いましたけれども、今まで事業を個人

的に発注していただいたということでありませんが、社協としてそれぞれ派遣をして、

受注した人たちとのつながりも継続してそこでやっていただく。さらにまた、剪定な

ど含めて、チームでやる部分については、チームの方々が、例えば何々家、何々家と、

時期になれば、そういうところも今までと同じように、ここの仕事をお願いしますね

ということで、しっかり受注を受ける。また、大きな、草刈りからいろいろ含めての

整備などは、新しい企業の中で、除雪、草刈りなどを中心に、その新しい企業に移籍

をしていただく中で、それぞれ継続して働いていただく。なおかつ、そこも新しく雇

用の会員をふやしていただきながら、企業の皆さん方の努力の中でまたそれぞれの事

業を遂行していく、こういうことで、今までの人材、高齢者の就労センターで担って

きた事業を、後退することなく、しっかり皆さんの願いに応えられるように、そのこ

とについての条件とか、またそれぞれの体制整備をこれから進めて、しっかりと継続

できる、このことについて今まで努力させていただいたところでございますから、そ

のことも社会福祉協議会の決定の中で、こういう新しい体制ができるということであ

りますので、その辺の周知ももちろんしっかりさせていただきながら、皆さん方の今

までの思いも含めて継続できる事業体にしていきたいなと、こう思いますので、その

辺について理解いただきたい。 

 以上であります。 
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○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 質問通告書の中から、今、３回目ほどのやりとりになりますけ

れども、ここにいる私も含めて、町長の熱く語られる部分は、昔のことも含めて、理

解はするのです。 

 私が先ほど来からお話ししているのは、町民の方々で、ここまでの議論は、町長の

生の声などは当然聞くチャンスがない方がいたとして、例えば料金が生じた場合、庭

木の剪定等をしていただいたときに、民間の方々が運営するところに今までの会員の

方の何人かが行って、そこにお願いしたら、大住という自宅の剪定をしてもらえるよ

うになったと。それには料金が生じるものなのか、今までみたいに、電話を受けたら、

いついつ行くよと言ったときに、３日後に行くよと言ったら３日後に来てくれたのか、

そういう細かい、町長は今、町民の皆さんに配慮する、社会福祉協議会の運営形態が

変わっても配慮するようにしたいということ、それは私と今のやりとりは聞いていま

すよ。町民の人たちがわからない人もいて、今までも年間２００件もやっていれば、

そういういろいろな方があると思うのです。それらの方々に、町の広報で、きちっと

細かいことも含めて、こういう形からこういうふうになりました、こうなりましたと

いうのは、基本的には３月３１日、４月１日で年度が変わるのですから、そのときに、

４月１日号で周知していくというのが、何も傍観していたとかしていなかったとかと

いう話ではなくて、それは町民の皆さんに、基本的な考え方だと思うのですが、その

辺、どんなものでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 一番先にも答弁させていただきましたけれども、これら新しい

業務の引き受けや体制が整った時点で、３月１５日に、それぞれ今までの利用してい

た方々に、個別に郵送で周知をするということにしています。ですから、この部分に

ついては、個別に通知をさせていただいて、そこでまた発注者に対していろいろ御意

見をいただきながら、またそれぞれ継続も含めてやっていただくと。新しい部分につ

きましては、先ほども言いましたけれども、あいの里の交流センターの中の事務所は

そのまま継続、使わせていただきますので、そこで連絡をいただくということはずっ

と継続させていただきます。そのほかに、社協だよりも含めて、町の広報含めて、そ

の結果を周知していくと、こういうことにさせていただくことでありますから、今現

在、事業を行っていただいて、かかわっていただいている方には、３月１５日付でそ

れぞれ案内文書を出して、個別に対応させていただくということでありますから、そ

のことについては、また繰り返しになるのですが、そういう対応と、さらにまた、窓

口も継続してやるのと、そして社協だより、町の広報も含めて、その後は住民の皆さ

んに全体に知らす、そういう方法、活動をしておる、こういうことで、周知を全部図っ

ていきたい、こういうことでありますので、よろしくお願いしたいと思います。  

○議長（高橋利勝） 大住議員。 
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○６番（大住啓一） 私もこの質問をするに当たって、町民の方々のいろいろなお話

を聞いてございますので、大体町長の熱いお話の仕方で大体理解しました。  

 今、３月１５日でいろいろな会議が終わると、聞き取りもするということでござい

ます。 

 それで、技術的な話になりますけれども、広報の４月１日広報というのは、一般的

には３月の二十七、八日に各自治会のほうに届くことになってございます。今どのよ

うになっているか、細かいことは承知しておりませんが、３月の２０日ぐらいまでに

原稿を上げれば、町長も決裁されるのでしょうけれども、その中で広報として町民の

皆さんのお手元に届くのが４月１日、１日前とか４月１日には届くということですか

ら、私が言っている年度がわりにはきちっと、今、町長がお話しになった３月１５日

に云々、社会福祉協議会から離れる、個人の方が経営しているところにいく、今まで

どおり窓口もあいの里に開くということがあれば、料金はこうなるということになれ

ば、町民の皆さんも安心して見守っていただけるのでないかと思うのですが、その辺、

どのようですか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） ただいまの質問ですけれども、３月１５日に整えば、その後、

郵送して、個人に、今までのやつをやる。ただ、１５日ですから、その最終的な決定

によっては、広報の掲載が間に合うか間に合わないかでありますから、その辺につい

ては間に合うように努力をするということでありますから、その辺についても社協だ

よりとあわせて周知をできるようにしていくということと、今までの継続してきたこ

とを含めて、個別にはしっかりと全部個人的に郵送した中で、その中身を含めて新し

くなる、そういう制度の仕組みも全て周知をさせていただいて、それをまた広く広報

の中で、また社協だよりの中で、広く町民の皆さん方にも周知していくということで

ありますから、それについては、そういう順次段取りの中で進めていくということで

ありますので、その辺については御理解をいただきたいなと思っています。 

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 社協だより、広報で、４月１日、町長は日にちは言わなかった

のですが、４月１日号に間に合わせるということで私はニュアンスで受け取ったので

すが、技術的にも、郵送して、戻ってきて、１週間もあればできると。長引いても２

５日にできたときに、４月１日号で上がるのか上がらないのか、これは非常に細かい

ことでございますけれども、その辺を私も町民の皆さんに聞かれていることが多々あ

りますので、絶対ということは、世の中、ないです。ただ、これだけのことで私も質

問させていただいていますし、町長も答弁いただいています。間に合えば、４月１日

に社協のたより、それと広報とに掲載するというようなお話になれればいいのでござ

いますけれども、その辺の考え方はどんなようでしょうか。 
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○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 大事なお知らせですから、当然、早いほうがいいということは

そのとおりでありますから、ただ、原稿の締め切り、いろいろ含めて、そのときに間

に合うように努力するのはもちろんさせていただきますけれども、その協議だとか、

整う日にちがずれなければ、４月１日に何としても間に合わせるように、ここは最善

の努力をさせていただきたいなというふうに思います。 

 また、社協だよりについては、社協の中でそのことも含めて、また、それぞれお聞

きをしながら、調査が終わった段階で、どのように社協だよりに出すのか、ここはま

た社協の中でも十分に検討していただきたいなと、こういうふうにまた要請をさせて

いただきたいなと。 

 以上であります。 

○６番（大住啓一） 終わります。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩をいたします。 

午前１１時１０分  休憩 

午前１１時２５分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 １０番阿保静夫議員。 

○１０番（阿保静夫） 議長のお許しをいただいて、２問の質問がありますが、２番

目のなくしたい孤立死については、この場での質問を保留させていただき、この場で

は国保世帯の子どもにかかわる均等割の軽減をということで質問をさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 医療保険制度の中で、国民健康保険には均等割というのが設けられていますが、均

等割は、その世帯の子どもの数により課税されるという仕組みです。子どもの多い世

帯は、特に国保税が高くなります。子育て支援の観点から、対応を考えるべきという

ふうに思いますが、この点について見解を伺いたいと思います。  

 医療保険制度には、国民健康保険制度のほかにも、全国健康保険協会管掌健康保険、

協会けんぽ、組合管掌健康保険、組合健保などがあります。 

 これらの医療保険制度の中で、唯一、均等割という形で、０歳児から課税される形

となっているのが国民健康保険です。そして、このことが、他の健康保険に比べて税

負担が非常に高額になっている要因と言われています。さらに、これは多くの自治体

が子育て支援に努力していることにも逆行している制度だと考えます。  

 全国知事会や各道府県の国保連合会としても、国に対してこの点の改善を求めてお

り、国も一定の問題意識は持っているのではないかというのが現状かと考えます。  

 そこで、２点伺いますが、一つ目は、まずはこの国保制度、今、北海道の国保連合

ということでやっていますが、自治体独自で子どもの均等割を減免する例も全国では
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出てきています。これらを研究、参考にして、本町としてもその取り組みを検討する

考えはないか、伺います。 

 ②ですが、①は国保の制度の中で町として考えられないかという趣旨なのですが、

この制度から一歩離れる形で、国保制度本体に対する独自支援策という考え方でなく

ても、既に町も医療費や給食で行っているとおり、多子世帯等への支援措置をやって

いますが、そういう子育て支援策という観点での同じような取り組みとして考えられ

ないか、似たような話なのですが、ちょっと観点が違うのですが、その２点について

伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 阿保議員の、国保世帯の子どもにかかわる均等割の軽

減をの質問の答弁をさせていただきます。 

 まず、１点目の自治体独自での子どもの均等割の減免についてですが、国民健康保

険制度におかれましては、受益に対する負担である応益割と、能力に対する負担であ

ります応能割に大きく分かれておりまして、本町では、法律に基づき、応益割に対応

する均等割と平等割、また、応能割に対応する所得割の３区分をもって国保税額の算

定、賦課を行っているところであります。 

 各医療保険では、それぞれの制度設計のもと、所管する各法律に基づいて運用がな

されておりまして、国民健康保険制度は、子どもを含める所得がない加入者に対して

も負担を求める制度設計となっております。そのために、低所得者に対応する応益割

の軽減制度が設けられているところでもあります。 

 世帯人数に着目した算定方法である均等割は、国民健康保険の加入者であれば、子

どもに対しても課税されますことから、加入者の負担感があるという認識は否定でき

ないと考えておりますが、国民健康保険制度は平成３０年度より広域化となりまして、

本町は北海道が示す標準税率を採用して税率を設定するとともに、北海道と足並みを

そろえて国保制度を運営しています。 

 現行制度では、子どもの均等割減免の制度を導入することによって、国民健康保険

税の減収分につきましては、他の国民健康保険加入者、税率改正、また、あるいは町

民全体、これは法定外繰り入れで負担しなければならないという財源の問題も生じま

す。 

 したがって、町の単独政策によって負担感を軽減することは、現時点では困難であ

るというふうに考えております。 

 ２点目の、国保制度本体に対する独自支援策という考え方でなくても、町として行

う子育て支援策という観点の取り組みの質問でありますが、現在、本町におきまして

は、本別町子ども・子育て支援事業計画に基づきまして、子育て支援を進めていると

ころであります。 

 この計画は、本町の最上位計画であります本別町総合計画、さらには、健康福祉、
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教育分野などの各分野の関連計画、また、方針との整合性、調整を図りながら、就学

前の教育、保育などの子育て支援サービスを充実するだけでなく、地域で暮らす子ど

も、その子どもを育む家庭、教育、子育て支援、コミュニティ、保護者の就業、雇用、

生活環境、若者の自立支援などの面から、総合的に応援する地域づくりを進めようと

する観点で策定されたものであります。 

 御質問の、子育て支援策という観点での取り組みでありますが、御承知のとおり、

平成２７年度に子ども・子育て支援法が成立される以前から、各分野におきましてさ

まざまな子育て支援策を展開してきているところであります。 

 主な施策を御紹介いたしますが、こども園、また、へき地保育所に通園、通所する

児童の第３子以降の保育料の無償化、さらには、平成２９年４月に大幅な見直しを行

いました就学前教育、保育施設への利用者負担の軽減、また、誕生記念応援品として、

オムツ用の埋め立てごみ袋の配布、こども園で実施しております各種サービスの本町

の負担分、さらには、教育委員会では、本別町立小学校、中学校及び本別高校に在学

している同一世帯の第３子以降の給食費を無償化するなど、多子世帯における軽減策

を行ってきているところであります。また、乳幼児等の医療助成として、町内在住の

１８歳未満のお子さんの一部負担を無料とさせていただいています。 

 このことから、国保の被保険者のみを限定とした子育て支援策というのは、大変厳

しい内容となるということでありますので、その辺も十分御理解をいただきたいなと

思います。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） １回目の答弁をいただきました。 

 もう少し、私のほうもちょっと調べてきたので、内容を少し話したいと思いますけ

れども、今、町長おっしゃったとおりの基本的な制度の中身だというのも十分承知し

ているつもりですが、後で述べますけれども、法定外繰り入れという考え方も、自治

体の考えによるところがかなり大きいという、国は、だめだよと、それは違反だよと

いう言い方はしていないのですよね。ですから、それは後で述べますけれども、いろ

いろな例が出てくるということで、国保制度の中で何とかそういうことをやろうとい

う意味でいうと、その法定外繰り入れというのは一つの基本になるのかなと。 

 あとは、本町は多分該当しないのですけれども、基金積み立てに余裕があるような

場合とか、そういうことはあると思います。 

 ただ、町長おっしゃらなかったので、担当の方のほうが詳しいとは思うのですけれ

ども、均等割とはどういうものかということをさっとちょっと言わせていただくと、

町の例規集に載ってあるとおりなのですが、医療費分ということで、子どももかかる

という意味で言っています。２万８ ,７００円ですよね、医療費分で。後期高齢者支援

金分で９ ,３００円、介護保険分で９ ,６００円で、これが均等割ということでかかっ
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てくると。今の金額を合わせると４万７ ,６００円なのですよね。ですから、これが３

人いれば掛ける３というような数字になるから、町長がさっきおっしゃったように、

２割、５割、７割でしたか、減免制度があるというのが今の走っている制度だという

ふうに思います。 

 町長もおっしゃったとおり、認識もあると思うのですけれども、やっぱりお子さん

が２人、３人ということは、町としては喜ばしいことなのですが、その家庭からする

と、もし軽減措置が受けられないような収入のある方だとなると、なかなかこれも負

担は大きいというのも実態だと。これは実態ですから、そういうことだというふうに

思っています。 

 ですから、これから述べますけれども、全国的に、今、私が手元にある資料では、

全国で２５の自治体が、いわゆる独自対策をやっているということで、冒頭に述べま

したとおり、法定外の繰り入れを、これはほとんど使っているところだというふうに

思います。 

 それで、特徴的なのは、圧倒的に市なのですよね。それは町長も十分おわかりのと

おり、本別町は道の国保の連合会として動いているという形と、市は市独自で動いて

いるという形なので、市がそういうことで多いというのは私も理解をしております。  

 ただ、国保制度という大きな制度の中では、これは市も連合会も同じだというふう

に理解をしておりますので、もちろん市や町村の財政事情はそれぞれ違うし、それぞ

れの市が置かれている立場も違うと、そういう前提でもちろん話しています。  

 ただ、特徴的なのは、いわゆる津波被害に遭った地域がちょっと多かったりするの

ですよね。そういうまちが、例えば相馬市とか白河市、これは福島です。岩手の宮古

市。ここは高校生の世代まで、世代までというのは、１８歳未満でも高校生ではない

方もいらっしゃるという意味だと思うのですけれども、高校生世代まで、所得制限な

しで、第１子から減免しているという、これは市です。それから、あわせて全額免除

ということもやっています。だから、それは財政事情とか、そのまちが置かれている

その他のいろいろな要件で、例えば福島や岩手のまち、市はそういうふうにやってい

ると。それから、埼玉県は町村でやっていますね。私の調べでは三つのまちですけれ

ども、これは多分、例えば３子以降は減免した残りの半分にするとかというようなこ

とをやっているようです。だから、それぞれのまちの財政事情とか、考え方とか、取

り組みで、私が調べている中では、全国で今現在２５自治体ということで、その８割

ぐらいが市だというのが今の現状です。 

 ただ、これは先ほど質問の中でも言いましたけれども、町長も御存じだと思います。

全国知事会としても、ここを何とかしろという話をしているし、北海道の連合会も含

めて、やっぱりこの制度、基本的に子どもに課すのはおかしいのではないかというよ

うな趣旨で国にも言って、国もそうだなと言ったのは平成２７年らしいのですけれど

も、それから数年たっていますが、具体的な動きはないということなのですが、そう
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いう認識はありつつも、なかなかできない、先ほど町長おっしゃったような事情、金

額的な事情もあるのですけれども、そういう中で、国保制度の中でできなければ、子

育て支援の一環の中に同じような考えでできないのかということが再度伺いたいこと

と、それから、認識として、国保の加入者の子どもたちの分だけというのは、ほかの

医療保険制度に比べて不平等が生じるのではないかという趣旨の御発言だったと思い

ます。それは一定あると思うのですけれども、でも、ほかの制度は、冒頭言ったとお

り、子どもの数や何かで、いわゆる医療保険料というか、税と言わないですね、医療

保険料に課せられるという仕組みではないですから、仕組みそのものが違うし、役場

の職員の皆さんが入っているのは共済制度というやつだと思いますけれども、それも

当然、子どもの均等割みたいなものはない。それは、多分それぞれの組合とか団体が

いろいろなことで交渉しながら勝ち取った一つの権利だというふうに私は思っていま

すけれども、いずれにしても、同じような医療保険制度で走るなら、そこの部分は、

基本は国の中において制度変更なりを考えていくし、国が支援している金額もふやす

べきというのは基本だと思いますけれども、それが始まるまでに、先ほど２５自治体

がそういう独自の支援策を行っているということであれば、本町として何かできない

かなというのが今回の質問の趣旨です。 

 ですから、例えば全額を支援するなどということは、今の財政や国保財政からいっ

ても難しいと思っているし、道の連合でやっているという、そういう制度的なものも

難しいとは思っています。ただ、例えば多子世帯への支援というような形の中で取り

組んでいるまちもあるわけですから、本町で何らかの形を考えていくということも私

はあっていいと思うし、これまで本町がいろいろなことで先進的に取り組んできた、

とりわけ福祉関連のいろいろな施策があると思うのですけれども、高額療養費の関係

などもそうだったと思いますけれども、このことは、多分、全国に広がっていくのか

なと。国がやらないとしたら、やるまで広がっていくのではないかなというふうに思

います。 

 私の調べでは、先ほど申し上げたように、十勝管内ではまだどこも行われておりま

せん。ですから、制度研究とあわせて、可能なことはないのかということを再度検討

すべきでないかというふうに思う次第です。 

 ちょっと長くなりましたけれども、そういう中身で進んでいるということです。  

 それで、金額、数字はなかなか担当のほうで計算は難しいというふうに聞いている

から、余り細かいことは聞きませんけれども、普通に考えれば、では本町で子どもが

いる世帯がどれくらい国保の中にあって、軽減策もあるのですけれども、何人くらい

が対応になっているのか、なかなか調べるのが大変だと伺っておりますけれども、そ

ういう実態も踏まえないと、仮に何かやるということになってもなかなかできないと

思うので、考え方と、それから数字的なものをわかれば伺いたいというふうに思いま

す。 
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○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 再質問の答弁をさせていただきますけれども、子育て支援と、

また国保制度の中における軽減策というのは、やっぱり一緒になかなか考えられない

なというふうに思うのです。国保制度、特に制度が変わりましたから、これも先ほど

も申し上げましたけれども、これを軽減するとなると、相互扶助ですから、その分を

ほかの国保の制度にのっている方々に負担を上乗せするということになるということ

です。町でお金を出したらいいのでないのというかもしれませんが、町でお金を出す

となると、繰り入れすると、北海道はすぐ、これは財政再建計画というのをつくって

いかなければならないと、そういう仕組みになっているのです。要するに出したらだ

めよということを言っているということなのです。ですから、そういう制度の中で、

そこだけやっているというところがあるということでありますが、そこはよっぽど何

か別な事情があったり、よっぽど私どもにはわからない何かがあって、そういう制度

をやっているかと思うのですが、そこら辺は残念ながら私どもの参考にはならないな

と思うのです。 

 子育ての部分につきましては、医療費の無償化などを含めて、本町としてはできる

限りのことをしていますし、保育所も２人目半額、３人目無料化とか、できるだけの

子育て支援については特に力を入れながらやってきているつもりでありますので、そ

の中で、例えば財政再建計画を出しなさいともし言われないとしたら、どのぐらいだっ

たら、八百数十万円の財政出動が必要なのです。そんなことを含めてですけれども、

そのような中での、今御質問されている部分について、この国保制度の中での取り組

みをするということは非常に難しいことだろうなということで、重ねて申し上げるし

かないなというふうに思います。 

 子どもの数、世帯については、担当のほうから答弁させていただきますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（高橋利勝） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 私のほうから、平成３０年度、当初賦課時点において、高

校生以下の均等割の数等について御説明いたします。 

 世帯数は１２４世帯、高校生以下の均等割がされている方が２３０人、金額におき

ましては７５８万８ ,６００円。その内訳として、７割軽減の方が３０人で３４万２ ,

０００円、５割軽減が１３人で２４万７ ,０００円、２割軽減が１４名で４２万５ ,６

００円、軽減なしの方が１７３名で６５７万４ ,０００円です。合計で７５８万８ ,６

００円になります。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 高校生以下の年齢の方がいる世帯が１２４世帯ということで、

それらが２３０人のお子さん、７５８万８ ,０００円という負担がされているというこ

とで、それぞれ７割、５割、２割の軽減がされている件数と人数と金額をいただきま
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した。 

 先ほど来の町長の答弁で、制度の中で町村として手を加えていくということは、支

援をしていくということはなかなか難しいのだということであります。ですから、そ

ういうこともあって、②で言ったとおりで、制度でそういうことだし、北海道の連合

会ができてまだ２年目という形の中で、やれるとしても、いきなりということにはな

らないだろうということもあって、本町が独自に行っている子育て支援という中で、

例えば先ほど全国の例では、７割、５割、２割軽減されているところで、残りますよ

ね、幾らかの負担が残る。それの、例えば半分を支援しているという、いわゆる７割、

５割、２割軽減されているところは、それなりの所得もそんなに多くないというよう

な判断なのか、そういうことも含めて軽減措置されていると思うのです。軽減措置さ

れているところに、町村や市として、残った部分を、私の調べでは半分というところ

が多いようなのですけれども、それの金額的なものがどうかということは、私は今い

ただいたデータではわかりませんけれども、全体が７６０万円弱くらいなので、そこ

の部分もそれなりの金額だと思いますけれども、いずれにしても、金額的にはそんな

に難しい数字ではないのだろうなというふうに思っております。  

 ただ、町長が何回も言うし、町長もいろいろ責任ある立場だとは思っていますけれ

ども、やっぱり独自対策としてやる分には、国保制度から離れていれば、これは僕は

可能だと思うし、金額的にも、今、具体的な金額が示されたので、国保の国のほうか

らどうこう言われないような形で検討できるのではないか、研究できるのではないか

ということを再度伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 国保に加入している部分に限定するということについても、ま

たちょっと問題かなと。問題かなということは、ほかの制度に加入している人がたく

さんいるわけですから、そこだけをとってということになると、やっぱりちょっとこ

れは公平性に欠けるし、それでなくても難しい状況なのに、そこだともっと難しいか

なと思うのです。 

 先ほども申し上げましたけれども、やっぱり子育て支援とかで全体にかかわるもの

でしたら、いろいろ取り組んでいますけれども、そういう観点でまたいろいろなこと

ができるかなということについてのいろいろな御意見だったら、私どももいろいろま

た検討することも、それはあるというふうに思うのですけれども、今の御質問の国保

制度の中の均等割で、ここのところについて、金額的にはそうでもないから、ほかの

もので何とかカバーできないかということでありますけれども、これは子育てをして

いる世代、言ってみれば高校生、１８歳までの方全体にかかわることであれば、いろ

いろな方策も考えられるのかと思いますけれども、国保に加入しているということだ

けで、その部分だけを突出しても、なかなかこれは行政の立場からすると難しい判断

かなと。さらにまた、それ以上の、先ほど言った再建計画とか何とかと、そういうこ
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とはまた別にしても、そういうところでは、やっぱり全体にかかわることでできるこ

とは何かあるのかなと、そういうことでありますので、今までやってきていることも

含めて、またそこはいろいろな御意見もいただければなというふうに思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 国保に加入している世帯のお子さんの関係だけということな

ので、全体ではないという御認識だということは、それは言っている意味もよくわか

ります。 

 ただ、冒頭申し上げたとおり、子どもに均等割をかけている制度は国保だけなので、

ある意味、これはそういう全体とか何とかということではないと思うのです。逆に制

度のことを今ここで議論するつもりはもちろんありません。ただ、認識としては、全

体と言ってもいいと思うのです。ほかの医療制度では子どもに関するそういう負担は

ないわけですから、親の負担はあるのでしょうけれども、そういうことですから、国

保のみが子どもの数でそういう負担割合が出てきて、ほかの後期高齢者とか、それか

ら介護保険などの負担も均等割であるということですから、それはここで制度を変え

るということにはもちろんならないので、ただ、認識としては、決してそのことが国

保に入っているお子さんがいる家庭のみだということでは私はないと思うのです。そ

れはやっぱり本別町で子育てをしている御家庭の一つとして、こういう数字があらわ

れてくるし、そこに支援することは、国保の加入者だけということではなくて、お子

さんのいる支援の中の一つだというふうに私は考えてもいいのではないかなと。それ

は町民の皆さんの理解も得られるのではないかなというふうに思っているところです。 

 その辺についても再度伺いますし、私が今回、これを質問したのは、そういう御答

弁だろうなと、制度もあるしというふうに思っております。思っておりますけれども、

冒頭申し上げたとおり、例えば高額療養費の委任払い制度というのは、十勝の中で十

二、三町村しかやっていないところを、本別も手を挙げて、中間くらいから始めて、

今、当たり前のような制度になっていますよね。だから、私の考えとしては、国保の

子どもの負担の部分は、制度的に見直されていくものだというふうに私は勝手に思っ

ているのです。だけれども、現状では、ほかの医療保険制度と比べると、ちょっと子

どものいる家庭に対して不公平というか、負担が多いのではないかなというのが率直

にありますし、歴史的に調べると、人頭税というのがあったそうで、平安時代だそう

です。だから、子どもをこれからこのまちでいっぱい産み育てていこうという本当の

大きな計画から見ると、ちょっとブレーキになっている制度だなと私は思うものです

から、では町村でできることはないのかなというのが今の基本的な考えなので、その

辺を最後に伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 制度の中にこういう仕組みがあるということは、先ほど御質問
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にありましたように、北海道国保連合会もこのことについては、制度の見直しについ

て要請をしていることは、全会一致でその要請をしているということですから、これ

はそのとおりでありまして、ですから、国の法律、制度の中で、やっぱり考えを変え

ていただくというか、制度を変えていただくことが私は一番だなというふうに思うの

です。 

 ただ、私どもに、町村でできることはないかということですけれども、町村ででき

ることの子育てについては、本町は十分ではもちろんないですけれども、それぞれの

対策を講じてきているということも、ここは御理解をもちろんいただいていると思う

のですけれども、そういうことでありますので、この制度については、やっぱり根本

的なものを解決していただくという方向のほうが、私どもはやっぱり一番これは願い

としては大事なところでないかなというふうに思いますので、そこについては、私ど

もも国保の連合会の中で、理事長初め本当に皆さん方が積極的にこの要請に向かって

いますので、私どもも国保の道の総会、また、全国大会なども、本当に全国からみん

な集まって要請するわけですから、その中でも大きなスローガンの一つにして取り組

んでおりますので、そのことについても、私自身もそれぞれ歩調を合わせて、この制

度の見直しについては臨んでいきたいなというふうに思っておりますので、そのほか

のできることについては、しっかりまた別な角度で実施をしていきたいと思いますの

で、御理解をいただければと思います。 

 以上であります。 

○１０番（阿保静夫） 終わります。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午前１１時５７分  休憩 

午後 １時３０分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 １番水谷令子議員。 

○１番（水谷令子） 議長の許可をいただきましたので、通告しました義経の里本別

公園について一般質問を行います。 

 本別町開基１２０年に向けて、本別の特性に磨きをかけ、新しい人の流れをつくる

ために、本別公園の魅力的な活用について伺います。このことは、長寿健康まちづく

りを進める意味でも意義あることだと思います。考え方を伺います。 

 本別公園の魅力は、市街地からとても近いところにあり、神居山、諏訪山、義経山

に囲まれ、それぞれの山には、神居山のカムイはアイヌ語の神様、神のいる山、諏訪

山には諏訪神社、義経山には義経神社があり、四季折々の自然の美しさ、山頂の展望

の雄大さ、神居山展望台西側には河岸段丘の地形が眺められ、本別町を一望できます。

このことは、河岸段丘のまち本別として、過去に小学校の教科書に紹介されています。  
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 展望台東側には、今から５００年前の地層が見え、この地層から、タカハシホタテ、

デスモスチルス、ヒゲクジラ、モクセキなど、化石が多く発見されています。 

 植物の種類も多く、３００種類以上もあり、まちの花、エゾムラサキツツジは、絶

滅危惧種になっている貴重な花です。５月には、エゾムラサキツツジとヤマザクラが

一斉に開花し、本別公園に美しさが広がります。まちの文化財であるヒカリゴケ、マ

メシジミが生息し、豊かな自然を活用した学習と、自然保護と、生態系を学ぶ魅力あ

る場所でもあります。 

 また、多くの人々がキャンプやつつじ祭り、肉まつり、ツリーフェスティバルなど

のイベント、遊歩道に訪れ、楽しんでいます。 

 そこで、魅力あふれる本別公園の活用について、次の考え方を伺います。 

 本別公園内と神居山遊歩道にある句碑や歌碑の説明看板の設置と、遊歩道の倒木の

対応について。 

 本別公園内には斉藤栄山句碑、土蔵培人歌碑があり、神居山登山口から諏訪山には

臼田亜浪句碑、新津澹如句碑、花の本聴秋句碑の三つの句碑があり、本別町の歴史と

文化を感じることができます。 

 ところが、読み方が大変わかりづらく、説明看板がありません。説明看板があれば、

自然の中で先人の方々の思い、句碑や歌碑の詩情に触れることができ、親しみを感じ

ると思います。 

 また、ミズナラの多い美しい遊歩道は、ボランティアの方により修繕されたり、倒

木を排除したりしてきました。しかし、専門の方が必要な倒木は、これからの倒木に

対する対応について伺います。 

 ２、木製のアスレチックの増設、滑り台等、遊具の管理、交通公園の標識について

伺います。 

 アスレチックは、平成２年から３年に設立したと伺っていますが、年数もたち、ペ

ンキの塗りかえ、壊れて使用していないアスレチックの修繕、危険な箇所の補修が必

要だと思います。 

 また、増設する考えはあるでしょうか、伺います。無理であれば、長い滑り台もペ

ンキの塗りかえ、もっと滑りやすく修理をしてほしいと思います。 

 本別公園は昭和５０年にできたと伺っています。交通公園は昭和５６年にできたと

伺っています。北海道では、函館と本別に２カ所しかない交通公園です。交通公園も、

横断歩道や標識を見やすくする、踏切や信号機の修繕、ペンキの塗りかえが必要だと

思いますが、見解を伺います。 

 ３、公園内の親子で楽しめる散策コース、まちのマスコットキャラクター、元気く

んを活用について。 

 本別公園は、幼児や小学生を連れた家族連れが多く遊びに来ています。  

 そこで、元気くんを探して歩く散策コース、また、そのコース内で、親子でふれあ
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うコース、例えばけんぱをしたり、おんぶをしたり、抱っこをしたり、けんけん飛び

をしたり、後ろ向きで歩くなど、楽しくわくわくふれあうおすすめコースの設定をす

ることについて、見解を伺います。 

 ４、本別公園での限定商品、元気くんの検討について。 

 義経ロマン本別公園とうたっていますね。限定商品があったほうがよいと思います。

一つの提案として、従来からある布製のふわふわ元気くんにカブトをかぶせて販売す

る、このことの検討について伺います。 

 ５、公園を活用したクロスカントリー、冬の歩くスキー等について。  

 ３年ほど前に、毎年４月に行われていたクロスカントリーの復活はできないでしょ

うか。道内でも春先一番に行われていた本別クロスカントリーは、釧路、北見、旭川、

札幌からも集まり、小学生から大人まで参加し、復活を望む声を聞きます。中止になっ

た経緯も伺いたいです。 

 また、開基１２０年に向けてのスタートの春のイベントとしての取り組みとしてで

きるか、考えを伺います。 

 冬の公園活用として、歩くスキーは、おすすめコースを設定することはできるでしょ

うか。現在も町民の方や町外の方で歩くスキーを楽しんでいる方がいることから、人

の流れをつくることができると思いますが、考えを伺います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 水谷議員の１点目の、本別公園内と神居山遊歩道にあ

る句碑や歌碑の説明看板の設置についての質問の答弁をさせていただきますが、現在、

該当する８基の句碑や歌碑につきましては、ふるさと学習、ほんべつ学の一環として、

本別の文学碑のハイキングを開催するなど、本別町の文芸活動の歴史を学ぶ取り組み

に活用されております。 

 また、本別町の公式ホームページにおいても、これらの句碑や歌碑について、歴史

民俗資料館の資料を用いて、観光情報、見学先の資料として紹介をしているところで

もあります。 

 本町における先人たちの文化活動の足跡の一端をたどることは、大変意義深いこと

だというふうに理解しつつも、これらが設置をされた年月を見ますと、古いものでは

昭和初期に建立されたものもありまして、その当時、なぜこの公園の敷地内に、また、

あるいは遊歩道を選んで設置されたものなのかということが、現在となっては先人の

意図や目的を推しはかることは難しい一面もあることも事実であります。  

 したがいまして、今後、これをどのように生かしていくことが、後々の本別町の魅

力ある特性となし得るのか、また、意義を深めて価値を高めていくこととなるのかを、

結果としてそのことが強い力を持つ観光資源となり得るのか、また関係団体や、それ

ぞれお世話もいただいている関係者の皆さん方にも十分連携をとりながら、意見をお

伺いするなどして、有意義な活用方法を含めた整備のあり方について検討してまいり
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たいと思います。 

 次に、遊歩道の倒木の対応ですが、本別公園のエリア内における神居山遊歩道及び

義経山の遊歩道については、平成２８年８月の台風で被害を受けたところでありまし

て、義経山遊歩道の一部は痕跡も残らないほど大きな被害を受けたところでもありま

す。 

 また、御質問にありましたように、神居山遊歩道の一部分については、倒木が遊歩

道に横たわる箇所がありますが、巡視により、直接的な危険を及ぼすことはない状況

ということでありますが、以前にも水谷議員から御質問いただいて、この遊歩道、せっ

かくの遊歩道に倒木がそれぞれ支障を来すということもあって、早い撤去の御意見も

いただいたところでありますが、それぞれ建設課を中心に、直営も含めて検討してき

ました。想像するよりも太いというか、本当に大木でありまして、これを本当にチェー

ンソーで切って、滑落したらどうなるかなどなど、いろいろ担当のほうも業者の方も

含めて御指導いただきながら検討しました。かなり時間がたってきましたけれども、

このたび、それぞれ直営の中で、いろいろ工夫しながら、この倒木の整理をするとい

うことで決定をさせていただきました。もう少し、時期になると、新年度までには、

この部分については、それぞれ毎日楽しみに散策いただいている方に本当に支障のな

いように、しっかり整備をしていきたいと、こういうことになりましたので、あわせ

て報告させていただきたいと思います。 

 そのほかの問題、ふだんのものについては、それぞれ大小含めて、こういうことが

ありましたら、森林管理署も含めて要請をしたり、また、直営でできるもの、また、

それでなくていろいろ技術的に必要なものについては、それぞれ必要な措置をとりな

がら、せっかくの本別公園一帯の遊歩道、そしてまた、観光資源の大事なルートをしっ

かりと確保できるように努力していきたいなというふうに思います。 

 次、２点目のアスレチックの増設、また、滑り台などの遊具の管理、また、そして

交通公園の標識の御質問でありますが、まず、アスレチックの増設と滑り台等遊具の

管理ですが、現在の義経の里本別公園内にありますアスレチック遊具、滑り台につい

ては、当時、平成元年から３年計画で始まりましたふるさとづくり特別対策の義経の

里整備事業で整備をさせていただきました。 

 最初に、遊具の管理状況ですけれども、現在は、遊具は設置から３０年ほどが経過

しましたから、それぞれ老朽化しているものなど含めては、公園管理人の定期点検に

よりまして、アスレチック遊具や滑り台など、補修を随時行いながら維持管理をして

いるところであります。 

 特に滑り台、あれはパイプ状になっていますから、転がりが悪いなどなど含めては、

常に気を配りながら、管理のほうで油を差したり、また、余り危険の多いような流れ

にならないようなことも含めて、しっかり管理しながら、また、ゴンドラを引くもの

については、ロープがだんだん細くなっていくなどなど、これらも含めて常にけがや
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事故の起こることのないように点検をさせていただいています。  

 増設ということにはなかなかなりませんけれども、実はこれらの一帯の施設、今１

４あるのですが、これらを平成２１年度の国の政策で、都市公園の施設の長寿命化計

画というのを策定することになりまして、これを策定してまいりました。それで、公

園内にある遊具の点検をしながら、計画的な更新、また修繕、これを１０カ年計画を

立てて公園施設の更新をしてきておりまして、平成３０年度におきましても、長寿命

化計画の１０年目の見直しによります点検や健全度の調査を実施して、改めて公園施

設の更新や補修、修繕の１０年計画の見直しをしてきたところであります。  

 このために、本別公園にありますアスレチック遊具や滑り台の遊具につきましても、

その計画に基づきながら施設管理をしていく予定でありまして、現在の長寿命化計画

の中では、増設の計画としてではなく、更新による計画となっています。更新といっ

ても、そっくりそのままということでありませんので、更新時期には少しずつ、公園

の遊具として、より楽しんでいただいたり、効果的なものを、それぞれまたいろいろ

な御意見をいただきながら対応をして、更新にしっかりと進めてまいりたいというふ

うに考えています。 

 また、交通公園の標識の御質問でありますけれども、現在、交通公園の運行につき

ましては、本別町交通安全協会に委託をさせていただいていますが、ふだんの運行に

当たりましては、コース内の標識や路面の標示、また、舗装の補修につきましては、

協会からの要望も聞きながら、随時、点検や修繕を行ってきています。  

 その中で、標識は、御質問ありましたように、それぞれの大事な標識でありますか

ら、昨今は日本語だけでなく、外国語、特にインバウンドの観光客に対応する標識も

必要でないかというような御意見もいただいておりますので、これらも含めて順次整

備をさせていただければなというふうに思っています。 

 次に、３点目の、公園内の親子で楽しめる散策コースについてでありますが、御承

知のとおり、本別公園は町民の皆様の自然にあふれる庭園でありまして、御家族連れ

で毎日でも来ていただきたい、共通の財産でもあります。 

 町民の皆様はもとより、町外からも多く御来場いただきますし、また、魅力度を高

めるためには重要な取り組みであるというふうに私どもも思っています。  

 公園内の草花や野鳥といったことをテーマに、来場者のコミュニケーションが増加

することや、なおかつ、写真映えがする要素が数多く存在することなど、公園ならで

はの自然と会話がはずむような、そういうコースが最も大切だというふうに思われて

おりますので、自然を阻害することなく、より自然環境との調和が図れるような散策

コースの創造がどのような形ができるのか、前向きに検討してまいりたいと思います

し、今、御質問にありましたように、本当に家族、親子、友人含めて、楽しくわくわ

くするようなコースも、これはどのようにしたらそういう散策コースになっていくの

かということも含めて、検討をしてまいりたいというふうに考えています。  
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 また、４点目ですが、本別公園限定の元気くんの検討についてですが、これまでも

本別公園内の物産センターで町内事業者が製造いたしました元気くんを活用したお菓

子類も販売させていただいておりますが、限定商品にまではまだ至っていないのが実

態であります。 

 御質問のとおり、この観光地ならでは、あるいは、その観光施設ならではといった

おみやげ品や来場記念となるものは、来場者の満足度の向上やＰＲ効果など、付加価

値を高める上で最もこれも有効な方法だというふうにも考えているところです。  

 また、限定商品が地域の資源を活用することや、また、地元企業がかかわることで、

地域経済の振興にも大きく寄与するということになるということでありますから、今

後とも観光協会の加盟事業者を初め関係機関、団体に働きかけて、それぞれ特産品の

開発のまた補助なども有効に活用していただきながら、積極的に特産となり得るよう

な、また、本別ならではの、そういう商品開発もしていただけるように働きかけてま

いりたいというふうに思います。 

 次に、５点目ですが、公園を活用したクロスカントリー、また、冬の歩くスキーな

どについての御質問ですが、公園を活用したスポーツの振興という面では、御質問に

ありましたように、春一番で、スポーツのクロスカントリー、本当に道外、各地から

来ていただいて、自然のコースの中でのクロスカントリーを楽しんでいただく、そう

いう大きな事業を、体育協会を中心に開催させていただきました。  

 残念ながら、議員からも質問ありましたクロスカントリー、長年にわたり開催をさ

せていただいたのですが、台風の被害などなど含めて、コースがやっぱりかなり荒れ

ているということも含めて、残念ながらコースを変えながら取り組んでいるというこ

とでありますけれども、この中で、どうしてもそういう状況含めて取りやめざるを得

ないということになりましたけれども、現在は行われていない中での御質問だという

ふうに思いますが、これらは、冬の歩くスキーもそうですが、教育委員会でもそこら

辺については、体協と含めて、クロスカントリーがいいのか、また、それに類する、

本別の体育協会、健康・スポーツ推進の宣言のまちとして、また、積極的に取り組ん

でいただいたこのクロスカントリー的なものを何とか本別のまた大きな事業としてで

きないかと、今それぞれ検討、協議をさせていただいていることも事実でありますの

で、どのような形になるかは、決定はまだ先でありますけれども、少しずつでもそれ

ぞれの思いがまた復活できるような、そういう方式を要請をしながら、また、教育委

員会も中心にしながら、体協と一緒に考えていければなというふうに思っています。  

 冬の歩くスキーの関係ですが、これは教育委員会でもスキーの貸し出しをしている

ところですけれども、現在、利用ニーズが非常に低いということもありまして、近年、

二、三件、多くても四、五件というぐらいの貸し出しというか利用の実態となってお

りますが、この利用においても、本別公園の利用だけではなくて、利別川の河川敷地

の自宅に近い場所を利用されているという方も非常に多いということでありまして、
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この中で、現状、公園を活用したものとしては、遊歩道を利用したウォーキングが何

といっても主力でありまして、今後におきましても、スポーツを観光資源とした取り

組みが新たな交流人口のきっかけとなることは、これは御質問のとおりだというふう

に私どもも理解をしています。 

 教育委員会といたしましても、また２年後の２０２１年に開町１２０年及び健康・

スポーツ推進のまち宣言から３５周年の節目を迎えるという中で、記念スポーツイベ

ントや、その後も継続したスポーツイベントとなるように、それぞれ模索すべく、先

般、関係団体等の皆様とも協議、検討をしていくことといたしましたので、事業の推

進に際しましては、また御支援も御協力もいただけますように、また逆にここの場で

お願いをしたいなというふうに思います。 

 本別公園につきましては、この間、公園を大切に思う多くの町民の方々が中心とな

り、来場者へのおもてなしの気持ちによる主体的なボランティアで、長年にわたり整

備をしていただいた経過があります。まさに協働の精神の中で維持、発展してきた施

設でありまして、本当にこの公園は他に類を見ないほど自然に恵まれた、また、天体

から地層から、古代の生物から、また、樹木から花から、本当にありとあらゆるもの

が凝縮した、まさに癒やしのスポットだというふうに思っています。春になれば釧路

方面から、その場合はバスで、また、十勝管内からも遠足、バス含めて、たくさんの

来場があり、昨今は老人クラブなどなど含めても、この道路網を利用して、釧路方面、

また、それぞれ札幌方面からも非常に来場が多くなってきている公園でありますから、

改めてこの公園を維持管理していただいて、またボランティアしていただいた、それ

ぞれ献身的に支えていただいた皆様方に感謝申し上げながら、今御質問いただいた、

この歴史に残る句碑、歌碑、そしてまた名所名跡の説明の看板類をどのようにして有

効的に、また、基本的には国有地でありますから、そこに迷惑をかけないように、設

置の方向も含めて、十分に検討しながら、この公園の有意性、また、利便性をさらに

高めていきたいなというふうに思っています。 

 町民の皆様はもとより、東北部、東十勝でかけがえのない公園でありますので、利

用者の皆さんに喜んでいただける施設となるように、さらに創意工夫をしながら運営

をしてまいる所存でありますので、さらに特段の御理解、また御支援もお願いして、

長くなりましたけれども、以上、御質問の答弁とさせていただきたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 水谷議員。 

○１番（水谷令子） ①の句碑、歌碑の説明看板設置に関してですけれども、５年ほ

ど前に調査が行われていると思います。設置に向けて取り組んでいただけると思って

いた町民の方々が多くいました。それがなぜこのように時間がかかっているのか、見

直しがあるのか、伺います。 

 遊歩道の整備に関しては、ボランティアの方の手を借りながら行うことも可能だと

思いますし、呼びかけてみてはいかがでしょう。また、今までもそのように行ってい
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たと思います。ただ、専門家の手が必要な修繕に関しては、スピード感を持って取り

組んでいただきたいと思います。 

 町長は、３１年度町政執行方針で、職員一丸となって、スピード感、説明責任、コ

ンプライアンスをしっかり心に刻み、時代のニーズに的確にとらえ、さまざまな事業

に対し積極的に取り組んでいると述べています。このことについて、伺います。  

 ②ですが、アスレチック遊具、滑り台、交通公園、今、子どもたちには、スマホを

使わない日、テレビを見ない日、ノースマホデー、ノーテレビデーの提案が出されて

います。自然の中で季節を感じて体を動かして遊ぶ遊具は必要不可欠だと思います。

もちろん安全性が一番大事だと思います。 

 町長の答弁から、更新していく考えを伺いました。増設はなかなか難しいと考えま

す。 

 そこで、ふわふわドームなど、イベントに導入することは可能でしょうか、伺いま

す。 

 ③公園内の親子で楽しめる散策コースについては、元気くんの活用はできるのかど

うか、再度伺いたいと思います。 

 最近のパンフレットでは見ませんが、これまで四つのおすすめコースとして、①ファ

ミリー向けコース、②樹木観察コース、③神居山登山コース、④自然と歴史の魅力コー

スなどがありました。このコースをぜひ広く発信していただきたいと思いますが、見

解を伺います。 

 ④本別公園限定商品元気くんに関してですが、限定商品は、そこに行かなければ手

に入らない特別感があります。この御検討をぜひお願いしたいと思いますが、ふわふ

わ元気くんのマスコットは非常に人気がありまして、私自身も本州に送ってほしいと

いう声がありまして、送ったりしています。ほかの方からもそういう声も聞きますの

で、元気くんの活用はできるのか、お伺いします。 

 ⑤クロスカントリーに関しましては、体育協会が中心となっていたという見識はあ

ります。高齢化も進み、なかなか大変だということで、一時、今中止になっていると

思います。ただ、これから開基１２０周年に向けての春一番のイベントに向けての導

入はできるのか、伺いたいと思います。 

 また、歩くスキーの貸し出しなど、今、減少しているということですが、歩くスキー

の貸し出しの発信などもしてみてはいかがかと思います。見解を伺います。  

 町長におかれましても、本別公園の特性を利用した活用など、本別公園の魅力を十

分に認識していると思いました。本別公園は、今は都市公園として知られていますが、

その始まりは昭和初期、夏川石五郎さんとヤエさんの御夫妻の血のにじむような努力

から生まれた夏川公園が始まりです。公園内には、夏川公園創設７０周年の記念碑が

あり、設けられています。本別公園には物語があります。義経伝説にまつわる歴史や、

アイヌ伝説もあり、不思議な魅力を漂わせ、人の心を和ませてくれます。まさに歴史
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と文化、自然が融合する地です。本別町の特徴ある魅力を町内外に発信していくこと

は、本別町の活性化、まちづくりに不可欠だと思います。これらの考え方を伺います。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 再質問の答弁をさせていただきますが、もし漏れているところ

があったら、また御質問いただければというふうに思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 特に公園内の説明看板ということでありますけれども、５年前に調査、検討したと

いうことでありますけれども、５年前もそうですけれども、きょう、名前を言ってあ

れですけれども、ここに森岡さんが来ていただいて、もう長い間、これらの調査も含

めてしっかりしていただいたり、遊歩道を本当に第一義的に整備していただいたり、

まさに本別の公園の整備含めて、また、その伝承含めて、大変なお力添えいただいて、

その中で、歌碑、句碑だけでなくて、それぞれ名所名跡含めても、そのいわれだとか

経過だとかをしっかりとどめておく、また、石に刻まれた文字がだんだん風化して読

み取れなくなるものですから、それらも含めてきちっと整備して、そういう説明がで

きる看板というか、そういうものが必要ではないかということで、それはずっと歴史

のある本別公園をもっともっと利用していただく方によく理解していただく、そして

それをまた後世に伝えていく、こういう意味で、すごく力を入れて御協力いただいて

いるところでありますから、それを含めて、私ども役場のほうも、担当者を中心に、

そのことにしっかりとこういう思いを伝えながら、本別の公園をしっかり発信をして

いこうと、こういうことで取り組んできましたけれども、それぞれその中で、自然災

害や何かがあった中で、今までも何度かそういう質問にも答えたこともあると思うの

ですが、ただ、あそこは国有林でありますから、その中で、ここで言えば森林管理署

のお力も借りながら、しっかりと災害に遭ったところの整備だとか、今設置している

歌碑、句碑含めて、そういうものの整備、環境を含めてお願いをしていって、また、

そのやりとりを含めて、言ってみれば相手のいることですから、すぐすぐできません

けれども、そのようなことで要請しながら、機会があれば、またそれだけの財源も含

めて、できたときにはそういう協力もするということもいただきながら、順次、でき

るところは町の独自の直営も含めて、また、業界の協力もいただきながらやってきて

いるところでありますが、そういう意味では、今、先ほど答えたように、これらをど

のように設置することが一番有効で、また、後世に伝えていく有効な手段になるかを

含めて、今検討しながら進めています。 

 例えば、そこの句碑、歌碑の前に置くということが許される場所と、そうでないと

ころ、中にはあるかと思いますので、例えば遊歩道、登山道に上がる前に、その説明

をする一覧の説明、ガイドを置いて、それを見ながらしっかりと散策していただくと

か、そういう方向だとか、例えばの例ですが、そういうことを含めて、それぞれ今ま

で御支援いただいている方や、また、関係機関とも協議しながら、設置を進めていき
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たいなというふうに思っておりますので、そのときにはぜひまた御意見もいただけれ

ばなというふうに思いますので、よろしくお願いいたしたいと思います。  

 遊具についてですけれども、本別の公園のよさは、家族で、子どもたちが特に安心

して遊べるという意味では、自然の中での遊びがやっぱりメインでありますから、そ

の中で、交通公園のゴーカートがあり、また、かぶと池のボートがあり、そしてアス

レチックがあり、滑り台がありという、そういうことで設置させていただいています。

ですから、あそこに大きなものをまた設置するという、そういうイメージではなくて、

今あるものを中心に、しっかりと更新をするということで、危険度のない、また、安

心して利用していただくものを更新していくと、そういう計画の中で今進めさせてい

ただこうと思っています。更新の中では、それぞれ時代とともに、またいろいろこう

いう機種がいいとか、こういう材料がいいとかということで、そういう変わりはきっ

とあると思いますけれども、そのような方向の中で、より楽しみを持っていただける

ような遊具を整備していく、こういうことで原形をつくっていければなというふうに

思っています。 

 また、３番目の質問、ちょっと私もわかりづらかったのですが、元気くんの活用が

できるかどうかということですけれども、申しわけございません、もう一度またちょっ

と御質問いただければと思います。 

 ４番目ですけれども、ストラップの元気くんのマスコットですけれども、これは本

当に大変人気が高いということでありますから、本当にこういう面では、それぞれい

ろいろな来客、また、人への購入もそうですけれども、町のお客さん方にまた記念と

してプレゼントするということも含めて実施をさせていただいていますが、これらも

含めて、さらに元気くんがうちのマスコットとして、さらに広く使っていただけるよ

うな方法も十分考えていければなというふうに思っていますが、これとあわせて、そ

れぞれの本別ならではの元気くんを活用した、またそれぞれの商品の開発などを含め

ても、先ほど申し上げましたように、しっかりとまた業界の皆さん方に御協力もいた

だきながら、本別の特産になり得るような、そういう商品の開発もまたあわせてお願

いしたいなと思っております。 

 今は、最中はそうですけれども、直接元気くんの形をしています。あと、それぞれ

おやき、どら焼き含めて、スタンプでやっていただいているとか、元気くんを必ず商

品の中にあらわしていただけるような、そういう商品がふえてきていることも事実で

すから、また、私どもがそう簡単に考えるようなことではなかなかできないかもしれ

ませんが、そこは業界の技術をさらにまた活用していただきながら、また御協力いた

だければなと思っていますので、そういう発信もしていきたいなと思っています。  

 ５番目については、教育委員会のほうから答弁させていただきますが、これも本別

公園の認識でありますけれども、私も本当に子どものときから、遠足は必ず本別公園

でありましたから、夏川公園の由来も、それは私もかなり興味を持って歴史をひもと
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きました。そこに義経弁慶ロマンの会含めて、観光協会として全道の八つの自治体が

加わって、などなど含めてでありますから、そういうどこへ行っても本町の観光の中

心、また、歴史、文化、そしてそれぞれ先ほど言いましたように、天体から地層から

歴史から古代から含めて、また、八十八カ所巡り霊場、また、歌碑、句碑含めて、そ

れから諏訪神社の合祀、これら含めても、本当にありとあらゆる面で、これはほかに

ない、本別公園というのはすばらしい公園であるということでありますから、そのこ

とは十分に認識しているつもりでありますので、何よりもこれは本別町の宝でありま

すから、これをしっかりとこれからも本町の大事なシンボルとして活用させていただ

く、そういう意味では、本当にあの時代から、開墾していただいた、感謝祭にも参加

させていただきましたけれども、夏川さんの先々代の御苦労、そこにまた大きなボラ

ンティアの方も、今ではボランティアと言いますけれども、いろいろな方がかかわっ

ていただいて、あれだけの整備をしてきたという、そういう歴史も私もいろいろ聞い

ているところでありますので、そのことをしっかりつないでいくという、何回も申し

ますけれども、本町の大きな財産、宝でありますから、それをしっかり守って、発展

していければなと思いますので、またよろしくお願いしたいと思います。  

○議長（高橋利勝） 佐々木教育長。 

○教育長（佐々木基裕） 水谷議員の公園を活用したクロスカントリー、冬の歩くス

キー等について、御答弁をさせていただきたいと思います。 

 自然豊かな本別公園につきましては、一定の面積を有していることから、軽スポー

ツや歩くスキーなど、各種スポーツ活動の場として大いに活用できる場所でもござい

ます。現在は、町民がみずから遊歩道を活用したウォーキングが柱となってございま

すが、ほかのスポーツやレクリエーション等につきましても、町民、住民ニーズの把

握に努め、関係機関と協議しながら、その実施の有無について検討してまいりたいと

考えているところでございます。 

 クロスカントリーの部分でございますが、この部分につきましては、先ほど町長か

ら答弁があったとおりでございますけれども、長年にわたりクロスカントリーを続け

てまいりました。しかしながら、公園エリア内の公道におきまして、交通規制など、

多くの制約を受けたことから、残念ながら中止しているところでございます。  

 また、歩くスキーにつきましては、今、ニーズが少なくはなってきてございますが、

冬期間におけるスポーツ振興という観点からいえば、この部分も大変重要だと思いま

すので、現在、本別町歩くスキー用具貸出要綱等もつくってございますが、その辺の

見直しも図りながら、貸し出し場所の変更等も今後検討してまいりたいと思ってござ

います。 

 ２０２１年になります本別町開基１２０年記念事業の部分につきましては、私ども

といたしましては、クロスカントリーを頭にちょっと入れてはおりません。今現在、

私どもが思っているのは、開町１２０年のまちづくりに対しまして、スポーツで何か
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まちづくりに寄与できないかということで、今、スポーツによるまちづくりという観

点から、スポーツイベントをぜひとも開町１２０年にあわせて開催をしてまいりたい

と思ってございます。 

 １２月に体育協会、それからスポーツ推進員のトップの方と理事者の方にお集まり

いただいて協議を進めてございまして、２月にはスポーツ推進員、それから体協の役

員さんを集めまして、スポーツイベントに関する体制づくり等について協議を進めて

いるところでございます。まだ初歩の段階でございますが、じっくり町民の皆さん、

それから体育、スポーツ関係の皆様の意見を賜りながら、何とかスポーツイベントを

成功させていきたいと思いますし、このスポーツイベントが継続して今後続きますよ

う、私どもも努力してまいりたいと思ってございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 御質問のときに、イベントのときにふわふわドームを活用でき

ないかという御質問がありました。公園の、まず５月のつつじ祭りのふわふわドーム

の協力をいただいて、源休亭の横のホットステージの間のところ、あそこでやらせて

いただいて、また、きらめきのときには、大きなふわふわの球が二つあるのですかね、

大型のやつをそれぞれ、あれは勝毎さん含めて御協力いただいて、大変なにぎわいを

持っているということでありまして、子どもたちの大きな歓声が上がって、みんなで

遊べる大きなイベントとなっておりますので、そういうようなイベントのときには、

いろいろそういう子どもさんたちの遊びだとか、さらにまた注目をいただいたり、ま

た、イベントそのものを盛り上げていただけるような、そういう方法の御協力も、関

係機関含めて、御支援いただいている協賛団体も含めてお願いしながら努めていきた

いなというふうに思っております。中には常設しているところもあるかもしれません

が、常設しても、なかなか私ども、このまちの中としての器で厳しい状況であります

ので、そういうイベント、節目、節目にまた御協力いただくということにしていきた

いなと思います。 

 以上、答弁とします。 

○議長（高橋利勝） 水谷議員。 

○１番（水谷令子） １点、句碑と歌碑のある場所なのですけれども、諏訪山、神居

山、この土地なのですけれども、国有林と私有地があるのですね。それで、句碑と歌

碑のあるところは私有地だと認識しています、私は。その見解を、違うところがある

のかなというふうにも思っているのですけれども、そこを伺いたいと思います。  

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 水谷議員の御質問でございますけれども、議員おっしゃ

られるとおり、それぞれ全てがということではございませんので、おっしゃられると

おり、例えば土蔵培人様の歌碑ですとか、川上さんの顕彰碑だとか、そういったもの
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は民有地でございますし、また、諏訪神社についても民有地だというふうに私どもも

押さえてはおります。 

 ただ、一部そういった国有地ということでもございますので、いろいろとそういっ

た部分で、先ほど町長からも御説明ありましたとおり、やはり管理のあり方等も含め

まして、また、最初に設置された考え方だとかというところもあろうかと思いますの

で、私どもとしては、やはりいろいろこれまで御相談いただいた、あるいはそういっ

たことに詳しい方々がいっぱいいらっしゃいますので、どういった形が望ましいのか

ということも含めて、再度、答弁の中にありましたとおり、いろいろとまた御意見を

お聞きしながら、望ましい姿というのをまた模索してまいりたいというふうに考えて

いるところであります。 

 以上です。 

○１番（水谷令子） 終わります。 

○議長（高橋利勝） ３番梅村智秀議員。 

○３番（梅村智秀） 議席番号３番、私、梅村智秀による、通告済み２問のうち、２

問目、また出た町税未納事件、不納欠損処理の闇どれだけ、については保留し、１問

目、もはや待ったなしの町立病院運営とどうする地域医療をとり行います。  

 質問に先だちまして、傍聴におこしいただいている皆様に、本別町議会議員の一人

として、心よりの御礼を申し上げます。 

 それでは、要旨明細、ここ数年、入院、外来患者数の減少と、平成三十年度の累積

赤字見込みが２１億円を超えることが明らかになった町立病院運営と、地域包括ケア

実現のための重要要素である地域医療現状の現在までの対応と今後の方針について、

事実と所信をただす。 

 さてさて、私、きょうのきょうまで、僕の人生において、病院でメスを入れられる

ことはあっても、まさか私自身が病院運営にメスを入れることになるとは考えたこと

もございませんでした。 

 まず、皆様のお手元にある要旨明細、１番項についてお伺いいたします。  

 予約、受付及び患者への応対などを問題視する町民の声が少なくないことが公文書

などからもうかがえるが、事実、または事実と推認せざるを得ない事由があるのなら

ば、入院、外来患者数が減少を続ける要因の一つとなり得るため、直ちに改善をする

必要がある。 

 一体全体、町立病院の実態と、町民の皆様の評価とはどういうものなのかというこ

とです。僕自身は、個人の政治活動の一環として、幾度か病院を訪問したことはあり

ますが、患者として町立病院を受診したことはありません。改めて健康な体を授けて

くれた両親に感謝をするところでございます。 

 ですが、私自身、初当選後、これまでの議会の取り組みを学ぼうと、自主的に公文

書、議会の委員会で病院事務に対して過去に行った所管事務調査報告書などの閲覧を
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行ったりいたしましたし、また、これまでに電話応対を含めた病院での予約時の応対、

システム的なものとして、予約のとりづらさ、入院手続、医師や看護師の初動対応、

診察に対する不審、入院患者への接し方などなど、枚挙に暇がないほど、病院の現況

に対する極めて厳しく否定的な町民の皆様の声を耳にしております。それも、一歩間

違えば命にかかわるような重大な問題だとの具体的事例も１例、２例ではありません。

ここで個別具体的に申し述べると、個人の特定が可能で、プライバシーなどを大きく

損なうおそれがあるため、この場で具体的事例を申し述べることは差し控えさせてい

ただきますが、町長は具体的事例としてこうした事態を把握していらっしゃるので

しょうか、否か。また、まちの声、つまりは町民による町立病院に対する評価はどの

ようなものであると認識しているのか、伺います。 

 あわせて、接遇研修などを実施していたことは私自身も把握しておりますが、その

効果やいかに。つまり、現在はこうした実態は改善されているとの御認識なのかにつ

いてもお伺いをいたします。 

 続きまして、２番項、他会計からの補助金や繰入金をもってしてもなお、平成３０

年度で１億８ ,０００万円以上、累積にして２１億円以上の赤字が見込まれる。  

 平成２９年度決算審査において、不採算病院の原因の一番重いものについては、医

師の給与費と判断しているとの見解を示したが、地域医療を守るためには、医師や看

護師を初めとする医療関係従事者の確保に積極的に取り組む必要があるため、具体的

取り組みとして実現されるべく想像することができない。 

 病院運営についての諮問機関やもろもろの検討会議等により示された答申、改善・

改革案等と、それを踏まえての町の具体的改善・改革案を明らかにし、それを町民全

体の共通認識として、今後も我がまちの地域医療を守っていく必要がある。  

 公立病院の評価として、収支状況、いわゆる黒字か赤字かということだけで判断す

るつもりは毛頭ございませんが、原則は独立採算であります。この独立採算である病

院会計とは別の一般会計から繰入金や補助金など、３億円以上も投入してもなお、平

成３０年度単年で年間約１億８ ,０００万円程度の赤字、これまでの累積赤字が２１億

円を超える見込みです。この約１億８ ,０００万円を１年間３６５日で割ると、実に毎

日約５０万円ほどの赤字を生み出している運営ということになり、この２１億円の累

積赤字はどれほどのものかというと、約７ ,０００人の町民１人当たり、赤ん坊から高

齢者まで、約３０万円の負担をしなければいけない、それほどの数字でございます。

これを計算するときに、僕もこんな数字を数えたことありませんから、何度も一、十、

百、千、万と、このように指で数えたぐらいの数字です。この収支がこのままである

と、人口減少と高齢化でまだまだ悪化していくだろうと。これ、本当にどうするの、

どうなっちゃうのということです。 

 昨年１０月２日に開催されました平成２９年度決算審査特別委員会において、予算、

それから人事管理を適切に推進していくことが必要、経常経費の削減等を図りながら
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進めていきたい、不採算病院の原因の一番重いものについては医師の給与費かなと判

断をしているなどの答弁がなされました。現在の病院の運営状況を踏まえ、経費削減、

人事管理について、何を、どのくらい、いつまでに削減または見直しをというふうに、

どのように改善、改革をしていくおつもりなのか、具体的な答弁を求めます。  

 病院新改革プランによると、職員給与比率、平成２９年度目標８５ .６パーセント、

黒字化を目標としている平成３２年度には７１ .９パーセントと、実に１３ .７パーセ

ントのダウンが示されております。数値では大変わかりにくいので、例えばでござい

ますが、医師については、いつに平均幾らぐらいの減額または増額、看護師はいつに

幾ら、事務職はいつに幾らなどと示していただければ、なお具体的で、よりわかりや

すいというふうに考えてございます。 

 経費削減についても、まさかこれだけの赤字を抱えている運営でございます。今さ

ら電気を小まめに消しましょうとか、水の無駄使いをやめましょうとか、そういった

レベルの話ではないと、このように考えてございますので、具体的にわかりやすく、

明解なる答弁を願います。 

 この病院改革の最たるものは、先ほど述べました本別町国民健康保険病院新改革プ

ランだと私は認識してございます。こちらは、地域包括ケア研究所に約２５１万円の

委託料を支払い作成しているものでございます。 

 同様に、平成２９年度決算審査特別委員会において、改革プランによると、平成３

２年度には黒字化する計画だということだが、大丈夫なのか、適宜、中長期的な計画

の見直しはしていかないといけないという強い認識はあるのかといった趣旨で、私か

ら質疑をさせていただきましたが、それぞれ３２年度から黒字になるのというのは

ちょっと厳しいかなと思う、おっしゃるとおりですとの答弁でございました。 

 これは４カ年計画の初年度、１年目でこのありさまでございますから、もはや会議

ですとか計画だとかプランだとか、机上の空論でどうこうなる状況ではないというこ

とのあかしでございます。 

 主に改革プランを策定していただいている地域包括ケア研究所から、これまでの現

況を踏まえた上で、どのような現状認識と、これからあるべき姿を示されているのか

を明らかにされたい。 

 また、その他の検討会議等でも多くの意見等が出ているはずでございます。中には、

もう言っても変わらないのだという落胆の声すら漏れているようでございます。具体

的にこれまでどのような問題提起と、改善・改革案が上げられているのか。また、そ

れらを踏まえ、町長は今後、どのような病院運営としていくのか、具体的かつ明解に

答弁を求めるものでございます。 

 そして、３番項、昨年１０月に開設された地域医療連携室の現状と効果は。  

 こちらも地域包括ケア研究所に約３２５万円の委託料で、医師、医療関係専門職の

確保を担っていただいている。過疎地、へき地での医師や看護師を初めとした人材確
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保は相当困難なことは想像するにやすいです。 

 本町においても、星空キャンプ、これらで実績を上げ、また、旭川医科大学と諏訪

中央病院から研修医がおこしいただけるとのことでございます。近隣町村でも医師確

保が困難であるとの現況も把握しており、本町においてこうした取り組みが一定以上

の成果を上げているのかなと私自身も認識しているところでございます。  

 昨年１０月に開設した地域医療連携室、こちらにも、この星空キャンプを御縁とし

て１名採用されておりますが、残念ながら既に長期のお休みに入っているとのお話で

ございます。原因は私は存じ上げませんが、本人の問題なのか、受け入れ側の問題な

のか、仮に前者だとしても、採用の判断をしたのは町でございますから、これで本人

の責任だったとしても、一切責任がないということにはなりません。 

 地域医療連携室の現状と、開設から今日まで、町内の病診連携、こちら、病院と民

間診療所等ですね、こちらや、福祉施設、また、管内や近隣の病院との連携など、開

設前と開設後でどのような成果があり、今後、どのような具体的成果、効果が見込め

るのか、答弁を求めます。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午後 ２時３１分  休憩 

午後 ２時４７分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 梅村議員の１点目の質問の答弁からさせていただきま

すが、まず１点目、現在の外来診療、予約でやっております診療の関係でありますが、

内科、外科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、リハビリであります。そのうち、眼科と皮

膚科は外部の病院からの医師の派遣を受けておりまして、派遣元へ戻ってからの業務

の関係から、スケジュールを円滑に管理するために、派遣元の病院と協議を行いまし

て、これは患者数を制限しているというのが現状であります。 

 その他の予約診療につきましては、早朝から来院され、診療まで長時間待たれる患

者がおられるなど、御不便をかけていたことから、患者の利便性の向上、待ち時間の

短縮を目的として、再診の患者について予約を受け付けているところであります。  

 昨年９月から内科と外科の予約制を開始いたしましたが、一定の時間で区切り、そ

の時間内で予約患者と予約外の患者さんを診療、診察しておりまして、予約患者を優

先的に診察していることから、予約患者の診療内容や、また、救急患者の対応があっ

た場合については、予約外の患者さんの待ち時間が長くなってしまうことがあります。

朝早く来たのに、終わったら昼過ぎだ、夕方だということも何回かありましたけれど

も、それも現場を確かめることによって、予約診療の中に救急などの外来があると、

その分が次に後送りになるということもあって、どちらにしても予約外の患者さん方
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が長時間待たされているということがあったということについては、非常に申しわけ

ないことでありまして、それらの解消も含めて、予約外の患者から待ち時間が長くなっ

たと御意見をいただいていることは事実でありますから、これらの解消と、逆に予約

制になって待ち時間が短くなったということも、これは予約の、常時診療を受けてい

る方についてもまた事実であります。 

 いずれにいたしましても、いただきました御意見と業務の効率を勘案しながら、患

者さんの利便性の向上に向けて検討を進めているところであります。 

 患者への対応につきましては、接遇に関しまして、以前から厳しい御意見をたびた

びいただいております。改善に向けて、毎年研修会を実施しております。昨年の１２

月には、病院職員を対象にした、法令順守はもとより、医療に携わる職員としての質

の向上を目的としたコンプライアンス研修会を実施しておりまして、今月の１９、２

０日にも医療接遇の研修会の開催を予定しているところであります。 

 今後も職員の接遇向上に努めてまいりたいというふうに思っています。  

 また、患者数の減少は、病院経営に大きな影響を与えますことから、新公立病院改

革プランにおきましても、町民のニーズにもっと応えるという方針と、患者満足度の

向上という施策を掲げておりまして、今後もより一層接遇力や利便性の向上に努め、

患者に寄り添い、喜ばれる病院運営を目指してまいりたいというふうに思います。 

 ２点目の質問ですが、当病院の経営状況は、平成３０年度の決算見込みにおきまし

て、一般会計から繰り入れを行っております。単年度、大幅な赤字が生じまして、累

積欠損金も２１億円ほどになることが見込まれています。 

 平成２９年度決算におきましては、累積の欠損金が１９億２ ,０００万円を超えまし

て、年度末に４ ,０００万円の一時借り入れを行い、地方財政法上の資金不足とはなっ

ておりませんが、極めて厳しい状況となっているところです。 

 収支補てん分の大きな要因といたしましては、当病院は不採算地区病院でありまし

て、医師の給料を含めました人件費も上げられておりますが、緊急告示病院、そして

また、不採算地区病院ということで、ルール分として、先日、決算でもお話ししたと

いうことでありますが、その部分については、医師も含めてのへき地における医師確

保のための国からの交付金でありまして、給与面での優遇は、こういう地区について

の優遇ということで、それぞれ交付金をいただいているところでもあります。  

 また、その他の医療の専門職員につきましても、通常の募集と並行して、看護師に

つきましては、人材派遣会社を活用して、紹介、また派遣を受けているという状況で

ありますから、ある程度の人件費の増加は必要と考えているところでもあります。  

 また、今後の具体的な取り組みといたしましては、今定例会で条例の提案が予定さ

れておりますが、町が新たに創設します医療職員の養成就学資金貸付制度を活用して

医療の専門職員の確保を図ってまいります。 

 諮問機関や検討会議からの答申、改善・改革案などですが、先日行われました国民



－ 45 － 

健康保険運営協議会や、健康長寿のまちづくり会議におきましては、こうした厳しい

運営状況に対し、外部の有識者の活用を含めた経営改善に向けた検討を進めるべきと

の御意見もいただいておりますので、私どもと病院による検討委員会を立ち上げて、

今後の経営改善、経営体制について、共通認識を深めて、今後の我がまちの地域医療

を守っていく方針について、外部の方のお力も借りながら、検討委員会の設置も考え

ております。 

 ３点目ですが、地域連携室の現状と効果ですが、地域連携室は、昨年４月から開設

準備を進めて、１０月に正式に開設をしたところであります。 

 業務といたしましては、患者の入退院時の他病院や介護保険サービス事業者といっ

た外部機関との情報交換が主なものとなっておりまして、開設以来、外部機関からは、

病院との情報連携の窓口が一本化されて、連絡、相談がしやすくなったという評価も

いただいておりまして、一定の成果は出てきているところであります。  

 今後もさらなる機能の向上に努めてまいります。 

 当院は、本町にとって唯一の入院設備を持った必要不可欠な医療機関でありまして、

病院の経営は大変厳しい状況でありますが、今後も職員一丸となって、この状況の改

善に向かってそれぞれ努力をさせていただくということでありますので、また特段の

御理解、御協力も賜りますようお願いいたします。 

 なかなか改善がすぐに見えないのでないかという御質問でありますが、それぞれ今、

スタート台に立ちながら、この現状を何としても、この病院の機能をしっかりとこれ

からも維持できるように、町民の皆さんの健康と暮らしをしっかりと支えていける医

療機関として、緊急の告示病院、そしてまた、それぞれの診療科目がしっかりと継続

できるためには何が必要なのか、何が不足なのか、また、何をすればいいのかという

ことを、今、検討委員会の中でそのことをしっかりと洗い出しをしながら、そして共

通認識を持った中で、外部の委員の皆さん方からもしっかりと意見を聞く、そういう

スケジュールの中で進めさせていただいているところであります。すぐにまだ評価と

いうことでありませんけれども、このことをしっかりと積み上げていかなければ、ま

さに待ったなしの状況ということになりかねないことでありますから、そのことも十

分に認識しながら、改善に向けて最大限の努力をしていく、そういうことで、職員一

同の意見がしっかりとみんなで共通認識ができたということはスタートになるという

ことを申し上げて、答弁とさせていただきたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） ただいま御答弁いただきまして、何点か再質問をさせていただ

きます。 

 まず、厳しい御意見があるということでありますけれども、病院の運営に対して、

具体的にどういう厳しい意見があるのか、こちらについて町長は把握をされていらっ

しゃるのかどうかということについて、改めて答弁を求めるところでございます。  
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 また、予約等についても、当然、予約が完了している患者様については、待ち時間

が短くなったよと、そういった評価の声もあるよという御答弁でございましたが、い

わゆる予約も、システム的な待ち時間のことだけではなくて、予約の連絡をしたとき

の看護師の応対であったりとか、そういったことについての把握というものを具体的

にされていらっしゃるのかどうかということについてもお伺いをいたします。  

 また、病院の運営について、極めて厳しい状況だというお答えをいただきました。

これはもう皆さんが共通認識として持っているところでございます。不採算病院とし

て、医師の給与面での優遇、看護師等もある程度の人件費、そういったことも十分わ

かるのです。ただ、経費の削減というようなことが重点的な計画として上げられてい

るようでございますけれども、人件費については、では当然、給与面で医師への優遇

をしなければいけない、計画では医師の５名体制というものもずっと守っていきたい、

看護師も確保していきたい、そういうふうにしたら、どこをどう削るというふうなお

考えを持っていらっしゃるのか、具体的にお答えを願います。 

 また、答弁いただけなかったと思うのですけれども、経費の削減について、何を、

いつまでに、どのぐらい減らそうとして考えていらっしゃるのかということについて、

改めてお伺いをいたします。 

 条例改正を行って、医療関係者の確保ということでございますけれども、本町の受

け入れ体制というものが整っているのか、そういったことについての御認識について

もお答えを願います。 

 また、私、先ほど、もう計画だとか、そういった机上の空論ではもうどうこうなる

ような状況ではないのだよということを申し述べさせていただきました。  

 今、町長からお答えいただいたところといたしましては、外部の有識者等を頼り、

検討委員会を立ち上げるということでございましたけれども、今までもろもろの検討

会議やそういったものがあったと思います。どこがどう違うのか、具体的、明解にお

答えをいただきたい。この検討会議を新たに立ち上げられて、この病院の運営が改善

されるという御認識だということですから、ここについては特に御丁寧に御答弁を求

めるものでございます。 

 待ったなしの状況にもなりかねないということでございますが、私の認識では、も

うなっているのですよ。もう会議だとか、そうした計画やプランが、委託費を１００

万円単位で払ってつくってもらった計画も、１年目から成立していないではないです

か。もうだから無理なのですって、そういったことでは。私はこういう認識を持って

おりますけれども、それでもなお町としては、こういった検討会議を立ち上げるとい

うような、具体的なものというのはこれぐらいしか出てこないものなのでしょうか。

改めての答弁を求めるものでございます。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 現状、厳しいというのは、当然、数字でもあらわれていますか
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らね。でも、これだけの入院患者さんや、また外来患者さん、また、さらにここから

救急含めて、年間、十勝管内では本当にトップの５００件近く、これだけ救急搬送含

めてやっている病院ですから、それは、例えば給与体系にしても、医師が一般的な勤

務をしている人のようなわけにはいかないということを含めて、２４時間、３６５日

みたいな勤務ですから、そういう中で、本当に献身的に頑張っていただいている病院

のスタッフですから、ここを、身を削ってどうこうするというような次元の改革では、

これは待ったなしということになりませんので、これをやってしまったら、本当にみ

んないなくなりますから、それで本当に病院が成り立つのかということですから、そ

ういうことにならないように、まず外部からのいろいろな御意見をいただく組織を入

れるためにも、まず内部が共通認識を持って、どうしていくのかということの、そう

いう同じ方向を向いてやっぱりスタートしなければ、幾ら外部から、どんな著明な人

が来ようが、まちの人が来ようが、患者さん代表が例えば来て、いろいろ意見を言っ

てくれようが、何も進まない。そういうことも有効にそういうアドバイスをいただけ

るようなことをするために、まず現状も含めて、それぞれ病院内部のスタッフが、医

師初め、言ってみれば院長初め職員全員がそういう認識を持って、やっぱりここでみ

んなが共通認識で頑張らなければ、今の医療体制を継続できない、そして町民の皆さ

ん方の命を預かるこの病院が継続できないということは、大変な思いであるというこ

とも含めて認識をして、それで、できるところからまずしっかり改善していこうと、

こういうことでスタートをしていくということでありますから、それもいろいろ議論

はあった中で、また、いろいろなぶつかりがあった中で、包括ケア研究所からのいろ

いろな提案だとかアドバイス、そのことが逆に本当に反発になったことも確かにある

かもしれません。そういうことも含めて、なぜこういうことが必要なのかということ

を協議した中で、本音でそのことを出し合って、それを本当にいいたたき台として、

これからの改革、改善にみずからが努力して、そのために検討会議を立ち上げて、しっ

かり取り組んでいくということになりましたので、まずみずからが改善するという意

識を持つということで、まずそこからのスタートでありますので、このことについて、

私どもも大きな前進として、これからスピード感を持ちながら、いち早く町民の皆さ

んに信頼される病院として立ち直っていくと、こういうことにみんなでしていくとい

うことを、実は昨日もその話を病院の中でさせていただいたところであります。  

 厳しい意見ということでありますが、今まで病院のモニター会議などなど含めて、

そういう意見もいただいたことがありました。１０年ぐらい前は、モニター会議も、

それぞれの委員さんがいろいろな御意見をいただいてきて、本当にあれがだめだ、こ

れがだめだということが非常に多かったということも事実ですから、そういう厳しい

意見を十分に聞いています。 

 そしてさらに、それがだんだんこうして病院の努力だとか病院の現状を理解してい

ただくことによって、そういう意見から、何としても病院がみんなで頑張って、本当
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に町民の皆さんの期待に応える病院でなければ、ここに病院がなければ住み続けるこ

とも、また、新しく来ることもできない、そういう大事な病院なのだから、しっかり

頑張ってほしいと、そういう意見も本当に今は多くいただけるようになってきました。 

 そういうことを含めて、やっぱり町民の皆さんの期待がどこにあるのか、この病院

がなぜここに存続しているのかということも含めて、しっかり取り組んでいかなけれ

ばならないということを改めて、病院のスタッフのみならず、私ども職員にもそのこ

とを申し伝えながら、改善に向かってみんなで努力していこうということで、今スター

トしているところであります。 

 決して無駄な投資何かをしているわけではありませんし、そしてそのことも含めて、

先ほどや決算の中でも答弁をさせていただいていますが、なぜ不採算のところに国か

らの交付金が来るのか、そして、不採算の指定をされている、特に要件は、ここで１

５０床以下の病院のベッドで、また、隣の病院まで１５キロ以上などなど含めて、総

合病院が近くにないなどなど含めては、ここは拠点病院として残っていかなければな

らないということでありますから、それらの救急の、また、それぞれ外来の、また、

入院の規模含めて、こういうような告示病院としての機能を維持するために、それぞ

れ補助をいただいているところであります。決して医師の給料が高いからこの不採算

地区の交付金が来たと、こういうことでは決してありませんので、病院運営全体に対

する、その項目の中に医師の給料だとかいろいろな部分が、算定式の中のルール分と

して示されているところでありますから、このこともあわせてお答えさせていただき

たいと思います。 

 いずれにいたしましても、厳しい、厳しいということばかりの意見になるかもしれ

ませんが、現状、本当に認識しながら、それぞれ自分たちが今何をできるのか、何を

しなければならないのかということを、それぞれの部署でしっかり考えながら、対応

をしながら、この機能の維持に向けてしっかり頑張っていくということの意思確認を

しているところでありますので、そういう面では、これからのぜひ御指導もいただき

ながら、病院の改善に向かってまた御支援いただければなと思っています。  

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 改めてお伺いいたしますが、私は何も医師の給与費を削減すべ

きだとか、看護師さんとかの人件費を削るべきだというふうに私が意見を申し上げて

いるわけではないのです。病院の改革プラン等に、人件費の削減等がポイントで、パー

センテージで示されておりますから、そちらについて、先ほどの繰り返しになります

けれども、職員の給与比率、平成２９年度、目標８５ .６パーセント、平成３２年度に

は７１ .９パーセントと、実に１３ .７パーセントのダウンが示されておりますよと。

これは、だから具体的にこの中身、何をどう減らすのですかと。当然、下がるものも

あれば上がるものもあると思うのです。ここを具体的にちょっと教えてくださいよと
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いうことです。 

 あと、２度目の再質問でもお答えいただけなかったのですけれども、経費の削減に

ついて、だからいつ、何を、どのぐらい削減しようとしているのか、具体的に教えて

くださいということなのです。電気代をいつまでに幾らぐらい下げるだとか、材料費

をこのぐらい下げるのだとか、そういったものを聞かないと、頑張るとか、元気にと

かと言われても、具体的なイメージが全く描けないのですよ。 

 繰り返しになりますけれども、もう待ったなしの状況なのですって。あと数年は大

丈夫ですよ、一般会計からの繰り入れとか、財政調整基金とか、まだ二十数億円残っ

ていますから。でも、そのうち底を突きますって。人口だって減っていく。それは見

立てとして変わらないですよね。高齢化も進む、人口も減っていく、病院に対する求

めというものもどんどんどんどん変わっていく。そういった中で、楽観的な、前向き

な見解というものを持てないという現状ですから、もう既に。お金を払ってつくって

もらった計画、改革プランについても、１年目から全くもって、４年目のゴールを目

指していても、全くもって難しいという見解なのですから、だから、会議を開くとか、

そういう意見をもらうとかという段階はもうとうに過ぎているということを言ってい

るのです、私は。 

 当然、町長おっしゃるように、拠点病院として残っていかなければならない、地域

にとっても大切なもの、この認識は、皆さん、必要ないよという方はほぼほぼいらっ

しゃらないと思いますよ。だからこそ守らなければいけない、こういうことを申し上

げているのです。にもかかわらず、具体的な検討会議を立ち上げるというようなこと

しか具体案として出されていないのです。 

 繰り返しお伺いいたしますけれども、これまでの会議と、これから立ち上げる検討

会議、どこがどう違って、どういう希望、期待を抱けるのか、明らかにしていただき

たい。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 人件費を下げると言わないで、どうやって削るのかということ

でありますが、給与比率ですから、これは現状の中で、これだけ外来も入院も減って

きた。そのことも含めて、今の病院を建てたときには、約１万人ですよね。今、約７ ,

０００人、わかりやすく言えば。そのことも含めてどうなのかということも、それは

検討しなければならない、機能の問題として。でも、それは一部のことであって、た

だ、全体的にどうするかということは、本当に信頼される病院として、皆さんがしっ

かり頑張ってくれることによって、そこに患者さんも集まってくる、そして、できれ

ば５人の医師が、例えば１人１ ,０００万円ずつ、もっと頑張ってほしい、できれば２ ,

０００万円頑張ってほしい、そうしたら１億円になる、そんなことも実はあるのです

けれども、そこまで求めるわけにいきませんけれども、そのぐらいの気持ちで診療に

当たる、それは、ただ収入を上げるだけでなくて、そこに来ていただける患者さんが
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満足していただける、安心していただける、要するにそういう病院にするためにどう

していくのかということもやっていくということです。 

 だから、経費を削る何とかと、それは具体的にあるかもしれませんが、そういうこ

とをやる前に、やっぱり意識をしっかりと持っていかなければならない。意識、今こ

ろかと思うかもしれませんが、今までそのことが十分にできていないから、統一でき

ないから、なかなか改革が進まなかったという面もあります。そのことを教えられた、

また、いろいろ指導されたという部分について、やっぱりそのことをしっかりやって

いかなかったら、この改善はできないだろうということのスタート台に今立っている

ということであります。 

 ですから、これからの話で、それはまだるっこしい、もう待ったなしで終わるのだ

というかもしれないけれども、終わりだと言って終わってしまったら何もできないわ

けですから、そういう現状を踏まえて、少しでも改善するために何が必要かというこ

とが、先ほどから私も問われているわけですが、そのことを言っているのは、まず内

部の意識をしっかりと持ちながら、共通認識を持って、できるところから少しずつで

も改善していって、多くの信頼をいただけるような、安心して診療に来ていただくよ

うな、そういう病院にしていかなければならないところでありますから、そのことに

ついてぜひ御理解いただきたいなと思っています。 

 会議内の進め方ですが、今までの会議と何が違うのだということでありますが、今

までの会議というのは、私どもも直接かかわることは余りなかったのですけれども、

これからの会議は、私どももしっかりと一緒になって、理事者と言われる我々も経営

者の一人ですから、その中で、現場のスタッフの皆さん方と一緒に共通の認識を持つ

ために、また、このまちの将来の思いを伝えるために、そういう具体的な改善策につ

いての現場からの提案なども含めて審議をさせていただく、また、検討させていただ

く、そのことを含めての会議とこれからはなっていくということであります。歩みは

遅いかもしれませんが、着実に将来に向けて一歩一歩進めていくということでありま

すから、そういうことも含めて、ここでスタッフも職員一同、そういう意識を持って

いただいていることをぜひ御理解いただいて、そういう意味でのまたいろいろな御指

導、また御助言もいただければいいと思いますので、よろしくお願いしたいと思って

います。 

 以上です。 

○議長（高橋利勝） 藤野国保病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） 梅村議員から御質問いただきました、改革プランの

中の人件費の関係でございますが、こちらで平成２９年度の目標が８５ .６パーセント

で、３２年度の目標が７１ .９パーセントということになっておりますが、こちらの数

字が下がっておりますが、こちら、退職者も今後も出てまいりますので、退職者が出

た際に、補充した場合、もといた職員の給料の、当然、若い人が補充されますので、
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大体人件費、２分の１から３分の１程度の若い職員を採用するということで見込んで

パーセンテージを出したものでございます。 

 また、収益も右上がりで計算はしておりますが、こちらは総体的に人件費について

は下がるということになります。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 改めてお伺いいたします。 

 ちょっと順番前後いたしますけれども、今、病院事務長から、給与比率について、

これは当然、給与比率ということですから、今御答弁いただいた中でいうと、具体的

に医師の給与を削減するのだとか、看護師の給与を削減するのだとかということでは

なくて、人の入れかわりとかによって中身の割合が変わっていくし、絵に描いた餅と

私は表現させていただきますが、収益が右上がり、右肩上がりで計算させていただい

ているということです。もう１年目から、先ほどから述べているとおり、計画とずれ

ていますよということを改めて申し述べさせていただきます。 

 給与比率については理解いたしました。 

 ３回お伺いいたしましたが、経費の削減について、いつ、何を、どのくらい削減す

るのか、お答えいただきたい。 

 議長に申し上げます。これで答弁いただけないのであれば、町長に対して誠実なる

答弁をするよう厳しく御指導を願います。３回、私、お伺いいたしましたから。 

 あと、まず順序として、意識改革ですとか信頼だということをおっしゃっておりま

すが、私、１番項で申し上げたのですけれども、町民のこの病院に対する信頼という

ものが大きく損なわれているのではないのですかということを申し上げているのです。

具体的に上げることは差し控えますが、命にかかわるような問題まで、１例、２例で

はないというものを私は聞いているのです。ただ、それが事実かどうかわかりません

ので、そうしたことが事実であるのか、そうした御認識を持たれているのかというこ

となのですよ。私が聞いている、利用者の、これは本当に厳しいなという声、こうし

た病院があれば期待をしてしまうだろうと。でも、質が保たれないのであれば、ない

ほうがいいのだと。かえって変な期待をして、危ない目、命を落とす目に遭ってしま

うと、これほど利用者の方から厳しい声も上がっている。 

 ということは、私が聞いている、いわゆる伝聞、風説の域でございますから、正し

いのかどうかわかりませんけれども、その例が１例、２例ではなければ、幾ばくかは

事実としてもあるのではないのかなと。そうしたところから推測するに、多くの、少

なくない町民から、病院に対する信頼というものはもう既に失われているのではない

かというところで私は認識しているところでございます。ですから、そこはどういう

ふうな御認識を持たれているのかということもお伺いしているところでございます。  

 今になって、何が必要か、できるところから少しずつみたいなことをおっしゃって

おりますけれども、検討会議の中で今までとどう違うのか、自分たちが主体的にかか
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わっていなかったということでございますけれども、地域包括ケア研究所に出してい

る病院の改革プラン、これは町の諮問機関としての位置づけをされているところでご

ざいますから、これは諮問機関が勝手に単独でひとり歩きをしているというものでは

なくて、こちらが求めたものに対して、答申を出していただいているというものでは

ないのですか。だから、今まで既に主体的にかかわっていなかったということであれ

ば、税金をどぶに捨てていたようなものでございますよ。そういう認識だと、私はも

う今後の病院運営についての期待、この検討委員会を立ち上げるというものに対して

も、そういう期待を抱く町民というものはほぼほぼいらっしゃらないだろうと推測す

るところでございます。 

 例えばでございますけれども、具体的な改善・改革案として、例えばです。病院に

今ある病床数、これを、現在、満床として運営されていないのでありますから、１９

床以下のクリニック化、無理、無駄を徹底的に省いて、いわゆる小さくしていく、コ

ンパクトにしていく、こうしたものの提案がまず一つ。当然、救急などの不採算部門、

こうしたものについては一部は見直しをしていかなければいけない。 

 ２番目ですけれども、当然、そうした救急の不採算部門が切り捨てられたら、町民

の方、利用者の方は、救急受付がないのは不安だと、このような認識を持つのは推測

するにやすいところでございます。これは本当にごもっとも。これは例えばでござい

ます。髙橋町長、町村会の会長を務めていらっしゃる。近隣町村、どこを見ても同様

のこうした病院運営の問題、課題というものは抱えている。こうしたところときちん

と連携を組んでいく、そういったところで、メディカルジェットとまでは言わない。

でも、ドクターヘリでありますとか、ドクターカー、こういったものを整備していく。

十勝においては、平成２７年１１月に、道北の旭川、道東の釧路、こうしたところか

ら、一部地域をカバーしていただくということで、やっとカバーされたところでござ

います。これを十勝が、帯広でもいいです、主体となって、町長のお声がけとかでま

とめていく。やっぱり町長の町村会の会長というお役割ですと、できるのはやっぱり

町長しかいないと思いますよ。そうしたところで、やっぱり不採算部門を仮に切り捨

てた、でも救急とかそういった地域医療というものに不安を与えないというようなと

ころを考えていく。 

 ３番目、公設民営、いわゆる公がつくり、民間に運営を任せるというものです。直

近の事例ですと、広尾。広尾の病院が独立行政法人化され、４月から新たに運営がさ

れるところです。これ、実態としては帯広市の北斗病院の運営になります。診療科目

も大幅に充実されて、４月からの運営となるところでございます。もしくは、厚生連

の指定管理を受ける。これは帯広市にある厚生病院関連の運営としてもらうというこ

とです。 

 そして最後に、私のもう１案、これまでの無為無策をわび、町民１人当たり３０万

円の負担をしてもらう、これをお願いすることです。これは町長、これまでもこれか
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らも一生懸命にまちのために汗をお流しになられてこられているのですから、髙橋町

長の号令であれば、町民の皆様は、１人当たり３０万円払ってくれと、こうした号令

があっても右へならうのではないかなと思うところでございます。  

 １００名以上の病院関係の雇用が守られるのか、高齢化が進む我がまちの地域医療

は守られていくのか、こうした具体的提案、具体的な私の意見、考えでございます。

こうしたものについての所見をお伺いいたします。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 梅村議員に申し上げますけれども、地域医療を守るために、今

いろいろな、大変だけれども、乗り越えなければならない、議論だとか意識だとか環

境だとか条件を含めて、今進もうとしているのです。地域医療を守るために、住民の

暮らしを支えるために、ここで住み続けるためにはなくてはならない、この病院の診

療体制を守るために頑張るということです。 

 その中で、厳しい意見だとか、命にかかわること、把握しているのか、聞いている

のかということでありますけれども、梅村議員も具体的に知っているなら言ってくだ

さい。私は具体的にそういうことはここで言うこともありませんし、具体的に教えら

れてどうこうというのはありません。ただ、一人一人の患者さんの症状ですから、そ

の人の受けとめ方、また、その病状によっていろいろな事例があります。それは救急

で運ばれた人たちの話も聞くこともあります。でも、そのことが、誰かが、何かが悪

くて、対応がまずくてそうなったのか、どうかなということは、この場で私どもが議

論したり意見を交換するというような場所ではないというふうに私は思いますよ。そ

んな事例は私は聞かないと思います。 

 ですから、そのことを含めて、病院はなぜ必要なのかということを含めて、今、職

員とスタッフ全員で、そのことを共通認識を持って、でも現状はこういう現状だから、

それを改善するために何ができるのか、何をしなければならないかということを、今、

そのスタート台に立っていくということ、このことをさっき何度か申し上げました。  

 その中で、経費の削減でありますが、具体的に経費の削減、梅村議員のおっしゃる

ような削減でないかもしれませんが、今まで取り組んできていることを、今、事務方

のほうから答弁させていただきますけれども、経費を削減すると、今までもずっと、

例えば診療の必要な資材だとか含めて、また、薬だとか薬品含めて、それぞれ取り組

みしてきましたけれども、今やらなければならない私の一番の課題は、まず、経費の

削減もそうかもしれないけれども、やっぱり信頼を集めて、そして収入を上げること

をしっかりしていかなければ、今の体制を守れないということですから、このことに

重点を置くということで、決して答弁をしなかったということでありませんので、そ

こはそういう収入をしっかり上げられるような、やっぱり内部体制をしっかり整えて

いくと、こういうことで努めていくということでありますから、その上で、広尾の例

も出されました。それぞれ１９床の話も、全部私どもも検討、今までの協議の中で全
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部やってきております。そして、厚生連とかどこか民間にということ、これは現実に

不可能なことも、今までの取り組みの中で全部学びました。そして、医療財団含めて

やったところもあります。成功例はもちろんあります。でも、これからやる連携の、

ある自治体の話は、財政まで見てくれることではありません。医師の派遣は、それは

一定程度あるかもしれません。というのが通例の、日本で今行われている連携の、そ

ういう体制の話でありますから、そのことも含めて、私どもの本別町の国保病院のあ

り方として、何が適当なのかということも、どうすればいいのかということも、全部

今まで検討してきています。 

 その中で、そういう体制よりも、やっぱり現状の今の診療体制、何度も言います、

救急指定含めて、ここでなくてはならない診療体制を守るために、継続、持続するた

めにどうしていくのかということを、本当に真剣にみんなで考えていきましょうとい

うことで今スタートしているということです。ぜひそのことを理解していただいて、

それはやめれば簡単だなどという話では決してありませんので、それはやってはいけ

ないし、やれることではありませんので、何としてもここで暮らしていくために、責

任持ってやっぱりこの病院の運営をしていくということでありますから、そのことに

ぜひまた御理解をいただいて、御支援もいただきたいなというふうに思います。  

 特におっしゃっていただいた経費の削減については、事務方のほうからぜひ答弁を

させていただきたいと思いますが、総体的に、もう一度言いますが、地域医療に不安

を与えない、やっぱりこの病院の体制を継続、持続するために、本当に真剣になって

みんなで取り組んでいこうと、こういうことで、今までいろいろなことがそれぞれ取

り組みながらも、また、不備なところもいろいろ御指摘いただきながらもきたのが現

実でありますから、それらもトータルとしてしっかりと進めていくということであり

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 藤野国保病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） 経費の削減の関係でございますが、何を、いつまで、

幾らぐらいというような御質問があったかと思います。 

 例えばですが、材料費の中で、薬品費、薬代でございます。こちらはジェネリック

医薬品等導入促進等を図りまして、平成３０年から３１年で、当初予算ベースで１２ .

４パーセントの削減が図られているところでございます。ほかにもいろいろ経費削減、

今後も努めてまいりたいと思いますが、一例として御説明させていただきます。  

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） ただいま病院事務長より御答弁いただきました。材料費、薬品

等ということですけれども、平成３０年から３１年で、パーセンテージとして１２ .

４パーセントですか、一例だけ上げていただきました。こちら、金額ベースにすると

お幾らぐらいなのか、改めての御答弁を求めるものでございます。  

 また、町長とのやりとりをしていく中で、私自身も、この地域医療を守るために、
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病院をなくすればいいなどということは全く考えてもいないのです。どうやって存続

させるのか、ここはやっぱり町長の御答弁と共通だなというふうに認識を新たにして

いるところでございますけれども、少なくとも、私は四つの具体的案を出しましたけ

れども、町長からは、検討会議を立ち上げるというもの以外、何一つ具体的なものと

いうものは上がっていないと思うのです。信頼を集めるとか、収益を上げるとか、だ

からそれはあくまでも抽象的であって、信頼を集めるためにどうするのか、収益を上

げるためにどうするのかというものをきちんとやはりお示しをいただきたい。これが

お示しいただけないということであれば、これまで厚生連の指定管理については現実

的に不可能だとおっしゃいますけれども、道内においても、ちょっと記憶なので定か

ではないですけれども、むかわとかだったと思いますけれども、四つの地方公共団体

等がそうした厚生連の指定管理を受けているはずでございます。当然、独立行政法人

化をしても、全ての病院において収支が改善している、そうではない事例というもの

も、私、勉強しておりますけれども、当然、やはり今のままだとじり貧だと。なくす

ための改善、改革というものに全くならないよということを繰り返し繰り返し述べて

いるところであります。 

 改めて町長にお伺いいたします。具体的な案をお示しください。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 何度も申し上げますが、先ほど質問ありましたように、ドクター

カー、ドクターヘリの話もしました。ドクターヘリは通常の診療でありませんから、

これは緊急時、よっぽどのことですから、それは十勝、私どものエリアは、釧路、そっ

ちの境は、あるいは旭川ということで、それぞれ協定を結んでやっていますから、そ

ういう取り組みはもちろんしています。 

 指定管理の問題ですけれども、指定管理は、帯広の厚生病院がありますけれども、

厚生連の関係については、指定管理の、今現状はそういうことに取り組むような現状

でありません。それはなぜかというと、建てかえ含めて、病院のあり方については、

十勝管内は連携して、しっかりと議論を詰めてきている結果であります。  

 ですから、広尾もそういうことで担っていただける、医師を派遣していただける機

関とのああいう連携をするということになりました。 

 本町も、今までの中で、この地域の中で、どういう医療連携ができるのか。例えば

具体的に検討したのは、夜間救急、隣の病院、隣の病院、そこで両方やる効率よりも、

例えば１カ月はこっち、１カ月はこっち、役割分担して、そして足りない医師をお互

いに派遣し合って、そういうことで夜間救急だとかそういうものについて連携して

やっていく。 

 もう一つは、完璧に一つを診療所化して、例えば本別町が近隣のところのセンター

病院として機能していく、こういうことも北海道と、また、それぞれ指導指定機関と

今まで何度か検討した経過もあります。 
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 そういう経過も全部踏まえて、なおかつ、今現状の中でこういうことをしていこう

ということにしました。それは、改革の中では、先ほどから言っていますけれども、

今の体制をどうやったら維持できるのか、継続できるかを含めて、そして、しからば、

先ほど少し言いましたけれども、当時、１万人いたときの病院と、今、７ ,０００人、

本当に今の機能でいいのか、あと改善することはないのか、そういうことも内部から

しっかりと積み上げて、その方向に向かっていくということでありますから、決して

内部でなあなあでやるということでありませんので、どちらにしても、どっちに進む

にしても、まず内部の共通認識をしっかりしていかなければ、中がばらばらで、例え

ば指定管理に来てください、お願いしますと言っても、誰もこれは担ってくれるよう

な状況になりません。そのためにも、しっかりとまずはどういうことにしていくのか、

どうしなければならないかを含めても、内部からその方向性をしっかり出しながら、

ぜひ努力していかなければ、どこからもそういう手を差し伸べられないということが

これまで明白だということも含めて、それぞれ言いましたけれども、厳しい提案をい

ただいたり、そういう資料をいただいたところも含めて、喧々囂々の、また、中には

かなり落胆するような場面もあったことも事実でありますが、それを逆にバネにして、

今、お互いにしっかり一人一人が努力していくと、そういうスタートラインに立った

ということでありますから、ぜひ地域医療、これからもしっかり盛り立てていくため

にも、またいろいろな御指導も、また御支援もいただければと思います。 

 そのことを申し上げて、あと何か今の質問いただいている部分で、特に答えがない

ところはないかなと思いますので、いろいろな提案いただいたことも、今まで全部私

どもは検討、協議をしてきた中身の一つでありますということを申し上げて、どのこ

とが現実として提案できるのか、また、協力体制を要請できるのか、そんなことも含

めて、しっかりこのスタートラインに立ったということでありますので、そのことに

ついてはそういう理解をいただければと思います。 

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 藤野国保病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） ただいま御質問いただきました、具体的なパーセン

テージではなく、削減数字ということですので、材料費でございますが、平成３０年

度当初予算で１億７ ,１９７万７ ,０００円、これを平成３１年度の予算では１億５ ,０

５８万７ ,０００円ということで、２ ,１３９万円の減、１２ .４パーセントの削減とい

うことになっております。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 町長より改めて御答弁をいただきまして、厚生連の指定管理な

どは今はできないよということ、また、公設民営、例えば広尾の例ですね、独立行政

法人化していく、中がばらばらだったらそんなもの担ってもらえないということでご

ざいますが、運営を任せるということでありますから、当然、中がばらばらなものを
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見きわめて、要るもの、要らないもの、要る制度、要らない制度、新たに取り入れな

ければいけないものというものまでやっていただけるはずです。ですから、町長から

御答弁いただきました、中がばらばらだと、そうした公設民営というものに移行する

ことができないという答弁は失当であると、私はこのように感じておりますが、これ

以上のやりとりをしていても、新たに何か生まれるものがないなと、このように感じ

ておりますので、以上をもって１問目を終わらせていただきます。  

○議長（高橋利勝） 答弁は要らないということですか。（発言する者あり）  

 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 公設民営がだめだと言っているのでないのですよ。公設民営化

ができるかできないか、例えば、こういう商品を買ってくれませんかと言ったときに、

こんな粗悪なものだったら買えないよと言われるのと、あ、これだったらいいですね

と買ってもらえるのとだったら、えらい違いですよね。買ってもらえるような、そう

いう商品でなければ、使ってもらえる商品でなければならないということなのですよ、

例えは悪いかもしれませんけれども。そのために、こうして本当にしっかり頑張って

協議しようということです。 

 今、厚生連の話をしましたけれども、厚生連、私ども町村会で６８億円ですよ、負

担しているの、建設で。ないですよ、それは、残念ながら今は。今までは厚生連、道

内の中であったことはありますよ。でも、今、それは全部ほとんどないです。ないで

すというよりも、運営費、これ以上出たら、全部自治体が負担してくださいと、こう

いうやり方ですよ。そういうことだとか、いろいろなことを全部調べて、そして調査

した中で、本町にとってはどれが、本当にそれができるのかということを検討してき

た、そういう歴史もあります。６０床でなくて１９床にすれば、それは本当に大幅に

診療体制が変わるわけですから、でもそんなことをやっても、いろいろやっても、やっ

ぱりこれだけの機能を維持することはできません。外来から入院含めて３００名以上

の患者さんが今現状としてやっぱりこうやって医療にかかるわけですから、その中で、

いろいろな評価もあります、いろいろな話もありますけれども、でもそれだけの皆さ

ん方の日々診療に当たって、命、暮らしを守っていくという病院がなければならない

ということでありますから、そのことを維持していくために、町民の皆さんのニーズ

にしっかりと応えていくために、わざわざ遠くまで出かけなくても、本当に本別町で、

そして電話１本で救急体制が出て、本当に処置がしっかりできて、そしてそれぞれの

３次救急、２次救急に行ったときにはしっかりと評価がいただけるような、そういう

体制もしっかりととれている病院でありますから、そのことにさらにまた力を入れな

がら、そうかといっていつまでも同じスタイルではいけませんから、その中で、職員

の中から、施策の中から、どういう体制がいいのかということも含めて、全体協議の

中でそれは進めていこうと、こういうことにさせていただきますので、ぜひそのこと

についても御理解いただきながら、御支援いただければと思います。 
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 以上、答弁とさせていただきます。（発言する者あり） 

○議長（高橋利勝） 休憩という声がありますけれども、どうですか。 

 大住議員。 

○６番（大住啓一） 休憩を求めます。 

（「賛成」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） ここで暫時休憩します。 

午後 ３時３９分  休憩 

午後 ３時５０分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 １１番藤田直美議員。 

○１１番（藤田直美） それでは、議長のお許しをいただきましたので、通告してお

りました１問、延長保育について質問させていただきます。 

 子ども・子育て支援法が施行されてから３年がたとうとしております。現在、本別

町では、保育の必要性の認定を行い、さらに、保育標準時間と保育短時間で区分され

ています。短時間保育と認定されると、朝７時から８時までと、午後４時を過ぎて閉

園までの間に登園、お迎えに行くと、延長料金が発生します。多様な御家庭の子育て

ニーズに応えるために、認定要件を再考するべきと考えます。 

 保育時間の認定と有効期間ですが、保育を必要とする事由、理由として、妊娠、出

産とあります。有効期間は母子手帳が交付されてから出産後８週間を経過する日の翌

日が属する月の末日まで標準時間とあります。ですが、その後は保育を受けられませ

ん。自営をしているか、育児休業制度を使った育休でなければ認定は受けられず、認

定を受けたとしても、出産後の育児や育児休業にかかわる子どもが満１歳に達する日

の属する月の月末までは短時間保育となってしまいます。 

 そこで、１点目です。子どもの個性や、家庭の環境や理解、職場の理解も状況もさ

まざまです。産後ケアの観点からも、育児の協力を考えている男性にとっても、出産

後８週目以降も、満１歳の誕生日前までは標準保育とするべきです。標準保育と短時

間保育の認定の考え方について伺います。 

 ２点目に、標準保育と短時間保育の保育料の差は、世帯の階層区分によって月額８

００円から１ ,０００円ほどとなっております。２１の階層の区分になっていますが、

第１３区分では３号認定の子どもの利用者負担額が標準保育で３万５００円、短時間

保育だと２万９ ,５００円と、その差は１ ,０００円ですが、産休、育休の育児負担を

減らすため、父親や家族が終業後お迎えに行くと、短時間認定児は一、二時間の延長

保育を利用することになり、２０日間利用すると、約６ ,０００円程度、標準保育より

高くなるため、同等程度の料金になるよう見直す考えはないか、伺います。  

 ３点目に、お迎えの時間は守られているかなど、延長保育児や保護者への対応と課
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題を伺います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 藤田議員の、標準時間と短時間保育の保育の認定の御

質問の答弁をさせていただきます。 

 まず、制度上の保育の必要性の認定でありますが、客観的基準に基づきまして、保

育の必要性及び保育の必要量を認定することとなっておりまして、国が法令等で策定

をいたしました認定基準に従いまして、市町村が規則などで詳細を定めることになっ

ております。 

 このことを踏まえて、本町では、出産後８週目以降、満１歳に達する日の属する月

の末日までは短時間保育として認定をしているところです。 

 ２点目の、標準時間と短時間保育の利用者負担額の見直しの質問ですが、御承知の

とおり、標準保育時間と短時間保育の利用者負担の違いは、保育時間の割合、短時間

保育が８時間、標準時間保育が１１時間から言いますと、１カ月で３００円から１ ,

２００円という額になっておりますが、単純に時間の割合で積算しているものではご

ざいません。保育時間が短い場合においても、保育現場における業務は多様でありま

して、単純に時間の割合で保育経費が軽減されるものではないということはまず御理

解いただきたいと思います。 

 このことから、本町では、国が定めております利用者負担額を基本に、子育て支援

策として、大幅に軽減をし、現在の利用者負担を平成２９年４月からの適用をしてい

るところです。 

 ３点目の、迎え時間の厳守や、延長保育児や保護者への対応についての質問であり

ますが、現在、育児休業による短時間保育認定を受けている児童は８世帯９名であり

まして、こども園への聞き取りでは、１世帯１名の児童について、延長保育料が発生

しているとお聞きをしております。 

 育児休業中の継続利用につきましては、新制度、これは２７年にできたのですが、

この新制度において、求職活動、就学や職業訓練、虐待やＤＶに加えて、新たに保育

事由として認められたものであります。 

 本町におきましては、子どもの生活環境の著しい変化を極力避けるために、独自の

要件として、出産後１年間は育児休業事由に準じて短時間保育を認定しているところ

でありまして、国が基準としております育児休業中の継続利用と比較しますと、その

要件は大きく緩和されているというのが現状であります。 

 育児休業事由によります保育の必要量、短時間か標準かは、これは市町村の裁量と

なっておりまして、十勝管内の状況は、本町と同様に短時間保育として認定している

自治体は１０自治体、標準時間保育としている自治体は３自治体、お昼までの１号認

定が１自治体、その他の希望によって実施するのが五つの自治体となっているのが十

勝の現状であります。 



－ 60 － 

 現在、国は、法律に基づきまして、子ども・子育て支援新制度施行後の５年の見直

しに係る検討を行っています。 

 御質問の、標準保育時間と短時間保育の保育の必要量の認定に限らず、昨年実施い

たしました子ども・子育て支援事業計画策定のためのアンケート調査や、制度を実際

に運用する中で、見直しするべきものを洗い出しながら、給付の原則と子どもの視点、

また、保護者の視点をそれぞれ尊重しながら、１年間をかけて、子ども・子育て会議

での意見をいただきながら検討してまいりたいと思います。 

 いずれにいたしましても、子ども・子育て支援の新制度は、保護者が子育てについ

ての第一義的責任を有するという基本的認識のもとに、子どもの最善の利益が実現さ

れる社会を目指すとの考えを基本に、子どもの視点に立ち、子どもの生存と発達が保

障されるよう、良質かつ適切な内容及び水準そのものとすることが必要であります。 

 育児休業中の保育認定につきましては、当面、８時から午後４時までの短時間保育

といたしまして、子どものそばに保護者がいてあげること、また、ゆっくりとふれあ

いの時間を確保してあげることが重要と考えているところであります。 

 以上申し上げて、質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 藤田議員。 

○１１番（藤田直美） 再質問させていただきます。 

 先ほど、妊娠、出産に関する保育の必要性について、標準時間で出産後８週間を経

過する翌日が属する月の月末までということに本別町はなっているということだと

思って聞いておりました。 

 ですが、最近、報道では、ほぼ毎日のように幼児虐待、子どもを死亡させるなど、

痛ましい事件が知らされており、産後うつや育児不安による影響が多いものと思われ

ます。 

 産後うつに関する研究をしている産科や精神科の医師による考察によると、現在の

親になる世代は、子どもの世話をした経験がなく、子育ての具体的なイメージができ

ないまま親になることが多いため、子どもへの対応による寝不足や家事、育児が大変

といった負担感、自分の時間がないことへの不満や、夫や家族の協力がないことなど

のストレスが原因とされております。また、その考察では、諸外国と比べて、家事や

育児のサポートや精神的なサポートが少ないことも指摘されております。  

 現在の周産期医療の目覚ましい発展によって、病院で出産すると５日目には退院す

るという現実や、現代的な課題、産後うつや虐待などを考慮し、産後ケアを充実する

という思いから、産後、１歳までの期間、標準時間で保育をするという考えがないか、

伺います。 

 また、２点目ですが、多様な働き方がふえている中で、このままでいいのかなとい

う気がしております。標準保育より、預けている時間が、短時間保育の子が１時間、

１時間半なり、延長を使うと、月額が高くなってしまうというのは、ちょっと不公平
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感があるのではないかなと私は感じております。短時間保育を利用する方はパートタ

イマーの方が多かったり、時間が少ない中で働いて、その時間以外の時間に迎えにい

かなければならないということも考えられるため、不公平ではないかという思いもい

たしますし、他の地域というか自治体の調査の結果でも、標準時間と短時間保育の考

え方がちょっとニュアンス的にあいまいであるということで、検討されているところ

もあるというふうに聞きました。また、総務省の調査でも、短時間制度をなくしてほ

しいなど、要望なども来ているという調査の結果もあるということです。  

 以前の保育所は、保育所の裁量の中で判断し、子どもや家庭の実情に合わせて保育

が行われていたと感じています。病院での診療時間が長引いたとか、お迎えを父親の

役目としている家庭では、父親の就業時間の変化にも対応してくれたり、今は開園時

間が長くなり、利用しやすくなったと喜ばれてはいると思いますが、この延長料金が

発生するということは、制度が始まってから変わったところではないかなというふう

に思います。延長保育を使うことで追加料金がかかってくることについては、精神的

にも経済的にも負担になると思いますが、軽減をする考えはないか、伺います。  

 また、延長保育の時間、保護者の迎えを待つほんの少しの時間ですが、次々と友達

が帰る中、迎えを待つ子どもの気持ちを第一に考え、少しでも安心して過ごせるよう、

工夫が大切ではないかなと思います。 

 延長保育を利用する親御さんから、利用料や認定に関する疑問が出るというのは、

説明不足だったり、状況の把握や信頼関係ができていないのだなということが懸念さ

れますし、その点についてどのように取り組んでいるのかを伺いたいと思います。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 現状などは子ども未来課のほうからも答弁させていただきます

けれども、基本的な考え方として、保育に必要なというか、保育に当たりまして、以

前は出産をすると、子どもを育てるものですから、仕事は基本的にしていないという

ことで、保育所の入所はそこで中断をされていたのです。でも、それでは子育て支援

にはならないということを含めて、それを独自にというか、短時間保育ということで、

生まれて８週から１年の間は保育所に入所を認めるということも含めて、８時間の短

時間保育ということに実はしているのです。でも、それでも足りないという人も中に

はいるかもしれませんが、それはいろいろな家庭の事情などがあったら、そこはそう

いう相談をしていただいて、また別な対応をしていただくというのが私はよりいいの

ではないかと、ベターとかベストではなくて、よりいいのではないかと思うのです。

やっぱり基準は基準、せっかくそういう基準を設けて、保育所に入所できなかった子

が入所できるようになった。でも、今度はそれでなくて、また延ばしてくださいとな

ると、特殊な事情がある場合は別だけれども、子どもを中心に物事を考えてほしいな

と実は思うのです。ずっと前からそうなのですけれども、やっぱり親の都合はもちろ

んあるかもしれませんが、子どもさんはなるべく早く親のもとに、母親のもとに、両
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親のもとにというのが、当然、一番、幾つになるかは別にしても、そういう子どもの

時間は、保育が必要な子どもというのは一番そこが大事なところでないかなと思うの

です。それはやっぱり８時間の中で、朝行って、８時間、そこで保育所の中でみんな

で１日過ごすと。そういう中で、一刻も早くまた家庭へ、親のところにということで

すから、それはその基準としてぜひ維持していければなと思っています。  

 あと、そのほかの１１時間の延長、標準保育のほうに向かっていくのには、そうい

ういろいろな、あってはならないことですけれども、ＤＶだとかいろいろな家庭の都

合があったりということは、そこは相談していただいて、そういう臨機応変な、柔軟

な対応をしてもらえるような、そういう方向に向かっていったほうが、私は本当に子

どものためにも親のためにもいいのではないかなというふうな気がしているのですけ

れども、現状含めて、ちょっと担当のほうからもう少し詳しく答弁をさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次） 藤田議員からの質問、五つ、私、手元に書きました。

五つ、町長の一番最初に言った部分、基本のことで五つ書きましたので、五つ答えて

いきたいと思います。 

 最初の産後ケアの関係であります。当然、私も子ども未来課に来て５年がたちまし

た。議員の言うところも学びました。私が若いころは、私たち、同級生の子どもがい

る者同士ですけれども、余り子育てに参加していない私がこのようなことを言うのは

失礼だと思いますけれども、やっぱり母親の健康状況を考えながら、その場合には別

な事由で標準保育にしていきたいと考えていますので、ほかの事由で標準にできます

ので、その辺は相談をしながら、短時間で１歳まではいて、お母さんと一緒にいても

らう。ですけれども、いろいろな事由がある場合には標準に持っていくことも可能で

すので、それはルール上、できますので、御理解を願います。 

 二つ目であります。保育料の差であります。今、議員が質問したのは、子どもが生

まれてから１年と、またパートはちょっと別な話になりますので、短時間保育と標準

保育の違いは、当然、理由で、短時間保育と標準保育をしていますので、今、御質問

の関係は、１歳までの短時間保育であります。これは、町長言いましたように、最初

は育児休業の継続の場合だけ、国は認めなさいよという形になっています。  

 ただ、本別町は、育児休業制度にのっかっていないお子さんの家庭もいます。でも、

１歳までは、それも大事な仕事だと、育児も仕事だということで、１歳までは保育を

しましょうと。ただし、短時間保育、朝８時から４時までの短時間保育でお預かりし

ます。延長がかかる分については、その認定をしていますので、これはパートで短い

認定をしている場合もありますし、１歳までの短い認定も、それはルールの中で御理

解をいただきたいと思います。以前は、２７年度前は延長保育という制度がございま

せんでしたので、延長保育がありません。それは現場の中の対応をしておりますので、
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それは御理解を願います。 

 三つ目であります。市町村の差。国がルールを決めております。市町村が詳細を決

めていいということになっていますけれども、私たち、制度が始まる２７年４月１日

前に、２６年度、２５年度、協議をいたしました。当然、事務方だけで協議をしたの

でなくて、子ども・子育て会議の議論を経て、この短時間保育、標準時間保育を決め

ておりますので、当然、その中で、子どもと一緒にいてあげてほしいという思いの中

で、短時間保育にしておりますので、その辺も御理解をいただきたいと思います。  

 四つ目であります。延長保育。先ほど延長保育にお金がかかるのは、これは給付の

原則ということで、当然、お金を、ルールで８時間保育と決めておりますので、超え

た場合には、済みません、１分超えた場合でもお金をいただいています。これは給付

の原則で御理解をいただきたいと思います。 

 五つ目であります。先ほど町長が言いました、子どもは早くお母さんが迎えに来て、

早く帰りたいというふうに、現場の保育士から私は学びました。ですから、用事があっ

て延長になるのは、それはあるかと思います。ただ、子どもは次から次へとお母さん

が迎えに来る、帰っていくのを子どもは見て、自分も帰りたいと思っているというふ

うに私は現場の保育士から学びましたので、できるのであれば短時間認定で受けてい

る保護者は４時までに来ていただいて帰る。いろいろな事由で、例えばそれが標準時

間になる場合には、当然、理由としてうちは認定をいたしますので、その場合は１１

時間の保育をしていきたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（高橋利勝） 藤田議員。 

○１１番（藤田直美） まず一つ目の、まだやっぱり出産に関してというところでは、

サポートがまだ私は薄いのではないかなと感じております。子育て支援をするにも、

まず子どもを産める環境がなければ、子どもをまず産むことからだと思っていますの

で、産後ケアの観点で、出産後の期間、長く保育をするということは、これから大事

になってくると私は感じております。 

 今、実際に、１２月に出産して、２歳の子を預けていましたが、出産前まではパー

トタイマーで仕事をしていて、出産後、２月いっぱいで家庭に帰ってきて、とても大

変なのだというお話を、きのう、聞いてまいりました。そういう方もいらっしゃると

いうことを考えますと、これからそういうことも考えていかなければならないのかな

という印象も持ちましたし、そういうお話はよく、延長の考え方ということはよく確

認されたりするので、そういうお話を親御さんたちとよくしていただきたいなと思い

ますし、私が見た施行基準には、日数的なものというのは明記されていなかったので

すが、出産後８週間というこの基準というか、８週間という意味はどういうことなの

か、その辺をちょっと伺いたいと思います。 

 また、２点目の延長保育に関しても、子ども・子育て支援法第５９条第２号では、
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延長保育事業で、ちょっと私の資料が間違っていなければ、かかわる利用料について、

全部または一部を助成することにより、必要な保育を確保するということができるよ

うな文言があったことを私は確認したのですが、そういう助成ができるということが

考えられるのではないかということを一つ、地域のというか、行政の裁量でできるの

ではないかという点をお聞きしたいと思います。 

 延長保育の子どもに対しては、忙しい保護者に育てられている子どもたちの心、児

童福祉法では、子どもの利益が第一ということにもなっております。できる限り子ど

もたちの心を受けとめて、保護者の立場も考えて、やっぱり寄り添った、思いやりを

持ったかかわりの中で、子どもの健やかな育ちを一緒に考えることが大事だと思いま

す。一人一人の日々の生活状況を把握し、助言していくことが大事だと思いますが、

そういうことはなさっているのかどうかを確認したいと思います。  

○議長（高橋利勝） 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次） 産後８週の意味をまず最初に答弁させてください。

法律の中で、育児休業法とあります。産後８週から育児休業法で施行される制度になっ

ておりますので、８週までは標準保育でお預かりします。育児休業制度にのっかって、

育児休業手当とかいただくときに、そこから育児休業になりますので、８週からは短

時間保育ということになります。 

 もう一つ、最後の減免の部分なのですけれども、５９条の部分が僕の頭に入ってお

りませんので、調べますけれども、低所得者の部分かなとちょっと思います。済みま

せん、それは間違っていたら困りますので、低所得者の部分の軽減というのも制度の

中にありますので、ちょっと５９条の部分が、済みません、今頭に入っておりません

ので、間違っていたら訂正をさせていただきます。 

 それと、産後うつの部分については、健康管理センターの所長からお答えいたしま

す。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 産後ケアの体制の部分で少し説明をさせていただきま

す。 

 昨年の４月に健康管理センターでは、子育て世代包括支援センターをあわせて開設

をしております。妊娠中から出産、そしておうちに赤ちゃんとお母さんが戻ってきて

から、ずっと子育てをする間のフォローというのを、妊娠中は両親学級ですとか、産

後は新生児訪問ですとか、あとは乳幼児健診等々、子どもの健診等を通じて、赤ちゃ

んの様子だけではなくて、お母さんの様子も含めてお話も伺い、フォローもさせてい

ただいております。そして、気になるようなケースですとか、多角的に支援を必要と

するような場合につきましては、子ども未来課ですとか認定こども園のほうですとか

とも連携しながら、一応サポート、充実していくように努めているところです。  

 以上です。（発言する者あり） 
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○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午後 ４時１８分  休憩 

午後 ４時１９分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次） 藤田議員のおっしゃる第５９条なのですけれども、

実費徴収の助成という制度がございます。これは子ども・子育て支援事業というのは

ほかにありまして、その中の事業の１３本事業があります。その中の一つの中で、実

費徴収助成事業、その中で生活保護世帯などにそれを助成するという制度になってい

ます。生活保護世帯は保育料が無料なのですけれども、延長保育料がかかった場合に

は、延長保育料が必要になります。その部分を実費徴収を免除するというのが第５９

条の趣旨であります。 

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 藤田議員。 

○１１番（藤田直美） 昨年から第２期計画の策定に着手しているという、町長がおっ

しゃっていた執行方針にありますが、このことも含めまして、子ども・子育て会議で

いろいろな状況のニーズに応えられるように検討していくべきだと思いますが、その

点について伺います。 

○議長（高橋利勝） 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次） お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、子ども・子育て会議を当然開いていく中、アンケート調査

も行っております。当然、子どもの側、保護者の側、両方の視点に立ちながら、子ど

も・子育ての新しい計画を策定していきます。当然、子ども・子育て会議の中で熱い

議論をしながら、本別に住む子どもたちのためにすばらしい計画をつくっていきたい

と思います。 

 以上であります。 

○１１番（藤田直美） 終わります。 

○議長（高橋利勝） 本日の会議時間は、ナイター議会開催により、あらかじめこれ

を延長いたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後 ４時２２分  休憩 

午後 ６時００分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ２番柏崎秀行議員。 

○２番（柏崎秀行） 議長の許可をいただいていますので、日中に引き続き２問目の
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防災の拠点、役場庁舎の今後の方向性について質問をさせていただきます。  

 防災の拠点、役場庁舎の今後の方向性について。 

 防災の拠点となる役場庁舎は築４５年が経過し、本別町公共施設等管理計画の中で

も建てかえ時期を見ながら適切な改修を行うと書かれています。建てかえと関連する

施設の今後の方向性について伺います。 

 １番目といたしまして、昨年９月に発生した胆振東部地震のブラックアウトは記憶

に新しいと思いますが、昨今、日本各地で起きている想定外の自然災害、特に台風や

大雨による被害は後を絶ちません。本別町の防災浸水マップによると、３日間の総雨

量２０３ミリメートルを超えると役場庁舎は浸水想定区域となっています。  

 防災の拠点として機能が失われないためにも、町財政の厳しい状況を理解し、中長

期の計画を立て、庁舎の建てかえをする考えがあるのかを伺います。 

 ２、現在、住民課に防災の担当が置かれていると思います。災害時における連携や

スピードを強化するべく、総務課内に防災室の設置は急務と思いますが町の考え方を

伺います。 

 ３番目といたしまして、庁舎の建てかえや防災の拠点を考えたとき、併設する消防

署は併設か、別にするのかさまざまなメリット、デメリットが考えられる中、水害に

より役場庁舎が浸水想定したとき、防災の機能が果たせなくなる可能性も出てきます。

そうならないためにも、消防署を別にする考えはあるのか伺います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 柏崎議員の防災の拠点、役場庁舎の今後の方向性につ

いての質問の答弁をさせていただきます。 

 現在の庁舎につきましては、昭和４８年に建築をし、現在４５年が経過しておりま

すが、この間、国の交付金等を活用して平成２２年には耐震工事、平成２６年に屋上

防水工事を行ってきております。適宜改修を行いながら、耐用年数を延ばしていると

ころであります。 

 交付金を活用した事業につきましては、補助金などにかかわる予算の執行の適正化

に関する法律によりまして、処遇制限が課せられておりますことから、制約上、約２

０年程度は建てかえができないものとなっているところでありますから、この期間が

経過する間における庁舎の建てかえにつきましては、現状ではできないものと考えて

おります。 

 １点目の防災拠点の機能が失われないための庁舎の建てかえの考えの御質問であり

ますが、ただいま述べさせていただいたとおり、中期的な庁舎の建てかえは難しい状

況でありますが、想定外の自然災害が発生し、防災拠点となる役場庁舎が被災した場

合においても業務の執行体制を確保しながら、災害の応急対応に当たる必要がありま

す。 

 そのために、優先的にすべき業務の執行体制や対応の手順などを定めますとともに、
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本庁舎が使用不能になった場合の代替庁舎を選定しておくなど、大規模災害に向けた

受援体制の整備を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の総務課内に防災室の設置の御質問でありますが、防災行政につきま

しては、より効率的に町民の皆さんにサービス提供ができるよう、より住民と身近な

部署である住民課が平成１１年５月から担当しております。 

 本町におきましては、この間、さまざまな自然災害が発生しておりますが、災害時

には住民課長が先頭となり、いち早く課長等を招集し、各課における連携を密にし、

また災害が大規模になるような場合には、適時、災害対策本部を設置しながら対応す

ることにより、役場内において迅速に対応してきているところであります。  

 しかし、現在、災害の形態もさまざまとなっておりまして、自然災害については住

民課が所管をして、テロや紛争などの有事の際に対応する国民保護につきましては、

総務課が所管をしているところであります。 

 今後は、これらの災害を総括した部署が必要となることも想定されることから、ど

の課において所管することが住民を守るために至適なことなのか、十分に考察し、対

応してまいりたいというふうに考えております。 

 次に、３点目の消防署を別にする考えはの御質問でありますが、１点目の御質問で

もお答えしておりますが、庁舎の建てかえについては制約もありますことから、現在

のところは困難であるというふうに考えております。 

 また、消防署のみの移転につきましては、消防署が庁舎に併設しておりますことに

より、行方不明に伴う捜査活動や災害時におきましては、消防署と役場がしっかりと

情報を共有することにより、迅速に対応することができるなどのメリットが大きいも

のと考えております。デメリットにつきましては、現在、感じてないことから、これ

までの体制を維持していきたいと考えております。 

 確かに、本庁舎につきましては、浸水想定区域となっておりますことから、浸水し

た際における消防署等に支障が想定されるところでありますが、浸水までには一定程

度の時間が要することから、降雨状況などを注視し、仮に浸水の恐れが出てきた場合

につきましては、消防車両や資機材など、浸水想定区域の外に待避させるなどをしな

がら、災害に対応することで住民の安全対策を図ってまいりたいと考えております。  

 今後も、万全の対策を施しながら、消防署の併設メリットを最大限に生かし、消防

と役場の連携を強化することで、住民が安心して暮らすことのできる体制を構築して

まいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 柏崎議員。 

○２番（柏崎秀行） ただいま町長のほうから御答弁いただきました。 

 １点目の建てかえについてですけれども、平成２６年に屋上防水、２２年に耐震補

強というところ。それから２０年は建てかえができないということですので、なかな
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か難しいと、財政もそうですけれども難しい部分があるということですけれども、そ

の２０年、３０年という先のことを考えて、本当に早くから計画していくということ

も大事だと思います。 

 それをどんどん次の世代の人に引き継いでいくということも大事だと思っています

ので、その辺の考え方を１点目として質問させていただきます。  

 ２点目、私、防災室の設置ということで質問しましたけれども、今、住民課に担当

があり、迅速にということです。住民課の担当の方がだめだと言っているわけではな

くて、昨年、本当にブラックアウトのときにも、そのスピード感ということで、より

総務課内に防災室というものがあれば、もっと早く対策会議などを開き、庁舎等の連

携をとり、対応ができるのではないかと思っています。一つの提案として、本別町に

は防災マニュアルというすごいマニュアルがあるとは思うのですけれども、私、思う

に防災マニュアルというのは、その立場によってつくるポケット版防災マニュアルと

いうものを推進します。 

 というのは、やはり町長には町長の、副町長には副町長の対応、そして管理職には

管理職の、一般職には一般職の、こういうことが起きたらいつ、どういうふうに、ど

んなことをすればいいのかということを記した防災マップというのを全国初の防災監

になった前兵庫県知事の斉藤富雄さんが言ってましたけれども、自治体の防災という

ものは国の基準がないと、消防力には基準があるのですけれども、国民の人数に対し

て消防車は何台とか、消防署員は何人とかという基準があるのですけれども、防災力

には基準がないと、その中で自治体が防災を強めていくにはやはり首長の考え方であ

り、自治体の考え方が重要であると言われている中で起こってからでは遅いと、起こ

る前にさまざまな事例を我が町に置きかえて考えて、そして対応していく、防災力を

強くしていくことが大事だと言われています。私もそう思います。その点の考え方に

ついて防災室は必要ではないかというふうに私は思っています。その辺の考え方をも

う一度お聞かせください。 

 ３点目の消防署の移転ですけれども、水害に遭いました、役場の機能が果たせませ

んという中で、消防署が別にあるとその対応もスムーズにできるのかなということも

ございますが、管内町村の中で消防署が併設しているのは本別と上士幌２カ所になっ

ています。上士幌も来年度、別に着工するということで本別町だけが併設する施設と

なるということについて、本別町としてはどう考えているかというのが３点目の質問

として再質問させていただきます。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 再質問の答弁をさせていただきますが、まず建てかえ計画をし

ていくべきだということでありますが、建てかえがなかなか実施できないという諸般

の情勢も含めて、しからばどういう方法をとるかということで実は十数年前から取り

組んできました。 
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 当時は、内部の課がこの庁舎の中にいるのが狭くて、大変な時代もあって今でいう

ＮＴＴですか、あそこの一角、１階を借りたり、いろいろ出先のところをつくったり

していたのですが、情報公開含めてファイリングシステムを実は入れました。書類の

管理です。ここをやることによって、今まで役場の１階も２階もそうですが、ちょう

ど真ん中が通路になっていて、それぞれ必要な手続が両側でするという方法だったの

ですが、それを改修して、中のスチールロッカーだとか、そういうものを一切取り外

して、ファイリングということで書類を管理する、ファイリングを紙の上にすっと置

いて、これは意識改革しなければできないことなのですが、今すぐ必要なものはその

引き出しから出る。２年、３年前のやつは書庫をつくって、書庫の中でパソコンで管

理しながら、どの入れ物を見たら全部、その書類があるかと、そういうことにして簡

素化しました。 

 おかげさまでスペースが空いて、町民ホールみたいな感じもできましたし、またＯ

Ａフロアで下もきれいに張りかえて、本当に少ない経費で、スペースが十分できて、

会議室まで、また応接セットまでできるということになって改修しました。その後に、

耐震化含めて長持ちすること含めて、この安全のために、その補助事業をしっかり使

いながら耐震化させていただきました。 

 そのほかに、防災のそれぞれ屋上の改修だとかしながら進めてきましたから、庁舎

については見た目も、町の人は皆ほとんど知っていますから、昭和４８年ですから、

でもほかで来た人は年数たっててびっくりするぐらい、きれいになっているねという

ことなのです。 

 ただ、この分についてはそれで、私のほうはいいと思っているのですが、ただ質問

にありますように、防災マップでは浸水区域ということでこの一帯がなっていくとい

うことに、これからなるわけでありますから、そういう面では建てかえのときにはそ

ういうこともきちんとクリアできるようにしなければならないということが十分に心

得ているつもりですが、現状の中では、今、答弁させていただいたように、そういう

改修や事業を行った中で２０年という多くのこの改修とか建てかえはだめですよとい

うことでありますから、それもありながら今現状のこの庁舎をしっかりと管理をして、

利便性を高めていくと、こういうことで、まだしばらくは。だから今から、次の世代

にということですから、まだまだそれは私どもの考えの中には、現状の中でしっかり

対応していくということにさせていただきたいと思っています。  

 ２点目です、防災室の設置とのことですが、これは防災室って特に昨年のブラック

アウトから、防災室というのは注目をされているということですが、大きい自治体で

したら防災室って専門的にも置いてもいいのですが、私どものようなこういう本別町

の現状では室というのはなかなか難しいということも含めて、やはり住民に身近な、

先ほど答弁させていただきましたけれども……。 

○議長（高橋利勝） 町長、手短にお願いします。 
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○町長（髙橋正夫） 大雨災害とかということを含めて、しっかりと今までやってき

た経験も含めて、大雨災害など含めては住民課として、この程度だとか、そういう部

分については総務課ということで、すみ分けをして、それぞれ兼務しながらやってい

るというのは現状でありますから、なかなか専属でこの防災室というのは非常に難し

い現状だなというふうに思っておりますので、そういう意味では防災訓練や種々の訓

練、また検視も行いながら、防災力を高めて、より住民の安全安心のために、この体

制を整えていくと、こういうことにしたいと思いますので、この辺も御理解いただき

たいと思います。 

 次に３点目ですけれども、この３点目の消防ですけれども、先ほど申し上げました

ように、確かに併設しているところは本別と上士幌ですけれども、逆に併設している

ことによって不便だということはほとんどありませんし、連携もすぐにとれますし、

そう意味では車両が大きくなった部分でということは、多少、その自治体によってあ

るかもしれませんが、本町の今の現状のここは第一分団ですから、分団の中でもそれ

ぞれ今の車庫の中で対応しながら、緊急対応、救急車の対応や消防のそれぞれ出動含

めて、今のところは支障なく、逆により密に連携ができるという意味では、このメリッ

トのほうが大きいのかなと、こう思っておりますので、現状の中ではこのようなこと

は種々検討した中でも、しばらくはこの体勢をとっていこうということにさせていた

だきますので、その点については御理解いただきたいと思います。  

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 柏崎議員。 

○２番（柏崎秀行） 再度、質問させていただきます。 

 １問目の建てかえというのは厳しいという中で御理解もしています。その中で、財

政厳しいという中で、お金のかからないことからどんどんやっていけばいいなと思う

のです。 

 例えば、屋上にある非常電源装置を大雨と想定したときに違うところに移しておく

とか、先ほど言った最大限のマニュアルを作成するとか、お金のかからないことから

ちょっと始めていっていただきたいなと思います。というのも、やはり人口減少の歯

どめをきかせるという最大限の中で、もし災害で命を落とすようなことがあれば、こ

れはあってはならないという中で、防災に関しては最大限の備えをしていただきたい

と思っています。その辺の考え方を最後に１点お願いいたします。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 御質問にあるように、そんなにお金がかからなくてもきちんと

効果的に整備するというのが、常にそのことを心得ながらやっていかなければならな

いことですし、そして何よりも最大限やはり安全安心のために対策とるということは、

それは御質問のとおりでありますから、このこともしっかりと改めて認識しながら、

今後に向けての対応を全力を尽くしてやっていくということにしたいと思いますので、
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よろしくお願いしたいと思います。 

 以上であります。 

○２番（柏崎秀行） 終わります。 

○議長（高橋利勝） ５番篠原義彦議員。 

○５番（篠原義彦） 議長の許可をいただきましたので、午前中保留してました１問

について質問したいと思います。 

 本町の労働力確保について。 

 全国的に労働力不足が深刻な問題となっています。本町も例外ではないと思ってお

ります。これまでの対応と今後の考え方について伺います。 

 本町の基幹産業である農業ですが、特に酪農経営の現場においては搾乳の手は農大

生の手をかりているのが現状であります。最近は、外国人労働者も何人か入ってきて

おります。建設現場でも同じことが言えるかと思います。町の考え方を伺いたいと思

います。 

 二つ目に、介護の現場でもますます人手不足が深刻な現状ではないかと思っており

ます。町が計画している地域密着型特別養護老人ホームも人材不足が一番の原因かと

思います。２０２５年問題、いわゆる団塊の世代を迎えるに当たり、本町で安心な生

活ができないのではないかと心配されますが、町の考え方を伺います。  

 三つ目に、３１年度に４月から供用されますしごと体験交流館を核とした求人相談

窓口等の開設をする考えはないか伺います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 篠原議員からの、本町の労働力確保についての御質問

の答弁をさせていただきます。 

 まず１点目の基幹産業、農業における労働力確保に関する今後の考え方についてで

ありますが、農業分野におきましては家族経営を中心といたしました経営基盤の本町

の農業も国の農業政策や高齢化、また後継者問題などで離農が増加していることが現

状でありますし、その農地の受け皿として、地域の中心的、また有機的な農業者への

集積などによりまして、経営規模の拡大が進んでいる現状でもあります。 

 これまでもコントラクター事業やＴＭＲセンターなどの労働力、営農支援組織の稼

働に対する支援や人材、または担い手の確保に向けて、新農業人フェアや移住フェア、

さらに新規就農者の獲得、求人情報の紹介、また就農や就労に向けた研修会の対応な

どの取り組みを行ってきておりますが、今後さらに町政執行方針でも示しております

が、新規就農、担い手の対策、農業支援体制の拡充、この整備を推進し、また人口減

少対策の雇用創出の施策と連動した取り組みとして農業者関係機関と連携、協力し、

推進を図ってまいりたいというふうに考えております。 

 次に、２問目の介護現場における人材確保の対策でありますが、ただいま御質問の

とおり地域密着型の特別養護老人ホームにつきましては、第６期銀河福祉タウン計画
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におきまして、平成２９年度中の開設の予定でありましたが、介護人材の不足の影響

によりまして、開設が困難となったところであります。 

 また現在、第７期銀河福祉タウン計画の期間中は、介護人材の確保策を最重要課題

として人材確保に努めながら、第８期に地域密着型の特別養護老人ホームを整備する

方針で協議を進めているところであります。 

 介護現場における労働力につきましては、厚生労働省は２０２５年度末に約５５万

人、また年間で６万人以上の介護人材を確保する必要があると発表しているところで

ありますが、全国的に人材が不足しております現状でありますが、厳しい現状の中、

本別町介護サービス事業者連絡会においても重点課題として捉えて、五つの柱からな

る総合的な介護人材確保対策に取り組んできたところです。 

 具体的な取り組みといたしましては、介護福祉の養成校の学生を対象とした本別福

祉セミナーの開催や介護従事者就業支援等の補助金、介護福祉士の修学資金の補助金

などの補助事業、就労する職員のスキルアップのための介護職員等の資格取得の研修

支援事業の助成金、これらの支援のほか、新たな介護人材確保のために介護職員の初

任者研修を開催してきているところであります。 

 平成２９年度には、これら延べ５５人、また３０年度の見込みですが、６８人とい

うことも含めて、推進をしているところであります。 

 平成２９年４月１日現在２０５名でありました各事業所の介護ニーズでありますけ

れども、平成３１年３月１日現在では約３３人が在籍をし、これらの取り組みを実施

する中で２８人の増員となってきたところであります。 

 特に、事業者が一丸となって開催をいたしました本別福祉セミナーでは、平成３０

年度、参加者 17 人中、各事業所において４人が採用されたところです。平成３１年度

につきましても、参加者１９人中４人の採用が決定しておりまして、人材確保の効果

が高い取り組みであると考えています。 

 さらに３１年度からは、これまでの取り組みに加えまして、新たに生活援助中心型

の福祉職場入門研修を実施しながら、さらなる介護の担い手確保に努めてまいりたい

と考えています。 

 今後も、介護職場における人材確保が厳しい状況でありますが、引き続き事業者と

連携を図りながら、人材確保対策に取り組んでまいりたいと考えております。  

 次に３点目のしごと体験交流館を核とした求人相談窓口の開設ですが、御案内のと

おりしごと体験交流館につきましては、本町において就労体験や研修を行う方々が一

時的な生活の拠点として宿泊いただくための受け入れ施設でありまして、今後、本町

の地域産業の維持や安定につなげるべく、必要な人材確保するために、一層のその一

躍を担う施設として整備したものでございます。 

 また、現在、町内における求人情報につきましては、ハローワークへの登録情報の

ほか、本別町といたしましても移住希望者等への就労と雇用の円滑なマッチングを図
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ることを主たる目的としております。 

 求人者と求職者の間における雇用関係成立のあっせんを行う、また無料職業紹介事

業として求人情報も収集しているところであります。その情報につきましては、本町

と足寄町、陸別町の３町において共同で設置しております十勝東北部移住サポートセ

ンターのホームページにおいて、３町圏域における求人情報とあわせて掲載をし、お

知らせするところであります。 

 しごと体験交流館につきましては、産業団体や関係機関、町内の事業者の皆様に大

いに活用していただきたいと考えておりますし、町といたしましても現行の仕組みを

活用しながらさまざまな産業分野での求人活動の把握に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 いずれにいたしましても、労働力不足による企業活動の低下は地域経済の住民サー

ビス等に与える影響は相当深刻になると想定されていますので、時代に合った労働環

境の変革など、雇用の果たすべき役割も大きく期待されるところでありまして、本町

といたしましても、行政が果たすべき役割を適切に講じるなどして、日本人、外国人

を問わず、本町で働きやすい環境の創出目指してまちづくりを進めている所存であり

ます。 

 一層のまた御理解、御支援賜りますようにお願い申し上げて、答弁とさせていただ

きます。 

○議長（高橋利勝） 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） 再質問をさせていただきます。 

 現在、酪農の現場では外国人労働者が１０名足らず入っておりますけれども、全て

あっせん業者を通じての現地で面接して、これはという人を連れてきて研修している

ようでございますけれども、技能実習生で入るところは３年間、それ以上になるとま

た再契約という複雑な現状でございます。 

 こういう仕事をもし町の窓口で一本化できるのであれば、そこで毎年、１０人、１

５人募集して、このしごと体験館でも、どこでも研修をして各分野に搾乳現場だとか、

農作業の収穫現場だとか、建設業の型枠づくりだとか、地ならしだとか、介護の現場

に送り込んで研修をしてもらって、永住してもらうとか、将来、次々長いスパンで人

材が入ってこれるような仕組みをつくらなければならないのではないかと思いますけ

れども、その辺の考え方を伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 外国人労働者の今、御質問がありましたけれども、これはずっ

と建設関係も含めて外国人労働者が多くなって今、農業関係でも１９人入って、中国

の方もおりますし、インドネシア、ミャンマー、タイの方もおりまして１９人今、フィ

リピン、タイの方も１人ずつおります。ですけれども、よくこのことも議題になるの

ですが、それぞれ移住定住対策、新規就農だとか、こういうものについては私どもも
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一緒になって環境づくり、また募集もできるのですが、事この求人対策、外国人労働

者の求人対策は、これは行政ではなかなかできることではないだろうと、そういう本

町でも実際に行っている農業者の皆さんや建設部関連の皆さん方も独自でやっている

ものについては、そういうところのそれぞれ例えばコミュニティを確保するための応

援だとか、また就学だとか、また環境整備、語学だとか、そういうものについても協

力をしながら、より定住させていただいて、また働いていただくということでありま

すが、今のところ外国人の方については研修生ということでありますから、今、御質

問にいただくような求人として、または労働力としてということについては、私の中

ではまだ、それは条件がかなわないことだなと、こう受けとめておりますので、その

辺についてもまた御理解いただきたいなと思っています。 

○議長（高橋利勝） 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） 外国人労働者、去年の国会でも国上げて何万人か日本に入れる

ということで、非常に国会で問題になっていると思いますけれども、北海道のどこか

の町村で定期的に受け入れて、学校までつくってやる町村ありますよね。そこででき

て、何で本別でできないのか。思うことは、十勝全体でこのことを考えて、やはり日

本語教育の場所も提供し、そこで研修をして各方面に派遣するということで、一時し

のぎでございますけれども、労働力の確保になるのではないかと。 

 今、酪農現場はそういうことで３年契約でパート賃金で今、時間決められてやって

います。３年で帰るのか、そのまま延長できるのか、畜産農家の育成だとか、そうい

う肉牛関係のところでは１年しかいれない。毎年のように行って、業者を通して今は

入る。だけど全て、そういうものがふえてくると、いい業者ばかりでないと思うので

す。いろいろ問題が起きて、あっせん場で２００万だとか、そのことを本人にかぶせ

るのもあれば、受け入れ農家にかぶせると。毎月４万、５万の手数料を取ると、そう

いう高額なことも今、起きているので、その辺をきちんと整理して、町なり農協の窓

口になってできないのかと思いますけれども、その辺いかがですか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 入管法が変わって、それぞれの職種でこの単年数というのです

か、５年だとかでいけるというようなことである場合については、いろいろな手立て

をしているところもありますけれども、ただ建設現場では本町でもそれぞれできれば

一つの国に絞りながら研修生を受け入れて、そこで語学の日本語の研修だとか、そう

いうことの協力要請だとか、そういうことが起きていますから、環境や条件がしっか

りとできれば、そういうこともしていきたいと思いますが、ただ、今、自治体でもやっ

ているところもありますけれども、特に大きくやって取り上げられているところは介

護職員なのです。介護職員は、広域でやっているところあるのですが、十勝でも専門

学校で介護職員をそれぞれ養成しているということで、２０数名も受け入れていると

ころもあるのですが、そのほかの職種で、特に農業関係では、そのことが可能かとい
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うと、そういうことがなかなか、今の入管法の規制の中ではまだまだ難しいのかなと、

そういうことで思っておりますので、それができるとするなら、それは私どもも本当

に積極的に対応したいなというふうに思いますが、それが今の現状ではなかなかかな

わないというふうに思いますが、それぞれ議論の経過もあると思いますから、今、担

当のほうからその部分についてはもう 1 回説明させていただきます。 

○議長（高橋利勝） 菊地農林課長。 

○農林課長（菊地 敦） 私のほうからは、現状、農業に関しても先ほど町長の答弁

がありましたように、農協等含めて情報収集をしたところ、約１９名の外国人の労働

者の方が入っているという状況となっていることは確認をしております。  

 本当に、先ほど申したとおり規模拡大が進んで本当に労働力が必要だというひっ迫

した状況も含めて私のほうでは理解をしていますし、あわせてそこへの対策等含めて

必要なことも十分理解をしております。 

 ただ今、外国人労働者の受け入れに関しては町長もお話ししたとおり、私のほうと

しても具体的にはまだ農協等含めて協議をしておりませんけれども、さまざまな事象

も含めながら協議をしながら、もし対策として実施ができる条件や状況がありました

ら、そこは随時考えていきたいと思っていますし、ただ、本別町の基幹産業の維持や

拡大あわせて今後の推進におきましては、やはり今の人口減対策とあわせてしっかり

と日本の方の雇用も中心にしながら、さまざまな答弁で申したとおりのフェア等含め

て参考にしながら推進を図ってまいりたいというふうに考えています。  

 以上です。 

○議長（高橋利勝） 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） 日本の方が来てくれると一番いいのですけれども、どの分野見

てもきつい仕事でなかなか敬遠されがちになるような現場ばかりで大変かと思います

けれども、ちょっと話が外れるかもしれませんけれども、地域密着型老人ホームの建

設について、やはり一番のネックは労働介護者の不足と。これ、考え方によっては二

つを一つという考え方にならないのかなと。町民が本当に地域密着型の２０人規模の

二つを望んでいるのかどうか、本別で楽しく過ごしたいのだったらみんな同じ１カ所

で５０人でも１００人でもいいのではないかと思うのですけれども、そうすると介護

の人材も１００あるとこ７０ぐらいで済むのではないかというふうな気がするのです

けれども、その辺、いかが考えていますか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） ちょっと答えづらいことあるかもしれませんが、介護者の不足

ということで、当初、第７期の計画の中でも先延ばしをするということでありますが、

これはやはり社会福祉協議会がこの事業をやることによってそれぞれ今やっている事

業全般をしっかりとこれからも遂行できるという、そういう大きな柱の一つとしてこ

の地域密着型を運営するということで、それぞれ計画の中で協議させていただいて、
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方向性を定めてきているということであります。 

 ただ、人材がなかなか確保できないということ含めて、それぞれ大変な努力してい

ただいて、昨年も、ことしも新しくまた雇用させていただいて、ほぼめどがついてく

ると、もうここまで来ましたので、その部分については、私どももしっかりと応援さ

せていただきながら、その提案をしていたと。 

 ただ、地域密着型小規模というのは、そのどんとそのままやればいいという議論も

もちろんあったわけでありますけれども、その中ではやはりこれからの、この施設の

あり方として介護保険だとかいろいろ含めて、この運営の形態、また建設コストの問

題、それからこれからの介護人材の確保など含めて、地域密着型とそれとが２カ所に

併設する、そのほうがより効率的で、また広域でほかの町からもどんどん今のような

広域で入ってくるということではなくて、やはり町民が優先してしっかりと入れると

いう、そういうこの地域密着型、５０床ではなくて４９床ということの中で、それぞ

れの関係機関含めて協議をして、でき上がった経過でありますから、このこともしっ

かりこの早いうちにそのことが実施しながら、その効果とか、町民の皆さんに示して

いきたいなというふうに思っていますので、そのことについても何といってもそこに

働く人材の確保が、ここも一番大事なところでありますから、引き続き手を緩めるこ

となく、人材の確保しっかり担っていきたいなと思っておりますので、そのことにつ

いても御理解いただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） ３番目のしごと体験交流館の核とした求人窓口ということです

けれども、やはり企画課でもどこでもいいですから、業者の方やら農業者の方々がこ

ういうことで人を探しているのだという相談窓口程度のものを設置してほしいと思い

ますけれども、その点はいかがでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 篠原議員の御質問でございますけれども、今おっしゃ

いましたように、人材確保、先ほど町長の答弁にもありましたとおり地域経済等に与

える影響等も密接に絡んでくる問題でもございますので、おっしゃられるとおり、そ

の交流館、いろいろ交流というふうに名前もつけておりますから、そういった情報だ

とかも、例えば館内に掲示するだとか、そういった情報などもあわせて提供するよう

な施設でいたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○５番（篠原義彦） 終わります。 

○議長（高橋利勝） １０番阿保静夫議員。 

○１０番（阿保静夫） 議長のお許しがありましたので、昼間保留した１問について

質問をいたします。 
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 なくしたい孤立死、その取り組みはということで伺っていきたいと思います。  

 ひりと暮らしの高齢者等の孤立死、孤独死を防いでいきたいというふうに考えます

が、町としての取り組み等について見解を伺います。 

 本町においても、孤立死、孤独死と思われる状況があります。本町の第７期銀河福

祉タウン計画、高齢者福祉計画によりますと、平成２９年度で高齢者６５歳以上のい

る世帯は２ ,０１５戸、そのうち単独独居世帯は８４３戸で、高齢者のいる世帯全体の

４１ .８パーセントを占めているとのことです。 

 この独居世帯は年々増加しており、推計値では２０２５年、平成３７年には８８６

戸に達するとされております。ただし、先ほど申し上げた、この８００数十戸のうち

の２００世帯は施設入所の数が入っているということで、施設入所もひとり暮らしと

いうような数字になっているようですが、そういう数字です。 

 町では、このような現状に対して自治会の協力初め、社会福祉協議会などの事業で

も対策を非常に丁寧に、多岐にわたって講じているところだと認識をしています。  

 そこで一つ目ですが、独居の高齢者に周りがどうつながっていくのかがやはり一つ

のポイントだというふうに考えています。とりわけ、声かけなどの日常の取り組みが

最も大切だと思いますが、いろいろな町、本州の町も含めて他自治体の例では声かけ

専門員、いわゆる自治会を超えた形で専門員を置いたりだとか、それから訪問員のよ

うな形で委嘱をして別個に動いていただくというようなところもあるということです。 

 これは、本町も多分そうなのですけれども、自治会の取り組みが本当に大変な情況

なのではないかなということが想像され、全国的にもそのことで自治会に任せるとい

うことでなく、全体として取り組もうというような動きが出始めているという一つの

例だというふうに思います。 

 １番目ですが、そういうことについて町として現状でどう考えているかというのが

①です。 

 ②ですが、特に独居高齢者に対する定期的な訪問活動などは、その方の現状をつか

み、また必要なサービスを図る上でも有効だと考えますし、まさにそのことが本町で

はきめ細やかに取り組まれているというふうに思います。 

 そういった中で今、現時点での現状と課題について本町としてどう考えているのか

伺いたいというふうに思います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 阿保議員のなくしたい孤立死、その取り組みについて

の質問の答弁をさせていただきますが、本町では平成５年から、これは本当にすばら

しい取り組みだなというふうにいつも思うのですが、ひとりの不幸も見逃さないとい

うことをしっかりと自治会の会長さん方が、発案していただいて、それをひとりの不

幸を見逃さないを合い言葉に見守り活動、また生活支援、除雪、地域サロン、災害時

支援を柱とする在宅福祉ネットワーク活動を自治会、または社会福祉協議会、町の三
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者が一体となって充実強化を図ってきたところであります。 

 現在は３２の自治会、３０ネットワークが組織されております。中でも自宅訪問だ

とか、カーテンの開け閉めなどを確認する見守り活動は、２７組織で取り組みがされ

ておりまして、見守りの対象となっている方は３５４人となっているところです。  

 また、地域の集会場などに集まって交流いたしますサロン活動は２１組織、これら

で実施をされています。平成３０年６月時点では、６２１人の方が参加されています

が、このような場も定期的な見守りや状況把握の機会になっているところでもありま

す。 

 阿保議員の御質問にありますように、声かけ専門員、これと類似した事業といたし

ましては定期的かつ、継続的な見守りが必要な方に対して社会福祉協議会に設置して

ありますあんしんサポートセンターのあんしん訪問員が介護保険などの公的サービス

を利用していないひとり暮らしの方や高齢夫婦世帯の方などを対象に話し相手、また

買い物支援などを行いながら、安心生活創造事業を実施をしていただいているところ

であります。 

 現在、１１人の方が週１回から月１回の訪問支援を続けていただいております。さ

らに、平成２９年以降、三者の民間事業者と見守り協定を締結しまして、業務の中で

異変を発見したときには、町に連絡していただくという仕組みを取り入れまして、こ

れまで以上に互助、共助、公助の重層的な見守り体制の構築を図っているところであ

ります。 

 見守り活動から把握されました状況踏まえて適切な支援サービスを利用していただ

くことで、定期的な見守り体制が構築され、異変があった場合に早期に発見をして対

応できることが関係者の間で情報、課題の共有と連携は大変重要であるというふうに

認識をしているところであります。 

 現在、地域包括支援センターでは、各機関との連絡会議や在宅福祉ネットワーク活

動の民生委員児童委員の方から寄せられました情報をもとにして家庭訪問を行うなど、

積極的に介入をすることで、一人一人の状況に応じた支援体制に努めているところで

もあります。 

 ひとり暮らしの高齢者の方々の孤独死を防ぎ、安心して暮らせるまちづくりを進め

るためには、社会福祉協議会を始め自治会連合会、在宅福祉ネットワーク連絡協議会、

民生委員児童委員協議会など、地域福祉の中核的な役割を担っていただいている関係

団体の皆様、官民を含めた多様な機関とのさらなる連携の強化が不可欠であると考え

ておりますので、議員各位のこれまで以上の、また福祉関係者の御理解と御協力をお

願い申し上げながら、答弁とさせていただきたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） ただいま町長がおっしゃったように、本当に本町としてはき

め細やかで、そして、かつスパンの短いような活動を取り組んでいるというふうに思っ
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ております。 

 これらの訪問活動や日常の声かけ活動というのは、各自治会の取り組んでいる在宅

福祉ネットワーク、今、町長がおっしゃったそういうネットワーク活動始め、社会福

祉協議会、そして町も含めた各種の取り組みが大きな役割を果たしているというふう

に認識しておりますし、私の地域でも先日、今回こういう質問をするということもあ

りまして、今は有志なのですけれども若手中心に在宅福祉のネットワークチームをつ

くりました。今後、自治会全体で了解を得ていくというようなことの作業が残ってい

ますが、６月くらいにできそうだなというふうに思っています。  

 遅ればせながら、当自治会でも頑張っていきたいなというふうに改めて思っている

ところですが、これらの取り組みをずっと取り組んできていると、私も議員を結構長

くやってる経験でいうと、残念ながら、これは孤独死だったんだなっていう例が少な

からずこれまでもありましたし、先日も実はありましてちょっとしたいきさつで自宅

で行われたお通夜に参列するような、そういうような成り行きがあったのですけれど

も、そのときにちょっと家の中を見回したときに緊急通報システムは、そこにはなかっ

たのです。それで、これは現在のシステムは導入当初は北海道でたしか一番最初だっ

たと聞いておりますけれども、すばらしい人感センサー、人の動きを感知するという、

このシステムは画期的だったというふうに記憶しております。それまでは、よくあっ

たブザーを押すというような、そういうタイプだったのですけれども、倒れたらブザー

押せないでしょうというような議論もあって、今のシステムが導入されたというふう

に覚えています。 

 虚弱な高齢者というようなことが要件になってて、希望者に設置してて、月３ ,００

０円余り、使用料、利用料というのを町が負担しているというような仕組みだという

ふうに思っています。 

 これを先ほど数字申し上げたとおり、在宅で６００猶予人の独居の方がいらっしゃ

るということで、要件を少し見直すべきではないかなと。要は、今、１００台用意さ

れていて、８０台ぐらい利用されているというふうに認識しているわけですけれども、

残りあと２０数台なのかもしれませんけれども、そろそろ要件を緩和すべきではない

かなというか、もっと言えばあくまでも希望者だと思いますが、ひとり暮らしのとこ

ろに設置していくというようなことにお金もかかるし、機材の台数も少ないと思いま

すが、何とかそこの部分を一歩前進させるべきでないかなと。そのことが、少しでも

孤独死、孤立死を防ぐことになればなというのが私の希望的な考え方でもありますし、

倒れ方にももちろんよりますけれども、早期発見で尊い人命が救われる例もあるので

はないかなということも期待も含めて、そういう今の要件は導入当初の要件の考え方

は十分理解しているつもりですけれども、少なからず孤独死と思われる例が散見され

る現状の中では、そこをちょっと考えてはどうかなというのが私の提案です。これに

ついて、町としての見解をあわせて伺いたいと思います。 
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 それから、このシステムは先ほど言ったとおり北海道で当初は、本当に画期的な第

１号の取り組みだったと認識しています。今は時代が進んでいて御承知のようにＡＩ

と呼ばれる、いわよる人工知能ということを活用した、この種の機器がまだメーカー

のほうで、いろいろなロボットみたいなのが用意されていますし、１０年以上前だっ

たと思いますけれども、道央のある町に視察に行ったときには、人間型という意味で

はないですけれども、介護見守りロボットというのを導入しようかという首長さんが

いて、後で聞いたら北海道全体のそういうことの推進する首長会みたいなのがあるの

ですか、町長。そこの代表だという方だったようですけれども、いずれにしても私が

言いたいのは、今、私たちが持っている手段は緊急通報装置という手段ですけれども、

今後、やはりこの分野はどんどん日進月歩で進んでいる分野なので、価格のこともあ

るし、システムのこともあるのですけれども、ぜひ導入する方向の研究というのを始

めてもいいのではないかと、そういう提案です。 

 以上、その緊急通報装置の要件の緩和と、今後のその手のものの技術の研究を進め

ていくというか、情報収集を進めていくというようなことで進めてはどうかという提

案なので、その辺についての答弁を伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 阿保議員の緊急通報システムの要件緩和の考え方につ

いてお答えをさせていただきます。 

 議員もおっしゃるとおり、今、本町の緊急通報システムにつきましては、一定程度

の要件を設けさせていただきまして、既往歴ですとか、今の現病歴、どういう病気に

かかっているのかということをお聞かせいただいた上で、ひとり暮らし、もしくは高

齢者夫婦世帯という要件の中でつけさせていただいております。  

 議員おっしゃるように、どんどん広げていければいいのですけれども、やはり費用

の面の問題ももちろんありますし、今現在、１００台を保有しておりますが、現在使

われているのが、入れかわりもあったりして７０台弱ぐらいの数なのです。  

 そういう中で、一定程度のその疾病要件だとかということは考慮させていただいて

おりますけれども、それ以外にも例えば農村地域でひとりでぽつんと住んでいて、近

所の目がなかなか届かないですとか、あるいは地域の方も見守ってくれてはいるけれ

ども、なかなか細かくできないので地域は心配してるよといったような個別の相談が

寄せられた場合には、一定程度、年齢がいっていればリスクもあるだろうということ

で相談の上でつけさせていただいたりということもしております。現段階では、今、

保有している１００台の中で何とか、まだ余裕もあるものですからやってきたいとい

うふうに考えているところです。 

 済みません、あとＡＩについては、私は余りその辺ちょっと詳しくはないのですけ

れども、いろいろなものが開発されていて、会話ができるですとか、連絡がインター

ネットを通じてできるですとか、いろいろなものが出てきているというのはお話に聞
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いております。 

 ただ、今それをどういう形で、どういうふうに導入をしていくかというところまで

は、まだ正直申し上げまして検討のテーブルに乗っていないというところがございま

すので、今後、いろいろな情報も収集しながら、どういうことで活用していけるのか

ということを考えていければというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 緊急通報システムの関係で、台数がそういうことだという、

７０台ぐらいが今、稼働しているということで、それは以前の所管事務調査のときに

詳しい資料をいただいて見ておりますけれども、高齢者になれば、きょう元気でも、

あしたは倒れているかもしれないです。若い人も同じですけれども。 

 それは、そういう機器を入れたからどうこうということではないかもしれませんが、

例えば私は何で孤独死かなと思うのは、何でしかももちろん知りません、最近ちょっ

とあっただけで、それで長い間にありましたけれども、町としては例えば幾つかの事

例があると思うのですけれども、孤独死と思われるところの住宅というか、家に通報

システムがあったのかどうかなんていう検証、それからあったらどうだったろうとい

う検証みたいなのはされているのでしょうか。 

 ひょっとしたら、あったら先ほど来言ったとおり、救命につながるような、そうい

うこともあったのかもしれないなというふうに思うものですから、そういう検証も大

事だと思うのです。現状は現状として、７０台という現状はあると思うのですけれど

も、そういうことがこれからも検証を重ねながら、そして次の施策に結びつけていく

というようなことが必要なのではないかなと。 

 なぜ、緊急通報システムにこだわるかというと、冒頭申し上げたとおり、自治会も

社協も町もめいっぱい頑張っているという認識の中で、何とかそれを手助けできるも

のが、そういう機器、それから人工知能と呼ばれているＡＩ、まさに日進月歩で民間

はそれを商売にしようとしているから必死なのでしょうけれども、いずれにしてもそ

ういうようなこと含めて必要な時代になっていると私は思っているものですから、そ

の孤独死と思われるところに、緊急通報システムが設置されているかどうか等の検証

なんかはこれまでされてきたのかどうか。されているとすれば、その結果としてどう

いうふうに考えるのかということを伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 孤立死と孤独死はやはりちょっと状況が違うものですから、本

別町では孤立死というのはないなというふうに思っているのです。これは、先ほどの

御質問にありますように、それぞれの地域、またいろいろな対策してくれていますか

ら、本当に孤立死というのはまずそういうことはないだろうと思っているのですが、

ただ孤独死の場合は、どこまでが孤独死と言うのかという、ひとり暮らしの方ももち
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ろんそうなのでしょうけれども、例えば家族でいても朝起きてこないということもあ

るわけですから、そういうことも含めるとどこまでが対応できるのか。  

 また、センサーを押せるぐらいなら、何とか、まだその救命の可能性もあるかもし

れませんが、センサーも押せないとなるとまた、突然、体が動かなくなるとか、また

脳か心臓かということになると本当に難しいと思うのです。 

 ですから、そこにこのセンサー、またＡＩということ、皆どれだけ効果があるのか

なというのも非常に難しいと思いますので、ぜひそこら辺も今、集中的に取り組んで

いるところがあるということでありますから、そういうところもちょっと検証させて

いただきながら、本当に有効な手段をとれれば、そのことも含めて検討させていただ

ければと思いますので、その時間もぜひとらせていただければなと思います。  

 以上を申し上げて答弁とします。 

○１０番（阿保静夫） 終わります。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午後 ７時０６分  休憩 

午後 ７時２０分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ６番大住啓一議員。 

○６番（大住啓一） 議長の許可をいただきましたので、日中保留してありました町

税未納被害の状況と対応はについて質問をいたします。 

 元職員の横領事件に関連し、昨年１２月定例会において一般質問し、さらに本年１

月３０日の議員協議会において未納額が３人分、５６万１ ,０００円との報告がありま

したが、これまでの経緯と今後の対応についてお伺いいたします。  

 元職員の事件は、本別町の歴史の中で大きな汚点です。事件は、税金にかかわる地

方税法違反、加重収賄、業務上横領の罪で昨年９月に結審していますが、今回、さら

に５０数万円の税金が未納であり、監査委員に対し賠償責任の有無及び賠償額の決定

を求めるとのことですが、このようなことがいつまで続くのですか。早急に調査を行

い、全容を解明し、町民の皆さんに説明することが大切なことだと思います。  

 議員協議会の中で、状況等を広報誌により町民の皆さんに周知するとの報告があり

ましたが、いつの広報に掲載するのか、また全容解明に臨む職員の配置はどのように

考えているのかお伺いいたします。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 大住議員の町税未納被害の状況と対応についての質問の答弁を

させていただきます。 

 まず、本件につきましては、これまでも述べさせていただいておりますが町民の皆

様の行政に対する信頼を失墜させてしまいましたことにつきましては改めて事件の重
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大さを感じながら、また、職員の一人一人の公正な職務遂行の重要性を感じていると

ころでもあります。 

 新たな事案の町税未納被害の状況ということでありますが、これらについての御説

明をさせていただきます。元職員の不適切対応といたしまして、平成３０年２月に税

の収納相談窓口を開設しましたほか、随時問いあわせのあった方への対応を行ってき

たところであります。 

 結果としては、３名の方から領収書の提示や収納状況などの問い合わせがありまし

て、関係書類、税システムで確認作業、調査を行いました結果、元職員が関与した疑

いの高い町税の未納が５６万１ ,０００円確認されましたことから、地方自治法第２４

３条の２第３項の規定にのっとり、平成３１年１月２８日付で監査委員に賠償責任の

有無及び賠償額を決定することを求めたところであります。 

 次に、対応についてでありますが、刑事事件における業務上横領の３件の事案を踏

まえて、過去の不納欠損者に対して収納状況などの調査を今後、取り組んでまいりた

いと考えております。 

 調査に当たりましては、調査に必要な会計年度の期間や、また対象者の実態、そし

て規模を踏まえて実施をしてまいりたいと思います。 

 現在、調査期間、また対象者を整理するためのデータの整理を行っているところで

ありまして、整理ができ次第、また議会との調整を踏まえて調査を進め、全ての調査

結果を踏まえて町民の皆様に報告させていただくことと考えております。 

 平成３１年１月３０日開催の第３回の議員協議会において説明しておりますが、今

回の事案の広報による周知についてですが、これは監査委員において結果が出次第、

決まり次第、またはっきりした時点で広報誌に掲載を行なっていきたいというふうに

思います。 

 また、調査に臨む職員の配置についてですが、業務を遂行しながらの調査になりま

すので、それぞれ税の収納期間、また出納の閉鎖の期間などなど踏まえて、この３０

日に申し上げましたけれども、これらの人員配置を含めてしっかりと対応するために

も、少しそれぞれの業務の状況も踏まえて時間をいただきながら、調査に対応できる

人事の配置を考えていくということにさせていただきたいと思います。  

 以上を申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 今、町長の答弁をいただきましたが、いつもながらと言います

か、同じような内容で。監査に出すので監査の結果が出てから、それから町民の皆さ

んに周知したいという旨だったと思いますが、それは町長、ちょっと悠長な話だと思

うのです。 

 元職員がやったに推認されるというようなお言葉で私ども議員協議会を受けていま

す。ということは、不納欠損で処理したということにもつながることが想定されます。
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そういうことの部分が５０数万円というお金が今、未納になっているということは、

いち早く町民の皆さんにお知らせするのが行政の最高責任者としてのお努めではない

ですか。 

 それが監査がどうのこうのと言っている場面では、私はないと思うのです。今、こ

ういう状況で未納になっている部分が３人分で５０数万円ありますと、それがこうい

う状況で、これからやります。人事についても、こういう形でしますというお知らせ

をするのが私は筋だと思うのです。監査の結果が出るということになれば、監査の考

え方もありますし、量にもよりますから３カ月、４カ月というスパンになれば、これ

は行政として機能していないということになるのではないですか。  

 その辺どうなのでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 再質問の答弁をさせていただきますが、１月３０日の議員協議

会で申し上げたとおり、これは推認をするというお話をさせていただきましたけれど

も、結果として、これを監査に託して、監査委員の皆さんからその事実を、経過をしっ

かりと調査していただかなければ、これは私どものこれからのそれぞれの対応を含め

て、まだまだどのような対応をするかが決定されないということでありますから、そ

の時点でこれは報告するということになりませんということもお話ししてあります。 

 そしてまた、それを改めて調査する部分につきましては、相当の事務量いろいろ含

めてありますから、それらに対応する人員配置なども含めて、それは十分に対応でき

る体制をとるためには、またそれぞれの時間も、そしてまた業務を行ってからの時間

でありますから、それも必要でありますことを申し上げさせていただいておりますの

で、それら一連の監査の結果含めて、それが明らかになった時点でしっかりと新たな

ところを調査に臨む体制をとった中で、この対応をさせていただくと、こういうこと

でありますので、今の部分につきましては御理解をいただきたいというふうに思いま

す。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 町長、再三監査がというお話ですけれども、監査に私どもも拝

見した部分の報告書というか、経過書と言いますか、それを監査のほうに出している

と、もう出しているということですよね。それを監査のほうから結果が来ないと一切、

町民の皆さんにお知らせできないということには、私はならないと。先ほど来から言っ

ているように、経過としてこういうことがあったというのはお知らせするべきではな

いですかということを申し上げているのです。 

 その結果が出たら当然話をしなければならないですよ。これは税金のことですから。

そして、不納欠損をしているかもしれないということですよね、それをこれから調べ

なければならない、監査でどう出るかわかりませんけれども、不納欠損というのは、

去年の広報５月号で、町の決裁体制があって、町長が最終判断をしている案件なので
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す、これは。不納欠損という処理の仕方は。 

 ですから私どもが申し上げているのは、今回、新たに３人分の５０数万円のお金が

未納だということが出てきたということになれば、当然、監査にもそういう方法をと

らなければならない。これは当たり前のことかもしれませんが、いち早く税金のこと

なので、町民の皆さんの信頼回復も含めて、途中経過でも広報等で知らせたらどうで

すかと。そうしたら、この間の議員協議会で、副町長の御答弁だったと思いますけれ

ども、広報に掲載しますというようなお話だったと思う。これは会議録があるから間

違いないと思います。今、休憩とって会議録開示してもいいですけれども、そういう

ことなのです。それをいつ出すのですか言ったら、全部結果が出てからではなくて、

途中経過からでも出したらどうですか。 

 それと、職員の配置です。これは４月で人事異動例年行いますね。退職職員もいる

ことですから。そのときに、何人かをつけて、やはり町長が陣頭指揮をとって、これ

だけの形でやります、３人、５人体制でやりますと、パートの方も採用されて、もう

３カ月、２カ月、４カ月で、もう全て、全部見ていくのだという、その意気込みとい

いますか、体制づくりといいますか、そういうことがあってしかるべきだと思うので

すが、その辺、どのようなものでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） あくまでもこの部分については、私どものずっと一貫していた

考え方としても、やはり全容をしっかりと監査のほうに託して、そこで判断していた

だいた結果として、それが明らかになった時点でそれはお知らせをすると。  

 そしてまた、その調査についても、これはまだ４月の人事ですから、これから含め

て、この監査の結果を踏まえてですから、その前に人員配置もしなければなりません。

それは、人事配置した中で、１月３０日にお話ししたように、議会のほうともすり合

わせというか、調整をしながらどのような方法でやっていくかということも、そこか

ら決めてまた調整に入るということですから、このことについては今までお答えした

とおりの方向で、しっかり進めていきたいというふうに思っておりますので、そのこ

とについてはそのとおり理解してください。 

 以上でございます。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 町長の言っている、その議会とのすり合わせという意味が私は

わからないのですが、議会のすり合わせをする前にこうやって一般質問に出ている、

この後にも関連する質問をする議員もいますけれども、これだけの案件が出ていて、

町民の方々も関心の高いことなのです、税金のことですから。 

 町長は監査が監査と言いますけれども、行政の最高責任者は町長なのです、その辺

の自覚を持った中でやってもらいたい。そして、強いて言えば、４月の人事異動でこ

れから出てくるであろうということの人事配置は、パートの職員も正職員も含めて、
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それは人事権持ってる町長しかできないことなのです。そこで、町民の皆さんにそう

いう姿勢を見せてやっていかなければならない。 

 それと、町長も先般の通告書でお話ししましたとおり、元職員の部分については最

高裁で刑が確定していると。その刑が確定していて、また新たに出てきたときに、も

う議員協議会やったような話なのですよ、私が昨年の１２月に質問した中でも。それ

は、どこまでいっても出てきたとき、出てきたときの対応でなくて、先に出てきたこ

とは本当に不本意なことだと思いますよ、私も。情けない話だと思います。税金のこ

とですから。 

 それを私は、途中経過でも町民の皆さんに町の広報等があるのだから、それを利用

して周知したらどうですかということを申し上げている。もう全部出てからだと、極

端な話すれば量にもよりますし、監査委員の方もお二人でやっているから大変だと思

いますが、もう６カ月も５カ月もたった後に、監査として出てきても町民の皆さまは

経過も何もわからないと。議会にすり合わせするとかという、それは言葉はちょっと

悪く言えば悠長なことなのです、町長。 

 やはり、これは、きょうの定例議会の一般質問の後に、人員配置も含めてこういう

ことですよという話をするべきでないかということを申し上げているのです。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） ３０日に申し上げましたとおり、これは監査に託すということ

は、私どもだけでは中身の判断できないという事案です。それがなぜ、この時期になっ

たかというと、それぞれ関係書類は警察のほうの取り調べで、それぞれ押収というの

ですか、持って行っていますから、その間はそれぞれ相談が来ても確たる検証ができ

ないということでありますから、それが戻ってきてからの対応ですから、それがこの

監査に、結果的に３件ということで、監査にお願いして、それを確定するという形で

す。 

 それが確定した中で、これ以上ないのかと、絶対ないのかということであるけれど

も、絶対ないとは言えないけれども、それではもう一度しっかりとした絶対ないよう

な報告書含めて、それは再調査というか、最終確認をしようということで提案をいた

だきながら、それはただ私どもだけでやるのではなくて、議会のほうともその方法、

手法含めて協議をしながら進めていくということでありますから、そのことについて

は、それは議員協議会の中で、議員の中からそういう提案があって、そのように対応

していくほうが私どももということで取り組みをしていることですから、私どもが勝

手にその議会のほうにどうこう言っているわけでありませんから、そこら辺はしっか

りと、また私どもも、そのお約束をさせていただいたことについては実行するという

ことにさせていただいていますので、そのこと踏まえてしっかりと人事配置はもう言

うまでもなく、それはしなければ、これは調査できませんから、それはします。人事

については、まだ確定の時期ではありませんので一般人事も含めて、これからの人事



－ 87 － 

の内示発令になりますから、それに向けてのその調査のできる体制をとるために、こ

れから人事配置をしていくということにさせていただきますので、御理解いただきた

いと思います。 

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 余り堂々めぐりの発言をしたくないのですが、議会とすり合わ

せ、調整すると、人事のことについても話をさせていただくというようなお話ですけ

れども、一般的には４月の１０日前ぐらいですから、３月２０日過ぎぐらいに人事の

ことは私どもでタッチすることではないのですが、人事の内示を出すという話でした。 

 当然、議会にもその辺のお話をしたいということであれば、当然、その辺のお話は

していただけるものということの解釈でよろしいのか。 

 それと、やはり途中経過でも、これだけの傍聴の方が来ていて、議員もみんな聞い

ているという中で、やはり途中経過であっても、先ほどから聞いていますと議会には

言っているからいい、監査には出しているから我々は関係ないのだというように聞こ

えるのですよ、町長、申しわけないけど。 

 その辺を最高責任者としての言葉の重みとして、きちんとした答弁といいますか、

それを求めるものですが、その辺はどうでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 元職員の部分については、刑が確定して、こういう現状の状況

になっていますから、その中で、また一連の調査としてやってきた結果として、３件

の事案が出てきたと、こういうでありますが、それはあくまでも推認をできると私ど

もの判断でありますけれども、それがそのとおりかどうかも含めて、それは監査の皆

様方にということで、これは何回も言っていますから、そこがなければ、私どもがそ

れをそれぞれ町民の皆さんにお知らせするとか、それもまた広報にするというという

ことについては、それはなるわけにはいかないだろうと、こう思っていますから、そ

のことも含めて議員協議会でお話をさせていただいて、今、一つお話がありましたけ

れども、ここは誤解しないでいただきたいのは、人事配置も相談するということであ

りませんから、調査するには、それなりの事案があり、多くの調査しなければなりま

せんから、現行の人数だけでは業務を行っていながらの調査はとても無理ですから、

そういう調査のできる職員人事配置をしなければなりませんと、その上で、その調査

の手法、方法含めて、それは議会との協議もさせていただいて、その中で改めて調査

に入っていくと、こういうことの協議会でのお話をさせていただいて、確認をしたと

ころでありますから、それにのっとって私ども着実にその方式で進めていくというこ

とでありますので、このこともしっかり再度申し上げておきたいと思います。  

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 
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○６番（大住啓一） 再三私も言っているように、議会の人間には人事権がございま

せんからどうのこうのということはございません。町長に指摘されるまでもなく、町

長が議会とすり合わせをするということでございますから、４月１日の、今町長がおっ

しゃったような形で、なれた職員も含めて配置するということをやりたいのだと、す

るのだということがあれば、そのお話はあるのですかという聞き方なのです。それを

誤解するも、しないもないと思うのです。 

 それと、再三言っているのですけれども、余りにも町長、捜査がどうしたとか、監

査がどうしたでなくて、再三お話ししているように、もう２３０人の職員のトップで

ある町長が判断しないことには失墜した信頼は戻りませんし、それは町長の皆さんに

いつも言っている町民の目線と一緒にする云々ということも、ここぞというときに出

していただきたいのです。 

 ですから、何月の広報に出すとか、そういうことでなくて、なるべく早く途中経過

でも出していくのだという前向きな考え方が全然見受けられない、聞こえてこないも

のですから、同じことを３回も５回も言っているということなのです。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 途中経過でも何でも上げるかということかもしれませんが、決

して私は、そういうふうに答えているわけではありません。責任のある立場ですから、

余計確たるものがなければ、これは表には出せないことでありますから、推認すると

何回も言います、推認するだけで、それを公に出すということには、私はならないだ

ろうと。それは、こういう事件ですから、事件に関連することですから、余計きちん

とした形で私どもでは判断できませんのでということで、監査の皆さん方にお願いし

て、大変御足労してお願いして、結果を出していただくということにしておりますの

で、それが確定しない場合は、私どもは発言をすることも、広報することもできない

という、そういう立場であります。それが確定した時点で、先ほどから申し上げてお

りますように、その再調査をする人員配置も含めて、しっかりと体勢をとりながら、

そしてその調査の手法というか、やり方については、それぞれ議会の中で、また報告、

相談させていただきながら、その調査に向かって進んでいくと、こういうことであり

ますので、一連のことはずっと変わらずそのとおり対応していくことと、確定をしな

いものについては、私どもは、それは公のところに出すということについては、私ど

もはできかねると、こういうことで理解をいただきたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 町長の答弁が丁寧過ぎるものですから、時間がなかなかないの

でこれで終わるかと思うのですが、町長、先ほどから言っている私どもの議員協議会

でもお話しした言葉の一つ、推認ということは、推測の推に認めるですか、それは確

定でないという解釈、言葉をひもとけばそうなりますけれども、推認されているとい

う言葉と町民の皆さんが思っていることは全然違うのですよ、町長。 
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 ですから、出せないということではなくて、やはり出していくのだ、前向きに行く

のだということが、議会の我々含めて、そういう考えがないのですかと。推認という

ことは、ほぼということなのです。確定ではないかもしれません、そして推認という

ことは、元職員が立場とすれば間違いなくそうやって行ったのではないかと、もう推

定されるということですね、推定と推認は違うかもしれませんけれども、そういうこ

とだと思うのですが、その辺の見解はどのようになっていますか。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 言葉尻捉えるわけではありませんけれども、推認、推定という

のはいろいろあるかもしれませんが、私どもは推認ということでお話させていただい

ていますが、ただやり方、手法というのですか、それがよく似ていると言いながらも、

これは確定したものでないですから、先ほどから言うように私どもが確定できればい

いですよ、こういうことでわかりましたからと出せるかもしれません。それは確定で

きませんから、監査のほうにしかるべき事案について、監査のほうでしっかりと監査

をいただいて、それが推認から本当にほぼ間違いないのかどうかということも含めて、

または全然違うのかというようなことを含めて、その結果をしっかり示していただい

て、その結果によってはこうしろと、それまで出していって推認できないということ

になったら大変なことですから、そういうことも含めて、やはりこのことは慎重に、

かつまた大事なことですからしっかりと、その確証が得られないことは出せれないと

いうことも含めて、ただそのことが決して積極的でないとか、何とかでないと私は思っ

ています。積極的に、全部これを解明しようという、そういうことも含めて、私ども

はそういう姿勢を含めて、議員協議会で相談させていただいて、議会もそれにこたえ

ていただいて、議員の中から、これを再調査というか、最終調査するために積極的に

やっていきましょうと、お互いにというか、議会のほうもそういうことも含めて、そ

の協議、相談しながらやりましょうということになっておりますので、そのことにつ

いては私どももそのとおり実施をさせていただくと、こういうことでやっていきます

ので、そこは御理解をいただきたいと思います。 

 以上であります。 

○６番（大住啓一） 時間が来ましたので、これで終わらせていただきます。  

○議長（高橋利勝） ３番梅村智秀議員。 

○３番（梅村智秀） それでは、保留していた２問目を再開し、本別町議会、平成最

後の一般質問、また出た徴税未納事件、不納欠損処理の闇どれだけをとり行います。 

 改めまして、傍聴いただいている皆様には夜分にもかかわらず、またお仕事帰りの

方もいらっしゃり大変お疲れのところ、傍聴にお越しいただき本別町議会議員の一員

として心よりの御礼を申し上げる次第です。皆様の町を思うお気持ち、またその熱意

に私自身、改めまして身が引き締まる思いでございます。それでは、始めさせていた

だきます。 
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 納税は、本別の未来へつながる希望のエネルギー、これは役場庁舎正面に掲げられ

ている標語です。本件は、その未来も、希望をも損なわれてしまった、そうした１件

でございます。 

 元職員の関与と推認される徴税横領事件が新たに発覚し、一連の不祥事が今なお集

結していないことが明らかになった。町史始まって以来の不祥事ともいえ、現在まで

の対応と今後の方針について事実と所信をただす。 

 それでは１番、刑事事件として立件されていない町税横領事案が新たに発覚し、今

なお調査中の現在、一連の不祥事の終わりが見通せない状況下にある。これまでの事

件究明に関する対応の不十分さを物語っているにもかかわらず、私どもは、もうこれ

以上は出ないと思っている、今回は、これで終わりたいと思っているなどとの見解を

議会に示し、事件に対する認識の甘さを指摘せざるを得ない。公務員としての性善説

が成立しなくなったことを認めているのであるから、認識を改め、事件の究明に努め、

本当の意味で事件を終結させ、本別町が未来に向けた新たなる一歩を踏み出すための

改革に注力できる環境を整える必要がある。 

 ２、一連の不祥事は、職員による単なる業務上横領事件のみではなく、職務上で知

り得た情報を漏洩し、町とも一定程度以上の接点を持っていた者らと共謀し、不当に

利得を得た者もあり、地方税法違反、加重収賄の罪も立件されている。  

 また、元主事による不適切な収納事務処理も明らかになっており、その他の地方税

法違反や収賄、他の職員による業務上横領、また不適切な事務処理等などはないのか、

多角的な視点から徹底究明し、二度と類似事件が衆目を集めることがないようにする

必要がある。 

 １月３０日の議員協議会において、件数が多い領収書がないと本当に確認がとれな

い作業、私どもはもうこれ以上出ないというふうに思っている、今回はこれで終わり

たいと思っているなど、それらの見解を議会に示したが、通常であれば１件あればま

だあるだろう、１人いればまだいるだろうと考えるのが普通である。 

 現に、今回も元町職員と元主事の２人、今回も立件されていない新たな件が明らか

になった。これをどう考えたらこれで終わりにしたいだとか、これでもう出ないと思っ

ているというような考えに至るのか、私ははなはだ理解に苦しむところであります。  

 副町長、あなたが選任される時、住民課長時代、本寺受刑者の上司で管理責任がな

るなどとの理由から、可否同数で最後、当時の議長の裁決で選任された経緯があり、

提案者の町長は、事件の全容解明に向け最大限努力している人などと述べられた。で

も、今回の議員協議会での発言は、副町長からなされたものであります。全く持って

全容解明にはほど遠いと言わざるを得ません。 

 今回、示された所見について、改めてどういったお考えなのか答弁を求めるもので

あります。 

 さまざまな議論があったにせよ、あなたが副町長に選任され、これはもう既に決まっ
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たことであります。決まったことであるならば、ぜひ前を向いて進んでいただきたい、

副町長、あなたがしっかりしてもらわなければ、あなたがしっかりしなければ、この

町はどうなるのですか。認識を新たにし、真に職責を全うしていただけることを強く

求めるものでございます。 

 まじめに汗を流す大多数の職員が哀れだとは思いませんか。不納欠損、これまでの

不納欠損の判断を行ってきたのでは、最終判断を行ったのは町長あなたであります。

元町職員を信頼しているベテランだからと、安易に不納欠損処理をしてきたつけをど

こかで精算しなければならない、それが今であります。 

 僕は、本音といたしましては、この１件は、本当に早く終わってほしい。過去のこ

とを振り返るより、前を向いて歩を進めていきたい、こう考えておりました。でも、

行政の批判と監視、そして提案をする、これは我々議員の務めでもあります。任期中

に、新たにこうしたことが明らかになったことでありますから、私といたしましては

看過することができないものであります。 

 平成３０年２月７日の町民報告会において、元職員は町長の御親戚であること、地

方税法違反、加重収賄の共犯者は町長の支援者で、国会議員を知っているからという

ことで選挙戦での応援演説を依頼したということ、元農場職員を元職員に頼む……。  

○議長（高橋利勝） 梅村議員、通告された内容で質問してください。 

○３番（梅村智秀） 通告文書をそのまま読み上げるということを求められているの

でありましょうか。 

○議長（高橋利勝） 違う、質問要旨では、元職員ということを言っているわけです

から、元職員に関することの通告だと思いますので、ほかの方については触れるとい

うことにはならないと思います。 

○３番（梅村智秀） ２番項の２行目、町とも一定程度以上の接点を持っていた者ら

と凶暴しということも書いてありますが。元職員のことのみを私、述べているつもり

はありません。議長に、その解釈を求めるものであります。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午後 ７時５３分  休憩 

午後 ７時５８分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） それでは、改めまして再開いたします。 

 この元町職員、あわせてこの町職員と共謀した元農場作業者、こうした者の関連が

この一連の事件では確認されており、当然、立件もされております。 

 この今回の件が、この元町職員の者だという推認はしているけれども、確定がされ

ていないということであれば、新たなものかもわかりませんし、この事件の真相とい

うものが今なお、さらにさらに闇に包まれてしまってわからなくなってしまったのか
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なと、このような認識を新たにしたところでございます。 

 これらについて、町民のためにも、町職員のためにも、そして本別町の未来のため

にも全容解明、徹底究明を求めるものであり、改めまして所見を伺います。  

 ３番、一連の事件が終結していないことを踏まえ、改めまして町長がみずからを厳

しく律する考えがあるのか所信をただします。 

 新たに発覚したこの事件、これまで専門家と相談し、２回の処分を行ってこられた、

そこで一定のけじめはつけたと、このようにおっしゃっておりましたが、私の見解で

はその処分も甘いと、このような認識を持っております。 

 この処分において、減額された金額、２回分合わせても１００万円少々、このよう

に考えております。これは、ボーナスだけでも年間３００数十万円支給されている町

長のお立場からすると、余りにも軽いものであると考えております。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員、続けてください。 

○３番（梅村智秀） 改めまして、御自身を厳しく律するお考えがあるのか、答弁を

求めるものであります。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 梅村議員の質問についてお答えします。 

 質問の趣旨、内容につきまして、若干、答弁と食い違うところがあるかもしれませ

んが、そこはよく聞いていただいて、理解をいただければと思いますので、前段申し

上げて答弁させていただきます。 

 まず、本件につきましては、これまでも述べさせていただいておりますが、町民の

皆様の行事に対する信頼の不信を招いたということにつきましては、改めて事件の重

大さを感じているところでありまして、職員一人一人の公正な職務遂行の重要性を感

じているところでもあります。 

 今回、町民の皆様から相談のありました件につきまして、調査をしたところ、元職

員が関与した疑いの高い町税の未納が３件を確認されましたことから、地方税法の規

定にのっとり、平成３１年１月２８日付で監査委員へ賠償責任の有無及び賠償額を決

定することを求めたところであります。 

 これまで収納業務の不適切処理にかかわる再発防止策に基づき、公務員倫理、また

服務規律の徹底、本別町収納滞納整理などのマニュアルの整備などにより、再発の防

止に努めてまいったところであります。 

 公務員倫理、服務規程の徹底につきましては、職員一人一人が改めて法令遵守を徹

底する意識の啓発を進めるために、平成２８年度からコンプライアンス、倫理、法令

遵守の研修を実施してきているところでもあります。 

 今後も、この法令違反、法令の遵守、意識の徹底とリスクマネジメント、危機管理

に関する意識の高揚をはかりますとともに、今回、明らかとなりました事案を踏まえ

て、過去の不納欠損者などにかかわる収納状況などの調査をしっかりと取り組んでま
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いりたいと考えております。 

 また、職務の遂行に当たりましては、これらの法令遵守をしっかりと心に刻むこと

によって、再発防止に取り組み、日々の業務を通じて役場に対する信頼回復に努める

ことが私に与えられた使命であると感じております。その職務を果たすために、職員

とともにまちづくりに全力を取り組んでまいる所存であります。  

 これらの所信を申し上げまして、また答弁とさせていただきますが、加えさせてい

ただきますけれども、これは安易に不納欠損という質問がありましたけれども、不納

欠損そのものは安易にやっているということではありませんので、不納欠損を悪用し

てこういう事件を起こしたということが事実でありますから、その辺についてもお間

違いのないように答弁をさせていただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） ただいま答弁いただいた中で、不納欠損は安易に行ったもので

はないと。それは町長の御認識はそうかもしれませんけれども、私の認識は違います。  

 それは、何かお間違いのないようにということで確定的なことで申されております

けれども、この元町職員の、いわゆる性善説に基づいて信頼していたというようなこ

とから、この職員が不納欠損処理というものを悪用したと、それは事実だと思います

けれども、この不納欠損処理が安易に行われていたか否かということについては、こ

れは断定、確定されるのは町長の御認識として申し述べられたのは理解しますけれど

も、私の認識とは異なるもので、町長の御答弁は相容れないものでございます。  

 改めまして御答弁を願います。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 不納欠損は、それぞれ居所不明だとか、生活困窮などなど含め

て、この部分については一定の期間、これは収納ができないと、こういう判断をして、

それぞれ担当のほうから、このことについては、税法上にのっとって不納欠損という

ことで書類をつくって、それぞれ不納欠損扱いをするということですから、不納欠損

そのものを安易にしているつもりではなくて、不納欠損そのものの制度、仕組みにつ

いては、これは間違いなく税法上にのっとって実施をしていると、こういうことを私

は申し上げたわけでありまして、私どもが勝手に不納欠損をするとか、それを職員が

いい加減にやるとかということでは決してありませんので、そういう意味での不納欠

損はしっかりと制度にのっかって、法律にのっとって不納欠損の処理をしているとい

うことであります。 

 ただ、もう一度言いますが、それを悪用して、こういうような収賄に持っていった

ということが、これが大きな事件になったということでありますから、そういうこと

の再発を防止するために徴収制度だとか、またコンプライアンスだとか、それぞれ必

要な職員としての意識の持ち方、また業務の遂行の仕方についてそれぞれ研修を重ね



－ 94 － 

ながら、この信頼回復に向かって努力しているということでありますから、そういう

一連の流れだということも含めて、御理解をいただきたいと思います。  

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） これ僕も大体、何度かこの一般質問を経験して、これもう絶対

堂々めぐりパターンに陥ったなと思うのですけれども、この元町職員がその制度を悪

用して、不納欠損処理制度を悪用したと、それに最終的な御判断をして、はんをつか

れたのは町長だと思うのです。それを、この制度を正しく、適正に利用しているのか

どうかというものを精査されていたのかいなかったのか、それを僕は安易にというふ

うに表現しているのです。 

 また、３番項の一連の事件が終結していないことを踏まえ、改めて町長がみずから

厳しく律する考えがあるのかという、こちらについての御答弁も改めまして求めると

ころであります。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 制度を悪用して着服したという、要するに事件になったという

ことと、不納欠損の処理ということは一緒でないということの御理解をいただければ

なというふうに思いますので、そこは、不納欠損というのはしっかりと、それぞれの

納税者の事情を考慮しながら、それを法的に整理をして、不納欠損を処理をすると、

こういうことでありますから、この制度そのものについて不備だとか、例えばその安

易にということについては、一切そういうことではありませんので、そのことについ

てはしっかり御理解いただければというふうに思っています。 

 また、この３番目の質問でありますけれども、職務の遂行に当たってそれぞれ今ま

でのこういう事件の反省を踏まえて、特に責任者としてこれの職員一同、法令遵守を

しっかりしながら、職場の職務の遂行に当たっていく、また再発防止含めて日々業務

を通じて役場に対する信頼回復に努めるために全力をつけていくことが私に与えられ

た使命であるということであります。その思いをしっかりと受けとめながら、これか

らも職務を果たすために職員とともに全力を尽くしていく、こういうことの答弁とさ

せていただきます。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 改めましてお伺いの仕方を変えますが、今、今後の所信という

ものについてはお伺いいたしました。 

 町長に新ためましてお伺いいたしますけれども、こちらをこれまで２回、御自身の

処分を行ったということでございますが、新たにこうして出てきたということに対し

て、新たに御自身に対して処分を課す、このようなお考えがあるのかどうか伺います。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 一連の事案だというふうに捉えながら、それぞれ議会の皆さん
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方にも相談、提案させていただきながら、自分のこれがいい方法だということでは決

してありませんけれども、私は示した姿勢として２回にわたってそれぞれ議会の皆さ

ん方に報告をし、承認をいただきながら、こういう処分をしてきたところであります

から、この一連のものについては、その結果を踏まえて、反省も踏まえて、これから

は本当に職員一丸となって、指導する立場でありますから、その一丸となって職務遂

行に当たり、普段の業務を通じて一層、信頼回復に務めていくということが私の役割

だと考えておりますので、それがみずからをしっかりと律しながら、また決意も新た

に取り組んでいくということが私の答弁であります。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） やっぱりまた陥ってしまいました、このループに。 

 僕がお伺いしているのは、町長のお気持ち、所信というものは理解というか、わか

りました。町長に、ではお伺いの仕方を変えますけれども、具体的な御自身に対して、

例えば減給等の処分、こうしたものを改めて行う考えがあるのかないのか、今後のお

考えとか、お気持ちについてお伺いしていることではありません。  

○議長（高橋利勝） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫） 過去２回に行ったことをまたやるとか、やらないとかというこ

とを私は答える必要はないというふうに思っています。 

 私に課せられた、この責務、役割、またみずからを律するという意味では、先ほど

から答弁しているとおりでありますから、そのように御理解をいただきたいというふ

うに思います。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 答える必要がないというお答えでしたので、もう答える必要が

ないと言われた以上、答える必要がないというものに対して答えろ、答えろというこ

とも繰り返すことができませんので、町長のその姿勢、大変、私の所感としては不誠

実だなと。これまで、事あるごとに、その信頼回復に向けて全力を尽くすと、そういっ

た趣旨のことを述べられてきましたけれども、それも私の感覚といたしましては、具

体的に何か実施されて、それが町民の感覚として、そうした形で信頼回復に向け一歩

一歩歩んでいっているなと、そうした声を耳にしたこともありませんし、私自身も感

じたこともありません。大変、残念だなと、このような所感を残して一般質問を閉じ

させていただきます。 

○議長（高橋利勝） 髙橋町長、答弁してください。 

○町長（髙橋正夫） 梅村議員の思いは、それはそれで結構だと私は想っていますか

ら、私は私のこの思いで答弁していますから、それが信頼だとか、またそれがどうだ

という、そういう所見を述べていただく必要は私はないというふうに思っています。  

必要なことは、必要として、今までも実施してきましたし、さらに必要なことはこれ

からもしっかりと町民の皆さんの信頼回復のために、また本町の発展のために職員一
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丸となって、その町民のみなさんの町を思う気持ちをしっかりとまた享受、または共

有できるように全力を尽くしてまっすぐに取り組んでいく、これが私の役割だという

ふうに思っておりますので、そのとおり御理解いただきたいと思います。  

 以上であります。 

○議長（高橋利勝） これで、一般質問を終わります。 

 傍聴者の皆さんに申し上げます。 

 今回で２０回目のナイター議会を開催させていただきました。長時間にわたりお疲

れのところ、このように多数の方々に傍聴いただきましたこと、まことにありがとう

ございます。 

 当議会の取り組みに対しましても、今後とも御指導と御協力、御理解をいただきま

すよう、心からお願いを申し上げます。 

 あわせて、来月４月２３日から３日間、町内６カ所において議会による町民懇談会

を開催させていただきますので、お誘い合わせの上、御参加くださいますよう、連絡

申し上げます。 

 本日は、傍聴をいただきました皆様方に厚くお礼を申し上げ、ナイター議会を終了

させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

───────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（高橋利勝） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

散会宣告（午後 ８時１４分） 
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開議宣告（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（高橋利勝） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議案第１６号 

○議長（高橋利勝） 日程第１ 議案第１６号常勤特別職の給与及び旅費に関する条例の

一部改正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第１６号常勤特別職の給与及び旅費に関する条例の一部改

正につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の改正は、人事院の給与に関する勧告に伴い、一般職の期末手当の改正を行なうこ

とにより、常勤特別職の期末手当についても改正する必要が生じたため提案するものです。 

 それでは、改正条文により説明をさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略さ

せていただきます。 

 常勤特別職の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例。 

 常勤特別職の給与及び旅費に関する条例（昭和４２年条例第３４号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第６条第１項中「以下「期末手当基準日」という。」を「以下この条において「基準日」

という。」に改め、同条第２項中「次の支給時」を「基準日」に、「、それぞれの割合」を

「１００分の２１０」に改め、同項各号を削る。 

 別表備考中「職員の旅費に関する条例」の次に「（昭和２９年条例第６号）」を、「職員の

旅費に関する規則」の次に「（昭和３９年規則第４号）」を加える。 

 期末手当の６月及び１２月の支給月数について、平成３１年４月１日から均等に振り分

ける改定で、支給月数の合計１００分の４２０に変更はありません。 

 改正の内容は、現行の６月、１００分の２０２.５、１２月、１００分の２１７.５を６

月、１００分の２１０、１２月、１００分の２１０とするものであります。 

 附則。 

 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 以上、議案第１６号常勤特別職の給与及び旅費に関する条例の一部改正についての提案

説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１６号常勤特別職の給与及び旅費に関する条例の一部改正についてを

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１６号常勤特別職の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第１７号 

○議長（高橋利勝） 日程第２ 議案第１７号職員の給与に関する条例の一部改正につい

てを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第１７号職員の給与に関する条例の一部改正につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、１時間あたりの給与額の算出基礎の変更に伴い、条例を改正する必要が生じた

ため、職員組合の合意を得ましたので、提案するものであります。 

 時間外勤務手当につきましては、労働基準法に基づき算出しておりますが、これまで基

本給のみをその算出基礎額としてまいりました。 

 平成３０年１１月１５日付で、十勝総合振興局、総務省給与能率推進室発から時間外勤

務手当の算出にあたり、寒冷地手当を含めるよう通知があり、平成３１年１２月５日に帯

広労働基準監督署に本町の対応と今後の取り扱いについて確認したところ、算出基礎額に

寒冷地手当を含め、適切に対応するよう回答を得たことから、今回、所要の改正を行なう

ものであります。 

 なお、今回の改正に伴い、時間外勤務手当の基礎となる１時間あたりの給与額の算出基

礎について精査したところ、本町が支給しております特殊勤務手当についても、月額で支

給している手当については基礎額に含めることが判明いたしましたので、あわせて改正を

行なうものであります。 

 それでは、改正条文により説明をさせていただきます、なお、括弧書きの朗読は省略さ

せていただきます。 

 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。 



- 5 - 

 

 職員の給与に関する条例（昭和２６年条例第４号）の一部を次のように改正する。 

 第１４条に次のただし書を加える。 

 ただし､第１１条､第１２条及び第１６条の勤務１時間当たりの給与額は､給料の月額に

第１５条の２に規定する手当及び本別町職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１１年条

例第６号）に規定する手当のうち月額で支給される手当を加えた額に１２を乗じ､その額を

１週間当たりの勤務時間に５２を乗じたものから規則で定める時間を減じたもので除して

得た額とする。 

 第１１条は超過勤務手当、第１２条は休日給、第１６条は夜間勤務手当を規定し、第１

５条の２に規定する手当は寒冷地手当となります。 

 また、本別町職員の特殊勤務手当に関する条例に規定する手当のうち月額で支給される

手当の主なものは、養護業務手当、特別養護業務手当、放射線等業務手当となります。 

 今回の改正により、勤務１時間あたりの給与額を算定するにあたり、給料の月額に寒冷

地手当、月額で支給されている特殊勤務手当を加えた額が算出基礎額になります。 

 なお、寒冷地手当については、１１月から３月までの５カ月間支給されていることから、

その期間のみの加算となります。 

 附則。 

 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 以上、議案第１７号職員の給与に関する条例の一部改正についての提案説明とさせてい

ただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１７号職員の給与に関する条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１７号職員の給与に関する条例の一部改正については、原案のとお

り可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 議案第１８号 
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○議長（高橋利勝） 日程第３ 議案第１８号本別町放課後児童クラブ条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次） 議案第１８号本別町放課後児童クラブ条例の一部改正に

ついて、提案理由の説明をいたします。 

 この条例は、町内３小学校区内にあります、放課後児童クラブ、いわゆる学童保育所の

保育料について減免規定を新たに設け、子育てを行う家庭の経済的負担を軽減するため、

改正するものであります。 

 条例では、保育料の減免の基準を規則に委任するとしております。管内の市町村の状況、

国がまとめました全国的な減免の有無などを踏まえ、本別町子ども・子育て会議での議論

を経て、減免の基準を一つ目として生活保護世帯、二つ目として市町村民税非課税世帯、

三つ目として児童扶養手当の支給を受けている世帯、四つ目としてその他、災害、保護者

の傷病等により保育料の納付が困難な状況であると認められる世帯とし、保護者からの申

請をいただき、許可する方法を想定しております。 

 なお、条例上の学童保育所の保育料は、１カ月２,６００円と定められており、２,６０

０円のほかに、おやつ代として保護者会が収納いたします２,０００円につきましては、実

費徴収ということで、この減免の予定はありません。 

 それでは、条例の案文を朗読し、説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は

省略をさせていただきます。 

 本別町放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例。 

 本別町放課後児童クラブ条例（平成２９年条例第６号）の一部を次のように改正する。 

 第７条に次の１項を加える。 

 第２項、前項に定める保育料は、規則の定めるところにより減免することができる。 

 附則。 

 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 以上、議案第１８号本別町放課後児童クラブ条例の一部改正についての提案説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議をお願いします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 
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 これから、議案第１８号本別町放課後児童クラブ条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１８号本別町放課後児童クラブ条例の一部改正については、原案の

とおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議案第１９号 

○議長（高橋利勝） 日程第４ 議案第１９号本別町新規就農者等に関する条例の一部改

正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 菊地農林課長。 

○農林課長（菊地 敦） 議案第１９号本別町新規就農者等に関する条例の一部改正につ

きまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 この度の改正は、本条例の別表第７条第１項第１号に定める新規就農体験支援事業で体

験者の旅費に係わる補助対象経費として公共交通機関の利用に限定しているものに、新た

にレンタカーの利用を補助対象に加える内容の改正を行なうものです。 

 この補助金は、就農を目的に本町で農業体験や研修、実習を行なう体験者に対し、来町

の際にかかる飛行機、ＪＲ、バス等の公共交通運賃の半額を、５万円を上限に補助するこ

ととしています。 

 しかし、これまで体験者の方々の実情としまして、空港などからの本町への交通機関の

アクセスや研修期間中の農場や買い物など、移動手段として車が必須となっています現状

から、レンタカーを補助対象とし、体験者の負担軽減と、さらなる受け入れの拡充を図る

目的で条例の一部改正を提案するものです。 

 それでは、条例案文により提案にかえさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省

略をさせていただきます。 

 本別町新規就農者等に関する条例の一部を改正する条例。 

 本別町新規就農者等に関する条例（平成２９年条例第８号）の一部を、次のとおり改正

する。 

 別表１、第７条第１項第１号に定める新規就農体験支援事業の項、金額の欄中「公共交

通機関」の次に「及びレンタカー」を加える。 

 附則。 

 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 以上、議案第１９号本別町新規就農者等に関する条例の一部改正についての提案説明と

させていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 
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○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） レンタカーの追加でございますけれども、例えば普通に考えると帯

広空港からとか、帯広のＪＲの駅とか、本町までの間という解釈なのか、それとも例えば

東北の人がレンタカーで本町まで来るのも認めるのか、また、期間が１週間なのか１０日

なのか１カ月あるのか、その辺御説明してください。 

○議長（高橋利勝） 菊地農林課長。 

○農林課長（菊地 敦） ただいまの篠原議員の質問ですが、まずレンタカーの利用に関

しましては、限定とする内容はありません。ですから、東北の方がレンタカーを利用して

フェリー、あわせてそういった形で移動する場合はフェリー代含めて、公共交通機関とし

てのフェリー代含めて、レンタカーの利用料金という形で対応をしていくということにな

ろうかと思います。あわせて、帯広空港やＪＲから、もちろん基本的にこれまでは空港等

に関しては私たち出迎えて、送迎も含めてしていますが、滞在期間が大体研修となると、

多い人で１０日間とか１週間、３日程度という方もいらっしゃいますけれども、今まで平

成２９年に条例を制定させていただいて６件の利用があります。その全てでレンタカーを

借用して、農場への移動等含めて、日常の買い物等含めてレンタカーを利用するというの

が現状となっておりますので、そういった形で、期間にかかわらず対応をさせていただき

たいというふうに考えています。以上です。 

 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） 期間はわかりました。この補助は５万円が限度というふうに理解し

てよろしいのですか。 

○議長（高橋利勝） 菊地農林課長。 

○農林課長（菊地 敦） 上限に関しては、５万円の条例の内容については変更ありませ

んので、上限を５万円として取り組みをさせていただきたいと考えております。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかに、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１９号本別町新規就農者等に関する条例の一部改正についてを採決し

ます。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 



- 9 - 

 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１９号本別町新規就農者等に関する条例の一部改正については、原

案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第２０号 

○議長（高橋利勝） 日程第５ 議案第２０号本別町医療職員養成修学資金貸付条例の制

定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第２０号本別町医療職員養成修学資金貸付条例の制定につ

いて、提案理由の説明を申しあげます。 

 今回の条例の制定は、将来、本町の医療職員として、その業務に従事することを志望す

る者に対して、修学に必要な学資金を貸し付けすることで、医療技術者の確保を図ること

を目的として提案するものであります。 

 それでは、制定条文により説明をさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略さ

せていただきます。 

 本別町医療職員養成修学資金貸付条例。 

 目的。 

 第１条、この条例は、将来本町の医療職員として、当該医療職員の業務（以下「医療業

務」という。）に従事しようとする者に対して、医療技術等の修学に必要な学資金（以下「修

学資金」という。）を貸付けし、もって医療技術者の確保を図ることを目的とする。 

 本町の医療職員とは、本別町国民健康保険病院をはじめ、町内の医療機関、介護保険施

設等で医療業務に従事する医療職員としております。 

 貸付対象者。 

 第２条、修学資金の貸付けを受けることができる者は、次の各号に掲げる者であって、

将来、本町の医療職員として医療業務に従事しようとする者とする。 

 第１号、保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号）の規定に基づく大学、学

校又は養成所に修学する者。 

 第２号、その他町長が特に必要と認める医療技術者として医療業務に従事するため修学

する者。 

 第２条でいう対象となる医療職員でございますが、第１号は看護師、保健師等、第２号

では薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、准看護師等を考えております。 

 貸付金額。 

 第３条、修学資金の貸付金額は、月額１０万円の範囲内で町長が定める。 

 貸付金額は、修学に必要な資金として月額１０万円を限度額としております。 

 貸付けの申請。 
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 第４条、修学資金の貸付けを受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した申請書を

提出しなければならない。 

 第１号、申請者の住所、氏名及び生年月日。 

 第２号、貸付け希望金額。 

 第２項、前項の申請書の提出があった場合は、町長は速やかに貸付けの可否及び貸付金

額並びに貸付期間を決定し、申請者に通知するものとする。 

 連帯保証人。 

 第５条、修学資金の貸付けの決定を受けた者（以下「貸付決定者」という。）は、速やか

に債務を負担する能力を有する連帯保証人２人を定め、誓約書に連署押印の上、これを提

出しなければならない。 

 第２項、連帯保証人は、独立の生計を営む成年でなければならない。 

 第３項、連帯保証人が欠けたときその他の理由により適格性を失ったときは、新たな連

帯保証人を定めて届け出なければならない。 

 第４条、第５条では、貸付けの申請に必要な手続きについて定めております。 

 貸付けの取消し及び停止。 

 第６条、貸付決定者が、次の各号のいずれかに該当する場合は、町長は貸付けの決定を

取り消し、又は貸付けを停止することができる。 

 第１号、修学資金の貸付けを受けることを辞退したとき。 

 第２号、退学したとき。 

 第３号、疾病その他の理由により修学を継続する見込みがなくなったと認められるとき。 

 第４号、死亡したとき。 

 第５号、その他正当な理由がなく貸付けの条件に違反し、又は修学資金の貸付目的を達

成する見込みがなくなったと認められるとき。 

 第２項、貸付決定者が休学し、又は停学の処分を受けたときは、休学し、又は停学の処

分を受けた日の属する月の翌月から復学した日の属する月の分まで修学資金の貸付けを行

わない。ただし、特に町長が必要と認めるときは、この限りでない。 

 第６条では、貸付の決定を取り消し又は停止できる場合を定めております。 

 償還の方法。 

 第７条、修学資金の貸付けを受けた者（以下「借受者」という。）は、次の各号のいずれ

かに該当するときは、当該各号に規定する理由の生じた日の属する月の翌月から起算して、

修学資金の貸付けを受けた期間に相当する期間内に、月賦の均等払の方法によって、貸付

けを受けた修学資金に利息を付して償還しなければならない。ただし、繰上償還すること

を妨げない。 

 第１号、第６条第１項の規定により貸付けの決定を取り消されたとき。 

 第２号、免許取得後、３年以内に本町の医療職員として医療業務に従事しなかったとき。 

 第３号、免許取得後、本町の医療職員として医療業務に従事した場合であって、修学資
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金の貸付けを受けた期間の１.５倍に相当する期間に達しないうちに本町の医療職員でな

くなったとき。 

 第２項、前項に規定する利息の割合は、民法（明治２９年法律第８９号）第４０４条の

規定による法定利率とし、償還の開始から起算するものとする。 

 第３項、借受者は、正当な理由がなく償還すべき日までに償還しなかったときは、当該

償還すべき日の翌日から償還の日までの日数に応じ、償還すべき額につき年１４.６パーセ

ントの割合で計算した遅延利息を支払わなければならない。ただし、災害又は疾病その他

特別の事由により、前項に規定する期限までに償還することが困難であると認める場合は、

申請によりその期限を延長し遅延利息を免除することができる。 

 第７条では修学資金の償還方法を定めておりますが、第１項第１号から第３号に該当す

る場合は、貸付けを受けた期間に相当する期間内に利子を付して償還することとしており

ます。 

 なお、その場合の利息の割合は、第２項で民法４０４条に規定する法定利率とし、現行

の民法では、年５分、年５パーセントとされております。 

 償還猶予。 

 第８条、借受者が、次の各号のいずれかに該当する期間中は、前条第１項の規定にかか

わらず、償還金の償還を猶予することができる。 

 第１号、免許取得後、本町の医療職員として医療業務に従事しているとき。 

 第２号、災害、疾病その他やむを得ない理由があるとき。 

 第２項、借受者が、本町の医療職員として医療業務に従事しようとするとき、既に医療

職員が充足され、勤務不可能の場合は、なお３年間償還を猶予する。 

 第１項第１号により、本町の医療職員として勤務している間は、償還金の償還を猶予す

るものとします。 

 第２項は、本町の医療職員として就職を希望した場合であっても、職員が充足された状

態であるため、採用されない場合を想定しております。その場合は、償還猶予の期間を３

年延長するものであります。 

 償還金の免除。 

 第９条、借受者が次の各号のいずれかに該当する場合は、町長は償還金の全部又は一部

を免除する事ができる。 

 第１号、免許取得後、修学資金の貸付けを受けた期間の１.５倍に相当する期間、本町の

医療職員として医療業務に従事したとき、償還債務の全部。 

 第２号、前号に規定する期間中に業務により死亡又は業務に起因する心身の故障のため

免職されたとき、償還金の全部。 

 第３号、前条第２項の規定により３年間を経過してもなお勤務不可能なとき、償還金の

全部。 

 第４号、第１号及び第２号に該当する場合のほか、免許取得後、本町の医療職員として
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２年以上医療業務に従事したとき、償還金の一部。 

 第５号、その他特別の事由があると認めるとき、償還金の全部又は一部。 

 第９条第１号では、免許取得後に、修学資金の貸付けを受けた期間の１.５倍に相当する

期間、本町の医療職員として医療業務に従事したときは、償還債務の全部を免除すること

ができるとしております。 

 これにより、看護専門学校３年制を卒業し就職した場合、４年半、本町の医療職員とし

て勤務することで償還金の返済を免除されることになります。 

 また、第３号では、第８条第２項の規定により、本町の医療職員として勤務を希望して

就職できなかった場合、３年間償還を猶予されますが、さらに３年後も就職することがで

きない場合については、償還金の返済を免除することができると定めております。 

 委任。 

 第１０条、この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、議案第２０号本別町医療職員養成修学資金貸付条例の制定についての提案説明と

させていただきます。よろしく御審議お願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） タイムリーな内容かなというふうに思って見ていました。この条

例をつくるまでの間ですね、いろいろ検討経過があったと思います。御承知のように過去

には、医師の関係とかやって、同じような条例で、全道的にも取り組んでいる現状だし、

６７町村で既に同様の条例が動いているということで、検討結果、経過について、ほかの

町村で既に動いているので、成果がどんなふうに上がっているかとか、そういうふうな検

討経過というのはあるのでしょうか。あれば伺いたい。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 阿保議員の御質問にお答えをいたします。今回の制度を検討す

るにあたりまして、私が以前、総合ケアセンターの所長をしておりましたときに、介護職

員の同様の制度をつくらせていただきました。その段階から、例えば保健師ですとか看護

師の同様の制度というのは、町のほうで検討する計画はないのかということも、いろいろ

御意見等もいただいておりましたし、保健師の確保のため、各地域にあります学校等を訪

問した際に、本別町さんではこういった制度はないのですかというような声もいただいて

おりました。その時点で、こういった制度の検討はどうなのですかということで、いろい

ろと御意見もいただいたところなのですけれども、今回の条例を制定するにあたりまして

は、病院のほうとも協議をいたしました。管内のいろいろな町村の事例も検討させていた

だきました。 

 今、阿保議員のほうからありましたとおり、道内６７の町村で既に同様の制度を持って
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おりまして、いろいろ成果等もあるように聞いております。具体的に言いますと、例えば

隣の足寄町さんも、看護師、医師と看護師に対しての制度を持っておりますが、看護師の

関係につきましては、３１年度で２名を募集しております。ただ、実績を確認いたしまし

たら、２８年から３０年までは実績はないということでしたけれども、現在貸付を受けら

れている方が４名いらっしゃって、足寄町で勤務されているというお話も聞いております。 

 あと、士幌町さんでも看護職員等の養成就学資金の貸付事業を行なっております。ここ

は平成１４年からこの制度を運用しておりますけれども、２９年、３０年と看護師１名ず

つこの制度を利用されているというように聞いております。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかに、ございませんか。 

 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 医療従事関係者のですね、人材確保という観点から、とても素晴ら

しい御提案だと、このように感じているところでございます。 

 第９条２項に関して、お伺いいたします。文中、業務により死亡又は業務に起因する心

身の故障のため免職されたとき、償還金の全部ということで、償還金の免除条項が規定さ

れてございます。本町の受け入れ体制、環境について、お伺いいたします。よその地域か

ら志を持って本町に、このようにお越しを、仮にいただいた方がいたと。そうした方々が、

安全で、かつ心健やかに職務に専念できる環境、こうしたものが十分に整っているとのお

考えなのか、お伺いをいたします。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 梅村議員の御質問にお答えをいたします。今、御指摘のござい

ました、本町の受け入れ体制という部分でございます。この制度を検討するにあたりまし

ては、病院のほうとも協議をいたしております。そして、この制度ができれば当然この制

度を使って就学資金を受けられた方が本町に就職を希望されて戻って来られますので、そ

ういったことも十分配慮をしていただきたいということで伝えてありますので。当然、今

の現場、こういったことも十分配慮されているというふうに考えております。以上です。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） ただいまの御答弁からですけれども、では現状としては十分なる配

慮がなされているので、特に課題というものはないと、このような御認識ということでよ

ろしいのですね。確認のためお伺いいたします。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） お答えいたします。私といたしましては、特に問題等はないと

いうふうに捉えております。 

○議長（高橋利勝） ほかに、ございませんか。 

 大住議員。 

○６番（大住啓一） ２点ほど、お伺いいたします。１点目の連帯保証人の関係ですが、

こういう条例、条文はなかなか私ども理解しにくいものですから、かみ砕いて御答弁いた
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だきたいのですが、２人の連名ということでございますから、自分の親はいいのか、何親

等以外であればだめなのか、その辺を明解にわかりやすくお知らせいただきたいというの

が１点目。 

 ２点目でございますけれども、就学期間の１.５倍、先ほど例を出していただきまして、

３カ年の看護学科に行った場合は４年半と。これは、その部分、本別の関係期間で仕事を

すれば、償還しなくていいということになるのでしょうか。であれば、これについての奉

公云々ということで、一時それで人権を縛るといいますか、その辺があったのですが、他

の法律との整合性は、ほかの町でもやっているということでございますけれども、本別町

でも制定することに対しての異議はないのですが、個人の人格なり、そういうものを縛る

ということになるのかならないのか。それはほかの法律であると思うのですが、その辺の

見解はどのように考えておられるのか、２点。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 大住議員の御質問にお答えをいたします。まず、連帯保証人の

関係ですけれども、特に何親等ですとかというのは定める予定はございません。ただ、債

務保証でございますので、この条項の中にもありますけれども、独立の生計を営む成年で

なければならないというところでの規定となります。 

 あとその１.５倍の関係でございます。この条例を制定するにあたりましては、まず本町

の医療機関で勤務をすることを志す、あるいは希望する方を対象とするものでございます

ので、例えば人権的な問題ですとか、そういったことは問題はないというふうに捉えてお

ります。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 当然こういう条例を制定するのですから、そのようなお答えしかな

いと思いますし、人材確保という観点からいけば、そのようになると思います。ただ、こ

れからの将来ある方々は、本別町に志していても、１.５倍の年数を経ないで退職するとい

うこともありますので、それはやっぱり奨学金を、契約といいますかね、するときにきち

んとお話しておかないと、やはり個人の人権で４年半も縛られるとか、言葉悪いですけど

もね。そういうことになるものですから、あらぬ心配かもしれませんが、部分でございま

す。 

 それと生計を立てているということに、連帯保証人の関係でございますが、例えば親御

さんが、ちょっと年は離れる親御さんかもしれませんが、俗に言う６０定年過ぎていても、

ある程度の年収があれば、親御さんでお二人そろっていれば保証人としての扱いになると

いう解釈でよろしいのでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） まず連帯保証人の関係ですけれども、問題はないというふうに

捉えております。 

 あと、先ほどの１点目の関係でございますけれども、当然、実際勤められて、いろいろ
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な事情で辞められるケースもあるかと思います。そういったことは、この貸付金の申請を

受けられた際には、その辺も含めて十分説明する必要はあるというふうに捉えております

ので、そのように対応したいと思います。この制度自体、例えば学校を卒業して３年以内

に本町の医療機関に就職をしてくださいという制度にしております。ですからその３年間

で、ほかの医療機関で経験を積まれて戻って来ることも想定をしておりますので、そうい

ったことも含めて相談対応してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（高橋利勝） ほかに、ございませんか。 

 柏崎議員。 

○２番（柏崎秀行） 非常にいい条例だと思って聞いていました。１点だけ質問させてい

ただきます。３年間学校に通って、奨学金を受けて本町に就職するというところで、住民

票の、本別に置くとかという決めはないのでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 柏崎議員の御質問にお答えをさせていただきます。条例上謳っ

ておりませんが、当然、本町に勤務していただく際には本別町の住民となっていただくと

いうのは基本的なことだと思いますので、その辺は十分、先ほどの大住議員の御質問とも

からみますけれども、制度を説明する際には、その辺も含めてしっかりと説明をしていき

たいと思っております。 

○議長（高橋利勝） ほかに、ございませんか。 

 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） 字句の確認ですけれども、本町の医療機関ということは、本別町経

営の医療機関という判断でいいのか。もし本町の医療機関というのであれば、例えば町立

病院辺りで、満杯で採用できないよと、そういうときには町内にある医療機関に勤めて、

そのことが免除になるのかどうか、確認。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） この条例の関係でございますけれども、町内の医療機関、ある

いは医療業務として従事する場合には病院ばかりではございませんので、そういった所も

含めて想定をしております。要は本別町に来ていただいて、医療業務に従事をしていただ

くということですから、民間も含めての範囲となります。 

○議長（高橋利勝） 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） 例えば、町立病院で足りないよと。でも環境が悪くて、嫌だと。そ

の場合にほかの医療機関へ行くことを認めてくれるのですか。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 御質問にお答えをいたします。この条例の貸付制度の関係です

けれども、貸し付けるにあたって勤める医療機関、例えば病院というのを限定をするとい

うような中身では考えておりません。御本人が本町に戻って、そういう医療業務につきた

い、医療機関に勤めたいということを想定しておりますので、今御質問にあったようなケ
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ースといいますか、例えば当初ここに勤めたかったけれども、ちょっと今忙しそうなので

こちらに勤めたい、あるいはもう少し町民の方と直接触れあえるような所で勤めたいとか、

そういう希望はいろいろあると思いますので、その辺は特に限定をするとか、規制をする

とかという考えはございません。 

○議長（高橋利勝） ほかに、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２０号本別町医療職員養成修学資金貸付条例の制定についてを採決し

ます。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２０号本別町医療職員養成修学資金貸付条例の制定については、原

案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 発議第１号 

○議長（高橋利勝） 日程第６ 発議第１号議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部改正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 方川一郎議員、御登壇ください。 

○議会運営委員長（方川一郎）〔登壇〕 発議第１号議会の議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正について。 

 上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項の規定に

より提出します。 

 提案理由ですが、人事院の給与に関する勧告に伴い、一般職の期末手当の改正を行なう

ことにより、議会議員の期末手当についても改正する必要が生じたので、本条例を提案し

た次第であります。 

 それでは、改正条文を朗読し、また括弧書きの朗読は省略をさせていただきます。 

 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和４６年条例第３号）の一部を

次のように改正する。 

 第５条第２項中「、次の割合」を「１００分の２１０」に改め、「６月 １００分の２０
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２.５」及び「１２月 １００分の２１７.５」を削る。 

 附則。 

 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正についての説明とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

(｢なし｣と呼ぶ者あり) 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

(｢なし｣と呼ぶ者あり) 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

これで、討論を終わります。 

 これから、発議第１号議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１１人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、発議第１号議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

については、原案のとおり全会一致で可決されました。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩いたします。 

午前１０時５１分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第２１号 

○議長（高橋利勝） 日程第７ 議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について

を議題とします。 

 はじめに、平成３１年度各会計予算の提案理由の大綱についての説明を求めます。 

 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収） それでは私から、平成３１年度本別町各会計の予算編成の考え

方、及び大綱について御説明を申し上げます。 

 まず先に、国の財政運営について申し上げます。国は平成３０年６月に閣議決定の経済、



- 18 - 

 

財政運営と改革の基本方針２０１８において、平成３１年度以降の新経済・財政再生計画

を決定し、計画期間の当初３年間が基盤強化期間と位置付けられておりますが、その内容

は、経済再生なくして財政健全化なしとの基本方針を堅持し、引き続き国、地方で基調を

合わせた歳出改革や効率化に取り組むとする厳しい内容となっています。 

 中でも、地方に対し財政の体質改善として、地方交付税の算定に委託等の業務改革を反

映させるトップランナー方式を徹底するとしています。これを受けまして、ことし２月に

閣議決定された平成３１年度地方財政計画は、通常収支分で８９兆５,９３０億円、前年度

に比較し３.１パーセントの増、別枠の東日本大震災分は１兆９８７億円で、０.８パーセ

ントの減となりました。 

 地方税や地方交付税などの地方一般財源は、総額で６２兆７,０７２億円、対前年比１.

０パーセントの増で、前年並みが確保されました。 

 地方財政の財源不足額は４兆４,１０１億円で、前年度より１兆７,６８１億円、２８.６

パーセントの減となりましたが、これは国税、地方税の収入見込みが増額となり、地方交

付税の財源が充実されたことによるものであります。 

 こうした状況を踏まえ、本別町の平成３１年度の予算編成にあたりましては、新年度予

算編成の重点としまして、第６次本別町総合計画及び本別町人口ビジョン・総合戦略、並

びに町が策定している各種計画を基軸に据え、補助、交付金等のハード事業に加え、優先

度の高い子育て支援、地域包括ケアの推進、介護、人材確保対策、農福商連携、空家対策

など、町民生活に密着したソフト事業にも配慮し、あわせて予算の重点化、効率化を図り、

財政基盤の安定に努めたところであります。 

 それでは次に、各会計の概要について御説明を申し上げます。一般会計予算書の２１２

ページをお開きください。 

 本別町予算総括表、一番下の合計欄ですが、一般会計と６特別会計、２企業会計の予算

総額は１１７億６,７４４万円で、対前年比２.２パーセントの増となります。 

 上段の一般会計は６９億３,１２４万４,０００円で、対前年度２億３,９７３万１,００

０円、３.６パーセント増となります。 

 特別会計は、国民健康保険が昨年度から北海道が財政運営の責任主体となり、主に保険

給付費に係る交付金、拠出金等が減額となる見込みから、２,６５７万５,０００円、２.２

パーセントの減、後期高齢者医療、介護保険事業、介護サービス事業、簡易水道はほぼ前

年並みを計上、公共下水道は国道２４２号道路改良工事に伴う汚水管渠移設などの事業費

で２,１３０万６,０００円、４.４パーセント増となります。 

 企業会計では、水道事業会計の資本的収支の大幅増は、給水区域連絡管整備工事、及び

国道２４２号道路改良工事に伴う配水管移設工事の実施などによるものです。 

 病院事業会計の資本的収支の減は、Ｘ線発生装置及び人口透析液供給システムなど、機

器更新事業の完了によるものであります。 

 次に、予算書の９ページをお願いいたします。 
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 １、総括歳入でございます。右端比較欄の増減の大きいものについて説明をいたします。 

 １款町税の総額は９億２,６８６万７,０００円の計上で、対前年度２,５５９万２,００

０円、２.８パーセントの増となりますが、内容といたしましては、町民税の個人所得割が

対前年度７２９万２,０００円、２.２パーセントの増によるものです。 

 その他町税では、固定資産税が対前年度１,７３５万９,０００円、４.３パーセントの増、

軽自動車税は前年並み、町たばこ税は対前年２８２万８,０００円、４.６パーセントの減

を計上です。 

 ７款自動車取得税交付金は、対前年度２,３４９万５,０００円、５９.１パーセントの減

で、消費税引き上げ時に廃止されることによるものです。 

 ８款環境性能割交付金は１,１４８万５,０００円で、消費税引き上げに伴い自動車取得

税交付金が廃止されることにより、新たに自動車税環境性能割が創設されたことによるも

のです。 

 １０款地方交付税は、対前年度３,２２５万８,０００円、１.２パーセントの増を見込み

ましたが、総務省の地方財政対策では総額で１.１パーセントの増となっていますが、本町

の普通交付税の算定にあたっては、基準財政需要額の個別算定経費及び包括算定経費の増

減要因、公債費の算入額などを精査し、前年度決算比では１.４パーセントの減となります。 

 次に、１２款分担金及び負担金、対前年度８７０万６,０００円の減額は、畜産担い手総

合事業の受益者分担金の減額、１４款国庫支出金４,５４４万円の減額は、公営住宅整備事

業等補助金の減が主なものであります。 

 １５款道支出金２,７１１万４,０００円の増は、農地耕作条件改善事業、参議院議員通

常選挙及び北海道知事及び道議会議員選挙委託金等が主なものであります。 

 次に１７款寄付金１千万円の増額は、個性あるふるさとづくり寄付金増によるものであ

ります。 

 次に、１８款繰入金１億１,７４０万８,０００円の増は、財政調整基金、対前年７千万

円、減債基金２千万円、職員退職基金５千万円増が主なものであります。 

 ２１款町債９,２４７万９,０００円の増は、橋梁長寿命化事業３,２５０万円、防災行政

無線更新工事（デジタル化）１億５,１３０万円増によるものですが、今後とも計画的な起

債の発行に努めてまいります。 

 次に、１０ページ、１１ページの歳出をお開きください。比較欄の増減額の大きいもの

では、２款総務費、対前年度２億５,７１４万４,０００円、２９.４パーセントの増は、防

災行政無線のデジタル化１億５,６１７万８,０００円、住民情報システム機器更新２,０３

１万２,０００円、戸籍電算システム機器更新４３５万２,０００円、参議院議員通常選挙

費９０８万３,０００円、北海道知事及び道議会議員選挙費４２０万円の増によります。 

 ３款民生費、対前年度４,２６０万７,０００円、３.３パーセントの増は、社会福祉協議

会の補助金として、勇足高齢者住宅備品購入費２１２万２,０００円、地域密着型特別養護

老人ホーム開設事業２,３５５万７,０００円、介護保険事業特別会計繰出金、地域支援事
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業費１,５０３万円増によるものです。 

 ４款衛生費、対前年度１,９５０万７,０００円、２.２パーセントの増は、とかち圏複合

事務組合が運営する帯広市のくりりんセンターへ、ごみ搬入経費５,１０５万５,０００円

などの増によるものです。 

 ８款土木費１億４,３４５万３,０００円の減は、除雪ダンプ購入事業５,６５７万１,０

００円の減、地方道路整備事業５,１８０万４,０００円の減、橋梁長寿命化事業１億８５

９万７,０００円の増、都市公園安全・安心対策事業１,８００万円の減、公営住宅整備事

業１億１３２万２,０００円の減が主な要因であります。 

 次に、９款消防費３,１９９万円の増は、水槽付消防ポンプ自動車購入事業などの増によ

るものです。 

 次に、１０款教育費３,７１３万８,０００円の増は、スクールバス購入事業などの増に

よるものであります。 

 次に人件費でありますが、全会計の職員、準職員の人件費総額は２２億３５９万４,００

０円で、対前年度５,３９５万２,０００円、２.５パーセントの増となり、一般会計では５,

０５３万８,０００円、４.７パーセントの増となりました。これは、職員数が減及び３年

に１度の退職手当組合負担金精算納付金５,９９４万７,０００円の増によるものでありま

す。 

 投資的経費は、一般会計で１２億２,０１５万４,０００円、対前年度１億４,９４９万８,

０００円、１４.０パーセントの増、うち補助事業分は６億６,０８８万５,０００円、前年

度比１１.３パーセントの減となります。 

 これに前年度からの繰越明許分１,４００万１,０００円を合わせますと、総額で１２億

２,８０５万６,０００円となり、対前年度７６１万６,０００円の増となります。 

 当初分の特別会計、企業会計を含めた投資的経費の総額は１４億５,８９９万８,０００

円となります。 

 次に、基金の繰入額は５億９,７５９万３,０００円で、対前年度１億１,７４０万８,０

００円、２４.５パーセントの増となります。内容といたしましては、新規就農者等支援事

業、地域農業支援事業、農業振興資金貸付金及び利子補給事業、酪農施設電源確保緊急対

策事業に農業振興基金から２,３４７万６,０００円、保育料軽減事業、ドローン購入事業、

学校給食費多子世帯軽減事業、本のまち夢づくり講演会費として、個性あるふるさとづく

り基金から４,０２２万８,０００円のそれぞれ運用を図ってまいります。 

 基金の平成３０年度の見込みは、当初の取り崩し額に対し、地方交付税の大幅な減額等

により、全額積戻しができる状況ではございません。 

 以上が平成３１年度予算の概要でありますが、本町の将来を見据えた事業や緊急の諸課

題に積極的に取り組み、町民生活に密着した事業の推進と町民生活の安定に全力を傾注し

た予算編成となりました。 

 一方、町財政は平成３０年度において、普通交付税、臨時財政対策債合わせて前年比１
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億３,３９５万７,０００円の減収となり、平成３１年度の予算編成に影響をしております。 

 歳出を見ても、社会保障費等が増加傾向にあり、本町の財政環境は厳しさを増しており

ます。更なる財政運営の効率化が求められておりますが、職員一丸となって努力してまい

りたいと考えています。 

 以上、大綱の説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これより、提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について、提案

内容の御説明を申し上げます。 

 ただいま副町長より予算の大綱につきまして御説明を申し上げましたので、私からは事

項別明細書により、新規事業を中心に、増減の著しい部分に絞って御説明をいたしますの

で、御了承願いたいと存じます。 

 まず、予算書の１ページをお開きください。括弧書きの朗読は省略させていただきます。 

 平成３１年度本別町一般会計予算。 

 平成３１年度本別町の一般会計の予算は、次の定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６９億３,１２４万４,０００円と定

める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事

項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。 

 地方債。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表地方債による。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

１０億円と定める。 

 歳出予算の流用。 

 第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用。 

 平成３１年３月５日、提出となります。 

 では、事項別明細書の歳出から御説明申し上げます。 
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 各科目にわたります、１節の報酬、２節給料、３節職員手当等、４節共済費の人件費に

ついては、添付資料の給与費明細書で説明させていただきます。 

 ２１３ページをお開きください。１、特別職に係る給与であります。本年度の欄を御覧

ください。長等は３人、町長、副町長及び教育長であります。議員は１２人で、その他の

特別職は５２７人、計は５４２人で、報酬から共済費までの総額は１億７８３万５,０００

円で、対前年４０１万７,０００円の増となっておりますが、議員報酬等が１６８万３,０

００円の増、その他特別職が２１８万５,０００円の増になっているものであります。 

 ２１４ページを御覧ください。２、一般職でありますが、職員数は前年度より２名減の

１２７人、給料４億７,１６８万円、職員手当４億３,９１５万３,０００円、共済費１億７,

４８２万８,０００円で、合計は１０億８,５６６万１,０００円となり、対前年４,９３１

万３,０００円、４.８パーセントの増であります。 

 増減の主なものといたしましては、勤勉手当の支給率改正による増、退職手当組合負担

金精算納付金５,９９４万７,０００円の増が主なものであります。 

 以下、職員手当の内訳及び次ページ以降の給料及び職員手当の増減額の明細等について

は、説明を省略させていただきます。 

 戻りまして、事項別明細書の４８ページ、４９ページをお開きください。 

 歳出でありますが、各科目の給与費等の説明は省略をしてまいりますので御了承願いま

す。 

 ５２ページ、５３ページをお開きください。１２節役務費中、５５ページをお開きくだ

さい。上から１６行目になります、事業系ごみ処理手数料１７６万３,０００円は、平成３

１年４月からごみの収集方法が変更されることに伴い、可燃ごみ、プラスチック等の事業

系ごみの処理手数料を計上するものであります。 

 飛びまして、６２ページ、６３ページをお開きください。７目交通防災対策費１５節工

事請負費１億５,６１７万８,０００円は、防災行政無線整備事業として、今年度より２カ

年計画で防災行政無線のデジタル化を進めるもので、別添の予算説明資料の１ページを御

覧ください。右側中段にございます事業説明でございますが、全体事業費３億３,９９６万

６,０００円を平成３１年度からの２カ年で債務負担行為を設定し、平成３１年度は親局設

備、遠隔制御装置、再送信子局３局、戸別受信機８００台を整備し、平成３２年度に屋外

拡声子局１６局、戸別受信機２,２００台の整備を行ない、アナログ設備を撤去するもので

あります。なお、戸別受信機につきましては、初年度８００台は土砂災害警戒区域居住世

帯、指定避難所、関係機関等へ設置し、次年度の２,２００台については、設置を希望され

る世帯に無償で貸与する計画となっております。 

 以下、この表での説明は省略させていただきます。 

 予算書に戻りまして、６３ページをお願いいたします。一番下段にございます、１８節

備品購入費防災用資機材ドローン３７万８,０００円は、個性あるふるさとづくり基金に寄

付をいただいた方の意向により、災害対策用として１台を購入するものであります。 
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 ６４ページ、６５ページをお開きください。２段目の８目企画費７節賃金中、嘱託賃金

１,４１４万３,０００円は５名分を計上しておりますが、これまでの移住サポートセンタ

ー１名、地域おこし協力隊３名を任用しておりましたが、新たに地域おこし協力隊１名を

増員するものであります。 

 ６６ページ、６７ページをお開きください。中段にあります１３節委託料業務委託料の

うち施設運営２００万円は、４月１日にオープン予定のしごと体験交流館について、機械

警備業務及び管理清掃業務の委託を行なうものであります。 

 飛びまして、８６ページ、８７ページをお開きください。３款民生費１項社会福祉費１

目社会福祉総務費、次のページになります、中段にございます１９節負担金補助及び交付

金中、補助金社会福祉協議会一般分５,６０１万７,０００円、対前年１,６２４万７,００

０円の増額は、勇足高齢者住宅備品購入費補助２２１万２,０００円、地域密着型特別養護

老人ホーム開設に向けた人件費として２,３５５万７,０００円を計上したことによるもの

であります。 

 飛びまして、９２ページ、９３ページをお開きください。２項老人福祉費１目老人福祉

総務費１９節負担金補助及び交付金中、９５ページをお開きください。一番下段にありま

す勇足高齢者住宅建設費４０５万７,０００円は、社会福祉法人本別町社会福祉協議会が金

融機関より借り入れる勇足高齢者住宅建設事業資金に係る元利償還金への助成であります。 

 飛びまして、１０８ページ、１０９ページをお開きください。４目発達支援センター費、

次のページをお願いいたします。上段にございます１７節公有財産購入費８３万円は、児

童発達支援センター用地として、隣接しています国有地２３５.１４平方メートルを購入す

るものであります。 

 飛びまして、１２０ページ、１２１ページをお願いします。２項清掃費２目塵芥処理費

１２節役務費中、廃棄物処理手数料５３３万４,０００円は、銀河クリーンセンター直接搬

入分に係る、くりりんセンターでのごみ処理手数料等となります。 

 １９節負担金補助及び交付金十勝圏複合事務組合５,１０５万５,０００円は、平成３１

年度より、十勝圏複合事務組合が運営する帯広市のくりりんセンターへごみの搬入を行な

うことから、加入負担金１,４７４万５,０００円、運営分担金３,４４７万１,０００円等

を負担することによるものであります。 

 その下の池北三町一般廃棄物共同処理事業３,４０８万３,０００円は、銀河クリーンセ

ンターの資源ゴミ、ストックヤード等に係る経費を負担するものであります。 

 飛びまして、１２４ページ、１２５ページをお願いします。５款労働費１項１目労働諸

費１３節委託料中季節労働者雇用対策業務委託料２８０万１,０００円は、冬季間の雇用対

策として、中央小学校物置１棟、北６丁目集会場１棟の解体業務を行なうもので、延べ８

６人の雇用創出を見込んでおります。 

 １２６ページ、１２７ページをお願いします。一番下段にあります６款農林水産業費１

項農業費３目農業振興費１３節委託料農業振興地域整備計画変更５３５万７,０００円は、
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平成２６年度に策定した計画の見直しを行なうもので、平成３２年度までの２カ年で実施

するものであります。 

 １３０ページ、１３１ページをお願いします。４目畜産業費１９節負担金補助及び交付

金中、補助金の一番下にございます、酪農施設電源確保緊急対策事業、農業振興基金事業

６６万４,０００円は、長期停電時でも非常用発電機を稼動し、搾乳体制が取れるよう酪農

施設への配電盤の設置に対して補助するもので、今年度は１５基を計画しております。 

 下段の５目農地費、１３３ページをお願いします。１３節委託料中、調査設計委託料明

渠排水７００万円、１５節工事請負費農地耕作条件改善事業４,８００万円は、勇足元町地

区明渠排水延長６３メートル、共栄地区明渠排水延長４００メートルを改修するもので、

財源内訳は、道補助金３,０２５万円、地方債２,４７０万円、一般財源５万円となってお

ります。 

 その下にあります１９節負担金補助及び交付金中、道営防災減災事業１,８７０万円は、

美里別東地区の明渠排水整備を行なうものです。 

 道営畑地帯総合整備事業１,９７２万円は、本別２地区の調査測量を行なうものでありま

す。 

 下段の６目営農用水管理費、１３５ページをお願いします。１５節工事請負費中、美蘭

別営農用水施設環境整備工事５９２万円は、施設侵入防止柵の設置、防除施設量水器整備

工事４０３万円は、防除施設用量水器８基を整備するものであります。 

 ２段下にあります１９節負担金補助及び交付金道営美蘭別地区営農用水事業１億２,１

７７万７,０００円は、事業期間平成２５年度から平成３４年度までとなっております。 

 本年度の事業は、道営事業費として、管路工事延長７,０００メートルで３億９千万円、

非農事業費分として１,４００万円となっております。 

 事業費は、町負担分１億２,１７７万７,０００円で、地方債が１億２,１７０万円、一般

財源が７万７,０００円であります。 

 一番下段にあります、２項林業費２目林業振興費、１３７ページをお願いします。１３

節委託料業務委託料林道橋梁点検２１０万円は、林道施設の個別施設ごとの長寿命化計画

を策定するため、橋梁点検業務を委託するものであります。 

 その下にあります地域林政支援活動５００万円は、地域林政アドバイザー制度を活用し、

林地台帳の精度向上業務、森林経営管理制度に基づく森林所有者への経営管理意向確認調

査などを実施するものであります。 

 １３８ページ、１３９ページをお開きください。７款１項商工費２目商工業振興費、１

４１ページをお願いします。１９節負担金補助及び交付金中、下から６行目の企業誘致奨

励事業１,３３８万６,０００円は、対前年１,１６４万４,０００円の増額でありますが、

固定資産税相当額奨励金７５６万３,０００円、雇用促進奨励金８０万円、利子相当額奨励

金５０２万３,０００円を計上しております。 

 下段の３目観光費１４３ページをお願いします。一番下段にあります１９節負担金補助
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及び交付金中、観光協会補助金１,９３６万９,０００円は、対前年度１９６万１,０００円

の増額でありますが、高齢者就労センターの解散により公園ボートの維持運営、遊歩道の

監視に係る経費１６１万５,０００円を増額するものであります。 

 飛びまして、１５０ページ、１５１ページをお願いします。２目道路維持費１３節委託

料中、調査設計委託料町道歩道拡幅化バリアフリー１００万円は、道路詳細設計延長１５

０メートルを委託し、工事請負費中、１５３ページにあります町道歩道拡幅化工事２４０

万円は、町道北西１条通り改良舗装延長４０メートルを実施するものです。 

 下段の町道補修工事２千万円は、対前年２００万円の増額ですが、町内全域で面積は２,

３００平方メートルを見込んでおります。 

 中段の３目道路新設改良費２億３,６８６万９,０００円は、対前年５,０４８万１,００

０円の減額となっております。 

 別添の予算説明資料を御覧ください。５ページをお開きください。右側中段、事業説明

でございますが、事業路線は、町道美蘭別活込横断道路改良延長５０メートル、暫定土工

延長３３０メートル、町道東中西中間道路暫定土工延長２９０メートルと補償、町道美里

別川沿道路改良延長１６０メートル、舗装延長１４０メートルと補償、町道負箙西４線道

路改良延長２３０メートルと補償、町道山手町通り改良延長５５メートル、調査設計委託

と補償、事務費を含めた総事業費２億６４２万６,０００円の５事業であります。 

 左側の財源内訳ですが、事業費２億６４２万６,０００円、国庫支出金１億２,７１５万

７,０００円、地方債６,８００万円、一般財源１,１２６万９,０００円となっております。 

 以下、この表の説明は省略させていただきます。 

 予算書に戻りまして、１５３ページをお願いします。下段の４目橋りょう維持費１３節

委託料７,４００万円、１５節工事請負費１億９,９２８万７,０００円、公有財産購入費１

００万円は、別添の予算説明資料の１１ページをお開きください。右側中段の事業説明の

欄でございますが、本別町管内橋りょう長寿命化事業といたしまして、義経橋ほか全７橋

の橋りょう補修、架換工事１億９,９２８万７,０００円、山田橋ほか３橋の橋梁補修、架

換調査設計委託４,３２０万円、第３号橋ほか５１橋橋梁点検３千万円等、合計で、事務費

を含めた総事業費２億７,４３９万７,０００円となります。 

 左側の財源内訳ですが、事業費２億７,４３９万７,０００円、国庫支出金１億６,６４３

万円、地方債８,１６０万円、一般財源２,６３６万７,０００円となっております。 

 予算書に戻りまして、１５６ページ、１５７ページをお開きください。一番下段にあり

ます５項住宅費１目住宅管理費、１５９ページをお願いします。１５節工事請負費山手町

団地特定公共賃貸住宅改善事業、個別改善１,２８５万２,０００円は、屋根、外壁改善工

事１棟８戸を行なうもので、その下の新町団地公営住宅改善事業、個別改善１,１０６万６,

０００円は、屋根改善工事３棟１２戸を行ない、長寿命化を図るものであります。 

 １６０ページ、１６１ページをお願いいたします。２目公営住宅建設費６,６３４万５,

０００円は、対前年７,５７８万７,０００円の減額となります。 
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 予算説明資料で説明をさせていただきたいと思います。 

 ２１ページをお開きください。右側の中段、事業説明でございますが、１６号棟木造平

屋建１棟２戸面積１６８.４９平方メートル、駐車場整備改良舗装２台、道路整備舗装延長

８６.８７メートル、建替設計委託、事務費を含む総事業費は５,４６４万８,０００円とな

ります。 

 以下、この表での説明は省略させていただきます。 

 予算書に戻りまして、１６０ページ、１６１ページをお願いします。９款１項消防費２

目非常備消防費、飛びまして１６５ページをお願いします。 

 １８節備品購入費被服費備考資金組合団員用被服購入１,０００円は、北海道備荒資金組

合を通じ、消防団員用の防火服９３着を防寒性、安全性に優れたものに更新するものであ

ります。 

 飛びまして、１６８ページ、１６９ページをお願いします。下段の４目諸費１３節委託

料学校施設長寿命化計画策定４９５万円は、町内小中学校５校の今後の維持保全、整備の

方向性を検討し、現地調査を踏まえた施設評価に基づく長寿命化計画を策定するものです。 

 ２段下の１９節負担金補助及び交付金、１７１ページをお願いします。補助金中、本別

高校の教育を考える会２,７３６万１,０００円は、対前年１３４万４,０００円の減額です

が、資格取得検定料補助、模擬試験受験料補助について半額補助から全額補助への見直し、

オープンキャンパス参加補助については、回数制限の撤廃、自家用車利用も対象とする要

件の拡大を行なっております。 

 ２行下の本別中央小学校開校５０周年を祝う会１００万円は、記念式典、記念事業、記

念誌発行に対して補助するものであります。 

 飛びまして、１８４ページ、１８５ページをお開きください。下段の４項社会教育費２

目公民館費１１節需用費消耗品費庁舎等１７１万８,０００円は、勇足地区公民館講堂の椅

子１５０脚を更新するものであります。 

 飛びまして、１８８ページ、１８９ページをお開きください。１８節備品購入費普通自

動車２３５万円は、公用車１台を更新するものです。 

 下段の３目図書館費８節報償費謝礼金講演会３５万円は、本別町生まれ、帯広育ちの画

家、絵本作家の、きくちちきさんを招き、講演会と児童対象の出前授業を開催するもので

す。 

 以上で歳出を終わりまして、１２ページ、１３ページをお開きください。 

○議長（高橋利勝） ここで暫時休憩いたします。 

午前１１時５５分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 午前中に引き続き、提案説明を願います。 

 村本総務課長。 
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○総務課長（村本信幸） それでは、１２ページ、１３ページをお開きください。 

 歳入につきましても、主なもののみ説明させていただきますので御了承ください。 

 １款の町税につきましては、副町長から説明がありましたので省略をさせていただきま

す。 

 １４ページ、１５ページをお開きください。２款地方譲与税１項自動車重量譲与税から、

１６ページの中段にございます９款１項地方特例交付金までは、平成３０年度実績見込み

及び地方財政対策を参考に、それぞれ計上しております。 

 次の１０款１項１目の地方交付税につきましても、副町長から説明を申し上げましたの

で説明を省略させていただきます。 

 飛びまして、３６ページ、３７ページをお願いします。３６ページから３９ページにか

けてでございますが、１８款繰入金２項基金繰入金は、１６基金で総額５億９,７６０万１,

０００円の繰り入れを計上しましたが、前年度と比較し１億１,７４０万８,０００円の増

額となっております。 

 主なものですが、３６ページ、３７ページを御覧ください。５目の農業振興基金につき

ましては、新規就農者等支援事業に２,２１６万円、地域農業支援事業に５０万円、農業振

興基金貸付金利子補給に１５万２,０００円、酪農施設電源確保緊急対策事業に６６万４,

０００円、合計２,３４７万６,０００円となっております。 

 ７目の町有林振興基金は、町有林造林事業に１,０００万円、３８ページ、３９ページを

お願いいたします。９目の社会教育施設等整備基金は、勇足地区公民館講堂用の椅子購入

に１５０万円、１３目の個性あるふるさとづくり基金は、本のまち夢づくり講演会に３５

万円、保育料軽減事業に３,８００万円、学校給食費多子世帯負担軽減に１５０万円、寄付

者の意向によるドローン購入費に３７万８,０００円、合計４,０２２万８,０００円をあて

るものであります。 

 １６目の職員退職手当基金５,０００万円は、３年に１度の退職手当組合からの精算金に

対応するため繰り入れております。 

 飛びまして、４４ページ、４５ページをお開きください。２１款町債でございますが、

次のページの計の欄を御覧ください。総額７億８,８７８万９,０００円で、対前年９,２４

７万９,０００円、１３.３パーセントの増となっております。 

 なお、臨時財政対策債などを除く普通建設事業でも、５億８,６８０万円で対前年１億７,

６１０万円、４２.９パーセントの増となっております。 

 以上で歳入の説明を終わらせていただきます。 

 ６ページをお開きください。第２表、債務負担行為。事項、防災行政無線更新事業、デ

ジタル化、期間、平成３１年度から平成３２年度、限度額３億３,９９６万６,０００円。 

 下段の事項、社会福祉法人本別町社会福祉協議会が金融機関より借り入れる、勇足高齢

者住宅建設事業資金に係る元利償還の助成、期間、平成３１年度から平成４０年度、限度

額、社会福祉法人本別町社会福祉協議会が建設する勇足高齢者住宅の建設事業費６,１００
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万円を元金の限度額として、元金に係る利息との合計額。 

 次の事項、健康管理システム更新事業、期間、平成３１年度から平成３５年度、限度額

７１２万９,０００円。 

 事項、消防団員用防火衣一式更新事業、期間、平成３１年度から平成３５年度、限度額

６６３万円。 

 事項、農業経営緊急支援資金に対する利子補給、期間、平成３１年度から平成４０年度、

限度額、利子補給対象額７,８２０万円に対する利率年０.３パーセント以内の利子相当額。 

 次の７ページですが、第３表、地方債。起債の目的、公共事業等、限度額７,７５０万円。

公営住宅建設事業、限度額２,４８０万円。一般補助施設整備等事業、限度額７８０万円。

緊急防災・減災事業、限度額１億５,６１０万円。８ページをお願いします。辺地対策事業、

限度額４,４９０万円。過疎対策事業、限度額３億４,３９０万円。臨時財政対策債、限度

額１億３,３７８万９,０００円。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりであります。 

 以上で、平成３１年度一般会計歳入歳出予算の説明とさせていただきます。よろしく、

御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（高橋利勝） 次に、日程第８議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別

会計予算について及び日程第９議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計

予算についてを議題とします。 

 以上２件についての提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別会計予算に

ついて、提案内容の御説明をさせていただきます。 

 予算書に入る前に、平成３１年度における国保運営の概要について説明をいたします。 

 予算編成上の国保の加入状況見込みにつきましては、総体で被保険者数１,９７６名、内

訳は一般被保険者数が１,９７５名、退職被保険者数が１名、世帯数を１,０４０世帯と見

込んでおります。 

 前年度当初予算時における被保険者数と比較しますと１０.８パーセント、２３９人の減

となっています。 

 なお、加入割合は１月末現在の人口、世帯数で申しますと、被保険者数で２８.０パーセ

ント、世帯数で２８.４パーセントの加入割合となっています。 

 それでは予算書の１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億６,４４０万５,０００円と定

めるものでございます。 

 第２条の一時借入金につきましては、借入金の最高額を１億円と定めるものでございま

す。 
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 ５ページ、６ページをお願いいたします。歳出の合計の欄ですが、予算総額は前年度当

初予算総額に対しまして２,６５７万５,０００円、２.２パーセントの減となっております。 

 次に歳入歳出予算事項別明細書により、主なものについて歳出から説明させていただき

ます。 

 １５ページ、１６ページをお願いします。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１

３節委託料中システム修正１,３８９万３,０００円は、国保事務処理標準システム導入に

伴う改修費を計上しております。 

 ３つ下の行、１９節負担金補助及び交付金の国保情報集約システム２８万８,０００円は、

本別町の情報を国保連合会へ連携するシステムを運用するための負担金です。 

 次に、下段の１款総務費２項徴税費１目賦課徴収費、１８ページをお願いします。１９

節負担金補助及び交付金５８万４,０００円につきましては、十勝滞納整理機構へ１０件の

依頼分を計上したものです。 

 下段の２款保険給付費１項療養諸費から次ページの２項高額療養費、３項移送費、４項

出産育児諸費、５項葬祭費については、全額北海道からの交付金で賄われるもので、北海

道が過去３年間の実績から示した額を基に計上しております。 

 ２１ページ、２２ページをお願いします。３款国民健康保険事業納付金１項医療給付費

分、前年比１.０パーセント、２３２万７,０００円減の２億３,６３３万２,０００円、２

項後期高齢者支援金等分前年比５.４パーセント、３９９万円の減で７,０１４万２,０００

円、３項介護納付金分前年比１１.３パーセント、３２６万６,０００円減の２,５６２万１,

０００円は、本町が北海道へ納める納付金でございます。 

 ２３ページ、２４ページをお願いします。２段目の５款保健事業費１項１目特定健康診

査等事業費１３節委託料中、５行目の特定健康診査３５０万５,０００円、特定保健指導３

３万円、特定健診未受診者対策３７３万３,０００円は、国民健康保険被保険者の疾病の早

期発見早期治療により医療費適正化を図るもので、未受診者対策についてはハガキの送付

などにより健診の勧奨を図ってまいります。 

 戻りまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 歳入ですが、１款１項国民健康保険税につきましては、次ページの一番上の段の計の欄、

２億８,０３９万９,０００円となっております。現年課税分につきましては、平成３０年

度決算見込みと比較し９７２万３,０００円、３.４パーセントの減となっております。こ

のうち、一般被保険者現年課税分２億７,７３０万８,０００円と、９ページ下段の５款繰

入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節保険基盤安定繰入金、保険税軽減分２,６７

３万７,０００円の合計額３億４０４万５,０００円が納付金の保険税分にあてられる財源

となります。 

 中段の３款道支出金１項道補助金１目１節保険給付費等交付金、普通交付金７億２,２４

４万２,０００円は、広域化により北海道から全額交付される保険給付費等で、療養給付費、

高額療養費、出産育児諸費などの費用にあてられます。 
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 なお、３１ページ以降の添付資料、給与費明細書等につきましては、説明を省略させて

いただきます。 

 以上で、議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別会計予算の説明とさせてい

ただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算について、提案内容の御

説明をさせていただきます。 

 本予算に入る前に、本特別会計の概要について説明いたします。 

 本医療制度は、全道の市町村で構成される北海道後期高齢者医療広域連合が運営主体と

なり、保険料の決定や医療給付の審査、支払いなどを行ない、広域連合の特別会計で医療

給付に関する経費が予算化されております。 

 一方、市町村では保険料の徴収業務や各種申請、届け出など窓口取次業務を行い、本特

別会計では被保険者から徴収した保険料と保険料軽減に係る公費補助分である保険基盤安

定分及び広域連合事務費などを広域連合へ支出する予算内容となっております。 

 本町の後期高齢者医療における年間平均被保険者見込数については１,６０８人として

おります。前年度当初は１,６０９人で１人の減を見込んでおります。 

 それでは予算書の１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３,２８１万８,０００円と定め

るものであります。 

 次に、歳入歳出予算事項別明細書により主なものについて、歳出から説明させていただ

きます。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。下段の２款１項１目後期高齢者医療広域連合

納付金につきましては、前年比４.７パーセント、５８０万３,０００円増の１億３,００１

万９,０００円を北海道後期高齢者医療広域連合への納付金として計上し、このうち広域連

合の事務費負担金として３９４万５,０００円、保険料等が１億２,６０７万４,０００円で、

保険料の内訳として、保険料分が８,９３４万７,０００円、保険基盤安定制度の軽減分が

３,６７２万７,０００円となっております。 

 戻りまして、６ページ、７ページをお願いいたします。 

 歳入ですが、１款１項１目後期高齢者医療保険料は前年比７.９パーセント、６５３万２,

０００円増の８,９３４万７,０００円を計上しております。本町における後期高齢者医療

の年間平均被保険者見込数１,６０８人分の保険料は、一人当たり平均５万５,５６３円の

収納を見込んでおり、全道平均の一人当たり保険料６万５,０２２円の８５.５パーセント

程度となっております。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金につきましては、対前年比１.１パーセ

ント、４８３万円減の４,３１１万９,０００円で、歳出で説明いたしました保険基盤安定

繰入金３,６７２万７,０００円とその他一般会計繰入金６３９万２,０００円の合計であ



- 31 - 

 

ります。 

 以上で、議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算の説明とさせて

いただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） お諮りします。 

 議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について、ないし、議案第２３号平成３

１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算については、明日１４日議事予定の議案第２４

号から議案第２９号まで説明を受けてから、平成３１年度各会計予算審査特別委員会を設

置し、これに付託して、審査することとしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について、ないし議案第２

３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算については、明日１４日議事予定の

議案第２４号から議案第２９号まで説明を受けてから、平成３１年度各会計予算審査特別

委員会を設置し、これに付託して、審査することを予定いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（高橋利勝） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これで散会いたします。 

 御苦労さまでした。 

散会宣告（午後１時５５分） 
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開議宣告（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（高橋利勝） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議案第２４号ないし日程第６ 議案第２９号 

○議長（高橋利勝） 日程第１ 議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計

予算について、ないし、日程第６議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業

会計予算について、以上、６件についてを一括議題とします。 

 これより、各会計について、順次提案理由の説明を求めます。 

 議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予算について。 

 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予

算について、提案内容の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億８,１８４万４,０００円と定め

るもので、対前年度比０.９パーセント増となったところであります。 

 平成３１年度の介護保険事業特別会計は、第７期介護保険事業計画の２年度目として、

平成３０年度の給付見込みを勘案しつつ、おおむね計画に基づき執行することとなります。 

 第１号被保険者につきましては、前年度より９人少ない２,８６９人を見込み、高齢化率

は４１.１パーセントと推計しております。 

 それでは、事項別明細書により、歳出から主な内容につきまして御説明申し上げます。 

 １３ページ、１４ページをお開きください。 

 ３、歳出。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１３節委託料中、地域包括ケアプ

ロジェクト推進事業３００万円は、本別応援サイトの運営およびサイトの内容の拡充など

に係る経費であります。前年度比８００万円の減額となっているのは、地域医療みらい塾、

星空キャンプといった首都圏からの人材確保策等の見直しによるものです。 

 １９節負担金補助及び交付金中、下から２つ目の本別町介護従事者就業支援等補助金７

２４万円は、介護の有資格者が継続して１年以上就業した場合に支払われる就業支援補助

金の該当者がふえるため、前年度より増額しての計上となっております。 

 １５ページ、１６ページをお開きください。下段の２款保険給付費１項介護サービス諸

費は介護保険事業計画に基づくもので、１目介護サービス給付費は居宅及び施設介護サー

ビス給付費の合計ですが、居宅介護サービス給付費につきましては平成３０年度の給付見

込みを勘案し、前年度と比べ５１万７,０００円、０.０６パーセント減の８億２２９万５,

０００円を計上しております。 
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 １７ページ、１８ページをお開きください。 

 ３款地域支援事業費１項１目介護予防・日常生活支援総合事業費１３節委託料中地域包

括ケアプロジェクト推進事業は、壮年期から高齢期まで一貫した介護予防・健康づくりを

推進する事業ですが、平成３１年度は実施方法を見直すことにより４０万円を計上してお

ります。 

 １９ページ、２０ページをお開きください。２項包括的支援事業・任意事業費１目包括

的支援事業費の２節給料、３節職員手当等、４節共済費の増額は、平成３０年４月の人事

異動により職員が２名から４名に増加したことによるものです。 

 以上で歳出を終わりまして、７ページ、８ページをお開きください。 

 ２、歳入でありますが、１款１項介護保険料１目第１号被保険者介護保険料１節現年度

分は２,８６９人、１億８,２８５万２,０００円を見込んでおります。 

 ９ページ、１０ページをお開きください。７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰

入金の総額は１億７,８９２万７,０００円で、前年度と比較し１,７２６万６,０００円、

１０.７パーセント増となっておりますが、２節地域支援事業繰入金のうち交付金限度額超

過分が２,５９９万３,０００円、前年度比１,５０６万９,０００円の増となっているのは、

歳出でも御説明いたしました、地域包括支援センターの人件費の増加が主な理由でありま

す。 

 次の段の３節その他一般会計繰入金が、前年度比４６７万３,０００円減の２,６９５万

５,０００円となっているのは、地域包括ケアプロジェクト推進事業に係る委託料の減額に

よるものです。 

 次の段の４節低所得者保険料軽減繰入金が前年度比６６５万１,０００円増の８７５万

４,０００円となっているのは、平成３１年度からの消費税増税見込みにより、軽減される

保険料段階が拡大されることによるものです。 

 なお、２３ページからの添付資料につきましては説明を省略させていただきます。 

 以上で、平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予算の説明とさせていただきます。

よろしく、御審議を賜りますようお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） 次に、議案第２５号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計

予算について。 

 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美） 議案第２５号平成３１年度本別町介護サービス事業特

別会計予算につきまして、提案内容の御説明を申し上げます。 

 それでは、予算書の１ページをお開き願います。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２億９,３２５万７,０００円と定める

もので、前年度と比較しまして２９９万７,０００円、率にして１.０パーセントの増にな

ったところであります。 
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 それでは、事項別明細書により新たなもの、増減の大きい部分につきまして、歳出から

御説明させていただきます。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ３、歳出ですが、１款介護サービス事業費１項１目施設介護サービス事業費２億５,４０

０万６,０００円は、前年度と比較しまして２９８万６,０００円、率にして１.２パーセン

トの増となっております。 

 増額の主なものは、１１ページ上段、２節給料は給与改定、昇給によるもの、その下７

節賃金中準職員賃金は人事異動や給与改定によるもの、パート等賃金調理員は嘱託調理員

からパートへの職務変更によるものでございます。 

 中段１１節需用費中燃料費は単価改正によるもの、その下修繕料車両は公用車２台の車

検による増となってございます。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。上段１２節役務費中手数料の事業系ごみ処

理はこれまで生ごみ処理のみでしたが、ごみの収集方法変更に伴い、可燃ごみ、不燃ごみ

等の事業系ごみの処理による増となってございます。 

 １０ページ、１１ページにお戻り願います。減額の主なものは、上段３節職員手当等は

人事異動等による減、その下７節賃金中、予算書上の計上はございませんけれども、先ほ

ど説明しました嘱託賃金調理員につきましては、職務変更による皆減となってございます。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。中段２項居宅介護サービス事業費１目居宅

介護支援事業費３,７１２万１,０００円は、総合ケアセンターの居宅介護支援事業所の運

営経費でございまして、増額の主なものは２節給料、４節共済費は、給与改定、昇給によ

るものでございます。 

 減額の主なものは、１１節需用費中修繕料、車両の車検修理及びその下１２節役務費中

車検手数料、同じく自賠責保険料並びに予算書上ありませんけれども、２７節の公課費、

自動車重量税が皆減となっているところでございます。 

 ２目介護予防支援事業費２１３万円は、地域包括支援センターの介護予防支援事業所の

運営経費で、前年同様の予算計上となってございます。 

 次に歳入にまいります。６ページ、７ページにお戻り願います。 

 ２、歳入ですが、上段１款サービス収入１項１目介護給付費収入２億１２１万６,０００

円は、対前年５万５,０００円、率にして０.０３パーセントの微増となってございます。 

 その下、２目自己負担金収入３,８２７万９,０００円は、対前年３０９万９,０００円、

率にしまして８.８パーセントの増となってございまして、食費・居住費の介護給付費との

負担割合調整による増となってございます。 

 次に８ページ、９ページをお開き願います。上段４款繰入金１項他会計繰入金１目一般

会計繰入金５,３５３万５,０００円は、前年度より１６万７,０００円、率にしまして０.

３パーセントの減となってございます。しかしながら、先ほど述べました歳出のうち、人

事異動や給与改定による人件費等の増がありましたものの、歳入の自己負担金収入がふえ
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たことによる減となっているところでございます。 

 これで、歳入の説明を終わらせていただきます。 

 なお、１８ページからの添付資料につきましては、説明を省略させていただきます。 

 以上、平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計の予算説明とさせていただきます。

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（高橋利勝） 次に、議案第２６号平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算につ

いて。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有） 議案第２６号平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算に

ついて、提案内容の説明を申し上げます。 

 簡易水道事業の本年度の給水計画でございますが、給水戸数、給水人口は、勇足、仙美

里、美里別、３カ所の簡易水道を合わせまして４５７戸の１,２５６人となっております。

年間の総配水量は２３万立方メートルの計画をしております。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２,１３６万１,０００円と定め

るもので前年度より１１６万６,０００円の増となったところでございます。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表、地方債によるものでござい

ます。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、８千万円と定めるものであります。 

 それでは事項別明細書により歳出から説明をさせていただきます。 

 １２ページ、１３ページをお願いいたします。１款１項簡易水道費１目一般管理費１１

節需用費中、光熱水費の電気料は燃料費調整単価の値上がりによるもので、対前年２９万

６,０００円増の８７５万３,０００円を見込んでおります。 

 １３節委託料中保守点検等委託料の、次のページをお願いいたします。上段の計装設備

は、３年から５年おきに行なっております保守点検対象機器がふえたことによる、対前年

１０３万３,０００円増の２７６万９,０００円となっております。 

 ２目維持修繕費１１節需用費修繕料２１３万５,０００円の対前年比５９万４,０００円

の増は、防除施設の修繕や漏水事故が昨年多かったことから、早急に対応ができますよう

増額をしております。 

 １３節委託料の５９０万７,０００円は、３カ年で行なっております水道管路管理システ

ム整備で、本年度は仙美里と西美里別地区の台帳を整備し、簡易水道区域については全て
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完了となります。 

 １５節工事請負費２,０７８万３,０００円の工事内容は、計量法による８年ごとの量水

器更新工事で、１０２カ所で対前年２７カ所の増となっております。勇足簡易水道では浄

水場のナンバー２次亜注入ポンプ及び制御装置の更新工事と取水井整備として、井戸の洗

浄や排泥管整備及び水位計を更新する工事を実施するものでございます。 

 また、美里別簡易水道では、町道美里別川沿道路改良工事に伴います配水管移設工事を

１６１メートル実施するもので、工事請負費の合計は対前年７６万円の減になっておりま

す。 

 続きまして、１６節原材料費１７２万２,０００円は、量水器更新工事の量水器１０２基

分の購入費で、対前年６４万円の増となっております。 

 １６ページ、１７ページをお願いいたします。３款１項公債費１目元金では対前年５９

９万４,０００円増の３,６２８万５,０００円となっており、２目利子では対前年７１万９,

０００円減の１,０５４万円となっております。 

 次に８ページ、９ページにお戻りください。 

 歳入でありますが、１款分担金及び負担金１項負担金１目簡易水道費負担金３９０万円

は町道美里別川沿道路の道路改良に伴う補償費ですが、約７９パーセントの補償率となっ

ております。 

 ２款１項使用料及び手数料１目水道使用料１節現年度分は、対前年１１万円減の４,０５

０万７,０００円を見込んでおります。 

 下段の４款１項繰入金１目一般会計繰入金は、対前年５９２万１,０００円増の６,４９

３万３,０００円となっております。 

 １０ページ、１１ページをお願いいたします。下段の７款１項町債１目簡易水道事業債

は、前年度より６７０万円減の１,１１０万円となっております。 

 次に４ページをお開きください。 

 第２表、地方債でありますが、起債の目的、簡易水道事業、限度額を１,１１０万円とす

るもので、起債の方法、利率、償還の方法は記載の通りでございます。 

 なお、添付資料の説明は省略をさせていただきます。 

 以上、平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算の説明とさせていただきます。どうぞ、

よろしくお願いをいたします。 

○議長（高橋利勝） 次に、議案第２７号平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算に

ついて。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有） 議案第２７号平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算

について、提案内容の説明を申し上げます。 

 平成２９年度末における下水道の普及状況ですが、公共下水道計画区域内の下水道普及

率は９９.１７パーセントで、水洗化率は９１.３１パーセント、浄化槽の普及率は４９パ
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ーセントで、両方合わせた汚水処理人口の普及率は８２.８２パーセントとなっております。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億７９８万７,０００円と定めるも

ので、前年より２,１３０万６,０００円の増となったところであります。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事

項、期間及び限度額は、第２表、債務負担行為によるものであります。 

地方債。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の、起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表、地方債によるものでござ

います。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

１億円と定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書により、歳出から説明をさせていただきます。 

 １３ページ、１４ページをお開きください。下段の１款総務費２項施設管理費１目管渠

管理費１１節需用費中、修繕料、管渠・ポンプ所汚水ポンプ４５３万８,０００円の対前年

７７万８,０００円の増は、３年に１回実施する南部、東部マンホールポンプ所のポンプ修

繕に北部マンホールポンプ所のポンプ底蓋修繕を追加したことによる増額でございます。 

 ２目処理場管理費、次のページ、１５ページ、１６ページをお願いいたします。１３節

委託料の業務委託料中、下水道管理センター３,３６２万６,０００円の対前年１３９万８,

０００円の増は、終末処理場の水処理反応タンク内の底に溜まっております汚泥の清掃業

務の実施、及び終末処理場維持整備業務委託費の消費税の増税によるものでございます。 

 ３目個別排水処理施設管理費１,４２８万円、対前年６７万円の増額は、浄化槽の管理基

数の増加により、手数料及び保守点検委託料の対象数量がふえたことによるものでござい

ます。 

 ２款土木費１項下水道費１目下水道新設費、次の１７ページ、１８ページをお願いいた

します。１５節工事請負費中、公共下水道汚水管渠新設工事３,６２７万円は国道２４２号

道路改良工事に伴う汚水管渠移設工事及び町道山手町通り改良工事に伴う汚水管渠移設工

事やマンホール等の改修工事でございます。 

 その下段の公共下水道汚水管渠更新工事１,９８０万円は、東部マンホールポンプ所機器

更新工事で汚水ポンプ２台と制御操作盤を更新するものでございます。 

 公共下水道終末処理場機器更新工事３,６００万３,０００円は、高圧気中、負荷開閉器、

引込受電盤、接地端子盤、外２機種の更新工事を実施するものでございます。 

 １８節備品購入費８０３万円は、停電時にマンホールポンプ所６カ所を稼動させるため
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の可搬式の発電機を２基購入し、停電などの災害時に備えるためのもので、社会資本整備

総合交付金事業の補助金の対象となっております。 

 ２目個別排水処理施設新設費、次の１９ページ、２０ページをお願いいたします。１５

節工事請負費３,０７２万４,０００円の対前年１,２５９万４,０００円の増は、浄化槽新

設を例年５人槽から１０人槽の８基の整備で提案をさせていただいておりますが、本年度

は８基の内、４０人槽１基の予定があり、また労務、資材単価等の値上がりや消費税の増

税により増額となっております。 

 ３款１項公債費１目元金は、対前年９７０万２,０００円減の２億２,８７３万円で、２

目利子は、対前年４８９万９,０００円減の３,９０８万８,０００円となっておりますが、

いずれも既往債の支払い完了によるものでございます。 

 次に９ページ、１０ページにお戻りください。 

 歳入でありますが、２段目の１款分担金及び負担金２項負担金１目公共下水道費負担金

３節公共下水道事業工事負担金２,１６５万円は、歳出で説明いたしました国道と町道の改

良工事に伴います移設工事の補償費によるものでございます。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目公共下水道使用料は６,５７９万７,０００円で、

２目個別排水処理施設使用料は１,２５１万円の対前年６７万９,０００円減で見込んでお

ります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目土木費国庫補助金３,４２０万円、対前年１,０５０

万円の減は社会資本整備総合交付金の事業量の減によるものでございます。 

 ４款１項繰入金１目一般会計繰入金は、対前年６０９万６,０００円減の２億２,８７１

万８,０００円となっております。 

 次の１１ページ、１２ページをお願いいたします。下段の７款１項町債１目土木債は、

前年度より１,８００万円増の１億４,１６０万円となっております。 

 次に４ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為でありますが、平成３１年度

水洗便所等改造資金融資業務委託に係る利子相当分負担については、期間を平成３１年度

から平成３６年度までと定め、限度額を貸付残額に対する利子相当額とし、下段の平成３

１年度水洗便所等改造資金融資業務委託に係る債務の損失補償については、期間を平成３

１年度から平成３６年度までと定め、限度額を貸付元金と遅延に係る延滞利子相当額とす

るものでございます。 

 次に５ページの第３表の地方債につきまして、起債の目的、公共下水道整備事業の限度

額を４,３６０万円に、個別排水処理施設整備事業の限度額を２,７６０万円に、下水道事

業資本費平準化債の限度額を７,０４０万円にするもので、起債の方法、利率、償還の方法

は記載の通りでございます。 

 なお、添付資料の説明は省略をさせていただきます。 

 以上、平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算の説明とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いをいたします。 
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○議長（高橋利勝） 次に、議案第２８号平成３１年度本別町水道事業会計予算について。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有） 議案第２８号平成３１年度本別町水道事業会計予算につい

て、提案内容の説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。第２条の業務予定量は、給水戸数を２,６００戸、

年間総給水量を５１万６,７２６立方メートル、１日の平均給水量を１,４１２立方メート

ル、主要な建設改良事業につきましては、原水及び浄水施設整備事業費２７２万８,０００

円、配水施設整備改良事業費５,９３６万７,０００円、営業設備整備事業費１,７４７万９,

０００円を予定しているところでございます。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の第１款水道事業収益と、支出の第１款

水道事業費は、それぞれ対前年１,１６２万９,０００円減の１億５,２８５万９,０００円

と定めるものであります。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めるもので、資本的収入額が

資本的支出額に対し不足する額６,５６１万２,０００円は、過年度分損益勘定留保資金５,

８６５万９,０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６９５万３,００

０円で補てんをするものであります。 

 収入の第１款資本的収入では、対前年５,５０８万７,０００円増の５,７３８万７,００

０円、支出の第１款資本的支出は、対前年６,１６８万２,０００円増の１億２,２９９万９,

０００円と定めるものでございます。 

 ２ページをお願いいたします。第７条の企業債でありますが、起債の目的、限度額、起

債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定めるもので、起債の目的、配水施設整

備改良事業の限度額は４,７００万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法は記載

の通りであります。 

 第８条の一時借入金につきましては、限度額を１億円と定めるものでございます。 

 第１０条の議会の議決を経なければ流用することのできない経費については、職員給与

費で、対前年５４５万４,０００円減の３,４３６万２,０００円であります。 

 第１１条の一般会計から、この会計へ補助を受ける金額は、高料金対策として対前年５

７９万７,０００円減の２,６２７万８,０００円であります。 

 第１３条のたな卸資産の購入限度額は５３６万３,０００円と定めるものでございます。 

 次に、予算説明書により、主な事業内容の説明をさせていただきます。 

 １９ページ、２０ページをお願いいたします。収益的収入及び支出の収入ですが、１款

水道事業収益１項営業収益１目給水収益は、対前年３８５万７,０００円減の１億１,７１

４万９,０００円を見込んだところでございます。 

 ２項営業外収益、対前年７７２万７,０００円の減は、一般会計補助金の減額が主な要因

となっております。 

 ２１ページ、２２ページをお願いいたします。支出でありますが、１款水道事業費１項
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営業費用１目原水及び浄水費委託料保守点検等委託料、水道施設管理計器の対前年４３万

３,０００円の減は、浄水計器を２年から５年ごとに保守点検しているため、３１年度は点

検対象機器が減ったことによるものでございます。 

 次に、２３、２４ページをお願いいたします。２目配水及び給水費４４２万８,０００円

の減は、主に人件費の減によるもので、下段の下から４段目、委託料の対前年４６万４,０

００円の減は、３年ごとに、弥生町ポンプ場、向陽町ポンプ室、山手町ポンプ場及び浦幌

坂配水池の機器の保守点検を行なうもので、３１年度は向陽町ポンプ室の電気計装設備の

保守点検を行うものでございます。 

 次に、２７、２８ページをお願いいたします。中段の５目減価償却費４４８万５,０００

円の減額は、主に構築物の減価償却費の減によるものでございます。 

 ６目資産減耗費３５万１,０００円の減額は、固定資産除却費の内、機械及び装置の量水

器更新工事による除却資産の減によるものでございます。 

 ２項営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費１４５万５,０００円の減額は、財政融

資資金等の償還額の減額によるものでございます。 

 次に、３１ページ、３２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入であり

ますが、１款資本的収入１項１目企業債、対前年４,４７０万円の増は、支出の配水施設整

備改良費の工事請負費等の増額によるものでございます。 

 ２項出資金１目他会計出資金、対前年２０４万９,０００円の増は、平成２８年度発生の

災害復旧事業債の元金償還の開始によるものでございます。 

 ３項工事負担金１目負担金、対前年８３３万８,０００円の増は、国道２４２号道路改良

工事に伴います、水道管移設工事に対する補償費の計上によるものでございます。 

 支出でありますが、１款資本的支出１項建設改良費１目原水及び浄水施設整備費、工事

請負費４０万５,０００円は、浄水場水処理室の照明器具の更新工事でございます。 

 ２目配水施設整備改良費、委託料１,０６０万８,０００円は、中長期的な視点に立った、

計画的、効率的な水道施設の改築、更新や維持管理の計画であるアセットマネジメント計

画の策定と、給水区域連絡管整備工事に伴います調査設計を行なうものでございます。 

 工事請負費４,７９９万３,０００円は、病院のある弥生町高台の給水区域と西美里別簡

水を連絡管で繋ぐことで、災害時等の緊急時にも給水に支障がないよう連絡管整備工事を

行なうものでございます。また、道道美里別本別停車場線水道管更新工事では、本別高校

教員住宅から弥生会館までの老朽管の更新工事を行ないます。 

 国道２４２号道路改良工事に伴う水道管移設工事につきましては、道道本別留辺蘂線交

差点改良事業に伴う国道２４２号の拡幅工事で北６丁目から北７丁目などの区間で、旧鉄

道側に拡幅されることにより、既設の歩道部分の水道管の移設を行なうものでございます。 

 ３目営業設備費１,７４７万９,０００円は、計量法により８年で更新する量水器の更新

工事と量水器の購入費で、本年度は３８４台の更新を行ないます。また、老朽化している

水道メーター検針機器の機器更新を行なうものでございます。 
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 ２項企業債償還金につきましては４,３４２万５,０００円であり、年度末の未償還元金

は９億４,４１６万２,０００円となる見込みでございます。 

 以上、平成３１年度本別町水道事業会計予算の説明とさせていただきます。 

 どうぞ、よろしくお願いをいたします。 

○議長（高橋利勝） 次に、議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計

予算について。 

 藤野病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） 議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業

会計予算について、提案内容の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 業務の予定量、第２条でありますが、病床数は、一般病床６０床、年間入院患者数１万

８,３００人、年間外来患者数４万６５６人を予定いたしました。１日平均患者数では、入

院患者数で５０人、外来患者で１６８人となり、前年と比較しますと入院は前年同数、外

来で２２人減少しておりますが、前年度実績等を勘案しながら見込んだところであります。 

 新年度の診療体制は、内科医師２名、外科２名、耳鼻咽喉科１名の常勤医師５人体制で

運営をしていく予定であります。 

 収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、収入の第１款病院事業

収益は１０億８,９２８万３,０００円で、前年度当初比４,６２０万２,０００円、４.１パ

ーセントの減、支出の第１款病院事業費用は１２億５,９２５万４,０００円で、前年度当

初比２,９１６万３,０００円、２.３パーセント減としたところであります。 

 収益収支は、差引き１億６,９９７万１,０００円の赤字予算の計上となり、主たる要因

は前年度実績を勘案した患者数の減です。 

 資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、収入の第１款資本的収

入は６,２３１万９,０００円で、前年度当初比２,５３３万８,０００円、２８.９パーセン

トの減、次の２ページになりますが、支出の第１款資本的支出は９,９４１万２,０００円

で、前年度当初比２,２１８万９,０００円、１８.３パーセント減の予算といたしました。 

 一時借入金。第８条、一時借入金の限度額は４億円と定めるものであります。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第１０条は、職員給与費７億７,

５６４万７,０００円、交際費４５万円とするものであります。 

 他会計からの補助金。第１１条、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、一時借

入金支払利息１４万８,０００円、医師看護師等研究研修経費２００万円、退職手当組合事

前納付金６２９万円、基礎年金拠出金公的負担経費１,６７４万９,０００円、公立病院改

革推進に要する経費２７５万円であります。 

 たな卸し資産の購入限度額、第１３条は、１億７,６８１万９,０００円と定めるもので

あります。 

 次に、予算説明書により主な項目について説明させていただきます。 
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 ２２、２３ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出の収入でありますが、１款病院事業収益１項医業収益１目入院収益

は４億２,１８１万５,０００円で、前年度比３.７パーセント減、１日平均単価を２万３,

０５０円で見込んだところであります。２目外来収益は２億９,３９７万９,０００円で、

前年度比９.０パーセント減、１日平均単価は７,２３０円で見込んだところであります。 

 ３目その他医業収益３節一般会計負担金１億６,０７５万３,０００円、下段２項医業外

収益２目他会計補助金２,７９３万７,０００円、及び次の２４、２５ページ、上段の３目

負担金交付金９,９３１万円を合わせました２億８,８００万円は、一般会計からの繰入金

で、前年度と同額となっております。 

 ７目繰入金１節国民健康保険特別会計繰入金１,００１万２,０００円は、国保特別会計

から繰入れを受けるもので、内訳は健康管理センター事業に係る医師人件費分６００万円

及び国保調整交付金４０１万２,０００円を当初予算で見込むものであります。 

 次に２６、２７ページ、支出でありますが、１款病院事業費用１項医業費用１目給与費

は７億７,５６４万７,０００円、前年度比０.１パーセント増の計上といたしました。給与

費の内訳は、正職員が５９名、臨時職員等が４５名で、総数１０４名の予算計上となりま

す。 

 下段の８節負担金３８５万１,０００円、諏訪中央病院専門研修プログラム負担金ですが、

今年度、諏訪中央病院より総合診療医の研修派遣を６カ月間受け入れるための負担金です。 

 ２目材料費１節薬品費６,２９０万３,０００円、前年度比２４.９パーセント減及び２節

診療材料費７,２０９万３,０００円、前年度比２.３パーセント減は、前年度の実績を勘案

したものです。 

 下段、３目経費ですが、次の２８、２９ページをお開きください。上段、２節報償費４,

２２６万３,０００円は、前年度比１２９万９,０００円の減でありますが、放射線代替技

師の派遣回数の減が主なものであります。 

 中ほど、１１節修繕費５８３万１,０００円は対前年度比１６４万円の減ですが、医師住

宅屋根修繕１６４万２,０００円の減によるものであります。 

 ３０、３１ページの１５節委託料ですが、対前年８４７万円の減ですが、電子カルテシ

ステム保守３９６万８,０００円減、泌尿器科医師派遣２２５万円減が主たる要因です。 

 続きまして、３４、３５ページ、２項医業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費３節

リース債務支払利息３３６万７,０００円は、本別町複数施設一括省ＣＯ２化事業による債

務負担行為に伴う利息分です。 

 以上で、収益的収入及び支出の説明を終わらせていただき、４０、４１ページをお願い

いたします。 

 資本的収入及び支出の支出でありますが、１款資本的支出１項建設改良費３目固定資産

購入費２０４万円は、内視鏡洗浄消毒装置を１台購入予定です。本装置は消化管内視鏡を

洗浄、消毒する装置で、平成１７年に導入し、耐用年数４年のところ本年度で１４年を経
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過し、耐用年数を超えて使用している状況にあり、老朽化しているため更新するものです。

事業費は２０４万円で、財源内訳は交付金が８０万２,０００円、医療施設整備基金が４３

万２,０００円で、一般財源が８０万６,０００円であります。 

 すぐ下の４目リース債務支払額３７７万７,０００円ですが、本別町複数施設一括省ＣＯ

２化事業による債務負担行為に伴う元金分です。 

 次に、予算書の３８、３９ページに戻っていただきまして、収入でありますが、１款資

本的収入２項出資金１目他会計出資金５,８７９万円は、企業債償還元金の３分の２を一般

会計から出資を受けるものでありますが、次の３項負担金１目他会計負担金２２９万１,０

００円を合わせた６,１０８万１,０００円が資本的収支に係る一般会計からの繰入額とな

り、収益的収支と合わせました一般会計からの繰入金の総額は、前年度比８３７万３,００

０円、２.３パーセント減の３億４,９０８万１,０００円となります。 

 ４項繰入金１目他会計繰入金８０万２,０００円は、器械、備品購入に係る国保調整交付

金を国保会計から繰り入れを受けるものでございます。２目医療施設等整備基金繰入金４

３万２,０００円も同じく機械、備品購入に係る購入財源として基金から繰り入れることと

したものであります。 

 なお、添付資料の説明は省略させていただきます。 

 以上、平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算の説明とさせていただきます。

よろしく御審議いただきますようお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） 以上で、各会計予算の提案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま一括議題となっております、議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特

別会計予算について、ないし、議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会

計予算について、及び昨日１３日議事とした、議案第２１号平成３１年度本別町一般会計

予算について、ないし議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて以上９件については、議長を除く１１名の委員をもって構成する、平成３１年度各会

計予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することとしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について、ないし議案第２

９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算について、以上９件については、

議長を除く１１名の委員をもって構成する、平成３１年度各会計予算審査特別委員会を設

置し、これに付託をして閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時５６分 休憩 

午前１１時０１分 再開 
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○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま設置されました、平成３１年度各会計予算審査特別委員会の正、副委員長の互

選の結果について申し上げます。 

 委員長に大住啓一議員、副委員長に阿保静夫議員と決定いたしました。 

 以上、報告いたします 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（高橋利勝） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 次回、３月２２日の会議は、議事の都合により、特に、午後１時３０分に繰り下げて開

くことにいたしました。 

 これをもって、通知済みとします。 

 本日は、これで散会いたします。 

 御苦労様でした。 

散会宣告（午前１１時０２分） 
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平成３１年本別町議会第１回定例会会議録（第５号） 
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開議宣告（午後１時３０分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（高橋利勝） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議案第２１号ないし議案第２９号 

○議長（高橋利勝） 日程第１ 議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について、

ないし、議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算について、以上

９件を一括議題とします。 

 以上、９件について委員長の報告を求めます。 

 平成３１年度各会計予算審査特別委員会大住啓一委員長、御登壇ください。 

○各会計予算審査特別委員長（大住啓一）〔登壇〕 報告いたします。 

 委員会審査結果報告。 

 本委員会は、平成３１年３月１４日第１回定例会において付託を受けた下記事

件について審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定によ

り報告いたします。 

 記、１、事件。 

 ①議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について。  

 ②議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別会計予算について。  

 ③議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算について。  

 ④議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予算について。  

 ⑤議案第２５号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計予算について。 

 ⑥議案第２６号平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算について。  

 ⑦議案第２７号平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算について。  

 ⑧議案第２８号平成３１年度本別町水道事業会計予算について。  

 ⑨議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算について。 

 ２、予算審査特別委員会開催日。 

 平成３１年３月１８日、１９日、２０日。 

 ３、審査の結果。 

 ①議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算について、原案可決。  

 ②議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別会計予算について、原案

可決。 

 ③議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算について、原

案可決。 

 ④議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予算について、原案

可決。 
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 ⑤議案第２５号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計予算について、

原案可決。 

 ⑥議案第２６号平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算について、原案可決。 

 ⑦議案第２７号平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算について、原案可

決。 

 ⑧議案第２８号平成３１年度本別町水道事業会計予算について、原案可決。  

 ⑨議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算について、

原案可決であります。 

 以上、報告といたします。 

○議長（高橋利勝） お諮りします。 

 本案９件の委員長報告に対する質疑は、議会運営基準１０３により省略したい

と思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長報告に対する質疑は省略することに決定いたしました。  

 これから、議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算についての討論を行

ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算についてを採決しま

す。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２１号平成３１年度本別町一般会計予算については委員長

報告のとおり、全会一致で可決されました。 

 これから、議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別会計予算につい

ての討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 
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 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別会計予算につい

てを採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２２号平成３１年度本別町国民健康保険特別会計予算につ

いては委員長報告のとおり、全会一致で可決されました。  

 これから、議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算につ

いての討論を行ないます。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 阿保議員、御登壇ください。 

○１０番（阿保静夫）〔登壇〕 議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医

療特別会計予算に反対の立場から討論をしたいと思います。  

 委員会でも申し上げたとおり、本医療制度は７５歳以上の人を国保や健保から

切り離し、高齢者だけの医療保険にして負担増と差別の医療を強いる、世界でも

類のない医療保険制度だと思います。 

 高齢者の生活は、御承知のように、年金の減、消費税、医療、介護の負担増な

ど、厳しさは増す一方です。そのような中でも、国は本制度における低所得者へ

の保険料の軽減措置、特例などをどんどん削る方向です。  

 高齢者の暮らしが厳しくなる中で、本来国民の健康や命を守るはずの医療保険

制度が高齢者を苦しめていることは、決して容認できるものではありません。  

 よって、本会計予算には、地方からの声としても反対の意思を示すべきだと考

えております。 

 御賛同のほど、よろしくお願いします。 

○議長（高橋利勝） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 梅村議員、御登壇ください。 

○３番（梅村智秀）〔登壇〕 平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算について、

賛成の立場で討論を行ないます。 

 議員のですね、重点項目として熱心に取り組まれていると、そういったところについて

は敬意を表するところでございますが、何度申し上げれば伝わるのかなというところでご

ざいますけれども、そもそも、おっしゃっているのは制度に対しての疑義であり、本町に



- 7 - 

 

おいて、この制度を主体的に運営している立場ではないと。よって会計内容、予算内容に

ついての不備等が認められるものではない。また、繰り返しこうした制度についての疑義

を呈されるのであれば、本町としてどのように後期高齢者を支えていくかという具体的案

を示されるべきであると。そうでなければなお、この後期高齢者の医療を支えるという実

態に対して、混乱を招くことになりかねません。 

 よって、本案については賛成をいたします。 

 議員諸兄姉の御賢察を賜り、本討論を閉じさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算につ

いてを採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者９人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２３号平成３１年度本別町後期高齢者医療特別会計予算に

ついては委員長報告のとおり可決されました。  

 これから、議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予算につい

ての討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予算につい

てを採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 
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 お座りください。 

 したがって、議案第２４号平成３１年度本別町介護保険事業特別会計予算につ

いては委員長報告のとおり、全会一致で可決されました。  

 これから、議案第２５号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計予算に

ついての討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２５号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計予算に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２５号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計予算

については委員長報告のとおり、全会一致で可決されました。  

 これから、議案第２６号平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算についての

討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２６号平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算についてを

採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２６号平成３１年度本別町簡易水道特別会計予算について

は委員長報告のとおり、全会一致で可決されました。  

 これから、議案第２７号平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算について
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の討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２７号平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算について

を採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２７号平成３１年度本別町公共下水道特別会計予算につい

ては委員長報告のとおり、全会一致で可決されました。  

 これから、議案第２８号平成３１年度本別町水道事業会計予算についての討論

を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２８号平成３１年度本別町水道事業会計予算についてを採決

します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２８号平成３１年度本別町水道事業会計予算については委

員長報告のとおり、全会一致で可決されました。  

 これから、議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算に

ついての討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 
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 これから、議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１０人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第２９号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計予算

については委員長報告のとおり、全会一致で可決されました。  

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第３０号 

○議長（高橋利勝） 日程第２ 議案第３０号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第

１６回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第３０号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１６回）

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、消費税率引き上げに伴う低所得者等への影響緩和対策等に係る準備経費

として、国の補正予算（第２号）によりプレミアム付商品券発行事業の準備関係経費とし

て補正するものであります。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８３万９,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ６８億１,９０４万円とする内容であります。 

 ４ページ、５ページをお開きください。 

 下段の２、歳出でありますが、２款総務費１項総務管理費８目企画費８３万９,０００円

の増額補正は、プレミアム付商品券発行事業の準備に必要な事務用消耗品、システム改修、

システム用パソコン１台のリース代を計上するものであります。 

 上段の１、歳入でありますが、１３款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金

８３万９,０００円の増額補正は、プレミアム付商品券発行事業の準備関連経費に対して交

付されるものであります。 

 ３ページをお開きください。 

 第２表、繰越明許費補正でありますが、１、追加、２款総務費１項総務管理費プレミア

ム付商品券発行事業８３万９,０００円は、国の指示により全額を翌年度へ繰り越すもので
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あります。 

 以上、平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１６回）の提案説明にかえさせていた

だきます。よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は歳入歳出、繰越明許費一括とします。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） ただいまの説明で概要はわかりました。消費税増税を予定してい

て、その影響で低所得者にかかわる部分を緩和しようという趣旨の内容だと思いますけれ

ども、そういうのにお金使うのに、どうして上げるのかなという疑問はあるのですけれど

も、具体的に伺います。 

 ５ページです。需用費から委託料、使用料、賃借料ということで、パソコンはわかりま

す。１４節の使用料の借上料のパソコンは、パソコンを借りますということなのでわかり

ました。１１節と１３節の中身ですね。消耗品費とあるのですけれども、一般事務用で５

５万２,０００円、８３万円のうちのかなりの部分を占めているのかなと。 

 それから、委託料ですが、システム修正と。システムを修正しなければならないような

中身なのかどうなのか、その辺もちょっとわかりません。 

 その結果として、このプレミアム付商品券がどのような形で発行されていくのか。１０

０パーセント補助ということのようですが、その辺が実際の現場での扱いも、新たな仕事

が加わるのかなというふうに思って見ているのですけれども、その辺のもう少し詳しい中

身についてですね。実際に職員の方がこれに携わると思うのですけれども、これらの一連

の作業をするにあたっては、今までのプレミア券発行とはちょっと違うのではないかなと

いうイメージがあるものですから、その辺をちょっとわかりやすく説明していただきたい

と思いますし、このことによって、実際の対象となる戸数何かも、一定数を考えているの

かなというふうに思うのですけれども、これによってどのような形で支援、金額的にです

ね、例えば１人の方が支援になるのか、その辺も何かおぼろげなものですから、そこも少

し、今の段階でわかる範囲ってあるかもしれませんけれども、その辺をちょっともう少し

詳しく教えていただきたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 阿保議員の御質問にお答えいたします。この度のプレミア

ム付商品券事業につきましては、阿保議員もおっしゃられましたように、消費税の引き上

げに伴う消費税対策の一環ということでございまして、これについては所得という部分で

いきますと、今国から示されているのはですね、住民税非課税世帯の方、それから１０月

１日から消費税が引き上げになるわけですけれども、９月３０日までにお生まれになるお

子さん、それから、それを含めて３歳未満の方を対象として、子育てをしている世帯にあ

っては、お子様の育てている数の額面に相当する部分を商品券として購入していただくと

いうようなことでございまして、基本的には今、非課税の部分でいきますと、過去の臨時
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福祉給付金の実績を想定いたしまして１,５３７名ということで、今想定しているところで

ございます。 

 また、３歳未満の子が属する世帯といたしましては、２月末現在で今１２７名を想定し

ておりまして、今後４月以降、またお生まれになられる方も当然、数としては加わってい

くこととなります。 

 基本的に今、国のほうで示しているこのプレミアム付商品券でございますけれども、額

面といたしまして、販売額として２万円の商品券で２万５,０００円分のプレミアム付の商

品券ということで想定しているところでございまして、低所得者に配慮した部分について

は、これは分割として、５回まで分割して購入することができるということでございまし

て、４,０００円で購入して５,０００円相当の買い物ができるということでございまして、

５回まででいきますと、２万円で２万５,０００円の商品券の購入ができるということでご

ざいます。 

 そうしまして、この部分でございますが、低所得者の方、それから子育て世帯というこ

とで、今仮に１,５３７名の方、それからお子さま育てている１２７名の方が該当となりま

すと、１,６６４が対象ということになりまして、仮に皆さまがそのプレミアム商品券を御

購入されたということを仮定いたしますと、額面でいきますと４,１６０万円相当というこ

との数字となってくることになります。 

 一方、阿保議員がおっしゃられていました、これまでのプレミアム商品券の関係でござ

いますけれども、これは商工費のほうでも予算組まさせていただいておりますが、これに

ついては、１万円の購入に対して１万１,５００円の商品券ということになりまして、１５

パーセントのプレミアということで、これについては５,０００セット販売予定ということ

でございまして、この発行総額となるのが５,７５０万円相当となることになります。 

 今私どもで考えているのは、基本的にはこの消費税対策でございますので、１０月１日

からこの商品券が使えるようなことということになりまして、今商工会でこれまでも進め

てきた商品券事業については、１０月の中旬から販売してきた経過がございます。基本的

にはその購入された商品券、基本的には同じように地元の商店でお使いになられるように、

今商工会ともそういった使い方のほうで、同じように使えるようなことが進められるよう

に、今調整中でございまして、基本的には同じ方法といいますか、使われる方にとっては、

いきいき商品券と同じような使い方ができるというようなところで、今調整中でございま

す。 

 それから、補正予算の中身でございますけれども、需要費といたしまして５５万２,００

０円を計上させていただいております。これにつきましては、４月以降すぐ、こういった

準備のほうを進めたいというふうに今考えておりまして、用紙類ですとか、用紙を印刷す

るインク類、これらに該当する方々への通知する封筒、それから雑消耗品等々で予算を組

んでおりまして、用紙類といたしましては、大きなものとしては５５万２,０００円の需用

費のうち半分ぐらい、２６万２,０００円が用紙類の予算として計上しているところでござ
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います。 

 また、委託料でございますけれども、これは先ほど言いました、子育てされている世帯

の抽出、あるいは所得の関係の抽出ということでございまして、臨時福祉給付金システム、

過去にあった物をこれにあわせて改修する費用といたしまして、委託料の電算の部分で計

上させていただいているところでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 商工会のほうでは、今までのプレミアム商品券は発行するという

ことで準備を進めていくということで、これについてはもう何回もやっていることで、そ

れぞれ非常に効果があるということで認識しています。それで今回、率直に伺いますけれ

ども、商工会のほうで扱っていただける、この１５パーセントプレミアと、この何て名前

つければいいのでしょうかね、消費税対策プレミアム券とでもあえて言わせてもらいます

けれども、この扱いというのは、例えば窓口はどうなのかというのがまず第１点です。 

 それから、今御説明いただいたのは、簡単に言うと券をつくる業務、あるいは名簿を揃

える業務の事務的なことのお金がここに計上されたというふうに、簡単にちょっと素人言

い方で申しわけないのですけれども、業務をやるためのお金が計上されたと。それで、先

ほど私の聞き取った金額では４,１６０万円相当のプレミアム券になるということなので、

４,１６０万円という本体はいつどのような形で、まさか町の持ち出しということではない

と思うのですけれどもね、それが、今言ったことは２つのことを言ったつもりでいますけ

れども、今までの業務とか、窓口の関係はどうなのかというのと、使われる本体の金額は

どこから来るのかということです。 

 それから、そもそも一般論ですけどね、消費税の影響を受けるのは、今おっしゃったよ

うな方々ですよね、本当に。そこにこういうことをやるということであれば、ここから先

はね、それぞれの議論なので一般質問にまわってしまうので、消費税のあり方そのものが

問われるかなと思うのですけれども、それは違う議論なので、ここでは言いません。いず

れにしても現場で、そういう性質のものなのに、そういう業務がふえると。私、担当だっ

たらいい迷惑だなと思っちゃうのですけれども、その新たな業務もふえるということでい

えば、町長のほうでいえば人員配置何かも影響して来るのではないかなというふうに思う

のですけれども、その辺についての対応、そういうお金というのはこの中には入っていま

せんよね。そういうようなことも含めてどうなっているのか、実態として伺いたいと思い

ます。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 阿保議員の御質問にお答えいたします。今回補正させてい

ただきましたのは、いわゆる３０年度分の事務費ということでございます。準備というこ

とで経費を計上させていただきまして、実は新年度に入っても、またこれ新年度からまた

そういった事務がございますので、新年度３１年度分については３１年度の事務費がまた

内示される見込みとなっております。その部分につきましては、その辺が確定した段階で、
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また補正予算として計上させていただくことといたしまして、その中身としましては、阿

保議員今御心配いただきました人件費の部分、それから実質またそういったお知らせをす

るための通信運搬費、いわゆる郵便料であるとか、それから私先ほど言いました、商工会

のほうと連携してやりたいというふうに今お話しさせていただきましたが、商工会のほう

にお手伝いいただく販売手数料であってり、それからお店屋さんと、それから使われた商

品券、当然換金していかなくてはなりませんので、そういった部分の手数料、またそれに

係る、付随した事務費ということが出て来ようかと思いますので、そういった部分の補正

をまた考えているところでございます。 

 また、阿保議員おっしゃられていましたプレミアム分、例えば先ほど言いました対象者

の方に、実際は元となる数字は当然購入していただくので、実質的な２５パーセント分の

プレミアム分の負担につきましては、これは国費のほうで精算がされるということになっ

ておりまして、それは実績報告を上げて精算事務がされるということとなっているところ

であります。 

 その手続の流れでございますけれども、今検討しているのはですね、それぞれ国のプレ

ミアムの商品券事業でございますけれども、購入が可能な方につきましては、別途私ども

のほうからお知らせといいますか、通知を発送させていただいて、そして先ほど言いまし

たいきいき商品券と、使っていただけるお店は基本的には共通することになりますので、

今商工会のほうに、そちらの販売といいますか、そういったものを委託する中で対応して

いきたいというふうに、今考えているところであります。以上です。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） ３度目の質疑なものですから、ちょっと加えますけれども、要す

るに商工会関係の１５パーセントプレミアのついた物と、２５パーセントになるのかな、

今回のこの商品券が両方走る形ですね、同じ時期にね。その券の色とか形とか、デザイン

違うから物が違うのでしょうけれども、私はそれ現場で混乱しないのかなと、すごい心配

ですね。同じ物を買うにしても、券が違うわけですから、どうなのかなということが、ま

ずその１点。これから詰めていくと思われますけれども、そこの点がまず第１点。 

 それから、物品を購入することによって、町の経済にも当然プラスの方向で行くという

ことは、いろんなことでこれまでの取り組みでもそのとおりだったと思うし、商品券でい

ろいろやって来ているのは、現実としてやって来ているので、それは本町独自の取り組み

として進んで来ていると思っています。先ほど、今積算では、人数で低所得者が１,５３７

名、３歳児までで１４７名で、合わせて１,６６４名という話です。この方々が、そういう

立場の方々が、町に対するいろんな公共料金が生じているときに、このプレミア商品券で

支払うということは可能なのかどうなのか。要は、繰り返し言いますけれども、消費税の

影響というのは本当に、所得の低い人ほどかかるものだという理解はされているので、そ

この部分がそういう公共料金や何かの支払いにもちゃんと使えるよということであればで

すね、その辺は少しはいいのかなというふうに思うのですけれども。いずれにしても多用
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途に使えないと、その人の生活全般に使えないと、国が言うことを全部いいとはいいませ

んけれども、言っていることがちゃんと現場で生かされないような気がするのですけど、

元首がそこまで詰めているかどうかちょっとわからないのですけども、議案として提案さ

れた以上は、どうなのですかということで伺いたいと思います。３回目なので、これで終

わります。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 阿保議員の御質問にお答えいたします。阿保議員御心配い

ただいたように、やはり現場で混乱、窓口でですね、そういった部分がないように、例え

ば色を変えるですとか、それから事故を防ぐための防止策ということも、担当レベルで今

協議させていただいているところでございまして、基本的にはそういった間違いのないよ

うなやり方を、万全を期していきたいというふうに今考えているところでございます。 

 それから使い方でございますけれども、基本的にはこれ国のほうから、Ｑ＆Ａ含めて今

示されているところで、まだ制度としてもいろいろ取り扱い、各市町村からもいろんな質

問事項等もあって、そういった見解が今まだ示されているところでもございます。その中

でも例えば当然、転売、譲渡、そういったものはだめですよですとか、使い方等について

も、商品券で商品券を買うのはだめだとか、いろいろそういったものも示されているとこ

ろでございます。 

 したがいまして公共料金ということで、そういったお話ありましたけれども、基本的に

は国費事業ということでございますので、基本的には指示、内示された中での執行という

ことにならざるを得ないのかなというふうには今思っているところでございまして。それ

ぞれまた、場合によってはまた示されるものがあった中では、またそういった部分も考え

られますけれども、今現在そういった形では対応はできないのかなというふうに今考えて

いるところでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第３０号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１６回）についてを

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第３０号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第１６回）について

は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 請願第１号 

○議長（高橋利勝） 日程第３ 請願第１号スクールバス利用距離要件見直しについての

請願を議題とします。 

 ただ今議題となっております、スクールバス利用距離要件見直しについての請願は、総

務常任委員会に付託して、閉会中の継続審査としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、スクールバス利用距離要件見直しについての請願は、総務常任委員会に付

託して、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（高橋利勝） 日程第４ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題とします。 

 産業厚生、広報広聴の各常任委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定に

よってお手元に配布した所管事務の調査事項について、閉会中に継続調査の申し出があり

ます。 

 お諮りします。 

 本件、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、産業厚生、広報広聴の各常任委員長から申し出のあった所管事務について、

閉会中の継続調査の申し出は、申し出のとおり決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（高橋利勝） 日程第５ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題とし

ます。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配布しました所掌事

務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 本件、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定
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いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議員派遣の件 

○議長（高橋利勝） 日程第６ 議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、会議規則第１２９条の規定によって、お手元にお配りしました派遣内

容のとおり、議員を派遣したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件は、お手元にお配りしました派遣内容のとおり、議員を派遣

することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（高橋利勝） これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 お諮りします。 

 本定例会に付されました事件は、全部終了しました。 

 会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は、本日で閉会することに決定いたしました。 

 会議を閉じます。 

 平成３１年第１回本別町議会定例会を閉会いたします。 

 御苦労様でした。 

閉会宣告（午後２時１７分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 18 - 

 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

   平成３１年３月２２日 

 

 

      議  長  高 橋 利 勝 

 

      署名議員  阿 保 静 夫 

 

      署名議員  方 川 一 郎 

 

      署名議員  石 山 憲 司 

 


